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議案第１４号 令和３年度名寄市介護

保険特別会計予算

議案第１５号 令和３年度名寄市食肉

センター事業特別会計予算

議案第１６号 令和３年度名寄市後期

高齢者医療特別会計予算

議案第１７号 令和３年度名寄市立大

学特別会計予算

議案第１８号 令和３年度名寄市病院

事業会計予算

議案第１９号 令和３年度名寄市水道

事業会計予算

議案第２０号 令和３年度名寄市下水

道事業会計予算

日程第16 議案第２１号 名寄市教育委員会委員

の任命について

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 木 村 睦 君

教 育 部 長 河 合 信 二 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長
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市 立 大 学
丸 箸 啓 一 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 鈴 木 康 寛 君

会 計 室 長 末 吉 ひ と み 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君
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〇議長（東 千春議員） ただいまより令和３年

第１回名寄市議会定例会を開会いたします。

ただいまの出席議員数は１８名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

４番 佐久間 誠 議員

９番 清 水 一 夫 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ 会期の決定

について、お諮りいたします。

今期定例会の会期は、本日より３月２２日まで

の２９日間としたいと思いますが、御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、今期定例会の会期は、本日より３月２

２日までの２９日間と決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 日程第３ これより令

和３年度市政執行方針・教育行政執行方針を行い

ます。

初めに、令和３年度市政執行方針を行います。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） おはようございます。

令和３年第１回名寄市議会定例会の開会にあた

り、市政執行への私の基本的な考え方を申し上げ、

議員各位をはじめ、市民の皆様のご理解とご協力

をいただきたいと思います。

私が市長として３期目の任を担わせていただい

てから、間もなく３年が過ぎようとしています。

この間、人口減少・少子高齢化が進み、地域に

おける課題が複雑・多様化する中において、総合

計画を基本とした様々な事業に取り組み、地域の

発展のために全力を注いでまいりました。

とりわけ昨年からは、世界中が新型コロナウイ

ルス感染症により大きな影響を受ける中、本市に

おいても、社会活動を継続できるよう各種給付金

をはじめとした様々な支援策を実施してまいりま

した。

また、昨年末には「コロナ差別がゼロのまち宣

言」を行い、感染者や医療従事者が安心して治療

や看護に専念できるよう取り組んでまいりました。

市民の皆様には、感染予防への絶大なるご協力、

各種施策に対するご理解に深く感謝申し上げます。

いよいよワクチン接種も始まります。今後も新型

コロナウイルス対策を適時適確に展開してまいり

ます。

一方で、デジタルトランスフォーメーション

（ＤＸ）やカーボンニュートラルの推進など、社

会における価値観が大きく変わろうとしており、

アフターコロナ社会を見据えた施策の展開が求め

られています。

また、王子マテリア株式会社名寄工場生産品集

約に伴う停機が本年１２月に予定されています。

工場敷地の利活用と雇用対策については、関係機

関と連携して検討を継続しているところです。

このような社会や地域において、大きな変革を

迎えようとする情勢をしっかり捉えた施策を展開

するとともに、引き続き市民の皆様にとって住み

よいまちづくりを進めるため、多くの意見に耳を

傾けながら市民主体のまちづくりを進めてまいり

ます。

市政推進の基本的な考え方を申し上げます。

令和３年度は総合計画中期基本計画の３年目と

なります。今後も総合計画の将来像の実現に向け、

「人づくり」「暮らしづくり」「元気づくり」の

三つの理念を基本に、中期基本計画を着実に実行

していく必要があります。

計画に掲げた主要施策の成果指標（ＫＰＩ）の

目標値達成に向けた施策を展開するとともにＰＤ

令和３年２月２２日（月曜日）第１回３月定例会・第１号
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ＣＡサイクルの中で進捗管理を行い、施策を深化

させてまいります。

また、道北地域の中核都市としての責任と役割

を果たしていくとともに、魅力あるこの地域がさ

らに発展していけるよう議員各位をはじめ、多く

の市民の皆様とともにまちづくりを進めてまいり

ます。

次に、令和３年度の予算編成について申し上げ

ます。

本市の令和３年度各会計予算は、総合計画の将

来像の実現に向けて、重点プロジェクトや総合戦

略を中心とした様々な施策や事業を盛り込み、予

算を編成いたしました。

主な事業では、新規事業として、季節や天候に

関係なく子どもたちが遊べる「こどもの遊び場」

の整備費用、除排雪業務の担い手育成や確保に対

する支援、名寄市立大学における大学院設置にか

かる調査費用などを盛り込みました。また、子育

て世帯の経済的負担の軽減を目的に保育料無償化

対象範囲を拡大し、多子世帯も対象とするほか、

名寄高校駅設置事業、なよろ温泉サンピラーの改

修に向けた実施設計委託料、南３丁目通道路改良

舗装事業などの道路新設改良事業、栄町５５団地

改修工事などの市営住宅環境整備事業などについ

ても予算を計上させていただきました。

これにより、一般会計の予算案は、前年度予算

と比べ ２パーセント増の２１３億 １８１万１

千円となりました。

また、５つの特別会計予算は８６億 ９８０万

円、企業会計予算は１６１億 ５１３万９千円、

全会計の総額では４６１億 ６７５万円となりま

した。

なお、予算編成の主な財源として、財政調整基

金で４億 １５３万４千円、減債基金から２億

０００万円、公共施設整備基金で２億 ５００万

円を繰入し、収支の調整を図りました。

引き続き、限られた財源を有効活用し、行財政

改革に取り組むとともに、財政規律を遵守し、健

全な財政運営に努めてまいります。

次に、市民主体のまちづくりの推進について申

し上げます。

まちづくりの理念や基本ルールを示した「名寄

市自治基本条例」に基づき、パブリック・コメン

トの実施による市民意見の反映や多様な媒体によ

る情報発信に努めるとともに、条例を市民に浸透

させるため、広報紙やホームページなどによる市

民周知のほか、様々な手法により市民主体のまち

づくりを推進してまいります。

次に、地方創生について申し上げます。

「名寄市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の

着実な推進に向け、国の地方創生推進交付金を用

いた「地域資源を活用したスポーツ×交流イノベ

ーションプロジェクト」に取り組んでいます。新

型コロナウイルス感染症の収束が不透明ではあり

ますが、収束を見据えて開発関連商品のプロモー

ションの準備を進めてまいります。

また、再生可能エネルギーを活用した物流拠点

の構築を目指し、信金中央金庫の企業版ふるさと

納税「ＳＣＢふるさと応援団」を活用した事業実

施に向けた準備を進めてまいります。

次に、コミュニティ活動の推進について申し上

げます。

協働のまちづくりを進める上で最も重要な組織

である町内会については、継続した財政的支援の

ほか、未加入世帯の増加や役員の担い手不足など

の課題解決に向けて、名寄市町内会連合会と連携

し検討を継続してまいります。

小学校区域を基本に組織され、町内会の枠を超

えた活動や地域課題の解決などを担うことを目的

とする地域連絡協議会については、地域の特性を

生かした自主的なまちづくりに対する財政的支援

や、地域連絡協議会代表者会議などによる情報共

有により、地域コミュニティ組織としての活性化

を図ってまいります。

また、「名寄の冬を楽しく暮らす条例」の理念

をまちづくりに反映するため、名寄市利雪親雪推
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進市民委員会と連携し、利雪親雪の取組を推進す

るとともに、なよろ冬カレンダーの配布や写真展

開催などを通じて周知啓発を図ってまいります。

次に、人権尊重と男女共同参画社会の形成につ

いて申し上げます。

市民一人ひとりが相手の気持ちを考え、人権に

配慮した行動をとることができるよう、引き続き、

人権擁護委員協議会などと連携を図りながら啓発

活動や相談事業を推進してまいります。

男女共同参画社会の形成については、性別にと

らわれず、男女が互いに協力し合える社会の実現

に向けて、「第２次名寄市男女共同参画推進計

画」に基づき、名寄市男女共同参画推進委員会を

はじめ、市民や各種団体などと連携して取組を進

めてまいります。

次に、情報化の推進について申し上げます。

情報化の推進については、これまで情報システ

ム機器の計画的な更新や堅牢なセキュリティシス

テムの構築を進めることで、各種情報システムの

安定的な運用を行い、市民サービスの向上や業務

の効率化を図ってきました。

今後は、国が推し進める行政のデジタル化に向

け、各種システムの統一化やマイナンバーカード

の普及促進、また行政手続きのオンライン化の検

討など、人口減少社会における住民サービスの向

上やさらなる行政運営の効率化を目指し、持続可

能な社会の発展に向けた取組を進めてまいります。

次に、交流活動の推進について申し上げます。

国内交流については、山形県鶴岡市、東京都杉

並区との交流において、人的交流や特産品販売な

どを通じて、互いの地域の魅力を発信し、さらに

充実した交流となるよう推進してまいります。

ふるさと会については、本市の情報提供や会員

拡大への支援などを通じ、各会の活動の充実が図

られるよう支援してまいります。

なお、札幌風連会、旭川風連会では、会設立５

０周年を迎えることから、記念事業に対して必要

な支援を行ってまいります。

国際交流については、姉妹都市カナダ国カワー

サレイクス市リンゼイに交換学生を派遣するとと

もに、友好都市ロシア連邦ドーリンスク市に訪問

団を派遣し、これまで育んできた交流の絆をさら

に深められるよう支援してまいります。

ドーリンスク市との交流では、友好都市提携３

０周年を記念して、名寄・ドーリンスク友好委員

会を中心とした実行委員会を組織し、各種記念事

業を実施する予定です。

また、台湾との交流では、中学生の派遣や農業

青年の派遣・受入、教育旅行や台湾国立中山大学

などの受入のほか、インターネットを活用したオ

ンライン交流などにより、国際感覚豊かな青少年

の育成や交流人口の拡大に努めてまいります。

次に、移住の推進について申し上げます。

移住の推進については、名寄市移住促進協議会

を中心に、様々な媒体や機会を活用した情報発信

に努め、移住体験ツアーなどを通じて、移住及び

交流人口、関係人口の創出・拡大に結びつくよう

地域の方々と連携し進めてまいります。

また、東京圏からのＵＩＪターンの促進及び地

方の担い手不足対策への支援事業についても取り

組んでまいります。

次に、広域行政の推進について申し上げます。

天塩川周辺１０市町村で構成する「テッシ･オ･

ペッ賑わい創出協議会」では、天塩川の認知度向

上や地域の魅力紹介などを目的とした取組を行っ

ています。本年度は、北海道の名付け親とされる

「松浦武四郎」を題材とした絵本の完成を予定し

ており、天塩川周辺に暮らす子どもたちに、この

絵本を通じて、幕末の天塩川の様子やアイヌの方

々の暮らしを紹介し、人々の「多様性」を大切に

する価値観や豊かさを伝えてまいります。

引き続き、北海道遺産である天塩川を軸に連携

し、この地域とその魅力のブランディングを図り、

内外に情報発信しながら交流人口の拡大に努めて

まいります。

次に、定住自立圏について申し上げます。

令和３年２月２２日（月曜日）第１回３月定例会・第１号
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本市と士別市を複眼型中心市とした１３市町村

で形成する北・北海道中央圏域定住自立圏につい

ては、「定住自立圏共生ビジョン」に基づき、医

療、介護分野などを中心に広域連携事業を推進し

てまいりました。

新たに定住自立圏形成協定に追加しました「通

年雇用の促進」及び「防災」の２項目についても、

定住自立圏共生ビジョンに登載し、圏域で取組を

進めてまいります。

次に、効率的な行政運営について申し上げます。

平成２９年４月に策定しました「第２次名寄市

行財政改革推進基本計画」及び本計画を具体化す

る前期実施計画に基づき、効率的な行政運営に取

り組んでまいりました。今後も、時代に即した行

財政改革に取り組んでまいります。

また、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、

集合研修の実施が困難となっていることから、新

たな人材育成手法の研究に努め、市民サービスの

向上と効率的な行政運営を進めてまいります。

次に、恒久平和に向けた取組について申し上げ

ます。

本市においては「非核平和都市宣言」の趣旨に

のっとり、これまで平和首長会議や日本非核宣言

自治体協議会への加盟をはじめ、各種事業の実施

や民間団体などが行う事業との連携を図ってまい

りました。また、これまで取り組んできた事業の

内容や資料などを、ホームページに掲載し、より

積極的に情報発信を行うことで、恒久平和を念願

し平和の尊さを市民と共有してきました。

今後も核兵器の廃絶や恒久平和の実現を全市民

共通の願いとして、様々な平和推進事業に取り組

んでまいります。

次に、自衛隊の体制維持・強化の推進について

申し上げます。

本市に所在する陸上自衛隊名寄駐屯地の拡充や

自衛隊員の増強については、北海道自衛隊駐屯地

等連絡協議会や名寄駐屯地増強促進期成会などと

連携し、各種の要望を行ってきたところです。

今後も関係機関と連携を図り、名寄駐屯地の役

割や必要性、自衛隊との共存共栄によるまちづく

りの推進など、国の動向を注視しながら、自衛隊

の体制維持・強化の推進に努めてまいります。

また、本市における自衛隊の活動を応援する名

寄市自衛隊後援会などについても引き続き支援し

てまいります。

次に、健康の保持増進について申し上げます。

健康づくりの推進については、名寄市健康増進

計画「健康なよろ２１（第２次）」の中間評価に

基づき、各種検診の受診率向上を図り、生活習慣

病の発症予防と重症化予防の徹底、乳幼児期から

高齢期まで生涯を通じた健康づくりを推進し、健

康寿命の延伸と健康格差の縮小を目指してまいり

ます。

母子保健対策の推進については、子育て世代包

括支援センター事業を中心に、安心して子育てが

できるよう、妊娠・出産期からの切れ目ない支援

体制の拡充を進めてまいります。

感染症対策の推進については、新型コロナウイ

ルスワクチンの接種に向け、市内医療機関などと

連携のもと、ワクチンの供給状況に応じて速やか

に接種が行える体制の整備に努めてまいります。

また、予防接種や感染症予防に関する正しい知

識の普及啓発を図るとともに、国・道の動向を注

視し、迅速な対応に努めてまいります。

次に、地域医療の充実について申し上げます。

病院事業については、北海道医療計画に定める

地域医療構想に沿って、主に市立総合病院では救

急及び急性期医療、東病院では慢性期医療を担い、

市民はもとより圏域の住民が住み慣れた地域で安

心して適切な医療が受けられるよう、診療体制の

維持と経営基盤の安定に努めています。

市立総合病院においては、救急や周産期・小児

医療機能を維持するほか、ウィズコロナ時代に対

応した医療提供体制の構築、医療介護施設との連

携システムの推進など、一層の感染対策の強化に

取り組んでまいります。
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併せて、ＤＰＣ制度への対応強化とベンチマー

クを活用した経費節減策などに努める一方、医師

や医療従事者への働き方改革のための制度を順次

整備してまいります。

東病院では指定管理者と連携協議しながら、よ

り効率的な経営に努めるとともに、老朽化した施

設設備への対応について検討を進めてまいります。

新公立病院改革プランについては、ガイドライ

ンの取扱いが当初の予定から先延ばしになってい

ますが、新たな改革プランの策定を見据え、最終

年度を終えた「新名寄市病院事業改革プラン」の

進捗状況の点検・評価をしてまいります。

また、医療圏域内の各医療機関のあり方も変化

していくことが予測されるため、昨年１０月に設

立された地域医療連携推進法人「上川北部医療連

携推進機構」における事業推進を図りつつ、必要

な医療スタッフの充実に努め、求められる医療提

供体制の実現を目指してまいります。

次に、子育て支援の推進について申し上げます。

子どもの遊び場については、季節や天候に関係

なく子どもが遊ぶ施設を整備して欲しいとの要望

が多く寄せられていることから、中心市街地にあ

る商業施設の一部を活用し整備を進めてまいりま

す。

保育所などの整備については、本年度は基本設

計、令和３年度に実施設計を行い、令和５年度中

の開所に向けて取り組んでまいります。

子育て世帯の経済的負担の軽減については、無

償化の対象範囲を拡大し、令和３年度から年収６

４０万円未満相当世帯の第２子以降の保育料につ

いても無償化を開始してまいります。

子どもや家庭を支援するための体制については、

一時的に養育が困難になった児童などが委託施設

に短期間入所できる「子育て短期支援事業（ショ

ートステイ）」を開始してまいります。

また、家庭の事情などによりこども発達支援セ

ンターに通所できない児童が適切な療育が受けら

れるように、「保育所等訪問支援事業」を開始し、

支援を充実してまいります。

次に、地域福祉の推進について申し上げます。

地域福祉については、「第２期名寄市地域福祉

計画」に基づき、子ども、高齢者、障がい者など、

すべての市民が安心して健やかに暮らしていくこ

とができる「自立と共生」の地域社会づくりを進

めてまいります。

また、令和３年度は第２期計画が最終年度とな

ることから、第３期計画の策定に向け、市民ニー

ズの把握に努めるとともに、関係機関の協力をい

ただきながら作業を進めてまいります。

次に、高齢者施策の推進について申し上げます。

令和３年度は「名寄市第８期高齢者保健医療福

祉計画・介護保険事業計画」の初年度にあたり、

計画に基づく事業の推進を図るとともに、高齢者

の方々が住み慣れた地域において自分らしい生活

を続けることができるよう、地域包括ケアシステ

ムの深化・推進に向け取組を進めてまいります。

健康づくりと介護予防の推進については、後期

高齢者の医療・健診・介護レセプトデータなどを

活用し、健康課題の分析を行い、フレイル予防の

普及啓発活動や健康教育・相談、生活機能向上に

向けた支援などを関係機関と連携して取り組んで

まいります。

認知症施策の推進については、認知症の人と家

族を支えるサポーターの養成に向けた講座を引き

続き実施するとともに、「認知症カフェ」の定期

開催や市民全体が広く認知症について理解を深め

ることができるように取り組んでまいります。

喫緊の課題である介護職員の確保と業務の効率

化については、介護職員初任者研修及び実務者研

修受講費用や就職支度金の助成を継続するととも

に、介護現場におけるＩＣＴの活用促進など業務

効率化を図り、介護職員の定着・確保に向けて取

り組んでまいります。

災害対策については、災害の発生に備え、介護

事業所などにおける災害対策に関する計画や災害

用資材の備蓄を行ってまいります。
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感染症対策については、各種予防接種の実施と

接種勧奨に努めるとともに、介護事業所などに対

する感染症対策の徹底と感染症に関する知識の向

上に努めてまいります。

次に、障がい者福祉の推進について申し上げま

す。

「第６期名寄市障がい福祉実施計画」に基づき、

障がい者が住み慣れた地域で安心して生活を営む

ことのできる「自立と共生の地域社会づくり」を

目指してまいります。

基幹相談支援センターについては、様々な障が

いに関する相談を受け、障害福祉施設と連携を図

りながら、子どもから大人まで継続したサービス

の利用が受けられるよう、支援体制の維持に努め

てまいります。

また、障がい者の高齢化・重度化や親亡き後も

見据え、障がい児や障がい者が、住み慣れた地域

で安心して暮らしていくことができるよう、様々

な支援を切れ目なく提供できる仕組みである「地

域生活支援拠点」の取組も、さらに進めてまいり

ます。

次に、国民健康保険について申し上げます。

国民健康保険の都道府県単位化に伴い、各市町

村では、北海道が示した標準保険税率を参考に税

率を設定しており、本市においては、資産割を除

いた３方式化や賦課割合の調整などが必要となり

ます。

今後、加入者の負担に十分に配慮した適正な税

率設定について、国保財政の見直しや運営協議会

の意見などを踏まえながら検証するとともに、国

や北海道に対して確実な財政支援の実施や納付金

算定における市町村負担の軽減などを求めてまい

ります。

次に、環境との共生について申し上げます。

深刻さを増す地球温暖化問題に対応するため、

市民への啓発のほか、公共施設の省エネルギー化

を推進するなど、二酸化炭素削減への取組を進め

てまいります。

霊園、墓地、火葬場などの施設については、利

用される方が快適で安らぎを感じる環境空間とな

るよう努めるとともに、令和３年度から供用開始

となる合同墓の適切な運営を進めてまいります。

次に、循環型社会の形成について申し上げます。

循環型社会の形成に向け、再生資源集団回収事

業をはじめ、段ボールコンポストの普及、適正な

分別方法の周知啓発、古着・廃食用油・使用済み

小型家電の再資源化などの取組を進めてまいりま

す。

さらには、環境衛生推進員協議会との協働によ

る清掃週間や分別指導のほか、安全安心で効率的

な収集・処理事業を推進してまいります。

平成１４年に稼動を停止した風連地区の旧廃棄

物焼却施設については、施設の老朽化が進行して

いることから、適切な処置を講じた上で施設の解

体を行ってまいります。

名寄地区衛生施設事務組合で炭化センターの後

継施設として検討を進めている一般廃棄物中間処

理施設については、清掃センター解体後の施設整

備に向けた基本計画などの調査が進められます。

また、清掃センター解体後における本市のリサ

イクルセンター施設として、小型家電などの資源

化施設の整備を行ってまいります。

次に、消防について申し上げます。

近年、風水害や地震に加えて雪害などの自然災

害が各地において頻繁に発生していることから、

市民が安全安心に暮らせるまちづくりの実現に向

け、消防力の充実と消防組織体制のさらなる強化

を図ってまいります。

消防力の充実については、老朽化した消防車両

の更新や新型コロナウイルス感染防止に即した救

急資機材の導入に取り組んでまいります。

救急・救助体制については、複雑多様化する救

急需要に対応し、質の高い救急業務を提供するた

めに、救急隊員などの教育を担う指導的立場の救

急救命士の養成に努めるとともに、医療機関と連

携して充実した出動体制を構築してまいります。
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また、地域防災力の中核となる消防団組織の充

実強化については、消防団への加入促進や充足率

の向上を図り、団員の災害活動に対応する安全装

備品の更新と充実に努めてまいります。

住宅防火安全対策の推進については、住宅用火

災警報器の設置率の向上と適切な維持管理に関す

る広報活動に取り組み、市民の防火意識の高揚を

図ってまいります。

次に、防災対策の充実について申し上げます。

近年、全国各地で甚大な被害をもたらしている

自然災害に対する防災対策については、「減災」

の考え方に基づき、「水防災意識社会再構築ビジ

ョン」の取組を推進するとともに、関係機関と連

携した防災・減災活動を展開してまいります。

さらに、自助及び地域の共助力の向上を柱とし

た取組から、市民の防災意識の高揚を図り、自主

防災組織の設立や活動支援及び防災リーダーの育

成に努めるとともに、防災資機材や食料などの備

蓄品について、計画的な整備を進めてまいります。

次に、交通安全対策について申し上げます。

交通事故件数は全国・全道ともに前年比で大幅

減となっていますが、本市においては微増となっ

ていることから、引き続き、関係機関などとの連

携による事故の根絶に向けた取組を実践してまい

ります。

また、幼児や児童、高齢者を対象とした交通安

全教室の参加促進、夜光反射材の配布など、事故

被害防止に向けた周知啓発活動に取り組んでまい

ります。

次に、生活安全対策について申し上げます。

犯罪のない安全で安心な地域づくりを目指し、

地域住民や関係機関と情報の共有を図るとともに、

防犯対策の強化や防犯意識の高揚を図ってまいり

ます。

また、空き家対策については、令和３年度から

第２次計画となる名寄市空家等対策計画に基づき、

所有者などの当事者意識を醸成する広報啓発活動

や、課題解決に向けた助言相談などの業務を進め

てまいります。

次に、消費生活の安定について申し上げます。

「悪質商法」や「架空請求詐欺」などの消費者

被害を未然に防ぎ、また最小限にくい止めるため

に、引き続き積極的な啓発活動を行うとともに、

相談員のスキルアップに努めてまいります。

次に、住宅の整備について申し上げます。

公営住宅の整備については、「名寄市公営住宅

等長寿命化計画」に基づき、既存団地の長寿命化

改修や将来の住宅需要を見通した修繕を基本に取

り組み、安全安心な住宅の供給を進めてまいりま

す。

また、移転建て替えとして進める瑞生団地は、

入居者の住み替えなどに配慮しながら、より良い

住環境づくりの実現に向け、実施設計を行ってま

いります。

民間住宅の整備については、木造住宅の耐震化

の支援として、耐震診断及び耐震改修費用の一部

を助成し、地震に対する安全性の向上を図ってま

いります。

また、社会情勢の変化に対応していくため、

「名寄市耐震改修促進計画」及び「名寄市公営住

宅等長寿命化計画」の見直しを実施してまいりま

す。

次に、都市環境の整備について申し上げます。

都市公園については、名寄市公園施設長寿命化

計画に基づき「ライラック公園」、「コデマリ公

園」及び「福鶴公園」の３公園において、老朽化

した遊具の更新を行い、引き続き安全安心な公園

整備に努めてまいります。

次に、水道事業について申し上げます。

安全安心な水道水を安定供給するために、老朽

管更新事業として８路線を更新するほか、給水区

域内の漏水調査と配水管洗浄作業を継続して実施

してまいります。

また、第２期拡張事業において計画している自

衛隊地区への配水管整備を進めてまいります。

次に、下水道・個別排水事業について申し上げ
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ます。

下水道事業については、公共下水道ストックマ

ネジメント計画に基づき、下水道施設の改築更新

を引き続き進めてまいります。

個別排水事業については、農村部における快適

な生活環境向上のため、１０基の合併浄化槽の設

置工事を予定しています。

次に、道路の整備について申し上げます。

継続路線では、社会資本整備総合交付金により

整備を進めている南３丁目通、徳田１８線緑丘連

絡線及び豊栄西１２条仲通の３路線の整備を行う

とともに、新規路線として北３丁目通、南１０丁

目右仲通及び西３条仲通の３路線の事業着手に向

け、国への予算要望に努めてまいります。

市単独費による整備については、舗装路面の老

朽化が進行している東５号線、風連２６線及び風

連東４号線の３路線の舗装改築工事を行い、安全

安心な道路空間の確保に努めてまいります。

橋梁については、名寄市橋梁長寿命化修繕計画

に基づき、平成２７年度から令和６年度までの１

０年間で修繕を計画している２６橋のうち、「八

千代橋」をはじめ３橋の修繕工事を実施するほか、

「相生橋」ほか２橋の実施設計及び５４橋の近接

目視点検を実施し、引き続き利用者の安全安心の

確保に努めてまいります。

次に、市道の除排雪について申し上げます。

令和３年度においても、積上げ除雪の実施や幹

線道路の複数回の排雪とともに交差点のカット排

雪を実施し、冬季の安全安心な道路空間や歩行空

間の確保に努めてまいります。

また、除排雪業務の担い手育成・確保に対する

支援や排雪ダンプ助成事業、市道及び私道除排雪

助成事業の実施など、関係機関と連携を図りなが

ら、引き続き市民の満足度が高まるよう、市民と

の協働による除排雪事業を進めてまいります。

次に、地域公共交通について申し上げます。

鉄路については、現在、国において、ＪＲ北海

道を支援する法律の改正手続きが進められており、

道内においてはＪＲ北海道が中心となり、令和３

年度以降の第２次アクションプランの作成作業を

進めているところです。

今後も、持続的な鉄道網の確立に向け、北海道

や各沿線自治体とも連携を密にし、宗谷本線活性

化推進協議会としての取組を継続してまいります。

名寄高校駅設置については、令和３年度に設置

工事を行う予定となっており、令和４年３月のダ

イヤ改正時に合わせて開駅できるよう関係機関と

連携し進めてまいります。

路線バスについては、新型コロナウイルス感染

症の感染拡大に伴う外出自粛や各種イベント中止

の影響を大きく受けており、利用者が未だに戻ら

ない状況にあります。しかしながら、生活に必要

な市民の移動手段を確保するため、バス事業者へ

の運行経費補助や、デマンドバスによる郊外の交

通手段確保を継続してまいります。また、「名寄

市地域公共交通網形成計画」に基づき、市民の皆

様が利用しやすく、効率的な地域の公共交通確保

に努めてまいります。

次に、農業・農村の振興について申し上げます。

はじめに、収益性の高い農業経営の確立につい

て申し上げます。

基盤整備については、農地の高度利用化、農産

物の生産性向上を目指し、国営事業、道営事業に

より計画的に農業生産基盤の整備を実施してまい

ります。

農業振興センターについては、新たな栽培技術

や新品種などの試験をはじめ、土壌診断や各種講

座などを通じて、農業者への情報提供や技術普及

について積極的に取り組むほか、名寄市薬用作物

研究会や薬用植物資源研究センター、製薬会社な

どと連携し薬用作物を振興してまいります。

畜産振興については、経営体の規模拡大や機械

化による効率化と収益性の向上を図るため、国の

畜産クラスター事業などを活用し支援に取り組む

とともに、新たに運用が開始される哺育・育成セ

ンターと市営牧場との連携を図ってまいります。

令和３年２月２２日（月曜日）第１回３月定例会・第１号
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次に、多様で持続可能な農業経営の促進につい

て申し上げます。

労働力確保対策については、新たな雇用労働力

確保に向けてＪＡと連携し取り組んでまいります。

また、法人化については、引き続き情報提供な

どに努めるとともに、複数戸による法人設立支援

を拡充し、地域における中核的な担い手の確保に

取り組んでまいります。

農地の流動化については、「人・農地プラン」

に基づき計画的な農地集積が図られるよう、農業

委員会の協力を得ながら、取組を推進してまいり

ます。

次に、農業の担い手の育成と確保について申し

上げます。

新規就農については、引き続き後継者の安定的

な経営継承に向け、ＪＡと協調して支援を行って

まいります。また、法人についても農業の多様な

担い手として大いに期待をするところです。

就農希望者の確保については、地域おこし協力

隊の募集をはじめ、農業体験実習事業も併せて周

知してまいります。

今後も、これまでの独立・自営のほか、第三者

経営継承の活用や法人への雇用就農など、多様な

選択が可能となるよう、情報収集と条件整備に取

り組んでまいります。

農村女性の活躍については、活躍の場をさらに

広げるため、引き続き免許取得やグループ活動活

性化への支援を行ってまいります。

次に、人と自然にやさしい農業の推進について

申し上げます。

安全安心な農畜産物の生産については、化学肥

料の削減など環境保全に効果の高い農業を推進し

てまいります。

有害鳥獣対策については、名寄市有害鳥獣農業

被害防止対策協議会を中心として、引き続き捕獲

による被害防止と担い手の育成に取り組んでまい

ります。

ヒグマ対策については、出没情報などの注意喚

起や電気柵の設置などによる予防と安全対策を、

関係機関と連携して取り組んでまいります。

次に、豊かさと活力ある農村の構築について申

し上げます。

食育推進については、本年度実施したアンケー

ト結果による検証を踏まえ、７つの目標を達成す

べく関係機関とともに取組を推進してまいります。

また、地産地消やブランド化の推進については、

新たなロゴマークやもち大使の活用などを通じて

「日本一のもち米のまち」として、市内外へ広く

情報発信を行ってまいります。

農村環境の保全については、中山間地域等直接

支払交付金や多面的機能支払交付金などを活用し

ながら、農地及び農業施設の保全、景観や防災な

ど多面的な機能の発揮に向けて、地域の主体的な

取組を支援してまいります。

次に、森林保全と林業の振興について申し上げ

ます。

森林については、地球温暖化の抑制など多面的

機能を有する貴重な財産として、名寄市森林整備

計画に基づき、健全な森林資源の維持・造成を推

進してまいります。

市有林については、間伐や伐採適齢期を迎えた

森林の皆伐及び再造林を計画的に推進し、自然環

境と市有財産の保全に努めてまいります。

私有林については、関係機関と連携のもと森林

経営計画を推進するとともに、低コスト化森林施

業に向け、国や道の助成制度を有効に活用してま

いります。また、森林環境譲与税を活用して、除

間伐などの各種施業や、人材育成・担い手確保な

どに対する支援を拡充してまいります。

次に、商工業の振興について申し上げます。

本市の商工業の振興を図るため、名寄市中小企

業振興条例に基づき、市の制度融資や経営基盤強

化への支援など、地域経済を牽引する事業者への

施策を継続してまいります。

新型コロナウイルス感染症の影響による経済活

動の収縮に伴い、市内経済も全国と同じく甚大な
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影響を受けています。引き続き、中小企業振興審

議会、経済団体及び業界団体、さらには「産官金

連携なよろ経済サポートネットワーク」と連携し、

国や道の施策を注視しつつ、適宜、必要かつ持続

可能な対策を講じてまいります。

また、中小企業を取り巻く環境が厳しさを増す

中、本市の中小企業振興に係る基本的な理念や役

割などを定める「基本計画」の策定を進めるとと

もに、中小企業振興条例に基づく支援制度に関し

て、より時代のニーズに合った見直しを進めてま

いります。

王子マテリア株式会社名寄工場生産品集約につ

いては、本年１２月に停機が予定されていますが、

工場敷地の利活用策として掲げた、３つの柱であ

る「再生可能エネルギー」「物流・防災拠点」

「ＩoＴデータセンター」を中心に具現化へ向けた

議論を継続して進めており、できるだけ早い段階

で事業概要をお示しできるよう努力してまいりま

す。

次に、労働関係について申し上げます。

ハローワークなよろ管内の雇用情勢について、

昨年１２月の状況は、求職者に対し求人数が上回

る状況は継続しており、高い水準を維持していま

す。

職業別では、特に建築・土木・測量技術者、建

設・土木作業員などの建設関係で人材不足の状態

が続いています。現在、名寄市中小企業振興審議

会で協議を進めている中小企業振興条例に基づく

支援制度の中で、人材の確保・育成に関して、よ

り時代のニーズに合った見直しを含め検討を進め

てまいります。

管内新規高等学校卒業予定者の就職内定状況に

ついては、就職内定者数は１１７人で前年同月比

１ ８パーセントの減少となり、就職内定率は８

７パーセントとなっています。

大学・高校などの卒業生の就職支援については、

職業体験や企業説明会などをハローワークをはじ

め、関係団体と連携して実施し、新規学卒者の地

元定着につなげるための施策を推進してまいりま

す。

新型コロナウイルス感染症が雇用情勢に与える

影響にも注視しつつ、雇用の安定と促進に努めて

まいります。

次に、観光の振興について申し上げます。

平成２４年度から「名寄市観光振興計画」に基

づき、各種の観光施策に取り組んでまいりました

が、１０年間の計画期間の最終年度となる令和３

年度に次期計画を策定いたします。新しい計画で

は、マイクロツーリズムやワーケーションなど、

「ウィズコロナ」「アフターコロナ」に適応した

観光施策の方向性を示すとともに、本市の観光に

ふさわしい新たな指標を掲げるなど、市民や観光

の専門家の意見を伺いながら策定を進めてまいり

ます。

また、引き続き、Ｎスポーツコミッションと連

携し、スポーツツーリズム商品の開発・販売やス

ポーツ合宿・大会の誘致など、冬季スポーツ拠点

化プロジェクトの推進に努めてまいります。

名寄ピヤシリスキー場の指定管理については、

ピヤシリスキー場・体育館・ジャンプ台の３施設

を一括して施設管理業務を行うことにより、市民

の皆様の憩いや健康増進を図る市内唯一の温浴施

設、冬季スポーツ拠点化の核となる施設の効率的

運営となるよう、指定管理者と連携し取り組んで

まいります。

なよろ温泉サンピラーについては、平成３０年

度に実施した基本設計を基に、温浴施設を先行し

て改修するため、実施設計を進めてまいります。

次に、幼児教育の充実について申し上げます。

幼児教育については、各施設への支援を充実さ

せ安定した運営のもと、幼児教育の質の向上と保

護者が安心して預けることのできる環境や、園児

を安定して受け入れることのできる体制づくりを

支援してまいります。

次に、名寄市立大学について申し上げます。

平成２９年度から１０年間における大学運営の
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指針として策定した「名寄市立大学将来構想（ビ

ジョン２０２６）」は、前期実施計画３年間の検

証と第三者機関による大学評価の提言を踏まえて、

本年度、中期実施計画を策定しました。令和３年

度からの２年間は、将来構想の中間期にあたるこ

とから、最終年のビジョンを見据えて、将来構想

を着実に推進してまいります。

また、大学院設置にかかる検討を中期実施計画

期間中に集中して進めてまいります。

次に、修学上の新型コロナウイルス感染症対策

について申し上げます。

新型コロナウイルス感染症対策については、一

人ひとりの基本的感染対策と学内施設の感染対策

を講じながら行う対面授業と遠隔授業の併用を基

本に学修機会の確保に努めてまいります。

また、修学環境の変化による学生のストレスに

対する相談、支援体制の充実を図ってまいります。

次に、生涯スポーツの振興について申し上げま

す。

スポーツ振興については、障がいがある方や、

幼児から大人まで各世代ごとに体を動かす機会を

充実させ、スポーツ人口のすそ野を広げながら、

心身ともに良好で健康な市民が暮らすまちづくり

に取り組んでまいります。

ジュニアの育成・強化については、各競技団体

と協力してスポーツ少年団の体験イベントを実施

するとともに、Ｎスポーツコミッションの「ジュ

ニアスポーツアカデミー」における各種育成事業

を支援してまいります。

冬季スポーツ拠点化事業については、国の地方

創生推進交付金を用いた「地域資源を活用したス

ポーツ×交流イノベーションプロジェクト」や、

ピヤシリヘルシーゾーンにおけるスポーツツーリ

ズムに取り組むとともに、地域経済に直結するス

ポーツイベントなどを実施してまいります。

スポーツ合宿・大会誘致については、引き続き、

冬季スポーツを中心に、競技団体の協力をいただ

きながら推進していくとともに、なよろ健康の森

の夏合宿などの活用も促進し、ピヤシリヘルシー

ゾーンが、一年を通じて競技力向上及びスポーツ

交流の拠点となるよう、取組を進めてまいります。

以上、市政執行に対する私の所信と基本的な考

え方を申し上げました。

市議会議員の皆様、並びに市民の皆様のご理解

とご協力をお願い申し上げ、令和３年度の市政執

行方針といたします。

〇議長（東 千春議員） 次に、令和３年度教育

行政執行方針を行います。

小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） 令和３年第１回定例会

の開会にあたり、名寄市教育委員会の教育行政の

執行に関する基本的な方針について申し上げます。

現在、新型コロナウイルス感染症が国内外に大き

な影響を及ぼしています。このような中、我が国

では、学校における感染及びその拡大のリスクを

可能な限り低減した上で教育活動を継続し、子ど

もの健やかな学びを保障していくという考え方を

基本として、第３期教育振興基本計画のもと、教

育振興に関する施策の総合的・計画的な推進を図

る取組を進めています。

また、北海道教育委員会では、北海道教育推進

計画のもと、「自立」と「共生」の二つの基本理

念の実現に向けて、「ふるさとを想い、グローバ

ルな視野で共に生きる力の育成」と「学校・家庭

・地域・行政の連携による、人口減少に対応する

ための教育環境の形成」の二つの重点を示し、具

体的な教育施策の推進に努めています。

名寄市教育委員会では、このような国や道の動

向を踏まえるとともに、名寄市総合計画（第２

次）中期基本計画の「生きる力と豊かな文化を育

むまちづくり」を教育・文化・スポーツ分野にお

ける基本目標とし、令和３年度の学校教育推進計

画、社会教育推進計画の確実な推進に努めてまい

ります。

以下、令和３年度の学校教育、社会教育の主な

施策について申し上げます。
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はじめに、学校教育の重点施策について申し上

げます。

令和３年度の学校教育については、名寄市学校

教育推進計画に基づき、学習指導要領の理念であ

る「生きる力」を育てるために、社会に開かれた

教育課程の実現を図ります。また、昨年度から第

２ステージに移行した道教委の指定事業である

「学校力向上に関する総合実践事業」と２年目と

なる第３次名寄市教育改善プロジェクト委員会の

取組を両輪として、次の７つの重点的な取組を進

めてまいります。

はじめに、確かな学力を育てる教育の推進につ

いて申し上げます。

全国学力・学習状況調査における本市の児童生

徒の傾向を踏まえ、確かな学力を育成するため、

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた日常の

授業改善を重視するとともに、思考力・判断力・

表現力の育成に資する「書く」活動や家庭学習の

充実、ＩＣＴ機器の効果的な活用などを図ってま

いります。

また、児童生徒の「主体的に学習に取り組む態

度」を育むため、天文台や市民文化センターＥＮ

―ＲＡＹホールなどの本市の教育資源や、名寄市

立大学の学生支援員などの積極的な活用に努めて

まいります。

今後も、名寄市教育改善プロジェクト委員会の

取組と道教委の指定事業である「学校力向上に関

する総合実践事業」を連動させながら、市内の小

中学校が一体となった学力向上の取組を推進して

まいります。

次に、豊かな心と健やかな体を育てる教育の推

進について申し上げます。

豊かな心の育成については、規範意識や公正な

判断力、自他の生命を尊重する心などを育てるこ

とが大切なことから、道徳教育については、道徳

の時間を要として家庭や地域社会との連携を図り

ながら、学校の教育活動全体を通じて道徳性を養

う指導を推進してまいります。

道徳科の指導では、ねらいに即して、問題解決

的な学習や道徳的行為に関する体験的な学習を適

切に取り入れるなど、指導方法の工夫・改善に努

めてまいります。

また、木原天文台を建設した故木原秀雄氏を題

材とした読み物資料を使用した道徳科の授業実践

や市民文化センターＥＮ―ＲＡＹホールの積極的

な活用を通じて、児童生徒の豊かな情操を養うよ

う努めてまいります。

読書活動では、全ての小学校に配置している学

校司書を活用し、蔵書の配置の工夫や本への興味

関心を高める環境を整備して、児童生徒の豊かな

感性や創造性を高めてまいります。

生徒指導では、教師と児童生徒との信頼関係及

び児童生徒相互の好ましい人間関係を基盤として、

互いに協力し合い、助け合う望ましい集団の育成

を目指してまいります。

とりわけ、いじめの根絶に向けては、教育委員

会及び全小中学校において定めている「いじめ防

止基本方針」並びに「いじめ防止等対策組織」に

基づいて、いじめの定義やいじめ解消の判断基準

を具体的に示すとともに、いじめ防止基本方針の

取組状況を学校評価において評価し改善に生かす

など、取組を強化してまいります。また、「名寄

市小中高いじめ防止サミット」については、いじ

め防止宣言の内容が児童生徒へ確実に定着するよ

う取組を充実させ、いじめの根絶を目指してまい

ります。

さらに、道徳科や学級活動など、教育活動全体

を通じて、新型コロナウイルスの感染者や濃厚接

触者とその家族、医療従事者などに対する偏見や

差別につながる行為は、断じて許されるものでは

ないことの指導を徹底してまいります。

不登校の児童生徒への対応については、学校や

教育相談センター・こども未来課などの関係機関

が連携を図り、組織的、計画的に支援することが

重要なことから、児童生徒理解・教育支援シート

を活用し、一人一人の児童生徒に応じた支援に努
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めてまいります。また、必要に応じて道教委に配

置されているスクールカウンセラーやスクールソ

ーシャルワーカーを活用し、不登校解消に向けた

取組の充実にも努めてまいります。

なお、いじめについては「いじめの問題の実態

把握及びその対応状況等調査」、不登校や非行な

どについては「児童生徒の問題行動・不登校等生

徒指導上の諸課題に関する調査」を有効に活用し、

早期発見、早期解消に努めていきます。また、中

学校に配置している心の教室相談員による教育相

談については、必要に応じて小学校でも実施でき

るようにしてまいります。

スマートフォンや携帯電話などの利用による問

題行動、薬物乱用の防止などについては、名寄市

生徒指導・補導協議会や関係機関・家庭と連携し

ながら、青少年センターや道教委が作成した啓発

用のパンフレットなどを活用し、児童生徒が情報

モラルを身に付けたり、望ましい生活習慣を確立

することができるよう取り組んでまいります。

健やかな体の育成については、日常的に運動に

親しむ習慣や望ましい生活習慣を身に付けさせる

ことが大切なことから、縄跳びなど各学校の特色

を生かした体力づくりである「１校１実践」の取

組や「早寝、早起き、朝ごはん」運動などの充実

に努めてまいります。

また、「全国体力・運動能力、運動習慣等調

査」の結果を踏まえ、課題解決に向けた実技研修

会を実施したり、体育の授業の工夫改善を図るな

ど、体力向上の取組を一層充実させてまいります。

とりわけ、課題となっている「５０ｍ走」につい

ては、スポーツ・合宿推進課と連携をしながら改

善を図ってまいります。

食に関する指導では、栄養教諭などの専門性を

生かし、児童生徒が将来にわたり、望ましい食習

慣や食に関する自己管理能力を身に付けられるよ

う、学校給食を生きた教材として効果的に活用し

てまいります。

学校給食で使用する食材については、安全で安

心な食材の選定に細心の注意を払うとともに、生

産者や納入業者と連携し地産地消に努めてまいり

ます。

次に、特別支援教育の推進について申し上げま

す。

特別支援教育の充実を図るためには、児童生徒

一人一人の教育的ニーズに応じた支援を行うとと

もに、障がいのある子どもと障がいのない子ども

が、可能な限り共に学ぶ「インクルーシブ教育シ

ステム」を構築することが重要であります。

そのため、特別な支援を必要とする子どもへの

就学前から学齢期、社会参加までの切れ目ない支

援体制を整備していきます。また、名寄市立大学

との連携による名寄市立大学学生支援員派遣事業

の有効な活用や名寄市立大学コミュニティケア教

育研究センターによる特別支援教育コーディネー

ターの専門性の向上を目指した取組、名寄市立大

学免許法認定公開講座の活用による特別支援学校

教諭免許状を取得しやすい体制の整備などに努め

てまいります。

名寄市特別支援連携協議会では、本市の特別支

援教育について共通理解を図り、効果的な取組を

進めるため、学校などの管理職や転入職員対象の

研修会を実施したり、特別支援教育専門家チーム

による巡回教育相談の充実などに努めてまいりま

す。

また、名寄版個別の支援計画「すくらむ」の効

果的な活用を図るため、小学校の一日入学時に保

護者に説明するなどの啓発活動を充実するととも

に、すくらむを必要とする保護者には、直接配付

し活用方法を説明するなど、一人一人の教育的ニ

ーズに応じたきめ細かな支援に努めてまいります。

次に、社会の変化に対応する力を育てる教育の

推進について申し上げます。

国際理解教育については、外国人英語指導助手

の効率的な派遣方法を工夫したり、外国語による

聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語

活動の充実を図り、コミュニケーション能力の育
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成に努めてまいります。

キャリア教育については、児童生徒の望ましい

勤労観や職業観を育てるため、社会見学や職場体

験活動などを効果的に推進していきます。また、

児童生徒が自分のよさに気付き、将来の夢や目標

の実現に向かって学び続けることができるよう、

キャリア教育に関する学習活動の記録を蓄積し、

必要に応じて振り返ることができる「キャリア・

パスポート」の効果的な活用に努めてまいります。

情報活用能力の育成については、児童生徒の発

達段階を踏まえ、情報技術が急速に進化していく

時代にふさわしい情報モラルを確実に身に付けさ

せることや、目的に応じてコンピュータ・情報通

信ネットワークなどの情報手段を適切かつ主体的

に活用できるようにするための学習活動の充実に

努めてまいります。

また、昨年度からすべての小学校において必修

化されたプログラミング教育の一層の充実に努め

るとともに、学校教育情報化推進委員会と連携し

ながら、ＧＩＧＡスクール構想における児童生徒

一人一台端末等の効果的な活用やＩＣＴ環境の整

備を進めてまいります。

主権者に関する教育については、児童生徒にふ

るさとへの愛着や豊かな情操を養うため、「ふる

さと未来トーク～市長・教育長と児童生徒との懇

談会～」を実施するなどして、地域への愛着や誇

りを持ち、ふるさとに根付く子どもたちを育てて

まいります。

次に、信頼される学校づくりの推進について申

し上げます。

信頼される学校づくりを進めるには、学校と家

庭・地域が教育の目標を共有し、協働して組織的

に課題に対応し、学校改善に努めることが大切で

あります。

このため、各学校では、本市共通モデルの学校

経営計画及び学級経営案を効果的に生かし、学校

の課題を明確にした上で、年度の重点教育目標を

設定するとともに、名寄市総合計画（第２次）中

期基本計画や名寄市学校教育推進計画との関連を

図りながら学校経営を推進してまいります。

さらに、学校評価については、各学校が年度の

重点教育目標の達成状況などについて評価する自

己評価と、保護者や地域住民などが学校の自己評

価の結果や改善策の妥当性について評価する学校

関係者評価を実施し、その結果を公表して学校運

営の改善に生かしてまいります。また、学校の年

度の重点教育目標と学校職員評価の自己目標を関

連させるなどして、円滑な学校運営を推進してま

いります。

コミュニティ・スクールについては、社会に開

かれた教育課程の実現を図るため、昨年６月に市

内すべての学校の学校運営協議会に、地域学校協

働本部を位置づけました。また、地域学校協働本

部連絡協議会を開催し、市内すべてのコミュニテ

ィ・スクールに地域コーディネーターを配置しま

した。今後は、社会教育と連携し、各コミュニテ

ィ・スクールと地域学校協働本部が相互に補完し

高め合う存在として、「地域とともにある学校づ

くり」の一層の充実を図る体制の強化と、地域学

校協働活動の充実を目指してまいります。

小中一貫教育については、義務教育９年間を通

じた教育活動の一貫性を確保するため、風連中央

小学校と風連中学校が、昨年度に立ち上げた「風

連地区小中一貫教育推進委員会」による取組の一

層の充実を図ってまいります。

智恵文小学校と智恵文中学校においては、これ

まで小中一貫教育として連携した教育活動に取り

組んできました。今後は、令和６年度から系統性

・連続性を強化したカリキュラムの編成・実施が

可能となる、義務教育学校の開校に向けた準備を

進めてまいります。

学校教育は、保護者や地域住民との信頼関係が

基盤となることから、教職員の資質の向上につい

ては、名寄市教育改善プロジェクト委員会による

全小中学校共同で行う研修会や、ミドルリーダー

のマネジメント力を高める研修会などを通じて、
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教職員のキャリアステージに応じて求められる資

質能力を高めてまいります。また、ＩＣＴを効果

的に活用した授業改善や小学校高学年における教

科担任制の推進など、新たな課題に対応できる力

量を高める研修の充実にも努めてまいります。

服務規律の保持については、教職員一人一人が

使命感や倫理観を持って職務を遂行できるよう、

道教委からの各種通知や服務規律ハンドブックな

どを活用して校内研修を進めてまいります。

学校における働き方改革の推進では、教職員の

多忙化が依然として解消されていない状況の中、

教職員が子どもと向き合う時間が確保できるよう、

学校における働き方改革の取組を一層進める必要

があります。このため、道教委の「北海道アクシ

ョン・プラン」に示された取組の方向性をもとに、

名寄版「アクション・プラン」に基づき、学校内

での業務改善の意識改革と体制づくりを進めてま

いります。

次に、安全・安心な教育環境の整備について申

し上げます。

安全安心な教育環境づくりについては、各小学

校区に組織している安心会議などと連携を図りな

がら、交通安全指導や安全マップを用いた児童生

徒の通学路の安全確保、「地域１１０番の家」の

協力や登下校時の見守りなどを通じて、地域ぐる

みで不審者への対応をしていきます。さらに、

「名寄市通学路安全推進会議」では、通学路の安

全確保のため関係機関と連携し、継続的に安全点

検や安全対策に努めるとともに、対策箇所一覧表

をホームページで公開し、対応状況と危険個所の

注意喚起を図ってまいります。

市内小中学校の耐震化の取組については、智恵

文小学校の耐震化に合わせ、小中一貫教育の推進

を図るため、智恵文中学校に小学校を併設した義

務教育学校の開設に向け、基本設計に引き続き実

施設計に取り組んでまいります。

給食センターは、改築以来２９年が経過してい

ることから、厨房機器類の年次的な更新や設備類

の修繕を実施し、給食提供に支障が出ないよう適

切な維持管理に努めてまいります。

次に、高等学校教育の充実について申し上げま

す。

名寄市内の高等学校は、中学校卒業生の減少に

より定員割れが続いている状況にあることから、

市内各高等学校と連携を図り、魅力ある学校づく

りを支援するため、就職や進学に有利となる資格

取得者に対する補助制度「名寄市高校生資格取得

支援事業」の取組を進めてまいります。

また、道北地区の基幹産業である農業従事者の

人材育成には、名寄産業高等学校酪農科学科の間

口維持が重要なことから、道外入学者を呼び込む

ため、受験にかかる交通費の負担軽減を図る「名

寄産業高等学校酪農科学科受験者交通費助成」に

取り組んでまいります。

さらに、今後の高等学校の在り方については、

子どもたちの希望に沿った学ぶ環境を維持するこ

とが必要なことから、「名寄市内高等学校魅力化

推進委員会」などで、名寄市内の高校が地域から

魅力ある学校として認められるよう、普通科・職

業科の在り方や特進コースの新設、既存校舎の有

効活用などについて検討し、道教委に意見反映し

てまいります。

次に、社会教育の重点施策について申し上げま

す。

令和３年度の社会教育については、名寄市社会

教育推進計画に基づき、市民の皆様が生きがいの

ある人生を送ることができる生涯学習社会の形成

などを目指し、次の５つの重点的な取組を進めて

まいります。

はじめに、生涯学習社会の形成について申し上

げます。

令和元年６月をもって、市内すべての学校に学

校運営協議会が設置されました。「地域とともに

ある学校づくり」の更なる充実が図られるよう、

地域学校協働活動を社会教育行政として支援して

まいります。
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市民講座では、新たな学びへのきっかけづくり

や学習活動を通じた仲間づくりにつながるよう、

市民の学習ニーズなどに応じた講座の開設に努め

てまいります。

また、グループやサークルの活性化、組織化を

支援する「ジャックの豆事業」の奨励、市民が文

化芸術を体験・発表する生涯学習フェスティバル

の開催など、市民が自主的な学習に取り組める環

境づくりに努めてまいります。

風連地区については、ふうれん地域交流センタ

ーを中心に、各種団体と連携・協働するとともに、

風連陶芸センターや風連公民館などを活用し、生

涯学習活動の推進に努めてまいります。

智恵文地区については、住民ニーズの把握に努

め、学校をはじめ各種団体との連携のもと、生涯

学習活動の推進に努めていきます。また、農村地

区という地域特性を踏まえ、地域の歴史や自然、

文化を知り、地域の魅力を発見しながら、地域資

源を継承する「ちえぶん学講座」を継続して開催

してまいります。

次に、市立名寄図書館について申し上げます。

市民の生涯学習活動を支援する身近な教育施設

として、暮らしに役立ち課題解決に資する幅広い

図書資料の収集や環境整備を図ってまいります。

また、第３次子どもの読書活動推進計画に基づ

き、乳幼児から中高生まで本に親しむ環境づくり

に努めるとともに、同計画の最終年度にあたり次

期計画の策定に取り組みます。さらに、ボランテ

ィア団体の協力を得た読み聞かせ行事や、新たな

読者層の発掘と交流の場づくりを目指した書評ゲ

ーム「ビブリオバトル」、来館者が安らぎ楽しむ

ことのできる展示など、各種事業に取り組んでま

いります。

次に、なよろ市立天文台について申し上げます。

全国的なコロナ禍の中で、市外からの来館者が

減少していますが、新型コロナウイルス感染対策

を十分に行うと同時に、星空のインターネット配

信を強化するなど、新たな天文普及の在り方につ

いて研究してまいります。

学校教育との連携では、天文台で撮影した天体

資料などを活用し、より分かりやすい授業となる

よう取り組んでまいります。

研究分野では、北海道大学を始めとした他機関

との連携のもと、ピリカ望遠鏡などを利用した研

究を一層進め、全国に成果を発信してまいります。

交流事業としては、国立天文台石垣島天文台や

台北市立天文科学教育館との共同観測や、天文現

象の相互配信などで更なる交流に努めていきます。

星と音楽をテーマにした星祭りや音楽イベント

については、新型コロナウイルスの感染状況を踏

まえ、開催を検討してまいります。

次に、家庭教育の推進について申し上げます。

子どもの基本的な生活習慣の学びや子育て中の

家庭同士の交流拡大に向け、家庭教育支援講座の

開催や市内の幼稚園における家庭教育学級の活動

など、親子で楽しみながら学んだり、保護者の学

びを支援する学習機会の提供に努めてまいります。

次に、生涯スポーツの振興について申し上げま

す。

スポーツ施設の改修では、昨年、名寄市スポー

ツセンターの長寿命化を図るため、格技室床の張

り替えなどの改修を行っており、今後とも市民に

安心で良好なスポーツ環境を提供するための施設

整備を行ってまいります。

ピヤシリシャンツェについては、老朽化が進ん

でいることから大規模改修など、必要な対策を講

じながら長寿命化を進めていきます。また、他の

スポーツ施設についても、各種施策との整合性を

図りながら改修計画や適正配置を検討してまいり

ます。

風連地区については、廃校体育施設も含めた体

育施設の維持管理に努めるとともに、各種スポー

ツ団体と連携したスポーツ教室を開催するなど、

競技スポーツや生涯スポーツへの取組を助長して

まいります。

次に、青少年の健全育成について申し上げます。
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児童生徒が自然の中で学び合う野外体験学習事

業「へっちゃＬＡＮＤ２０２１」に加え、交流自

治体である東京都杉並区との小学生交流事業とし

て、夏季の「都会っ子交流」及び冬季の「自然体

験交流」を実施してまいります。

また、子ども会育成連合会などと連携したリー

ダー育成事業や育成者研修事業、フットサル大会

の開催などを通じて、青少年の健全育成に取り組

んでまいります。

名寄市成人式については、実行委員会を中心に

企画運営を行い、趣向を凝らした内容で開催して

まいります。

名寄市児童センターや風連児童会館では、自由

来館型の施設として、遊びやスポーツ、各種行事

や体験活動を通じて児童の健全育成を図ってまい

ります。

放課後児童クラブでは、放課後における児童の

安全安心な居場所を提供するとともに、保護者の

仕事と子育ての両立を支援していきます。また、

施設運営の充実や環境整備を図り、児童の健全育

成に努めてまいります。

民間学童保育所に対しては、児童の安全安心な

居場所となるよう環境整備や運営に対し、必要な

支援を行ってまいります。

青少年センターでは、全国的に問題となってい

るＳＮＳなどを通じた犯罪被害や、いじめなどか

ら青少年を守るため、地域や各学校、関係機関な

どと連携し、啓発活動に取り組むとともに、青少

年の問題行動の未然防止や安全確保に努めてまい

ります。

また、不審者対策や犯罪のない地域づくりを目

的に巡視活動を行い、子どもたちが安全安心に学

び遊べる環境づくりを推進してまいります。

教育相談センターのハートダイヤルでは、児童

生徒や保護者からの悩みについて、教育専門相談

員が電話や面接などで相談に応じてまいります。

また、ひきこもりの解消や日中相談できない方の

ために夜間相談日を設けて対応し、相談内容によ

っては、学校や関係機関などと情報交換を行いな

がら適切な支援や指導を行ってまいります。

適応指導教室では、不登校の児童生徒の心情や

悩みを受け止め、生活支援、学習支援を行いなが

ら、学校復帰を目指していきます。

不登校は本人だけの問題ではなく、学校や家庭

を含む様々な要因が複雑に絡み合って生じる傾向

にあるため、教育推進アドバイザーを中心に学校

や関係機関との連携に努め、相談体制の充実を図

ってまいります。

放課後子ども教室では、小学４年生から中学３

年生までを対象に、勉強やスポーツ、文化活動、

地域との交流活動などに取り組み、自ら学ぶ姿勢

を高め、学習習慣の定着を図ってまいります。

本年度も、地域の学識経験者などの協力を得て、

自学自習の充実やテーマ学習を実施し、有意義な

教室となるよう努めてまいります。

次に、地域文化の継承と創造について申し上げ

ます。

名寄市文化芸術振興条例及び名寄市文化芸術の

振興に関する基本方針に基づき、文化芸術の振興

と継承を図るとともに、市民などによる自主的、

創造的な文化芸術活動を推進してまいります。

また、優れた文化芸術を鑑賞する文化芸術鑑賞

バスツアーや、市民が日頃の文化活動の成果を発

表する市民文化祭を実施するとともに、市民文化

センターＥＮ―ＲＡＹホールを核とした、鑑賞事

業やアウトリーチを含めた市民参加型の文化芸術

事業を実施してまいります。

次に、北国博物館について申し上げます。

平成８年２月の開館以来２５年が経過し、これ

まで３３万人の利用者を数えています。引き続き、

地域に根差した視点に立って、地域の歴史や文化

財、自然を伝える普及事業を充実させ継続してい

きます。とりわけ夏・冬の特別展などの自主企画

や北海道博物館、道北地区博物館等連絡協議会と

連携した展示会を計画してまいります。

また、市民サークルによる展示会を年間を通じ

令和３年２月２２日（月曜日）第１回３月定例会・第１号
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て開催するなど、郷土学習の拠点施設としての役

割を果たしてまいります。

以上、令和３年度の教育行政執行方針について、

その概要を申し上げました。

名寄市は、幼稚園・小学校・中学校・高等学校

・市立大学を抱える教育都市であり、将来の地域

を支える人材を育てる大きな役割と責任を担って

おります。

名寄市教育委員会としては、これまで以上に学

校・家庭・地域社会との連携を深めながら、子ど

もたちの学びを止めることなく、現下のコロナ禍

を乗り越え、本市の教育の振興と発展に誠心誠意

努力してまいります。

議員並びに市民の皆様の一層のご理解とご協力

をお願い申し上げます。

〇議長（東 千春議員） 以上で令和３年度市政

執行方針・教育行政執行方針を終わります。

〇議長（東 千春議員） 日程第４ 議案第１号

名寄市こども発達支援センター条例の一部改正

についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１号 名寄市こど

も発達支援センター条例の一部改正について、提

案の理由を申し上げます。

本件は、名寄市こども発達支援センターにおい

て児童福祉法第６条の２の２第６項に規定をする

保育所等訪問支援に関する業務を実施をするため

に本条例の一部を改正しようとするものでござい

ます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

山崎真由美議員。

〇３番（山崎真由美議員） 市長は、第５条に規

定する児童発達支援及び保育所等訪問支援を受け

る者に対して使用料を徴収するとあります。この

使用料徴収に関しての考え方について確認させて

ください。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 使用料につきま

しては、この給付点数は決まっていまして、基本

的には ８１８点で、１割負担となりますので、

８１８円ということで、ただ３歳以上につきま

しては無償化ということでありますので、利用料

についてはかかっておりません。３歳未満児につ

いては、そういった形で利用料が徴収される。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） すみません。ちょっ

とマスクの関係で聞き取りにくい部分がありまし

たけれども、先ほどの小川部長の御答弁は、先ほ

ど市長から、それから教育長から市政執行方針に

ついての御発言がありました。その部分と整合性

が取れているということで、再度答弁の内容につ

いて確認をさせていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 暫時休憩します。

休憩 午前１１時２７分

再開 午前１１時２８分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 先ほど市長の市

政執行方針の１５ページに記載しております保育

所等訪問事業、これに位置づけられているもので

あります。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 整合性は取れている

ということでありますので、この部分について最

後に市民周知についてどのようにされていくのか

についてだけ確認をさせていただいて、終わりま

す。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。
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〇健康福祉部長（小川勇人君） これにつきまし

て市民周知というよりも保育所や認定こども園、

それぞれのところで通所している中でそういった

支援が必要な方がいた場合に対応していく。また、

保健センターでいろんな乳児健診とかありますし、

子育て支援センター、いろんなところから情報を

得ながらそういった子供、発達支援センターには

通えない子供でそういった支援が必要であるから

という子については情報得ながら対応していくよ

うな形になろうかと思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第５ 議案第２号

名寄市介護保険条例の一部改正についてを議題

といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２号 名寄市介護

保険条例の一部改正について、提案の理由を申し

上げます。

本件は、介護保険法第１１７条の第１項の規定

に基づき名寄市第８期介護保険事業計画を策定し、

令和３年度から令和５年度までにおける介護保険

料額を定めるため、本条例の一部を改正しようと

するものでございます。

第１号被保険者の保険料につきましては、高齢

者人口及び要介護、要支援認定者の増加、介護施

設の開設に伴う介護サービス給付費の増加が見込

まれるため、保険料額の上昇は避けられない状況

でございますが、国の基準の９段階の所得による

負担段階を細分化し、所得に応じた保険料負担を

いただくことにより基準額の上昇を抑え、低所得

者層への負担軽減を図ることとしております。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

佐久間誠議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 何点か御質問させて

いただきます。

この条例の改定に伴う上げ幅について、計算し

ますと ２００円から１万 ９００円の上げ幅で

提案されております。上げ幅にしまして１０％か

ら１１％かと思うのですが、負担感がすごく大き

いのではないかというふうに考えております。市

民に対する丁寧な説明が必要になってくるのでは

ないかと。特に制度改正など市民にマイナスにな

るようなことについては早めにこれは示していく

べきではないかと思うのですが、その辺りの考え

方についてお伺いします。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 今回提案してい

ますのは、議員が言いますように、基準額で ２

２５円から ８４７円ということで６２２円の増

額となっています。これにつきましては、介護サ

ービス提供量、それによって、１号被保険者の負

担割合２３％となっていますが、それから算出し

ていくものであります。今回の第８期計画の中で、

計画の中にも少し触れておりますけれども、各種

の入所施設等々が整備されるということで、一方
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では介護提供サービスが充実するということにな

りますけれども、その分負担は増えていくという

状況があります。これにつきましては、今回議会

のほうで審議されますので、審議以降、決定しま

したら速やかにそういった状況も含めて市民に周

知しながら御理解をいただいて、賦課のほうに進

めていきたいというふうに考えておりますので、

御理解をお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 基準額が現行よりも

６２２円増額というふうにお聞きいたしました。

それで、基準月額の算定の金額については分か

ったのですが、保険料収納必要額、本市では幾ら

に置いているのか、あるいは基金を基にしたカバ

ーなどはできなかったのか、この辺りについて再

度御質問させていただきたい。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 今回の算出に当

たってでございますけれども、今ありました給付

の総額については３年間で９２億 ３７９万 ０

００円を想定しまして、これに基づいてそれぞれ

の国、北海道、本市、１号被保険者、２号被保険

者等との負担割に基づいて算出をしているところ

であります。そして、先ほど申し上げましたこの

額からいきますと、本来でいけば基準額で １０

６円、 ３３１円の基準額となる予定であります。

ただ、これによりますと、先ほど言いましたよう

に、 １０６円の増額というふうになりますので、

現在基金については約２億 ０００万円あります

ので、その半分であります１億 ０００万円を投

入いたしまして、先ほど申し上げました ８４３

円、４８４円を引き下げて、今回基金も活用しな

がら、負担を少しでも軽減する措置を行いながら

提案させていただいております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 今の話で保険料の収

納必要額については分かりました。

それで、最後になりますけれども、２０１９年

１０月から、御案内のように、消費税が８％から

１０％になりまして、特に年金生活者については

非常に生活が苦しくなっているという声を市民の

中からもお聞きいたします。実質的な年金の目減

り、このことに追い打ちをかけるように、またこ

の介護保険についても１０％ほどないし１１％ほ

ど上がっていくということになっていくとかなり

厳しくなっていくのではないかなというふうに思

っておりまして、特に国について消費税の中から

介護保険に、各市町村に充当するような調整交付

金などの手当てなどについて考えていないのかど

うなのか。市町村における調整交付金の手当てに

ついての見通しについてつかまえているところあ

ったら教えていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 調整

交付金の見込みということで御質問いただきまし

た。先ほど部長のほうからもお答えさせていただ

きましたが、今後３年間の給付の総額の２３％と

いうのが被保険者の負担相当額ということで、そ

こから調整交付金の相当額、毎回見込ませていた

だいて、それから１億 ０００万円の基金の取崩

しを含めて最終的には保険料収納額が約１７億円

ぐらいということでなっておりまして、そこから

予定収納率、それから３か年の被保険者数を割り

返したものが基準額ということで算定をされてお

りまして、今回も調整交付金については一定程度

国のほうで示している概算額で見込んで、保険料

の基準額の算定をさせていただいております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 先ほど最初の答

弁で議員のほうから第１被保険者の収納予定額と

いうことだったのですね。私さっき給付額を申し

上げてしまいましたので、ちょっと訂正させても

らいます。
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第１号被保険者の保険料の収納予定額について

は５億 １５１万 ９００円ということなので、

すみません。訂正させてもらいます。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 今のは１年、年

間の予定額でございます。

〇議長（東 千春議員） 川村幸栄議員。

〇１０番（川村幸栄議員） それでは、３点ほど

お聞きをしたいと思います。

まず、１つ目ですが、具体的な保険料の数字が

出された。これが今定例会への議案書の配付と一

緒になっているということであります。その前に

議員協議会、また市民福祉常任委員会の中で国や

道からの基準値がなかなか示されないので、具体

的な数字が出せないのだというようなお話はあり

ました。しかし、先ほども佐久間議員からもあり

ましたように、やっぱり市民の皆さんにお知らせ

する、その立場でいくと私にしてみると随分急な

話。そして、今定例会で議論して、結審をしてい

ただいて、４月１日には、条例によると賦課期日

が４月１日付というふうになっていますから、そ

れで条例の最後のほうにも施行するというふうに

なっています。本当に短時間の中で議論しなけれ

ばならない。そういった中でこのような手順以外

方法はなかったのかどうか、このところで非常に

疑問が残るところであります。この点についての

お考えをまずお聞きをしたいと思います。

それから、２つ目ですけれども、今ちょっと今

回保険料増額をした要因について御説明がありま

したけれども、やはりもう少し詳しく丁寧に分か

りやすい説明をいただきたいというふうに思いま

す。

それから、３つ目です。今基金の活用のことも

話しされていましたけれども、ここに関連するの

ですが、社会福祉協議会からの返還金がありまし

た。そこと今回の保険料の値上げとの関連につい

て考え方をお聞きしたいと思います。これ市民の

皆さんにとっても大変関心の高いところでありま

すので、きちっとお知らせをしていただきたいと

いうふうに思っています。基金の活用のところに

ついても、先ほど半分使って、基準値でいくと千

幾らだったのを半分近くに抑えたのだという御説

明がありました。値上げをしないで済むような基

金の活用についてどのようにお考えになっている

か併せてお聞きをしたいと思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） ただいま川村議

員から３点の御質問がありました。まず、今回定

例会の前にもっと状況等説明できなかったという

お話でございましたけれども、第８期の計画策定

に当たりまして、まず各事業所からそういった８

期に向けての新規の事業開始等々ないのか、そう

いう調査を行いまして、それについては１月の一

定の段階で私どものほう確定しております。また、

国のほうの介護報酬につきましては、いつも１月

の中旬頃でしょうか、一定程度専門学会等々で審

議されて、確定されて、介護保険料を算定するに

当たっては国の見える化システムというのも活用

して、年前につきましては人口推計なり、認定者

推計等々出していますけれども、だけれども先ほ

ど申し上げました介護報酬が反映されるのが１月

の末ぐらいになるということで、２月の上旬に最

終的な市のほうで入力して、ある程度の額が確定

して、そして理事者協議とかしていくことなので、

いつも予算の部分とぎりぎりの状況になって、な

かなか委員会に報告できなかったということで、

議員がおっしゃるように、前もってしっかり状況

等なりも説明しておけばよかったのですけれども、

保険料に係るものですから、やっぱり慎重な対応

も必要だというふうに思っていました。そういっ

た面では報告、説明が遅れたことはおわび申し上

げますけれども、こういったスケジュール、流れ

でやっていることも御理解をいただきたいという

ふうに思っております。

２点目の増額の具体的な内容でございますけれ
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ども、先ほど言いました施設等のということで、

大きくは認知症対応型共同生活介護ということで、

７期では３施設４５人分ですけれども、これが８

期では４施設７２人というふうに予定をしており

ます。それと、地域密着型特定施設入居者生活介

護、これにつきましては新規で１施設２９人分、

そして介護医療院ということで、これも新規で８

期計画から１施設６０人ということであります。

これで最初に言いました認知症対応型共同生活介

護では月額約９４円、地域密着型特定施設入居者

生活介護では１１８円、介護医療院では２７０円

の増額になります。それと、基金等も繰り入れた

後の介護報酬の増額なり給付費の増額で１４０円

ということで、合計で６２２円の今回増額という

ふうになっております。

基金につきましては、先ほど申し上げましたと

おり、約２億 ０００万円のうちの１億 ０００

万円を入れて負担軽減を図りました。社会福祉協

議会の関係もお話しされていましたけれども、今

回社会福祉協議会から返還のあった部分でそれぞ

れ国、道、１号被保険者等々、負担割合に応じて

戻しております。それで、１号被保険者保険料分

として ８５９万 ５８０円についてはこれは基

金に入れております。それと、名寄市負担分 ６

６３万９６０円、これ本来は一般会計から出ます

から、一般会計に戻すものでありますけれども、

これについては介護事業で一回一般会計から繰り

出しているものでありますから、これについても

基金に入れて、負担軽減を図るという、そういっ

た意味で一般会計に戻さず、合わせた額、約 ４

６０万円ぐらいですか、基金に入れて、これも含

めて２億 ０００万円、そのうちの約半分を今回

活用していっております。そして、１億 ０００

万円残してということですけれども、これにつき

ましては今後も安定した保険事業、保険料をでき

るだけ大幅な値上げをしないような形でしていこ

うというふうに残していくべきだというふうに考

えています。それは、高齢者人口については今後

減少傾向になっていきます。ただ、後期高齢者に

つきましては当面増加していきます。これは団塊

の世代が後期高齢になっていくということになり

ますので、そういった面では介護認定者数及び介

護サービスの提供量が増えるということで給付費

も増えるという状況であります。一方で、先ほど

も言いましたように、それを支える、負担する側

の人数が減るということではこれは負担額も当然

増えていく状況になってしまいますので、そうい

った部分ではある程度調整もしていかなければな

らないということもありますので、全部基金を今

回投入するのでなくて、将来的な部分も見据えて

少し残しながら対応していくということで今回提

案をさせていただいております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） まず、スケジュール

の御苦労された部分についてはある程度理解をさ

せていただきたいと思いますが、しかしこれは名

寄市だけの大変さだったのではないというふうに

思います。第８期のが、計画を改めるのは全国で

同じですから、それで全国の皆さんの様子をとい

うふうには言いませんが、道内の自治体の皆さん

方もやはり同じように大変な思いをしながら進め

ていらっしゃると思うのですが、そういった部分

で参考にされていると思いますけれども、そこの

部分でちょっとお話をしていただける部分ありま

したら、やっぱり他の市町村の状況等も私たちも

参考にさせていただきたい、そう思いますので、

お聞かせできる部分についてお願いしたいと思い

ます。

それから、増額とした要因についてであります。

施設の増加、これはやっぱり市民アンケート取ら

れました、介護のところの。これを全部見せてい

ただくと、やはり介護されている方々、大変な思

いをしているのだなという状況は見てとれます。

働きながら何とかやっているというようなことだ

とか、年齢も非常に高くなりながらも、老老介護
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と言われる状況も見てとれるところであります。

そういった部分でいえば、施設の増という部分で

はこれは致し方ない。しかし、それが地域住民の

皆さんにかかる、覆いかぶさってくる、これは制

度の問題でもありますから、ここはやはり国にし

っかりと言っていかなければならないなというふ

うに思っているところです。

あと、利用者のところの問題がありました。こ

の３年間でいうと、今おっしゃったように、団塊

の世代の方々がというような、それは次の段階に

なってくるかなというふうに思って見ているので

すが、この３年間の計画が今８期でされているわ

けですので、若干少なくはなっているけれども、

やっぱり利用者数、ここを減らしていく取組が重

要かなというふうに思うのです。それで、これも

アンケートから見てみますと、やっぱり運動を継

続するための取組を強めてほしい。高齢者福祉施

策の進め方のところにもそういった要望が非常に

多く出されているところであります。こういった

方々の要望に応えていく。例えば地域で孤立する

ことのないように地域のつながりを強化してくだ

さい、５１％でした。このようなアンケートに出

ているような取組を進めていくことで利用者を減

らすことができるだろうというふうに思っていま

す。ちょっと参考までに、これ後期高齢者の、こ

の間議会があった中で出されていたのですが、第

３次の北海道広域計画の中でも高齢者の健康増進

事業の積極的推進は高齢者のフレイル予防や医療

費の軽減にも寄与するものであると、こんなふう

に書かれているように、今介護のところでもここ

が必要なのだろうというふうに思います。そうい

った中で利用者数を減らしていく、この取組が必

要だと思いますが、お考えをお聞かせいただきた

いと思います。

また、介護報酬のことも出されていて、保険料

に併せて介護利用料も負担となって、上積みされ

てきます。これ大変なことだと、考えるだけでも

ぞっとします。今回、４月からもこれも進むよう

ですけれども、介護事業所の救済策として、コロ

ナ対策も含めて国が進めているのはデイサービス

やショートステイの報酬単価の加算がされていま

すけれども、これが利用者の方のところに行くと

いうふうになっているかというふうに思います。

総合事業も進んでいるのですが、これが要支援１、

２というふうになっていたのを要介護の方々にも

本人の希望や自治体がいいよと言ったらこれを総

合事業に移すというふうなことも私が調べさせて

もらった中では出ていました。自治体任せという

ところら辺では国の責任は非常に大きいかなとい

うふうに思っていて、自治体と住民の皆さんに負

担を押しつけているというふうに思っているので

すが、私はこの介護報酬の引上げで負担を利用者

の皆さん方にしわ寄せするのはあってはならない

と思っていますし、また増加分をやっぱり国がし

っかりと公費として補填していくことが必要だろ

うというふうに思って、党としては国会の中でも

求めているところでありますけれども、そういっ

た部分で非常に、市民の皆さん、利用者の皆さん

に負担を押しつけておくというところら辺でこの

考えをお聞かせをいただきたいなというふうに思

っています。

先ほども出ていました負担増です。コロナ禍の

中でエンゲル係数が非常に高くなっているという

報道がありました。先日も中学生の子供育ててい

る方からどれということはないけれども、経済的

にとにかく大変だというふうにおっしゃっていま

した。高齢の方はどうかというと、また遠慮がち

です。私の知っている方々、遠慮がちです。みん

な困っているからしようがないかな、我慢するか、

こんなことを言わせてはならないと思っているの

です。それで、先ほど市長のほうから市政執行方

針の中で述べられていました。高齢者の方々が住

み慣れて、この地域において自分らしい生活を続

けることができるようにというふうにおっしゃっ

ていました。これをぜひともしていくためにもこ

の負担増はなくさなければならないというふうに
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思うのですが、そこのところのお考えをお聞かせ

ください。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 今大きく３点で

すか、御質問いただきました。まず、介護保険料

の積算に当たって、算定に当たってのスケジュー

ルでございますけれども、議員がおっしゃるよう

に、全国どこの市町村もこの短期間の中でいろん

なことを検討して、決定していくには大変苦慮し

てやっているのは事実だというふうに考えており

ます。うちの方針もこの間近隣も含めてそういっ

た状況、ちょっとお互い情報交換しながらやって

いますけれども、大変な状況でありますので、こ

れ難しいかもしれませんけれども、国の段階でも

っと早い段階でいろんなものが決まっていけばい

ろんな検討なりいろんな御意見も聞きながらやれ

る状況はつくれるかというふうに思っていますの

で、そういった面についてはうちのほうも検討し

ながら、何か国に要望できることあればしていき

たいというふうに考えていて、保険料というのは

市民負担に関わる部分でありますから、やっぱり

慎重な審議ができるような、そういった時間等も

必要だと思っていますので、何ができるかちょっ

と分かりませんけれども、そういったことができ

ることあれば対応していきたいというふうに考え

ております。

国の負担の部分でありますけれども、これは言

われていますように、給付につきましては公費５

０％、１号、２号被保険者がそれぞれ５０％と負

担割合の中でこれは行っているということで、こ

の枠組みを変えなければいけないという状況にな

ろうかというふうに思っております。先ほど申し

上げましたとおり、後期高齢者が増えて、サービ

スの提供量が増えて、給付費が増える。一方では

それを支えるというか、負担する側が減るという

ことで、当然計算すると自動的に増えていくとい

うことになりますので、そういった面では先ほど

申し上げました枠組みがやっぱり変わらなければ

これ負担割合は減らないということになりますの

で、そういったことにつきましても北海道や市長

会も通じて国に要望していきたいと思っています。

市長会におきましては、今国の負担あります２０

％と調整交付金５％、２５％でありますけれども、

それを国の負担を２５％にして、調整交付金は別

枠にするという、この間ずっと市長会で要望して

おります。今後もそういった枠組み、国の負担も

しっかりするような要望等も北海道市長会通じて

行っていきたいというふうに考えております。

それと、関連して利用者負担、当然介護報酬上

がりますと利用者負担も自動的に上がります。そ

ういった面では負担感もさらに増えるという状況

であります。これにつきましては、議員からあり

ましたけれども、介護予防、これはやっぱり大変

重要だというふうに思っております。介護サービ

スを利用しなければそれだけ給付費が減って、負

担も減るというふうにつながっていますし、市民

の皆様が末永く元気で自立した生活ができる、こ

れは何よりでありますので、そういった面で市と

しましてもこの間いろんな事業展開していますけ

れども、さらに、ちょっと今コロナ禍の中で、コ

ロナの中ではなかなか事業展開できていないのも

ありますけれども、介護予防含めて地域なり、い

ろんな方と連携しながら進めてまいりたいという

ふうに考えているところであります。コロナによ

って生活様式が新北海道スタイルというふうに言

われて、なかなか外出の機会が減ったり、活動の

場が減っている状況の中では心身の部分がちょっ

と心配なところありますけれども、情報なり、状

況も把握できる分については把握しながら、でき

るだけ健康で過ごす、そういったことが全てにお

いてよりよいことでありますので、そこについて

は議員などからの御意見をいただきながら今後も

しっかり対応をしていきたいというふうに考えて

いるところであります。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。
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〇１０番（川村幸栄議員） 先ほどちょっと負担

増のところで言い忘れたのですが、今納期が６回

から８回にしていただいて、負担感が少し和らい

でいるかなというふうに思います。それで、今回

のこの値上げ分をいろいろ計算してみました。そ

れぞれの段階でこの８回のうちの約１回分の納入

額になるのです、ちょっと少ないですけれども。

１回分増える、今８回にしていただいて、納めて

いますけれども、もう一回増えるぐらいの金額が

それぞれの段階で増えていくというふうに計算し

てみたらなりました。この負担感は、非常に大き

いというふうに思います。今部長からも健康で過

ごすことというふうに何回もおっしゃっていらし

た。心も体も健康に過ごしたいと思います。先ほ

ども言ったように、市政執行方針の中で言われた

ように、高齢者の方々が住み慣れた地域で自分ら

しい生活を続けることができるようこのことを進

めていただきたい。これを強く望むところです。

この負担感についてお考えをお聞かせいただきた

いと思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 今回の料金の改

定に伴って、議員がおっしゃられるように、１０

期で割りますと約１期分に相当するという額にな

ります。そういった面では、負担感というのはこ

れ特に年金生活者については毎月決まった額で光

熱費払ったり、いろんなことを計画的に節約しな

がらやっている中ではやっぱりちょっと大きいと

いうふうに私も認識しているところであります。

現状の制度の中では、これは市民の皆さんに御理

解をいただきながら何とか負担していただかなけ

ればならないというふうに考えています。今後の

分で、先ほども申し上げましたように、この介護

保険事業、全体の給付費を下げるような取組であ

ったり、国の負担をしっかりやるようなことであ

ったり、利用料につきましても今社会福祉法人の

軽減措置とかいろいろありますけれども、そうい

ったものが、国の制度もうちょっと拡充できない

とか、いろんな負担を軽減している、これまで行

っている事業ありますけれども、そういったもの

を検証して、先ほど言いましたけれども、全国的

にそういった後期高齢者が増えて、負担する方減

るという、こういった枠組みになってきますから、

ちょっと検討する時期に来ているかなというふう

に思いますので、そういったことも含めてしっか

り国の責任において国民の皆さんが健康で長生き

をして、やっぱり自立した生活、繰り返しますけ

れども、ができる、そういった環境をしっかり整

えていくような、そういった仕組みづくりについ

て市としてもいろいろなところは御意見をいただ

きながら、意見反映するものはしながら対応して

まいりたいというふうに考えておりますので、御

理解をお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 以上で質疑を終結いた

します。

議案第２号は、市民福祉常任委員会に付託いた

します。

お諮りいたします。ただいま質疑において条例

の一部改正に対する理事者側からの考え方につい

て説明があったところですが、条例改正の施行期

日が令和３年４月１日となっていることから、付

託いたしました議案第２号については、３月２２

日までに審査を終了するよう期限をつけることに

したいと思いますが、これに御異議はございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、第２号は、市民福祉常任委員会に付託

の上、３月２２日までに審査を終了するよう期限

をつけることに決定いたしました。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時０４分
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再開 午後 １時００分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

日程第６ 議案第３号 名寄市高齢者、障害者

等の移動等の円滑化の促進に係る特定公園施設の

設置に関する基準を定める条例の一部改正につい

てを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第３号 名寄市高齢

者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係る特定

公園施設の設置に関する基準を定める条例の一部

改正について、提案の理由を申し上げます。

本件は、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の

促進に関する法律の一部が改正をされたことに伴

い引用条項が変更となることから、本条例の一部

を改正しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第３号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第３号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第７ 議案第４号

令和２年度名寄市一般会計補正予算（第１２

号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第４号 令和２年度

名寄市一般会計補正予算について、提案の理由を

申し上げます。

今回の補正は、年度末に当たり事業の確定に伴

う事業費や人件費などの調整が主なものでござい

まして、歳入歳出それぞれに６億 ５０１万円を

減額をし、予算総額を２５２億 ５１８万 ００

０円にしようとするものでございます。

補正の主なものを歳出から申し上げます。４款

衛生費におきまして名寄東病院振興基金積立金１

億 １２０万 ０００円の追加は、地方交付税の

算定結果に基づき積立てをしようとするものであ

ります。また、病院事業会計繰出金１億 ４９１

万 ０００円の追加は、今年度の地方交付税の算

定結果や東病院の収支調整に対し繰出金を補正し

ようとするものでございます。

７款商工費におきまして商店街等活性化関連補

助金 ６６０万円の追加は、８月第２回臨時会、

１２月第４回定例会で議決をいただきました名寄

市中小企業振興条例に基づく補助事業の拡充、緩

和策を継続をするため補助金を追加しようとする

ものでございます。また、名寄振興公社職員派遣

負担金 ８０９万 ０００円の追加は、名寄振興

公社に派遣をした職員の人件費相当分について負

担をしようとするものでございます。

次に、歳入について申し上げます。各事業費の

追加及び確定に伴う国庫支出金、道支出金、市債

などの特定財源の調整を行ったほか、２１款繰入

金におきまして財政調整基金繰入金を減額をし、

収支の調整を図ろうとするものでございます。

次に、第２表、繰越明許費補正につきましては、

年度内に完了しない議会運営事業費ほか計４件を

繰越ししようとするものでございます。

第３表、債務負担行為補正につきましては、旧

農産廃棄物処理場解体工事ほか計４件を追加し、

なよろ健康の森指定管理委託料ほか計４件の限度
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額及び期間を補正しようとするものでございます。

第４表、地方債補正につきましては、河川維持

管理浚渫事業ほか計３件の追加、農業農村整備事

業ほか計１３件の変更及び北３丁目通道路改良舗

装整備事業ほか計２件の廃止をしようとするもの

でございます。

以上、補正の概要について申し上げました。細

部につきましては総務部長より説明をさせますの

で、よろしく御審議くださいますようお願い申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） 追加説明を渡辺総務部

長。

〇総務部長（渡辺博史君） それでは、私から一

般会計の補正予算につきまして、市長より申し上

げた分の重複を避けて追加説明をさせていただき

ます。

初めに、歳出から説明させていただきます。議

案第４号の３０、３１ページをお開きください。

２款総務費、１項８目企画振興費における基金積

立金 ８０３万 ０００円の追加は、皆様方から

いただいたふるさと納税寄附金、企業版ふるさと

納税寄附金をそれぞれ地域振興基金、企業版ふる

さと納税基金に積み立てようとするものでありま

す。

３８、３９ページをお開きください。３款民生

費、１項７目障害者福祉費における介護給付事業

費 ９５２万円の追加は、障害者自立支援医療費

の不足が見込まれる額を追加しようとするもので

あります。

４０、４１ページをお開きください。３款民生

費、２項３目保育所費における新型コロナウイル

ス感染症対策事業補助金２６５万円の追加は、市

内民間保育園の感染症対策に係る補助であり、財

源として同額を道補助金に計上しております。

５８、５９ページをお開きください。７款１項

１目商工業振興費におけるよろーな管理運営事業

費１６５万 ０００円の追加は、よろーな空調設

備に係る修繕料と新型コロナウイルス感染症の影

響による売上げ減少に起因する指定管理委託料の

不足額を追加しようとするものであります。また、

旧公設地方卸売市場管理事業費における低濃度Ｐ

ＣＢ廃棄物収集運搬業務委託料及び処理業務委託

料の追加は、旧公設地方卸売市場解体に伴い発生

した低濃度ＰＣＢの処理に係る経費を追加しよう

とするものであります。

６４、６５ページをお開きください。８款４項

３目公園費におきましてサンピラーパーク森の休

暇村指定管理委託料２６０万円の追加は、新型コ

ロナウイルス感染症の影響による売上げ減少に起

因する指定管理委託料の不足額を追加しようとす

るものであります。

７４、７５ページをお開きください。１０款６

項２目青少年育成費におきまして学童保育所運営

事業費４０万円の追加は、民間学童保育所におけ

る感染症対策に係る経費を補助しようとするもの

であり、財源として同額を道補助金に計上してお

ります。

次に、歳入について申し上げます。１０、１１

ページにお戻りください。１７款２項１目総務費

補助金におきまして新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金５億 ５５７万 ０００円

の追加は、国から通知がありました交付限度額か

ら次年度への繰越しを希望する額を差し引いた交

付予定額のうち予算未計上分を追加しようとする

ものであります。

２２、２３ページをお開きください。２４款１

項１０目減収補填債の追加は、新型コロナウイル

ス感染症の影響により地方消費税交付金や地方揮

発油譲与税等の減収相当分に対し発行が認められ

ることとなった起債の追加であります。当減収補

填債は既に交付済みの令和２年度普通交付税の算

定において見込んだ地方消費税交付金等と実際の

収入額の差異が大きくなることが予測されており

ますが、後年度の普通交付税の算定で精算できな

いことから、今年度に限り追加された起債で、後

年度の普通交付税においてそれぞれの交付金や税



－31－

令和３年２月２２日（月曜日）第１回３月定例会・第１号

目により償還額の７５％、または１００％が算入

されることになります。

以上、追加説明とさせていただきます。よろし

く御審議くださいますようお願い申し上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第４号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第４号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第８ 議案第５号

令和２年度名寄市国民健康保険特別会計補正予

算（第３号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第５号 令和２年度

名寄市国民健康保険特別会計補正予算について、

提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして歳入

歳出それぞれ５９４万 ０００円を減額をし、予

算総額を２９億 ５００万 ０００円にしようと

するものであります。また、直診勘定におきまし

て歳入歳出それぞれ５９４万 ０００円を減額を

し、総額を２億９４３万 ０００円にしようとす

るものであります。

補正の主な内容を保険事業勘定の歳出から申し

上げます。１款総務費におきまして人件費の減に

より６５７万 ０００円を減額しようとするもの

でございます。

また、５款保健事業費では、予防接種負担金の

増等により２８万円を増額しようとするものでご

ざいます。

次に、歳入について申し上げます。１款国民健

康保険税におきまして決算見込み等から７２１万

０００円を減額しようとするものであります。

また、４款繰入金では一般会計繰入金を ５０

４万 ０００円、国民健康保険支払準備金基金繰

入金を ４３５万 ０００円減額しようとするも

のでございます。

５款繰越金では ２５８万 ０００円を追加を

し、収支の調整を図ろうとするものでございます。

次に、直診勘定の補正の内容について歳出から

申し上げます。１款総務費では人件費等で５９４

万 ０００円を減額しようとするものであります。

次に、歳入について申し上げます。１款診療収

入におきまして１５０万円を追加、４款繰入金に

おきまして一般会計繰入金で７６９万 ０００円

を減額、事業勘定繰入金で３９万 ０００円を追

加をし、収支の調整を図ろうとするものでござい

ます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第５号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第５号は原案のとおり可決されま
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した。

〇議長（東 千春議員） 日程第９ 議案第６号

令和２年度名寄市介護保険特別会計補正予算

（第５号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第６号 令和２年度

名寄市介護保険特別会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして歳入

歳出それぞれ ５３０万 ０００円を追加をし、

予算総額を２７億 １２１万 ０００円に、サー

ビス事業勘定・名寄におきまして歳入歳出それぞ

れ７０万 ０００円を減額をし、予算総額を３億

１５３万 ０００円に、サービス事業勘定・風

連におきまして歳入歳出それぞれ８万円を減額を

し、予算総額を ５８６万 ０００円にしようと

するものでございます。

補正の主な内容を保険事業勘定の歳出から申し

上げます。１款総務費におきまして人件費などの

増により２７万円を追加しようとするものであり

ます。

３款地域支援事業費におきまして新型コロナウ

イルス感染症の影響による事業費の減などにより

５１８万円を減額しようとするものであります。

４款基金積立金におきまして介護給付費準備基

金積立金に ４５１万 ０００円を追加しようと

するものでございます。

６款諸支出金におきまして名寄市社会福祉協議

会の介護報酬に係る償還金 ５７０万 ０００円

を追加しようとするものであります。

次に、歳入について申し上げます。各事業費の

追加及び確定に伴い国庫支出金、道支出金、一般

会計繰入金などの特定財源の調整を行ったほか、

基金繰入金にて ６０２万 ０００円を減額をし、

収支の調整を図ろうとするものでございます。

９款繰越金におきまして令和元年度決算剰余金

の繰越し分として ３７７万 ０００円を追加し

ようとするものでございます。

１０款諸収入におきましては名寄社会福祉協議

会の介護報酬に係る返戻金１億 ０７６万 ００

０円を追加しようとするものであります。

次に、第２表、繰越明許費につきましては年度

内に完了しない介護給付負担金等返還金について

繰越ししようとするものでございます。

続きまして、サービス事業勘定・名寄について

申し上げます。歳出におきまして１款総務費では

人件費で４８万 ０００円を減額のほか、事業の

確定に伴う事業費の調整をしようとするものでご

ざいます。

次に、歳入では一般会計繰入金を減額し、収支

の調整を図ろうとするものであります。

第３表、地方債補正につきましては、事業費の

確定に伴い介護施設整備事業の限度額を変更しよ

うとするものであります。

次に、サービス事業勘定・風連について申し上

げます。歳出におきまして１款総務費では人件費

で８万円を減額しようとするものであります。

次に、歳入では一般会計繰入金を減額をし、収

支の調整を図ろうとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第６号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。
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よって、議案第６号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１０ 議案第７

号 令和２年度名寄市後期高齢者医療特別会計補

正予算（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第７号 令和２年度

名寄市後期高齢者医療特別会計補正予算について、

提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出それぞれ７３万 ００

０円を追加し、予算総額を４億 ９９６万 ００

０円にしようとするものでございます。

補正の内容を歳出から申し上げます。１款総務

費におきまして後期高齢者システム更新業務委託

料７３万 ０００円を追加し、歳入におきまして

２款繰入金にて事業費繰入金７３万 ０００円を

追加し、収支の調整を図ろうとするものでござい

ます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第７号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第７号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１１ 議案第８

号 令和２年度名寄市立大学特別会計補正予算

（第４号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第８号 令和２年度

名寄市立大学特別会計補正予算について、提案の

理由を申し上げます。

今回の補正は、年度末に当たり事業の確定に伴

う事業費や人件費などの調整が主なものであり、

歳入歳出それぞれ１億 ６３０万 ０００円を減

額をし、予算総額を１８億 ６３０万 ０００円

にしようとするものでございます。

補正の主なものを歳出から申し上げます。１款

教育費におきまして決算見込みによる人件費の減

額や事業費の確定による減額をしようとするため

いただいた寄附金を積み立てるため、名寄市立大

学奨学金基金積立金に２２７万 ０００円を追加

しようとするものであります。また、教材・教具

等整備事業費８６２万 ０００円の追加は、コロ

ナ禍における遠隔授業や学会などのオンライン会

議に対応するための経費を追加しようとするもの

でございます。

次に、歳入について申し上げます。５款寄附金

において大学に対する寄附金６８万 ０００円を

追加しようとするものでございます。

６款繰入金では、一般会計繰入金で１億 ９６

６万 ０００円を減額をし、収支の調整を図ろう

とするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第８号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第８号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１２ 議案第９

号 令和２年度名寄市病院事業会計補正予算（第

２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第９号 令和２年度

名寄市病院事業会計補正予算について、提案の理

由を申し上げます。

今回の補正は、年度末の各収支を見通し、必要

な調整を行うとともに、各種業務委託について債

務負担行為の設定をしようとするものであります。

補正の主な内容につきまして収益的収入から申

し上げます。１款病院事業収益では、医業収益に

おきまして入院及び外来患者数の減少等により入

院収益で３億２４４万 ０００円、外来収益で

４３８万 ０００円を減額をし、救急医療の確保

に要する経費への交付税措置の拡充等により他会

計負担金で ５４６万 ０００円追加し、その他

医業収益で３７９万円を追加しようとするもので

あります。

次に、医業外収益におきまして東病院の診療交

付金等に要する経費の減額等により他会計補助金

で ７２１万 ０００円を減額をし、新たな財政

措置の創設により不採算地区中核病院の運営に要

する経費に対し繰り入れること等により他会計負

担金で １８７万 ０００円、その他医業外収益

で ９０９万 ０００円をそれぞれ追加しようと

するものでございます。

次に、特別利益におきまして過年度損益修正益

及び特別利益でそれぞれ ３２３万 ０００円、

２７８万 ０００円を追加をし、収益の総額を

１０９億 ７６８万 ０００円にしようとするも

のであります。

次に、収益的支出について申し上げます。２款

病院事業費用では医業費用におきまして給与費で

４７４万 ０００円、経費でコロナ禍における

各種会議のオンライン化などで旅費、交通費の減

少などにより ２０１万 ０００円、減価償却費

で １２７万 ０００円、研究研修費で ６３４

万 ０００円をそれぞれ減額をし、材料費で薬品

費の増加により ６６７万 ０００円を追加しよ

うとするものであります。

次に、医業外費用におきまして支払利息及び企

業債取扱諸費で１２万 ０００円、保育施設費で

６２３万 ０００円、雑支出で９５１万 ０００

円を減額し、消費税及び地方消費税で７００万円

を追加しようとするものでございます。

次に、特別損失におきまして過年度損益修正損

で ６９７万 ０００円を追加し、費用の総額を

１１１億 ７１６万 ０００円にしようとするも

のであります。

次に、資本的収入について申し上げます。３款

資本的収入におきまして企業債で１億 １４０万

円を減額をし、寄附金で１００万円、貸付償還金

で９７０万円、他会計出資金で ４７９万 ００

０円、道補助金で １２９万 ０００円をそれぞ

れ追加をし、総額を１０億 ８７１万 ０００円

にしようとするものであります。

次に、資本的支出について申し上げます。資本

的支出におきまして資産購入費で ９１８万 ０

００円、施設費で ８８６万 ０００円、企業債

償還金で ０７３万 ０００円、貸付金で４９２

万円それぞれ減額をし、総額を１５億 ９１０万

０００円にしようとするものでございます。

なお、資本的収支の不足額につきましては、過

年度損益勘定留保資金で補填するものでございま

す。
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よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第９号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第９号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１３ 議案第１

０号 令和２年度名寄市水道事業会計補正予算

（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１０号 令和２年

度名寄市水道事業会計補正予算について、提案の

理由を申し上げます。

今回の補正は、年度末の収支を見通し、予算の

調整を行おうとするものであります。

まず、収益的収入について申し上げます。１款

水道事業収益では、主に給水収益１６５万 ００

０円の減額やその他営業収益 ０４６万 ０００

円の減額、その他特別利益 ７５９万 ０００円

の増額により収益全体で５６０万 ０００円を増

額し、総額を７億 ５９７万 ０００円にしよう

とするものでございます。

次に、収益的支出について申し上げます。水道

事業費用では、事業費の確定に伴う各費目の調整

を行い、費用全体で９５２万 ０００円を減額を

し、総額を６億 ７６４万 ０００円にしようと

するものであります。

次に、資本的収入及び資本的支出について申し

上げます。事業の確定に伴う調整を行い、３款資

本的収入では １３２万 ０００円を減額をし、

総額を２億 ２７０万 ０００円に、また４款資

本的支出では １５６万円を減額をし、総額を５

億 ６１３万 ０００円にしようとするものでご

ざいます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１０号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１０号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１４ 議案第１

１号 令和２年度名寄市下水道事業会計補正予算

（第３号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１１号 令和２年

度名寄市下水道事業会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

今回の補正は、年度末の収支を見通し予算の調

整を行おうとするものであります。

補正の主な内容につきまして収益的収入から申
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し上げます。１款下水道事業収益では下水道使用

料で ６０６万円を追加をし、他会計負担金で

８３９万 ０００円、他会計補助金で １４６万

０００円、長期前受金戻入で ４４７万 ００

０円をそれぞれ減額をし、総額を１２億 ４６２

万 ０００円にしようとするものであります。

次に、収益的支出について申し上げます。２款

下水道事業費用では事業費の確定に伴う各費目の

調整を行い、処理場費で ６７５万 ０００円、

減価償却費で ２８７万 ０００円をそれぞれ減

額をし、総額を１２億 １６１万円にしようとす

るものであります。

次に、資本的収入及び資本的支出について申し

上げます。事業の確定に伴う調整を行い、３款資

本的収入では企業債で１億１００万円、国庫補助

金で ３５６万 ０００円をそれぞれ減額をし、

総額を３億 ８１３万 ０００円に、また４款資

本的支出では公共下水道整備費を１億 ５０９万

０００円を減額をし、総額を７億 ７６１万

０００円にしようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１１号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１１号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１５ 議案第１

２号 令和３年度名寄市一般会計予算、議案第１

３号 令和３年度名寄市国民健康保険特別会計予

算、議案第１４号 令和３年度名寄市介護保険特

別会計予算、議案第１５号 令和３年度名寄市食

肉センター事業特別会計予算、議案第１６号 令

和３年度名寄市後期高齢者医療特別会計予算、議

案第１７号 令和３年度名寄市立大学特別会計予

算、議案第１８号 令和３年度名寄市病院事業会

計予算、議案第１９号 令和３年度名寄市水道事

業会計予算、議案第２０号 令和３年度名寄市下

水道事業会計予算、以上９件を一括議題といたし

ます。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１２号 令和３年

度名寄市一般会計予算及び議案第１３号から議案

第２０号までの各特別会計予算並びに各企業会計

予算について、提案の理由を申し上げます。

各会計予算案は、令和２年１１月２日付市長訓

令に基づき、ウィズコロナ、新しい日常に向けた

事業の取組、名寄市総合計画や総合戦略の具現化、

事業の選択と集中の徹底、健全な財政運営の維持

といった基本的な考え方に基づき予算を編成いた

しました。

一般会計予算案は、前年度と比較をし ２％増

の２１３億 １８１万 ０００円となりました。

旧農産廃棄物処理場解体に伴う衛生費の増や中小

企業特別融資預託金の増額による商工費の増など

が主な増額要因であります。なお、収支不足を補

う財政調整基金の取崩し額は４億 １５３万 ０

００円を計上しております。

次に、特別会計について申し上げます。令和３

年度国民健康保険特別会計外計５特別会計予算の

総額は８６億 ９８０万円となっております。増

減の大きなものとして、国民健康保険特別会計で

は保険給付費の減などにより前年度比 ７％の減

となりました。
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次に、企業会計について申し上げます。病院事

業会計では前年度比 ９％増の１２７億 １９３

万 ０００円、水道事業会計では前年度比 ４％

増の１３億 ６８６万 ０００円、下水道事業会

計では前年度比 ４％減の２０億 ６３４万 ０

００円となりました。

以上によりまして、令和３年度全会計予算の総

額は４６１億 ６７５万円となりました。

地方自治法第２１１条及び地方公営企業法第２

４条の規定に基づき提出をいたしますので、よろ

しく御審議くださいますようお願いを申し上げま

す。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

議案第１２号外８件については、本会議質疑を

省略し、全議員をもって構成する予算審査特別委

員会を設置し、これに付託の上、審査したいと思

いますが、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１２号外８件については、全議

員をもって構成する予算審査特別委員会を設置し、

これに付託の上、審査をすることに決定いたしま

した。

ただいまの決定に基づき、予算審査特別委員会

の委員に全議員を指名いたします。

正副委員長互選のため暫時休憩いたします

休憩 午後 １時３９分

再開 午後 １時４６分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

正副委員長の互選が行われましたので、結果を

報告いたします。

予算審査特別委員会委員長に高野美枝子議員、

副委員長に遠藤隆男議員、以上であります。

〇議長（東 千春議員） 日程第１６ 議案第２

１号 名寄市教育委員会委員の任命についてを議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２１号 名寄市教

育委員会委員の任命について、提案の理由を申し

上げます。

名寄市教育委員であります中枝範子氏が本年５

月１５日をもって任期満了となりますが、本件は

同委員を再度教育委員に任命をいたしたく、地方

教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２

項の規定に基づき議会の同意を求めるものでござ

います。

なお、任期は４年でございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２１号はこれに同意することに御異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２１号は同意することに決定い

たしました。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

議事の都合により、明日２月２３日から３月７

日までの１３日間を休会としたいと思いますが、

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、明日２月２３日から３月７日までの１

３日間を休会とすることに決定いたしました。

令和３年２月２２日（月曜日）第１回３月定例会・第１号
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〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 １時４８分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 佐久間 誠

署名議員 清 水 一 夫

令和３年２月２２日（月曜日）第１回３月定例会・第１号



－39－

令 和 ３ 年 第 １ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和３年３月８日（月曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 代表質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 代表質問

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 木 村 睦 君

教 育 部 長 河 合 信 二 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
丸 箸 啓 一 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 鈴 木 康 寛 君

会 計 室 長 末 吉 ひ と み 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君

令和３年３月８日（月曜日）第１回３月定例会・第２号
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〇議長（東 千春議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

３番 山 崎 真由美 議員

１７番 黒 井 徹 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） ここで、小川健康福祉

部長から発言を求められていますが、これを許可

してよろしいでしょうか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議がありませんので、

発言を許可いたします。

小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） おはようござい

ます。２月２２日に開催されました令和３年第１

回定例会提出の議案第２号 名寄市介護保険条例

の一部改正についての質疑において川村議員に対

する答弁に誤りがありましたので、訂正をさせて

いただきます。

介護保険料の増額分内訳において認知症対応型

共同生活介護では月額９４円を１１８円に、地域

密着型特定施設入居者生活介護では１１８円を９

４円にそれぞれ訂正をさせていただきます。大変

申し訳ありませんでした。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ これより代

表質問を行います。

令和３年度の市政執行について外６件を、山田

典幸議員。

〇１６番（山田典幸議員） おはようございます。

ただいま議長より御指名をいただきましたので、

市政クラブを代表いたしまして通告に従いまして、

順次質問をさせていただきます。

初めに、大項目１点目、令和３年度の市政執行

についてお伺いをいたします。加藤市長は、令和

３年度市政執行方針において総合計画の将来像の

実現に向け人づくり、暮らしづくり、元気づくり

の３つの理念を基本に中期基本計画を着実に実行

していく必要があり、道北の中核都市としての責

任と役割を果たしていくとともに、魅力あるこの

地域がさらに発展していけるよう多くの市民の皆

様とともにまちづくりを進めていくと述べられま

した。この３つの理念は、３期目就任時の所信表

明の中でも掲げられておりましたが、まず１点目

に、加藤市政３期目最終年度に当たり３年間の評

価とその評価を踏まえた今後の市政運営とまちづ

くりに対する考え方についてお伺いをいたします。

小項目２点目、新年度の重点施策について。令

和３年度予算編成に伴い実施予定の各種事業が示

されておりますが、新年度における新規事業を含

めた重点施策についての概要と基本的な考え方に

ついてお伺いをいたします。

小項目３点目、名寄市総合計画（第２次）中期

基本計画の具現化に向けた取組について。新年度

は、名寄市総合計画（第２次）中期実施計画、４

年間の計画期間の３年目となりますが、特に戦略

的かつ重点的な取組である重点プロジェクトの目

標達成、計画の具現化に向けて新年度どのような

取組を予定しているのかお伺いをいたします。

小項目４点目、アフターコロナ社会を見据えた

施策展開について伺います。昨年より新型コロナ

ウイルスが世界中に感染拡大し、人々の生活に大

きな影響を及ぼしております。我が国においても

緊急事態宣言等に伴う外出自粛要請などで経済活

動のみならず日常の生活や活動にも影響が拡大し、

人々の生活様式までもが大きく変わろうとしてい

ます。感染拡大の終息が見えない中、いましばら

くはコロナと共生しながら、様々な活動をしてい

くことになると思いますが、同時に今後は終息後
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の新しい生活様式や価値感などの変化を見据えた

施策展開が求められるのではないでしょうか。考

え方をお伺いいたします。

次に、大項目２点目、各種課題への対応につい

て３点にわたりお伺いをいたします。１点目、老

朽化する市内公共施設への対応について。現在本

市の保有する公共施設全体の約６割弱が築３０年

以上経過しており、施設の改修や長寿命化の計画

的な実施が求められております。名寄市公共施設

等総合管理計画に基づく今後の市内公共施設の整

備、改修などに対する考え方について伺います。

２点目、名寄市立地適正化計画の具現化に向け

た取組について。持続可能で利便性の高い都市構

造の実現に向け、その指針となる名寄市立地適正

化計画が昨年策定されました。計画の具現化に向

けて今後どのように都市機能の集約や公共施設の

適正な配置を行い、コンパクトなまちづくりを進

めていくのか、考え方についてお伺いをいたしま

す。

３点目、王子マテリア株式会社名寄工場敷地の

利活用について。王子マテリア株式会社名寄工場

生産品集約に伴う停機が本年１２月に予定をされ

ております。停機後の工場敷地の利活用について

はこの間様々な検討がされてきていると認識をし

ておりますが、現在の進捗状況と今後の検討、協

議の見通しについてお伺いをいたします。

大項目３点目、交流人口拡大と移住、定住に関

連する事業の状況と今後の展開について。１点目、

地域資源を活用したスポーツ交流イノベーション

プロジェクトについてお伺いをいたします。本市

においては、名寄市まち・ひと・しごと創生総合

戦略の推進に向け、国の地方創生推進交付金事業

として地域資源を活用したスポーツ交流イノベー

ションプロジェクトに取り組んでいるところです

が、現在の取組の状況と本事業の今後の可能性に

ついてお伺いをいたします。

２点目、国内、国際交流活動の推進についてお

伺いいたします。本市においては、現在自治体間

やふるさと会などをはじめとする国内交流、姉妹

都市、友好都市等との国際交流など様々な形で交

流活動を推進しているところですが、新年度の交

流事業の主な取組と併せて今後の交流事業の在り

方について考え方を伺います。

３点目、移住、定住の推進についてお伺いをい

たします。移住、定住に向けた情報発信や受入れ

態勢の整備等の取組について今後どのように進め

ていこうとしているのか考え方を伺います。また、

東京圏からのＵＩＪターンの促進及び地方の担い

手不足対策に係る支援事業の活用に向けての取組

についても併せてお伺いをしたいと思います。

大項目４点目、保健、医療、福祉行政について、

小項目１点目、新型コロナウイルスワクチン接種

の実施体制等について伺います。新型コロナウイ

ルスの感染拡大が続く中、我が国においても２月

１７日から医療従事者へのワクチン接種が開始さ

れ、４月以降高齢者の接種を開始するというスケ

ジュールで準備が進められております。現段階の

本市におけるワクチン接種実施体制等の準備状況

についてお伺いをいたします。

２点目、子供、子育て支援の推進について伺い

ます。出生率の低下による少子化や人口減少が進

んでいる状況にある一方で、社会情勢や就労環境

の変化などにより子育てに関するニーズなどが多

様化しております。本市においては、今年度、令

和２年度から５年間の計画期間による第２期名寄

市子ども・子育て支援事業計画に基づき事業の推

進が図られているところですが、新年度を含めた

今後の子育て支援施策推進の考え方についてお伺

いをいたします。

３点目、上川北部医療連携推進機構における事

業推進について伺います。昨年１０月に地域医療

連携推進法人上川北部医療連携推進機構が設立さ

れましたが、連携業務の内容や今後の事業推進計

画について、また事業推進による地域医療体制へ

の効果と今後の展開についてお伺いをいたします。

４点目、高齢者福祉の推進について伺います。
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高齢化社会が進行する中、本市の高齢化率も昨年、

令和２年で３ ６％となっており、人口減少、少

子化などを背景に今後も進行していくことが予想

されます。新年度より名寄市第８期高齢者保健医

療福祉計画・介護保険事業計画に基づき施策が推

進されていくことになりますが、第７期計画の検

証を踏まえた中での今後の高齢者福祉施策の考え

方についてお伺いをいたします。

５点目、障がい者福祉の推進について伺います。

ノーマライゼーションの理念の下、本市において

も様々な障がい者施策が推進されているところで

ありますが、新年度は第６期名寄市障がい福祉実

施計画の初年度となります。第５期実施計画の検

証を踏まえ今後どのように障がい者福祉施策を推

進していくのか、考え方をお伺いいたします。

大項目５点目、産業振興と経済活性化施策につ

いて、１点目、農業振興施策について伺います。

本市の基幹産業である農業を取り巻く環境は、高

齢化による農家戸数の減少や労働力不足など多く

の課題を抱えております。一方、そのような状況

の中においても特に若い担い手が地域の特色を生

かした先進的な農業経営やＩＣＴ技術の導入など

将来の地域農業に希望持って意欲的に取り組んで

おります。様々な課題の解決に向けてはもちろん

ですが、次代を担う農業者が今まで以上に意欲を

持って取り組むことのできる農業施策の展開が求

められております。そこで、新年度における主要

農業施策と併せて今後の名寄市の農業振興施策に

対する基本的な考え方についてお伺いをいたしま

す。

２点目、商工業の振興について伺います。人口

減少、少子高齢化が進行する中、市内商工業、と

りわけ中小、小規模企業においては商圏の縮小に

よる売上げの減少や人手、人材不足などの課題を

抱えており、加えてコロナ禍の影響なども重なり、

地域経済や市民生活を支える地元企業の活力低下

が懸念されます。さらには、地域経済を牽引して

きた王子マテリア株式会社名寄工場の生産停止が

迫るなど、町の持続性に係る正念場を迎えており

ます。こうした状況を踏まえ、当会派では昨年１

２月の令和３年度市政執行に対する要望において

地域経済を維持、継続させるため商工業振興に係

る基本理念や役割等を定める（仮称）名寄市商工

業振興基本計画の策定作業の速やかな進捗を求め

させていただきました。このことについては、従

前より名寄商工会議所からも継続して要望がなさ

れていたと認識をしておりますが、現在の計画策

定に向けての進捗状況についてお伺いをいたしま

す。

３点目、観光振興について伺います。平成２４

年度策定された名寄市観光振興計画が新年度１０

年間の計画期間の最終年度を迎えます。この間計

画に基づき様々な取組がなされてきましたが、こ

れまでの主な成果についてどのように捉えている

かお伺いをいたします。あわせて、新年度次期計

画の策定が進められることとなりますが、１０年

間での社会情勢の変化に加え、コロナ禍の影響な

どをどのように受け止め、計画に反映させていく

のか、次期計画策定に向けての基本的な考え方に

ついてお伺いをいたします。

４点目、ピヤシリスキー場の施設整備等につい

て伺います。ウインタースポーツシーズンも終盤

を迎えておりますが、今シーズンのピヤシリスキ

ー場は小中学生のリフト料金無料化、シーズン券

の料金値下げなどの効果もあり、多くのスキーヤ

ー、スノーボーダーでにぎわいを見せ、休日には

親子連れの姿が非常に多く見られております。冬

季スポーツの拠点化を目指す本市において、ピヤ

シリスキー場はそのフィールドとして重要な施設

であり、今後もスキー場の持つ優位性を生かした

施策展開と同時に計画的な施設整備などが必要と

されております。ピヤシリスキー場の設置者であ

る名寄市としての今後の施設整備等の考え方につ

いてお伺いをいたします。

大項目６点目、名寄市立大学将来構想に関わっ

てお伺いをいたします。平成２９年度から１０年
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間における大学運営の指針として策定した名寄市

立大学の将来構想（ビジョン２０２６）において

本年度から中期実施計画３年間の取組が開始され

ております。中期実施計画の重点事項とされてい

る３点について、１点目、大学における新型コロ

ナウイルス感染症への対応について、２点目に研

究活動の充実と社会連携、貢献について、３点目、

学生支援の充実について、それぞれにおける新年

度以降も含めた今後の具体的な取組についてお伺

いをいたします。

大項目７点目、教育行政について、１点目、市

内小中学校における新型コロナウイルス感染症へ

の対応について伺います。新型コロナウイルスの

感染拡大は、子供たちの学校生活にも影響を与え

ております。昨年２月末から５月にかけての一斉

休校や分散登校、６月以降は通常登校となりまし

たが、一部学校行事の中止や延期、規模縮小での

実施など様々な影響があり、今後も感染防止対策

を講じた中での教育活動が続いていくものと思い

ます。そこで、新型コロナウイルス感染症による

学校行事等への影響と今後の教育現場での感染防

止対策を含めた対応について考え方を伺います。

２点目、地域と共にある学校づくりのさらなる

推進についてでありますが、令和元年６月に市内

全ての学校に学校運営協議会が設置され、市内全

小中学校がコミュニティ・スクールとなりました。

その後、本年度市内全ての学校運営協議会に地域

学校協働本部を位置づけるとともに、全てのコミ

ュニティ・スクールに地域コーディネーターが配

置されたところです。今後これらの取組を深化さ

せ、地域と共にある学校づくりのさらなる充実に

向けてどのように取り組んでいくのか、考え方を

お伺いいたします。

３点目、今後の市内小中学校における施設整備

の考え方について伺います。市内小中学校の施設

においては、築年数の経過による老朽化が著しく、

なおかつ耐震基準を満たしていない学校施設が複

数あり、児童生徒の安心、安全な学校生活を担保

するためにも整備に向けた検討が求められており

ます。市内学校施設については、名寄市立小中学

校施設整備計画に基づき取組が進んでいくことと

なりますが、今後の市内学校施設の耐震化を含め

た整備の考え方についてお伺いをいたします。

４点目、市内高等学校の今後の在り方について

でありますが、現在道教委への市内２校の再編統

合の要望を踏まえて、市内高等学校在り方検討会

議をはじめ、両高校や市民サポーターなど幅広い

市民により組織された高等学校魅力化推進委員会

において魅力ある高校づくりに向けての様々な取

組や議論が進められておりますが、現在の協議、

検討の状況についてお伺いをいたします。

以上、壇上からの質問といたします。よろしく

お願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 山田議員から大項目で７

点にわたっての御質問をいただきました。大項目

１から６について私から、大項目７については教

育長からの答弁となります。

初めに、大項目１、令和３年度の市政執行につ

いて、小項目１、加藤市政３期目最終年度に当た

り３年間の評価と今後の市政運営、まちづくりに

対する考え方についてお答えをいたします。名寄

市政運営に関わり１２年目を迎えようとしており

ますが、市政執行方針で述べさせていただいた人

づくり、暮らしづくり、元気づくりは市民により

構成される市議会でつくり上げた総合計画の基本

理念でありまして、最も尊重すべき考え方でござ

います。この理念は言葉は短いですが、非常に多

くのことを意味しております。総合計画の冊子を

開き、読み返すたびに市民の思いに応えなければ

ならないという使命感の下、本日まで私なりに努

力をしてまいりました。当然まだ任期が残されて

おりますので、この思いは変わらず、全力で同じ

思いで走り続けてまいりたいと考えております。

国内情勢は既に人口減少に転じておりまして、少

子高齢化が進み、従来の年齢構成が大きく変化を
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してきており、地域としては必要なサービスなど

も変化をしてきておりまして、この変化に対応で

きていないものがあれば関係機関とも連携し、場

合によってはしっかりと国に伝えることも必要で

ありますし、そうしたことが成熟した社会をつく

り上げてく上で地方公共団体の責務であると考え

ております。人口、経済が首都圏へ集中し、地方

が衰退をしている現状で、この名寄市が道北地域

を守る大きな役割を担っていることに誇りを持ち、

発展していくためにはやはり総合計画の具現化が

重要であると考えております。評価ということで

ありますが、現在の総合計画はＫＰＩを主要施策

ごとに設定をさせていただいており、この進捗が

物差しになるものと考えております。

小項目２の新年度の重点施策についてお答えを

いたします。令和３年度予算は、総合計画の将来

像の実現に向けて重点プロジェクトや総合戦略を

中心とした施策、事業を盛り込みました。主な事

業といたしまして、新規事業としては季節や天候

に関係なく子供たちが遊べる施設を整備をする子

供の遊び場整備事業、除排雪業務の担い手育成や

確保に係る経費の一部を助成をする除排雪担い手

育成確保事業、名寄市立大学における大学院設置

に関する課程の整備を行う大学院設置調査事業な

どの予算を計上いたしました。そのほか、歳入科

目では子育て世帯の経済的負担を軽減をするため

第２子以降のお子さんの保育料についても無償と

いたしました。また、継続事業としては名寄高校

駅設置事業、保育所整備事業、農業法人設立への

取組に係る支援事業、南３丁目通道路改良舗装事

業などの道路新設改良事業、栄町５５団地改修工

事などの市営住宅環境整備事業などについても予

算を計上させていただきました。いずれの事業に

つきましても限りある財源を重点的かつ効果的に

活用するため予算査定の場のみならず、随時議論

を重ねてきた事業でありまして、市民ニーズの高

い事業、本市が置かれている各種課題への取組と

して必要な事業を計上させていただいたものと考

えております。

小項目３、名寄市総合計画（第２次）中期基本

計画の具現化に向けての取組についてお答えをい

たします。名寄市総合計画（第２次）から取り入

れました重点プロジェクトでございますが、経済

元気化プロジェクト、安心子育てプロジェクト、

冬季スポーツ拠点化プロジェクトを掲げ、取り組

んできております。重点プロジェクトでもそれぞ

れＫＰＩを設定をいたしまして、取組を進めてき

ておりますが、中期計画策定時にはＫＰＩの見直

しも行っておりまして、それぞれの分野で具現化

へ向けた事業展開が行われております。昨年以降

感染症の影響もあり、経済元気化プロジェクト及

び冬季スポーツ拠点化プロジェクトにおいて厳し

い状況も続いておりますが、国はもとより、我々

地域ができる範囲で対策を講じ、影響を極力抑え

てこられたのではないかと考えております。しか

し、経済に関してはダメージは大きなものと認識

をしておりまして、引き続き必要な対策も出さな

ければならないと考えております。安心子育てプ

ロジェクトにつきましては、子育て世代からのア

ンケート調査でニーズが最も多かった遊び場につ

いて設置に向けた予算を計上させていただきまし

た。市民の声に耳を傾け、具現化に向けて取組を

重ねることで協働のまちづくりの機運の醸成にも

つながることを期待をしております。厳しい財政

状況の中、老朽化した施設も多く抱えておりまし

て、計画的に整備も進めなければならない現状で

あり、各種計画に沿った取組を継続するとともに、

市民生活環境が少しでも向上するような予算執行

に努めてまいりたいと考えております。

小項目４、アフターコロナ社会を見据えた施策

展開についてお答えをいたします。昨年から世界

を混乱させている感染症でありますが、この間国

内では感染対策や経済対策など様々な対応がなさ

れてきております。感染対策では、密を避ける行

動やリモートワークの推奨など新たな生活様式が

広がったものと考えております。時代を同じくし
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て、society5.0の到来と言われる現在、国におい

てはデジタル庁の設置を予定をするなど新たな産

業革命に対応すべく対応を強化してきております。

デジタル新技術の推進は必要不可欠な取組であり

まして、地方自治体としても積極的に取り組まな

ければならない課題だと考えております。昨年は、

国からの交付金を活用いたしまして、光ファイバ

ーケーブル敷設の予算を計上させていただきまし

た。整備が完了いたしますとようやくスタートラ

インに立つことができますが、この情報インフラ

をいかに有効活用していくかが重要であると考え

ております。他分野にわたって様々な知見をいた

だきながらの推進になると思いますが、地方創生

の取組が重要視をされる現在、民間との連携はノ

ウハウを提供いただく観点からも重要であり、最

新の技術を活用した効率化や行政サービスの質の

向上、市民生活では新たなサービスの提供など現

在では想像できない世界が待っていることと思い

ます。そういった世界をこの地域で早期に実現を

するために積極的な取組を進めてまいりたいと考

えておりますし、多種多様な関係機関との情報共

有や連携を深めてまいりたいと考えております。

次に、大項目２、各種課題への対応について、

小項目１、老朽化する市内公共施設への対応につ

いて及び小項目２の名寄市立地適正化計画の具現

化に向けた取組については関連がありますので、

一括してお答えをいたします。昨年度名寄市立地

適正化計画を策定をし、都市機能誘導区域や居住

誘導区域を設定しております。この区域は、まさ

にコンパクトなまちづくりを推進していく上で大

きな役割があるものと考えております。現在老朽

化が進み、点在をする公共施設の整備が課題とな

っておりますが、名寄市公共施設個別施設計画も

策定をし、施設ごとの劣化状況を点数化した上で

評価し、整備方針も記載をしたところであります。

この評価を踏まえ、将来を見据え必要な機能や規

模、優先順位を設定をし、議論を深めていくこと

となります。今年度から着手をしている保育所で

は、機能の複合化を視野に入れた実施設計に着手

をする予定となっております。今後の施設整備に

つきましては、老朽化が著しい施設が対象となり

ますが、それぞれ施設整備では多大な事業費も必

要となることから、多様な手法も視野に入れつつ

中期財政計画などで事業規模を明らかにしながら

長期的、計画的な準備が必要と考えております。

厳しい財政状況を理由に全て先送りするというこ

とにはならないと考えておりますので、先ほども

申し上げましたとおり、長期的な視点で着実に施

設整備を進めるとともに、立地適正化計画の具現

化を進めてまいりたいと考えております。

小項目３、王子マテリア株式会社名寄工場敷地

の利活用についてお答えをいたします。王子マテ

リア株式会社名寄工場生産品集約に関しましては、

これまで多くの御質問をいただいてきていたとこ

ろでございます。当然全市的に対応を注視いただ

いているということもありますが、この間王子ホ

ールディングス様とも交えた話合いを行ってきた

ところであります。工場敷地の利活用につきまし

ては、御存じのとおり３本柱を昨年公表させてい

ただきましたが、再生可能エネルギーに関して現

在具現化へ向けて確認作業を進めているところで

あります。ＩoＴデータセンターに関しましては、

冷涼な気候ということで立地的には優位性が高い

地域となっておりますが、通信網の強化が必要で、

工場敷地にこだわらず引き続き誘致に向けた取組

を北海道とも連携をし、継続してまいりたいと考

えております。物流、防災拠点に関しましては、

本市の位置的優位性は変わらず、現在物流の拠点

化を進めた場合集積される規模などの推計作業を

進めており、こちらも工場敷地にこだわらず可能

性を追求してまいりたいと考えております。

大項目３、交流人口拡大と移住、定住に関する

事業の状況と今後の展開について、小項目１、地

域資源を活用したスポーツ交流イノベーションプ

ロジェクトについてお答えをいたします。地域資

源を活用したスポーツ交流イノベーションプロジ
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ェクトは、平成２８年度から３年間実施をいたし

ました冬季スポーツ拠点化事業の経験を生かして

発展的に事業化したものであり、地方創生推進交

付金を活用したプロジェクトです。プロジェクト

の概要ですが、期間は令和元年度から３年間の事

業で、スポーツツーリズム事業等に取り組み、ス

ポーツによる経済の活性化やピヤシリヘルシーゾ

ーンのスポーツ施設等を活用した総合型のスポー

ツ交流拠点の構築を目指しております。令和２年

度の主な事業といたしまして、サイクルツーリズ

ム商品の開発、スキー場等インバウンド拡大商品

の開発があり、新型コロナウイルス感染症拡大の

影響により一部事業実施が難しい状況もございま

したが、名寄の冬をテーマにしたプロモーション

動画及びパンフレットを制作をし、今後の台湾を

中心としたプロモーション活動等、各種交流人口

拡大事業に活用をしていく予定であります。国の

第２期スポーツ基本計画ではスポーツを通じた地

域活性化をうたっておりまして、スポーツツーリ

ズムの推進で訪日外国人の数を２０１８年から５

年間で１３８万人から２５０万人に引き上げるこ

とを目標としております。本プロジェクトではス

ポーツを通じたツーリズム、食、移住に関する取

組も行っておりまして、異なる分野との連携で幅

広い地域活性化に取り組んでおります。今後も地

域資源を最大限に活用しながら新たな視点でスポ

ーツによる地域活性化を実現してまいりますので、

引き続き御協力をお願いをいたします。

小項目２、国内、国際交流活動の推進について

お答えをいたします。本市では、姉妹都市の山形

県鶴岡市、交流自治体の東京都杉並区との国内交

流、姉妹都市、カナダ国カワーサレイクス市リン

ゼイ、友好都市、ロシア連邦ドーリンスク市及び

台湾との国際交流、またふるさと会など市民や民

間団体との連携、協力により国内外の交流を推進

をしております。今後の事業実施に当たってもコ

ロナ禍での影響が危惧されるところでございます

が、交流の基本は人と人、積み重ねが重要である

ことから、各団体の意向を十分に尊重し、取り組

むべき事業については実施に向けて努力をすると

いうことを基本として、状況に応じては代替事業

の実施や中止もやむを得ないものと考えておりま

す。新年度の主な取組については、国内交流では

鶴岡市への少年、少女の派遣、杉並区との阿波踊

りの受入れと派遣など、国際交流ではリンゼイへ

の交換学生の派遣や友好都市提携３０周年を迎え

るドーリンスク市との交流において訪問団の派遣

や記念事業を予定をしているほか、台湾交流では

昨年覚書を交わした台湾国立中山大学からの受入

れなど計画をしております。今後の交流の在り方

について、今年度はコロナ禍において中止や延期

をせざるを得ない事業も多くなり、直接交流でき

る機会の大切さも痛感をしたところでありまして、

台湾からの医療物資の寄贈や物産交流などは交流

事業の有益さや絆を再認識させていただきました。

また、代替事業として実施をしたリモートでの交

流などは、今後の広がりを感じるところともなり

ました。この１年の経験を生かし、国内外の地域

や自治体等と育んできた信頼関係のさらなる深化

と広がりに向けて今後も取り組んでまいります。

小項目３、移住、定住の推進についてお答えを

いたします。移住促進に向けた情報発信につきま

しては、今年度感染症の影響からオンラインでの

移住相談会への出展やＵターン向け、子育て世代

向けのイベントをオンラインで配信をするなど新

たな手法を取り入れた情報発信に取り組んでまい

りました。また、協議会のホームページやフェイ

スブックなどＳＮＳを活用し、移住者インタビュ

ーの掲載や地域の日常の様子、イベント情報等の

発信に継続的に取り組んだほか、今年度より実施

をしております移住体験ツアーにつきましては首

都圏や関西圏へ向けたウェブサイトに掲載をし、

周知を図ってきております。また、受入れ態勢の

整備等の取組につきましては、移住体験ツアーの

受入れや子育て世代向けのオンラインイベントを

通して地域の方や先輩移住者の方との接点をつく
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り、地域を巻き込んだ関係性づくりに取り組んで

まいりました。今後の進め方につきましては、オ

ンラインの活用も取り入れてまいりますが、全国

的なオンライン移住相談会ではサーバーダウンに

よるアクセス制限となる課題もあったことから、

感染症が落ち着き、人の移動の制限が緩和される

ようであれば、首都圏等へ足を運び、対面での移

住相談ができるように準備をしてまいります。あ

わせて、交流人口、関係人口の創出や拡大につな

がる取組については内容の充実を図り、継続した

情報発信を行うとともに、つながった移住検討者

との関わりでは相談しやすい関係性を築くことも

重要であると感じておりますので、引き続き市民

の皆様と連携をした受入れ態勢の構築に取り組ん

でいくとともに、本市のよさを市民の皆様へ感じ

ていただけるような情報発信にも努め、地域愛の

醸成につながるように進めてまいります。

次に、東京圏からのＵＩＪターンの促進及び地

方の担い手不足対策に係る支援事業についてです

が、移住に要する費用などを交付する国、道と連

携をした地方創生推進交付金を活用し、今年度１

件就業による交付決定をさせていただきました。

継続した事業推進を図るため来年度においても就

業及び起業分として各１件ずつ交付金を予算計上

し、市ホームページや広報紙への掲載のほか移住

ワンストップ窓口でつながった方への情報提供や

窓口にチラシを配置するなどの事業の周知を図っ

てまいります。また、現在北海道のホームページ

に掲載をされております支援金の対象法人は市内

の事業者５社となっておりますので、引き続き関

係団体を通じ掲載企業の募集、周知を図り、北海

道と連携をしながら事業の活用に努めてまいりま

す。

大項目４、保健、医療、福祉行政について、小

項目１、新型コロナウイルスワクチン接種の実施

体制等についてお答えをいたします。新型コロナ

ウイルスワクチン接種につきましては、予防接種

法附則第７条第１項の規定に基づく臨時の予防接

種として国の指示により行うものでありまして、

現在のところ薬事承認を受けたファイザー社のワ

クチンを市内に居住をする１６歳以上の方に接種

をすることとなっております。接種順位につきま

しては、国が定めるとおり医療従事者への接種の

次に高齢者への接種を始めることとなります。対

象となる６５歳以上の方には、個別に接種券を郵

送いたします。接種券の送付の日程につきまして

は、国の通知により４月中旬頃となる予定であり

ます。高齢者への接種につきましては、集団接種

を予定をしております。集団接種の会場は名寄市

民文化センター多目的ホール及びふうれん健康セ

ンターとし、平日の午後からの時間帯を主に土曜

日、日曜日の接種も想定をしているところであり

ます。対象となる高齢者の人数につきましては、

本市では約 ２００人となっております。身体の

状況などにより集団接種会場へ足を運ぶことが困

難な方への対応については、現在巡回接種、また

送迎などの方法も含めて検討しているところであ

ります。今回のワクチン接種は短期間で多くの方

に対し接種をする必要があるため、完全予約制と

いたします。接種を希望する皆様には、コールセ

ンターへの電話やラインを活用した予約システム

を利用して予約をしていただいて、接種会場に来

場していただくこととなります。国からの最新の

通知によりますと、４月の最終週にワクチンを全

市町村に１箱を届けるとされておりますが、その

量は１人２回接種として約５００人分でありまし

て、本市の高齢者の５％ほどの量でありますので、

今後のワクチンの供給も見据えながら速やかに接

種が開始できるよう準備を進めてまいります。

小項目２、子供、子育て支援の推進についてお

答えをいたします。子供、子育て支援の推進につ

きましては、令和２年度から５か年計画で実施を

しております第２期名寄市子ども・子育て支援事

業計画においてここで育って、ここで育ててよか

ったと言えるまちづくりを目指してを基本理念と

して、６つの基本目標を掲げ、事業を推進してき
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ております。令和３年度における実施予定の主な

事業につきましては、基本目標１の子育てと就労

が両立できるまちとして、保護者の急病や育児疲

れの解消などのために一時的に施設などにおいて

児童を預かる子育て短期支援事業を開始をする予

定であります。また、幼児教育、保育の無償化と

して既に実施をしております３歳以上児の保育料

無償化に加えて、３歳未満の保育料について年収

６４０万円未満相当世帯の第２子以降の保育料に

ついても無償化をする、この予算を計上している

ところであります。基本目標２の子育ての家庭が

支えられるまちとして、新型コロナウイルス感染

症拡大防止の対応としてタブレット端末を活用し

た相談体制の充実を図ってまいります。また、こ

ども発達支援センターにおける児童発達支援とし

て、こどもらんどに通所が難しい家庭の療育支援

のため保育所等に訪問し、療育を行う保育所等訪

問支援事業に伴う予算を計上しております。基本

目標４のみんなで子供を育てるまちとして、子育

て支援施設の休日の開所要望もあることから、月

２回程度土曜日の午前中に、名寄市立大学の模擬

保育室を活用した子育て支援事業に伴う予算を計

上しているところであります。基本目標５の子供

が伸び伸びと育つまちとして、屋内で遊べる場の

整備につきまして第２期子ども・子育て支援事業

計画策定におけるアンケート調査で未就学児及び

小学生のいずれの保護者からも要望が一番高かっ

たものでございまして、施設や天候に関係なく子

供が遊べる施設を市街地にあります株式会社西條

名寄店において整備を行うための予算を計上して

いるところであります。本年度基本設計を実施し

ております保育所等整備事業につきましては、令

和３年度に実施設計を行い、保育体制の充実を図

ってまいります。今後におきましても子ども・子

育て支援事業計画に基づき事業を推進していくほ

か、コロナ禍の中、国や北海道の施策にも注視を

しながら子育て支援を充実してまいります。

小項目３、上川北部医療連携推進機構における

事業推進についてお答えをいたします。地域医療

連携推進法人上川北部医療連携推進機構につきま

しては、上川北部地域の医療環境を将来的に維持

し、住民の受療機会と安心を担保するため医療機

関相互間の機能分担及び業務の連携を推進し、地

域医療構想の実現を目指す手法の一つとして設立

をされたものであります。圏域内の医療機関等が

法人に参画をすることによりまして同一目標の達

成のための取組を共有、実施し、相互に持続可能

な病院経営の実現を目指すために１つ、医療機能

の分担と連携に関する事業、２つ、経営の安定化

に資する事業、３つ、機能連携と地域包括ケアシ

ステムへの対応、４つ、医師の働き方改革への対

応、５つ、その他連携推進方針に基づいた各種事

業等、これらについて理事会の決定に基づき推進

をされると伺っております。将来的に人口が減少

する中で必要とされる医療をどのように守り、維

持していくかは大変大きな課題となってまいりま

すので、まずは市立総合病院と士別市立病院の機

能分担と連携強化を進めていただき、地域医療構

想の円滑な実現に寄与していただくことを希望す

るものであります。

小項目４、高齢者福祉の推進についてお答えを

いたします。我が国の６５歳以上の人口は、令和

元年１０月時点での推計人口で国民の約４人に１

人が高齢者となっており、７５歳以上の人口割合

についても増加し続けることが予想されておりま

す。本市におきましても高齢化率は増加傾向にあ

りまして、平成３０年の３ ０％から令和５年に

は３ ２％、令和２２年には３ ４％に達すると

見込まれております。こうした状況の中で、第７

期におきましては４つの地域課題を明らかにし、

課題解決に向けた１０項目の基本方針を定め、高

齢者福祉施策の推進を図ってまいりました。主な

取組といたしまして、介護予防の推進では介護予

防日常生活支援総合事業による介護予防教室や講

演会の実施、認知症施策の推進では地域における

認知症高齢者の見守り体制の構築を目的に認知症
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サポーター養成講座の実施や徘回高齢者ＳＯＳネ

ットワークの構築と強化を図ってまいりました。

生活支援体制の整備では、地域全体で多様な主体

によるサービスの提供ができるよう平成３０年度

より生活支援コーディネーターを配置をし、関係

諸団体との情報共有及び連携、地域資源の把握な

ど精力的に活動を進めてきております。また、地

域見守りネットワーク事業や命のカプセルの交付

により高齢者が安心して暮らすことができる体制

も構築してきております。高齢者のニーズに応じ

た住まいの確保では、民間活力による住宅型老人

ホームやサービス付高齢者向け住宅なども建設を

されております。また、生活シェアハウスにつき

ましては、第８期計画の中で再検討することとな

りました。課題であります介護人材の確保、育成

では、介護職員初任者研修受講費用の助成や就職

支度金の助成を行う介護人材確保緊急対策事業を

展開をし、令和元年度からは事業名を介護人材就

労定着支援事業として内容の拡大を図り、介護職

員の確保につなげてきております。第７期の取組

の成果と課題を踏まえ、第８期計画においても引

き続き市民みんなが安心して健やかに暮らせるま

ちづくりを基本目標に４つの地域課題を設定をし、

計画の策定を進めているところであります。第８

期計画では、第７期で実施をしてまいりました事

業は継続して行うこととし、新たな取組として健

康寿命の延伸に向けた保健事業による取組と生活

機能の維持を図る介護予防の取組を一体的に実施

をすること、ＩＣＴを用いて医療関係職種と介護

職種等が連携をし、患者や利用者のサービス向上

を図る医療介護連携情報共有ＩＣＴ事業の運用の

開始、介護現場における業務の効率化、災害に備

えて介護事業所との連携、物資の備蓄や調達状況

の確認、感染症についての情報提供の強化と、介

護事業所における感染症対策への支援など災害や

感染症に係る体制の整備を図ってまいります。今

後も高齢者が可能な限り住み慣れた地域でその有

する能力に応じて自立をした日常生活を営むこと

ができるように医療や介護、介護予防、住まい及

び日常生活の支援が包括的に確保される地域包括

ケアシステムの深化、推進をしていくとともに、

高齢者が生きがいを持って安心して暮らせるまち

づくりをさらに推進をしてまいります。

小項目５、障がい者福祉の推進についてお答え

いたします。障がい者福祉の推進については、第

３次名寄市障がい者福祉計画において市民みんな

が安心して健やかに暮らせるまちづくりを基本理

念とし、５つの基本目標を掲げ、事業を推進して

きております。また、本年度は第５期名寄市障が

い福祉実施計画の最終年度であることから、施策

の検証やアンケート調査などを行いながら、第６

期実施計画を策定をし、令和３年度からの施策を

推進をしてまいります。主な施策についてであり

ますが、初めに地域生活支援拠点につきましては

障がい者の高齢化、重度化や親亡き後も見据え、

障がい児や障がい者が住み慣れた地域で安心して

暮らしていけるよう様々な支援を切れ目なく提供

できる仕組みでございます。施策の推進には近隣

４町村と連携をしながら取り組んでおりまして、

令和２年度からは近隣町村からの相談事への専門

的助言を開始をするなど今後も地域生活支援拠点

の機能の充実に向けて取組を進めてまいります。

次に、福祉施設から一般就労への移行につきま

しては、地域において自立をした生活を営むため

に個々の意欲や能力に応じて働くことができるよ

う市内の関係機関との連携や企業への情報提供、

啓発活動など行いながら障がい者雇用を促進して

まいります。

次に、障がい児の支援体制につきましては、児

童発達支援等の障がい福祉サービスなどの専門的

な支援の確保に努めるとともに、教育や保育等と

連携を図り、乳幼児期から学校卒業までの一貫し

た支援を行ってまいります。また、医療的ケアが

必要な障がい児に対する支援体制の強化も図って

まいります。今後においても第３次名寄市障がい

者福祉計画及び第６期名寄市障がい福祉実施計画
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に基づき施策を推進をしていくほか、コロナ禍の

中、国や北海道の施策に注視をしながら障がい者

福祉を充実してまいります。

大項目５、産業振興と経済活性化施策について、

小項目１、農業振興施策についてお答えをいたし

ます。国内の農業情勢は、コロナ禍における消費

動向や農畜産物の輸出入の変化などにより大きな

影響があるものの、幸い本市への影響は限られた

ものとなっております。しかしながら、高齢化や

後継者不足による農家戸数の減少や労働力不足を

はじめ農業、農村の持続的発展に向けて取り組む

べき課題があることから、総合計画や名寄市農業

・農村振興計画に基づき着実に施策を推進してま

いります。令和３年度の主な取組といたしまして、

まず法人化の推進についてでございます。農家戸

数が減少する中、各地域におきましては担い手農

家の規模拡大により農地の流動化が進み、次世代

へと引き継がれております。しかしながら、個人

農家の規模拡大にも限界があり、また規模拡大に

伴う労働力不足や作物の転換なども課題になって

いることから、複数戸による法人の設立に向けて

支援を拡充し、将来にわたる地域の中心的な担い

手確保を目指してまいります。

次に、新規就農者の確保についてですが、農家

戸数が減少する中、農家子弟の働きかけとともに

取組を継続してまいります。特にコロナ禍の今、

都市部から安全、安心を求めふるさと回帰や移住

を検討する方が増えていることから、受入れ条件

の改善や農業振興センターを活用した研修内容の

充実も含めて推進してまいりたいと考えておりま

す。

次に、国際競争の影響を受けている畜産では、

国の事業を活用した施設整備と規模拡大が進んで

おり、酪農家の労力の軽減と優良後継牛の確保に

向けてＪＡの哺育育成センターがこの４月に稼働

する見込みであります。これに伴い、市営牧場と

の連携が強く求められることから、母子里牧場の

パドックや電牧柵を整備をし、安全性の向上と預

託頭数の増加に対応をしてまいります。

食育と地産地消については、安全でおいしい農

畜産物が豊富で、農業体験の機会が身近にある恵

まれた環境を生かし、またコロナ禍において家庭

での食事機会が増えていることを機に捉え、食育

推進計画などを基本に関係機関、団体や生産者、

消費者の皆さんと共に取り組んでまいります。

小項目２、商工業の振興についてお答えいたし

ます。人口減少に歯止めがかからず、事業活動が

厳しさを増す本市において地域経済を維持、継続

させていくためには地域の経済活動や雇用を支え

ている中小企業、小規模事業者の持続が重要であ

り、そのためには行政をはじめ関係機関、団体、

市民などが一体となり施策を推進することが求め

られていることなどから、昨年２月、名寄市中小

企業振興審議会に対し本市における商工業振興に

係る基本的な理念や役割等を定める基本計画につ

いて令和２年度中の策定を望む旨諮問をいたしま

した。この諮問を受けて、昨年度中に検討部会を

設置をする予定でありましたが、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により昨年７月にずれ込んだこ

とに加えて、ウィズコロナ、アフターコロナを見

据えた審議が必要とのことから、令和３年秋頃ま

でに策定することといたしました。これまで３回

の部会を開催をし、親会である審議会からも御意

見を伺いながら現在素案を取りまとめているとこ

ろでございます。基本計画の策定に併せ中小企業

振興条例に基づく補助事業の支援メニューをより

事業者のニーズに沿った使い勝手のよい制度へ見

直すとともに、企業立地促進条例についても王子

マテリア名寄工場の稼働停止後の敷地の利活用な

ども見据え、見直すこととして御審議をいただい

ております。

小項目３、観光振興についてお答えいたします。

本市の観光振興は、平成２８年度に見直した名寄

市観光振興計画に基づいて各種事業を実施をして

おり、令和３年度に１０年間の計画期間の最終年

度を迎えます。計画の目標値として総合計画のＫ
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ＰＩでもあります観光入り込み客数６１万 ２０

０人、外国人宿泊延べ数 ６３５人泊を掲げ、こ

れまでの推移としては観光入り込み客数は平成２

８年度から減少傾向にある一方で、外国人宿泊延

べ数は台湾との交流や平成２８年度に観光庁から

認定された広域観光周遊ルート、日本のてっぺん。

きた北海道ルート。の取組などの効果もあり、目

標値を超え、平成２８年度以降着実に増加をして

おります。本市総合計画（第２次）における重点

プロジェクト、経済元気化プロジェクトを推進を

する主要施策の一つとして位置づけている観光振

興を引き続き進めるために令和３年度に次期観光

振興計画の策定作業を行うこととしております。

その基本的な考え方は、現行の計画に基づき実施

をした施策の成果を検証し、ウィズコロナ、アフ

ターコロナの時代の観光の在り方として注目をさ

れている地元や近隣を旅するマイクロツーリズム

や観光地でテレワークをするワーケーションとい

った動きを的確に捉えるとともに、一昨年実施を

いたしました北海道の事業、稼ぐ観光の具体化モ

デル事業や昨年秋に観光庁に採択をされました誘

客多角化等のための魅力的な潜在コンテンツ造成

実証事業の成果を生かすほか、本市の地方創生総

合戦略に掲げるスポーツツーリズムに沿うなど名

寄市にふさわしい観光施策を進めるための方向性

と新たな指標を示したいと考えております。

小項目４、ピヤシリスキー場の施設整備等につ

いてお答えをいたします。令和２年度のスキーシ

ーズンにおいては、リフト料金小中学生無料化、

シーズン券の大幅値下げ、キッズパークの設置な

ど市民を中心とする足元マーケットを見据えた入

り込み拡充策を実施をする一方で、機能を維持し

つつできるだけ利用者の皆様に不便のない範囲で

第４ロマンスリフトの運行停止、ナイター営業の

スリム化などを行うなど経費の削減に努めている

ところであります。施設整備については利用者の

安全、安心のためのリフト整備をはじめ、スキー

場の早期オープンのための暗渠工事のほか、ゲレ

ンデ整備のための圧雪車の整備などスキー場振興

のため年次計画を立て、必要に応じた投資を行っ

ております。令和３年度の予算案においては、第

２ペアリフト制御機器更新工事と圧雪車の更新費

用を計上しておりまして、冬季スポーツの振興と

市民が自然に親しみながら健康の増進を図るため

の環境を整備してまいります。また、なよろ温泉

サンピラーについては、平成３０年度に実施をし

た基本設計を基に令和元年度に実施をした現況等

調査を生かしつつ温泉施設の改修に係る実施計画

に要する費用を計上しております。今後も老朽化

した施設、設備を中心にお客様が安心して御利用

いただけるよう整備を進めてまいります。

次に、大項目６、名寄市立大学将来構想に関わ

って、小項目１、大学における新型コロナウイル

ス感染症への対応についてお答えをいたします。

昨年１２月に策定をいたしました名寄市立大学の

将来構想（ビジョン２０２６）の中期実施計画で

は、３点を重点事項として掲げました。１点目は、

新型コロナウイルス対策であります。大学では、

昨年から感染症防止対策としてオンライン授業を

実施をするための通信環境、パソコンの整備を行

ってまいりました。さらには、６月から段階的に

３密避けるよう工夫を凝らしながら対面授業も漸

次実施をし、後期授業からは約６割まで対面授業

を行ってまいりました。しかし、大学の校舎は全

般にわたって小さな教室が多く、複数学科の学生

が学ぶ授業科目では対面授業を実施するのが難し

い環境にあるため、他大学での先進的な取組など

の情報を調査するとともに、対面授業とオンライ

ン授業を組み合わせたハイブリッド事業の活用に

ついて重点的に検討し、対応してまいりたいと考

えております。また、このような学習環境の変化

は授業を受ける学生にとってストレスがかかる要

因にもなり得ることから、保健師、看護師、精神

保健福祉士を配置している学内の健康サポートセ

ンターが相談窓口となり、学科教員とも連携を図

り、相談受付から定期的なサポートまでの支援体
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制の充実を図ってまいります。

小項目２、中期実施計画重点事項の２点目であ

ります研究活動の充実と社会連携、貢献について

お答えいたします。まず、研究活動の充実につい

ての取組ですが、地域の課題や社会の要請に対応

した特色ある研究に取り組み、保健、医療、福祉、

保育、教育の進展と学術研究の発展に寄与するこ

とを見据え、教員の研究活動支援をする学内組織

の設置の検討、また外部研究資金の獲得を目指し

た研修をもって研究活動の支援を行ってまいりま

す。あわせて、研究成果を地域社会に還元できる

ように努めてまいりたいと考えております。

次に、社会貢献、連携につきまして、大学が持

つ多様な人的、知的資源の活用を図り、市町村、

関係機関、関係団体等との連携、協働を推進をし、

種々の調査研究活動、先駆的実践活動を推進をし、

地域の社会的資源のさらなる充実、強化の支援を

継続してまいります。また、公開講座や専門職の

継続教育の支援を行う教育活動、地域課題の発見、

解決に向けた研究活動、学生ボランティアをはじ

めとする地域交流活動を活動の柱とするコミュニ

ティケア教育研究センターの充実を引き続き図っ

てまいります。

小項目３、中期実施計画重点項目の３点目、学

生支援の充実についてお答えをいたします。中期

実施計画の重点事項であります学生支援について

は、学習環境、設備の整備、有効活用と学生への

経済的支援や住環境の整備を挙げております。ま

ず、学習環境については昨年来のコロナ感染症対

策に適応し得る教室、学生ラウンジなど各施設、

設備の整備と活用方法などを検討して、対応して

いくこととしております。

経済的支援につきましては、大学独自の給付型

奨学金の活用を積極的に促すとともに、経済的に

困窮している学生の状況の把握に努め、必要に応

じてアドバイスを行ってまいります。学生支援の

重要項目の一つでもあります就職支援につきまし

ては、コロナ禍においても学生が企業からの情報

収集や就職に関する相談、就職試験対策など不安

なく行えるよう引き続きキャリア支援センターの

機能充実を図ってまいります。

住環境の整備につきましては、学生寮アルカデ

ィアが供用から２５年が経過をし、様々な箇所で

損傷、破損が見られますが、入寮している学生の

生活に支障がないよう随時修繕を行うとともに、

官民が連携をする手法を参考にしながら施設の更

新を検討してまいりたいと考えております。

〇議長（東 千春議員） 小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） 私からは大項目７の教

育行政についてお答えいたします。

まず、小項目１、市内小中学校における新型コ

ロナウイルス感染症への対応について申し上げま

す。昨年の６月学校再開に当たり国から児童生徒

の感染リスクを可能な限り低減しつつ教育活動を

継続し、子供の健やかな学びを保障するため、学

校の衛生管理の観点から学校における新型コロナ

ウイルスに関する衛生管理マニュアル、学校の新

しい生活様式が示されたところでございます。こ

れを受け、本市の各小中学校では学校の新しい生

活様式に基づき感染経路を断つことや免疫力を高

めることなど様々な感染症対策を進めてきたとこ

ろでございます。例えば学校行事である始業式や

終業式では、児童生徒の距離を１メートル程度保

つことが難しい場合は各教室で校長の話を校内放

送で聞いたり、校歌は歌わず、事前に録音された

伴奏等を聴くなどの対応を行ってまいりました。

運動会や体育祭は中止といたしましたが、その後

実施方法を変え、参観日等の体育の授業等を利用

して、運動会の種目であるリレーや徒競走などを

保護者の皆様に参観していただきました。また、

修学旅行や宿泊研修では訪問場所を感染状況の少

ない地域に変更したり、バスを増便し、乗車する

児童生徒の間隔を広く取れるようにして実施いた

しました。学芸会や学校祭では、公開日を学年ご

とに分けて複数回開催したり、保護者が直接参観

することなく、動画等で見られるよう工夫いたし
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ました。今後は、昨年の１２月時点での最新の知

見に基づいて見直した学校の新しい生活様式など

を踏まえて感染対策を講じてまいります。具体的

には、冬期間の教室の換気については室温が下が

り過ぎないよう空き教室等の人のいない部屋の窓

を開け、廊下を経由して、少し暖まった状態の新

鮮な空気を人のいる教室に取り入れる２段階換気

等を実施してまいりたいと思います。また、体育

や部活動における感染対策については、大勢が触

れる用具の使用前後に手洗いをすることや更衣室

等の利用は少人数で短時間の利用とするよう指導

してまいります。さらに、学校行事等への対応に

ついてでありますが、卒業式では座席の間隔が十

分に確保できない場合はこれまでと同様に卒業生

と保護者及び教職員のみの参加としたり、校長の

式辞等の挨拶を短くするなどして開催する予定で

ございます。教育委員会といたしましては、感染

症対策を徹底するとともに、学習や各種行事等の

計画や内容を工夫しながら可能な限り教育活動を

継続し、児童生徒の健やかな学びを保障してまい

ります。

次に、小項目２、地域と共にある学校づくりの

さらなる充実について申し上げます。コミュニテ

ィ・スクールは、保護者や地域住民が学校運営に

参画する学校運営協議会を設置した学校であり、

学校と地域住民等が力を合わせて、学校の運営に

取り組むことが可能となる地域と共にある学校へ

の転換を図るための有効な仕組みであります。新

しい学習指導要領では、学校と地域がよりよい学

校教育を通じてよりよい社会をつくるという理念

を共有し、未来のつくり手となるために必要な資

質、能力を育む社会に開かれた教育課程の実現に

向けて相互の連携協働の下に学校づくりと地域づ

くりを進め、一体となって成長を支えていくこと

が重要と示されております。また、国のニッポン

一億総活躍プランや働き方改革実行計画では、学

校運営に必要な支援の充実を目指し、令和４年度

までに地域と学校が連携、協働して行う地域学校

協働活動を推進することや地域住民団体等が緩や

かなネットワークをつくり、地域学校協働活動を

推進する体制として地域学校協働本部を設置する

という目標を掲げております。このことを受け、

道教委ではコミュニティ・スクールと地域学校協

働本部の導入の促進及び地域学校協働活動の充実

を図るため、地域協働活動実践事例集の周知や北

海道ＣＳアドバイザーの派遣などを通してコミュ

ニティ・スクールの導入拡大に資する取組を進め

ております。このような中、本市ではコミュニテ

ィ・スクールにおける取組の充実を図るため令和

２年６月をもって市内全ての学校のコミュニティ

・スクールに地域学校協働本部を設置いたしまし

た。また、名寄市地域学校協働本部連絡協議会を

設置し、市内全てのコミュニティ・スクールに地

域学校協働活動の連絡調整等の役割を担う地域学

校協働活動推進員、いわゆる地域コーディネータ

ーを配置いたしました。また、地域コーディネー

ター間の連絡調整を行う統括コーディネーター、

これを１名委嘱したところであります。現在地域

コーディネーターにつきましては、地域学校協働

活動の充実を図るため定期的に各小中学校を訪問

して、体験学習等の充実に係る連絡調整を行った

り、地域学校協働活動の在り方等に関わる講演会

などを通して研修を深めております。地域学校協

働活動につきましては、学習支援活動として智恵

文地区の地域住民の方が智恵文中学校の生徒にカ

ボチャ栽培やスキーの指導をしたり、安全安心支

援活動として名寄東小学校区の地域の住民の方が

通学路に立って、児童の登下校の安全を見守る活

動を進めております。今後教育委員会といたしま

しては、地域と共にある学校づくりのさらなる充

実を図ることができるよう各学校の地域学校協働

本部の活動を支援してまいりたいと考えておりま

す。

次に、小項目３、今後の市内小中学校における

施設整備の考え方についてであります。市内の小

中学校の施設整備につきましては、児童生徒が安
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心して学習ができ、豊かな学校生活を送るために

学校の施設設備を適切に維持管理、改善していく

ことが不可欠となっております。名寄市街地区の

名寄中学校、名寄東中学校については、旧耐震構

造であることに加え、校舎、体育館などの建物自

体と水回りや暖房設備の老朽化が激しいことから、

早急な施設整備が必要となっております。さらに、

耐震化されている学校施設においても２０年以上

経過している建物の適切な維持補修や大規模改修、

老朽化が進んでいる郊外農村部の教員住宅の整備

など多くの課題があることから、効果的、効率的

な財政運営と後年に過大な負担を残さないという

観点も踏まえながら進めていく必要があると考え

ております。このような中、文部科学省では管理

する施設の維持管理等を着実に推進するため中長

期的な維持管理、更新等に係る総費用の縮減やそ

れらの予算の平準化を図る方向性を明らかにする

ために平成２７年３月、インフラ長寿命化計画

（行動計画）を策定いたしました。市では、文部

科学省から示された計画に基づき長寿命化計画の

策定が必須となったことから、名寄市立小中学校

施設整備計画を基本に個々の学校施設の劣化状況

に応じた長寿命化計画の策定に向け、各学校の劣

化状況など実態把握及び課題の整理に取り組み、

今後の整備のあるべき方向性を検討しているとこ

ろであります。とりわけ名寄中学校と名寄東中学

校においては、未耐震で老朽化も進んでいること

から、早急な対応が必要と考えており、今後は整

備の方向性を検討する上で外観調査だけでは不十

分なことから、令和３年度に耐力度調査を実施し、

その結果を基に改築や耐震、補強等の具体的な整

備方針を明らかにしていきたいと考えております。

次に、小項目４、市内高等学校の今後の在り方

についてお答えいたします。市内の道立高等学校

の状況は、人口減少や少子化の影響により中卒者

は減少傾向にあり、定員割れが続いていることか

ら、令和２年度の新入学生の間口は名寄高等学校

では４間口から３間口に、名寄産業高校は酪農科

学科、電子機械科、建築システム科、生活文化科

の４科ありましたが、学科の転換により酪農科学

科と機械・建築システム科、生活文化科の３科に

学科が再編され、両校で２間口減少いたしました。

両校の学級数は２１学級、定員は８４０名ですが、

在籍者数は５５２名で、欠員が２８８名となり、

平成２１年度と比較すると学級数は３学級減少し、

在籍者数も１９７名の減少となっております。こ

の状況を踏まえ、本市においては地域の生徒が学

びたい専門的な知識を得たり、希望する大学に進

学することや自分の目指す職業に就くなどの夢が

実現できるよう高等学校教育の望ましい在り方に

ついて市内高等学校在り方検討会などを通じて市

民議論を重ねてきたところでございます。このよ

うな中、道教委から示された公立高等学校適正配

置計画案では令和５年度の配置計画案として市内

道立高校２校の欠員の状況等を踏まえ、再編の検

討について示されたところであります。本市とし

ては、上川北部地区の中卒者が減少傾向にあり、

２つの高校を新しい学校として再編し、地域の未

来を担う人材を育成する魅力ある学校として整備

することについてはやむを得ないものと理解して

きたところでございます。今後も市内の高校が地

域から魅力ある学校として認められるよう普通科、

職業科の教育課程の在り方、全学科単位制導入の

検討や特進コースの新設、また２校が統合になっ

た場合の校舎活用などについて在り方検討会議な

どで魅力ある高校の在り方を模索し、名寄市内の

中学校卒業者はもとより、市外からも入学が希望

されるような魅力ある高校となるよう道教委に意

見反映してまいります。

私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） それぞれに御答弁を

いただきました。時間の許す限り確認も含めて再

質問させていただきたいというふうに思います。

まず、今年度、令和３年度の市政執行について

ということで加藤市長にお伺いをさせていただき
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ました。次年度が加藤市政３期目の最終年度とい

うことであります。３年間の評価ということでお

答えいただきましたが、総合計画の具現化に基づ

くＫＰＩ等、そこが評価になるということでお答

えをいただきましたが、特にこれ昨年来コロナ、

コロナでの、そういう対応での１年だったという

ふうに思いますし、今回私の代表質問の内容等も

どうしてもやはりコロナ対応、また従前からのコ

ロナの状況、また今後のコロナ対応についてとい

うことで、ここら辺は避けられない内容というふ

うになりましたけれども、昨年来から名寄市とし

てのコロナの対応、様々な状況を捉えて、迅速か

つ的確にスピーディーに行っている部分というの

もあるのではないかというふうに思います。ちょ

うど１年以上たつところですけれども、これまで

の特に新型コロナウイルスに対応する名寄市とし

ての支援策等も含めて、ここ１年での総括ではあ

りませんけれども、今後も状況に応じて対応して

いくのでしょうけれども、その辺りの対応につい

ては加藤市長御自身としてはどのように対応でき

たか、どう評価しているか、御自身での評価、伺

えればというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 日本でこの新型コロナウ

イルスが、感染、発症が確認されてもう１年以上

が経過をしているわけであります。この間も様々

な社会活動の制約も市民の皆様にも余儀なくされ

たという中で、感染症対策に本当に市民の皆さん

に御協力をいただいた、そのおかげもありまして、

名寄市においては現在感染症の拡大については大

きな事案には至っていないということであります。

改めて皆さんのこれまでの取組に心から感謝を申

し上げたいと思います。もう既に１年前の３月の

議会の中で補正対応ということでいち早く融資政

策、ゼロ金利での緊急融資、あるいは場合によっ

てはＶ字回復する可能性もあるということで、飲

食店向けの支援策についても、プレミアムの商品

についても３月で速やかに議決をいただきました

が、その後も国、あるいは北海道からも様々な施

策が発表される中で、これを確実に市としても遂

行していく、さらにはそこの国、道の施策だけで

埋められないところにもできるだけきめ細かく配

慮したいということで、幾度かにわたる地域の企

業、あるいは市民の皆様に対する様々な支援も行

ってきたところであります。これも様々な機関と

もその都度、その都度状況も確認をしつつ協議も

させていただきながら、あるいは議会でも鋭意時

間のない中で御議論いただく中で、それぞれ速や

かに執行することで影響を最小限に食い止めるこ

とができたというふうに考えているところであり

ます。しかしながら、現在も続いてる中でやっぱ

り影響はまだまだ続いているというふうに考えま

すので、新年度につきましてもまずはこのコロナ

の対応をしっかりとやっていくと。感染症をしっ

かりと予防しつつ地域経済をできるだけ前向きに

進めていくための施策をこれからも適時的確に打

っていかなければならないというふうに考えてい

るところでありまして、引き続き議会の皆様、あ

るいは市民の皆さんの御意見をしっかりと承りな

がら施策を前に進めていきたいというふうに考え

ているところであります。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） 小項目の中でもお伺

いした、アフターコロナ社会を見据えた施策展開

ということでお伺いいたしましたけれども、いわ

ゆるウィズコロナ、どうコロナと共生していくか

という部分と、またその後の世の中の変化も見据

えた中での施策展開が今後必要ではないかという

ことで、デジタル化が必要不可欠、また実際には

もう光ファイバーケーブルの整備等も進んでいる

中で、民間との連携、また新たなサービスの提供

に向けてということでお答えいただきましたけれ

ども、そういった部分、コロナ後の社会を見据え

た施策展開という部分ではそういったデジタル化

を推し進める一方で、またこういう状況の中では

我々自身も当然なかなか人と人とが関わり持てな
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い、通常であれば遠方に離れていてもお会いでき

る方となかなかお会いできる機会がないという部

分があって、一方ではやはり人と人との関わりの

重要性、お会いして、対面して対話していく重要

性というのも必要になっていくのだというふうに

思います。

ちょっと関連がありますので、飛び飛びになり

ますけれども、そういう部分ではお答えいただい

た中で交流推進の関係、そういった部分も今後、

今の状況の中ではオンライン等も活用しながら進

めていくということでありましたけれども、人と

人とじかに接することの重要性を認識しつつ、今

後コロナ禍、こういう状況だからこそそういった

交流活動、また国内の交流活動を工夫して推進し

ていっていただきたいと思いますし、またコロナ

禍の状況の中では地方にやはり目が向いてきてい

る部分もあるというふうに思います。そういう部

分では移住、定住、こういったチャンスを捉える

というようなチャンスが到来している、そういっ

たふうにも捉えられる部分もあるのだというふう

に思います。より一層今までよりもそういったア

ンテナを高く張って、そういった体制整備も含め

て推進していくことが今だからこそ必要だという

ふうに思いますが、その辺りのお考えについて改

めてお答えをいただきたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 先ほども答弁させていた

だいたところもありますが、このコロナウイルス

は世界的な課題ということもありまして、まさに

世界各地でどういうふうにこれを抑えていこうか

ということも課題となっている中で、昨年度はな

かなか国際交流もできませんでしたけれども、し

かし国際的なつながりの中で様々な支援も行って

きたと。台湾の様々なこれまでのつながりからの

太保市の農会の方や、あるいは中山大学、ロータ

リークラブだとか、そうしたところから医療支援

をいただいたり、あるいはこのコロナ禍だからこ

そしっかりと提携を進めていこうということで大

学との協定も、台湾の中での国立大学と日本の地

方自治体と連携協定を結ぶのは初めてということ

でありましたけれども、こうした協定にも積極的

に取り組むと。さらには、先般はドーリンスク市

との子供たちの交流なんていうこともありました。

お互いがつらい中でも、そうしたみんなで国際的

な協力の中でこうしたことを抑えていこうと、そ

うした取組というのは非常に意義があるものとい

うふうに捉えております。今ほど議員から都市か

ら地方へと人の流れがこのコロナ禍によって進ん

でいると。特に東京圏、あるいは東京自体が今社

会減がここ数か月続いているというような状況の

中で、改めて地方の時代、あるいは地方が注目を

されているということも全くそのとおりでありま

すが、ではどこが選ばれるかということになると

最後はやっぱりそことそこと、都市と地域との、

人と人とのつながりによるものの御縁がきっと強

いところが選ばれていくことになるのだろうとい

うふうに思っています。新年度についても我々交

流事業についても基本的には一昨年と同様の、あ

るいは今回は節目の事業もありますので、通常ベ

ースでの予算の計上させていただきました。ただ、

これどうなるか分かりません。今後東京オリンピ

ック、パラリンピックも海外の受入れどうするか

ということの状況によってもまたこれ変わってく

るのかなというふうに思いますが、いずれにいた

しましても人と人とのつながりをさらに広げてい

くこと、深めていくことというのがこれからの地

域振興に間違いなく資することになるというふう

に思っていますので、そうした理念の下、それぞ

れの事業を進めていく、準備を進めていくととも

に、場合によっては厳しいというような状況にあ

りましてはそこの事業の中で創意工夫をしながら

その内容に資する活動をできるだけ推進していく

ように努めていきたいというふうに考えておりま

す。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） ぜひこういう状況だ
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からこそ工夫していろいろとできることも十分に

あるというふうに思いますので、ふるさと会の交

流というのもなかなか昨年来できていないという

部分で、お互いにそういう状況になればというこ

とでしょうけれども、また工夫してやれるべきこ

ともあるのだというふうに思います。やはり人と

人とのつながり、関わりというものを一方では大

切にしながら施策展開も含めて取り進めていただ

きたいというふうにお願いしておきたいと思いま

す。

時間も限られておりますので、市内の公共施設

の老朽化の関係です。これ立地適正化計画の具現

化と併せてお答えいただきました。この部分に関

しては、昨年１０月にまちづくり会社、株式会社

まちづくり名寄の設立がされたということで、官

民連携の事業、やはり検討していくということで

の、先ほどの大学の学生寮の関係でもそういった

御答弁もありましたし、市内の公共施設の対応と

いう部分で多分まちづくり会社との官民の連携を

今後協議、検討していくということであったかと

いうふうに思いますが、今の状況、具体的に協議

がこれからどのように進もうとしているのか。な

かなか情報というのも早く進んでいくというか、

人づてになかなか広がっていっているという部分

もありまして、もう既に学生寮が民間と連携して、

やることが決まっているのでしょうですとか、図

書館の関係も町中に図書館と合わさった複合施設

をまちづくり会社中心に造るのだろうというよう

なちょっと話が先行している部分もあるのですが、

そういった協議には今後入っていくのでしょうけ

れども、行政側としてそちらの民間活力を利用し

た、また官民連携した取組というのは今後どうい

うふうに進めていくというような考えをお持ちな

のか、その辺りのお考えをお答えいただきたいと

いうふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） まちづくり会社という

ことでお話ありましたけれども、まちづくり会社

設立されまして、官民連携のパートナーというこ

とで扶助してきましたけれども、市としてはまち

づくり会社にどういうようなお話をするかという

ようなところまでまだ至っていないという状況で

あります。今後市政執行方針等、あるいは今の市

長からの答弁もありましたけれども、官民連携と

いうのがこれからのまちづくりにおいては大きな

手法の一つというふうに考えております。様々な

角度からまちづくりというものを考えていかなけ

ればならない。その中の手法の一つとして官民連

携があるということでありますから、今後どうい

う形が一番望ましいのか調査のほうに移らさせて

いただきたいと思っております。どういう事業が

官民連携にふさわしいのか、これいろいろ議論が

あるところでありますので、一方では老朽化して

いるというところもありますけれども、１つずつ

議論を重ねながら進めさせていただきたいと思っ

ております。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） 一つの可能性がやは

り広がったということではあるのだというふうに

思います。今後それぞれ御協議いただいて、コン

パクトなまちづくりの実現、そしてそういった取

組が今課題ともなっている商店街を含む中心市街

地の活性化にも資するものにもなっていくという

ふうに思いますので、御検討いただきたいという

ふうに思います。よろしくお願いしたいと思いま

す。

コロナワクチン接種の関係です。少し遅れてい

るようでありますけれども、接種券を４月中旬か

ら配付予定だということで、これそもそものワク

チンの量自体が北海道に配分されて、またそれが

各市町村に配分される。量的にも報道等を確認し

ますと全くもって足りていないという状況だと思

いますし、ちょっと時期も後ろ倒しになるのだろ

うなというふうに思いますが、実質的な高齢者の

方への接種は、報道等にもあったように５月、早

くても連休明けぐらいになるという、やはりその
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辺りのスケジュール感で今後進むということなの

でしょうか。確認も含めてお答えいただきたいと

思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 今高齢者のワク

チン接種についての御質問でございます。報道等

で示されたとおり、当初接種券については３月１

２日までにということで１月ぐらいに国では言っ

ていましたけれども、ワクチンの確保ができない

ということでどんどん延びていって、現在は４月

２３日頃までにはということで国のほうから通知

が来ています。ただ、これにつきましてもワクチ

ンの確保がしっかりできたということではなくて、

河野大臣の発言でも４月２６日には全市町村に１

箱ずつ、１９５バイアル、１バイアル５人とする

と９７５回分のを配付すると言っていますが、こ

れにつきましてもＥＵ等の承認が得られていない

という状況があって、承認を得られる見込みで示

されています。そういった面ではそれ以降のワク

チンの供給状況は全くまだ示せない状況あります

ので、それで５月連休明けでいったらそれ以降順

調に国から供給されれば、連休明けには開始でき

る見通しはあるかと思いますけれども、それにつ

いてもまだまだ不透明な状況があるということで、

今後の国からの情報もしっかり注視しながら速や

かにできるような体制の準備は進めてまいりたい

というふうに考えています。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） あと、やはりそうい

った接種を実施していくという中で、課題という

ことで当然認識されていると思いますが、スタッ

フも含めた人の確保を今後どうしていくかという

ことも大きな課題だと思います。先ほど土日も対

応するということでのお答えもありましたけれど

も、その中で人的な部分での確保状況、今どのよ

うな形で進んでおられるのかちょっと確認も含め

てお答えいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 人員の確保につ

きましては、まず一番はやっぱり医師及び看護師

の確保が重要だと思っています。これにつきまし

て市内の開業医の方々に先日総会の中でお願いを

申し上げて、できる限りの対応してもらうような

お願いをしているところであります。そういった

面では、平日と一部土日も含めて対応できる、確

保できる状況にあるのかなと思っています。あと、

受付だったり、誘導だったり、いろんなスタッフ

が必要になっています。コールセンターにつきま

しては、できれば委託して対応するように今のと

ころ考えているところであります。接種会場のス

タッフについては各部署への動員かける部分と、

あと学生も含めたそういった方もアルバイト的に

雇用しながら進めてまいりたいと思います。年度

初めの事業を始めますから、職員といいましても

なかなか忙しい時期でありますので、できるだけ

そういった協力いただける方、アルバイトも含め

て雇用しながら万全な体制を整えてまいりたいと

いうふうに考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） 非常に国からの情報

も錯綜している部分もあって、不透明な部分もあ

って大変でしょうけれども、いち早くワクチンが

行き届いて、少しでも通常の生活に、活動に近い

日常が来るような、一つのこれもきっかけだとい

うふうに思いますので、しっかりとした体制整備、

整えていただいて、実施していただきたいと。実

施に向けて取り組んでいただきたいというふうに

お願いを申し上げておきたいというふうに思いま

す。

すみません。農業振興の関係でちょっと１点お

伺いをしておきたいと思います。様々な新年度の

事業についてお答えいただきましたが、人材、労

働力の関係で１点お話をさせていただきたいので

すが、これもコロナの影響で、今の状況鑑みます
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と、今年度の外国人技能実習生の来日も少し厳し

い状況かなというふうな関係機関の見解でありま

す。緊急事態宣言が延長になったということも含

めて、それ以降手続が仮に順調に進んだとしても、

通常どおりのやはり来日は厳しいだろうと。また、

今渡航制限等がかかっている中で、やはり待機さ

れている外国人が数千人いると言われています。

それをどう整理していくのかという部分も含める

と、今年度もちょっと状況としては少し厳しい見

方があるようであります。今の状況を踏まえると、

やはり対策というのはこれから、もう既に考えて

いかなければならない時期に来ているのではない

かなというふうに思います。行政側として何とか

しろということではありませんが、関係機関と協

議の上、やはり作付等に影響がない形で、また収

穫等も含めた中で影響を少しでも緩和できるよう

にもう既に協議し始める時期に来ているのかなと

いうふうに思いますが、その辺り考え方等も含め

て、確認も含めてお答えをいただきたいというふ

うに思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） ３月に入りまして、

それぞれの宅地周りでは育苗なんかの準備もスタ

ートしていると。まさに今年の営農がスタートし

ているということだと思います。その中で、今議

員が言われたように、労働力の確保というのは非

常に大切な課題だというふうに思っております。

その中でも外国人の技能実習生、智恵文地区を中

心に御活躍、協力をいただきながら我々のほうも

技術の伝承しているというところでありますが、

言われたように今非常に国の状況がどうなるのか

というのが大きなところで、今現在国のホームペ

ージなど見ますと、中国からの日本への上陸につ

いては４月の上旬をめどに解除の方向というとこ

ろが出ていますけれども、ここ刻一刻と状況が変

わる部分もありますので、ここはしっかりと注視

をしていきたいというふうに思っています。今協

議会、さらには農協のほうでは４月上旬の上陸拒

否の解除を前提に手続を進めているということで

すから、ある意味ではそこに期待をしていきたい

なというふうに思っておりますけれども、既に営

農の準備が始まっている段階ですので、どこかの

段階では判断をしなければいけないということに

なっております。我々も農協とは随分ここの課題

については連絡を密にさせていただいて、どうい

う対応を取るのかについては頻繁に連絡を取り合

っています。もしうまく上陸というか、入国がで

きればそれは通常どおりのペースだと思いますし、

もしそこが難しいとなればどのような方法するか

について、ここは速やかな対応も必要だと思いま

すので、我々のほうでも必要な対応について検討

させていただきたいと思いますし、昨年は生産者

の皆さんも自助で努力をされているものもありま

すので、そういったものも含めながらそれぞれ役

割分担をしながら必要な対応をできるだけ速やか

に講じてまいりたいと思いますので、御理解いた

だければと思います。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） しっかりと情報共有、

また密に連携取っていただいて、対応していただ

きたいなというふうに思います。あと、そういっ

た直近の短期的なことのみならず、今後長期的な

部分での労働力不足の対応についても引き続きお

願いをしておきたいというふうに思いますので、

よろしくお願いいたします。

観光振興の関係、お伺いをしておきたいと思い

ます。これも本当にコロナ禍により観光も大きな

影響を受けているのだというふうに思います。次

期計画の策定に向けての考え方、今大きくコロナ

禍で社会が変わろうとしている、そういったこと

も含めてなのでしょうけれども、マイクロツーリ

ズム、またワーケーション、スポーツツーリズム

といった部分も含めて次期策定にそういった部分

入れていくのだというふうに思いますが、今後の

名寄市の観光、たくさんのものが、資源があって

展開してまいりましたけれども、今後こういう状
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況も踏まえた中では次期策定に当たっては、これ

内容がどうこうということではありませんけれど

も、やはり大きな柱というのも見据えた中で次期

計画、策定していくべきだと思いますし、１０年

間の現計画の取組の中でおおよそ名寄市としても

今後名寄市の観光の目玉になる部分というのは見

えてきた部分もあるのかなというふうに思います

ので、改めて次期計画、どういったことを柱にし

ていくべきなのか、また目標数値とかも、今計画

の途中で、入り込み数等はちょっと状況に応じて

下方修正した部分もありますけれども、果たして

そういった目標値の中で入り込み数自体が目標と

されることが本当にいいことなのかどうなのか。

入り込み数だけを、そこを追うのではなくて、入

ってきた方、また交流人口も含めて名寄市にどう

いう効果を与えたのかという部分が明確にやはり

もう少し目標設定等、そういった部分も大きくな

っていかなければならないのかなというふうに思

いますけれども、その辺、観光振興の考え方につ

いてお伺いを改めてしておきたいと思います。よ

ろしくお願いします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 観光振興のこれ

までの成果とそれを踏まえての新しい観光振興計

画の在り方ということですが、まずこれまで１０

年間計画に基づいて様々進めてまいりました。そ

の中で成果といいましょうか、やはり名寄、この

特性ということで大きな自然と、それから一つ成

果となっていたのはサイクルツーリズムといった

ものも成果としてありまして、これは先ほどの答

弁の中にありました、国の施策の中でもありまし

た中でいろいろな、ＴＥＰＰＥＮ―ＲＩＤＥとい

った稚内まで通じるものですとか、武四郎ＲＩＤ

Ｅといった市独自のものですとか観光協会を中心

にやっていただいていました。そういった自然を

生かした体験観光、これも一つの柱になると思っ

ています。それから、昨年、昨シーズンの後半か

らコロナになってしまいましたけれども、この名

寄のやはり雪質を生かしたスキー、あるいは、ス

ノーリゾートといいましょうか、これ大きな柱に

なると思っております。そして、このコロナを受

けてのことで、先ほどの市長からの答弁にもあり

ましたとおり、テレワークという動きが大きくな

ってきた中でのワーケーションですとか、それか

らやはりマイクロツーリズム、こういったものが

まずは柱になって、インバウンドというものは一

旦ゼロベースで、そこからまず足元のマーケット

を見据えてやっていくと。先ほど議員からの御提

言もありましたとおり、これまでの目標の中で入

り込み客数と外国人の宿泊延べ数やってきました

けれども、入り込み客数だけを見ていくことが名

寄の観光にふさわしいかというのはこれ検証して

いかなければいけないかなと思っているところで、

先ほどの答弁の中でも新たな指標を示してまいり

たいと答弁させていただいたところでございます。

そういったことも考えまして、まずはこのコロナ

を受けて足元のマーケットを、そしてマイクロツ

ーリズムといったところから観光を見直していっ

て、本来名寄が目指すべきといいましょうか、そ

ういったものを見据えて、新しい手法も検討しな

がら新たな計画にしていきたいと考えているとこ

ろでございます。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） そういった部分しっ

かり１０年間の検証をしていただいて、次期計画、

名寄市の柱になるものがこれ明確になることが今

後の名寄市の観光振興に大きく寄与する、つなが

るのだというふうに思いますので、そういった形

で進めていただきたいと思いますし、スキー場の

関係にも、これ今室長からスキーも名寄市の観光

として柱になる可能性のあるものだろうというこ

とでお答えがありましたけれども、スキー場の入

り込み数は最終的には今シーズン終わった段階で

数値等を整理されて、報告いただくのでしょうけ

れども、壇上でも申し上げたとおり、またお答え

にも一部ありましたけれども、非常に本当に子供



－61－

令和３年３月８日（月曜日）第１回３月定例会・第２号

の姿が例年になく多いのと親子連れがやはり特に

土日、また冬休み期間等がすごく多いと感じてお

ります。やはりこれはリフト券の関係、また小中

学生無料のこれ大きな効果だというふうに思いま

す。そういった部分ではまた公社独自の取組も含

めて今後どう展開していくかという部分だという

ふうに思いますけれども、先ほどの観光振興と関

連する部分もありますけれども、施設整備も当然

そうですけれども、コース等も、ちょっと最近の

バックカントリーのニュースを聞きますと、非常

にハードルがやっぱり高いのかなというふうに思

います。特に雪が多い年でありましたので、雪崩

による本当に残念な事故が道内でも相次いでいる

という部分で、そこら辺が非常に難しいのであれ

ば、今の現存のコースを利用した中でのサイドカ

ントリーコースを皆さん、そこを求められる方に

もう少し魅力のあるようなレイアウト等も含めて

可能性としてないのかどうか。そんな部分も含め

て施設整備、ピヤシリスキー場の施設、環境整備、

コース整備等も、その辺りも加味した中で計画的

に進めていっていただきたいなというふうに思い

ますが、考え方をお伺いしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） スキー場のコー

ス含めての御質問ありました。バックカントリー

のことに関しましては、まず名寄のピヤシリ行き

ますとコース外滑走、これは認めていないという

か、コースがそもそもスキー場ではないと、ゲレ

ンデではないというところなので、ここはやはり

厳しく取り締まらなければいけない部分でありま

す。一方で、より新雪を楽しんでいただくという

ところで、サイドカントリーという言葉でありま

したけれども、今回も昨年、昨シーズンに続いて

第４ロマンスリフトを休止しましたけれども、こ

れに併せて未圧雪のコースを用意したりですとか、

そういったところでの、まずは今後そこ、サイド

カントリーをきっちりやろうとするならばルール

づくりからしていかなければいけませんから、ま

ずはゲレンデの中でやるとすると未圧雪のコース

を造ったりということで、利用者の方々にも満足

をいただけるようなことを考えていくというとこ

ろでございます。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） 今ルールづくりとい

うお話ありましたけれども、そういう中でもコー

ス外滑走が禁止されている中でもどうしてもそこ

を求めていく方もいるのも事実なので、なかなか

それを守る側、守っているお客様側としてはやっ

ぱりいろいろ不満も出るのも事実なのだというふ

うに思います。ルールづくり等も早急に必要なの

かなというふうに思いますので、今後また管理運

営している名寄振興公社とも協議いただいて、ま

た様々な団体とも協議いただく中でやはりその辺

りのルールづくりも必要かと思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。

時間がなくなってまいりましたので、教育の関

係、最後お伺いしておきたいと思います。市内の

特に中学校の施設整備、小中学校の施設整備の関

係と、お伺いしたのは地域と共にある学校づくり

のさらなる充実ということでお伺いさせていただ

きましたけれども、これ私関連があると思いまし

て、それぞれお伺いしております。今進めている

コミュニティ・スクール、また地域学校協働活動

を推進させるという取組が今進んでる中において、

市内の中学校２校が未耐震という中でいろんな考

え方、これどっちがいいとか悪いとかではなくて、

１校にするのがいいのか、２校を維持するのがい

いのかという部分、当然財政的な観点で見ますと

１校にするほうが効率が当然いいわけでありまし

て、ただ今取り組んでいる市の教育施策、コミュ

ニティ・スクールも含めた小中連携一貫というよ

うな、そこら辺の整合性とを加味すると果たして

１校にすることがいいのかどうかという部分も当

然出てくると思うのですが、その辺り教育委員会

サイドとしての考え方、これ当然地域が議論の主

体になってこないとならないのかなというふうに
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思いますが、教育委員会側の見解としてはその辺

り、やはり整合性が私は必要であるなというふう

に思って、ここら辺は慎重な議論が今後必要にな

ってくるというふうに考えているのですが、その

辺りの考え方について伺いたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） 今議員のほうから施設

整備の関係と今進めているコミュニティ・スクー

ルと体制整備との関係といいましょうか、整合性

についてでありますけれども、子供たちにとって

学校、生きる力を身につけるというために大切な

教育環境であると私のほうでは押さえております。

そんなことから、学校施設の改築や維持管理、ま

たある意味での、今中学校の１校化というのでし

ょうか、に当たりましては十分な配慮が必要だと

考えているところであります。とりわけ名寄中学

校と名寄東中学校については、今後整備方針を判

断するために、先ほどお話しいたしましたように、

令和３年度に両校の耐力度調査を実施して、その

結果をどのような整備が必要かということで考え

ていかなければならないと考えているところでご

ざいます。今若干お話ありましたけれども、財政

的な視点からのみで再編とか中学校を束ねていく、

統合ということはかなり慎重に考えていかなけれ

ばならないと私も思っているところであります。

御承知のように、教育委員会では市内各地域の学

校の状況や児童生徒の状況を踏まえまして、１０

年先を見据えた取組として市内全小中学校の状況

を視野に入れて、今小中一貫教育、それとコミュ

ニティ・スクールの構想の実現に向けて先生方も

一丸となって取組を進めているところでございま

す。将来的には生徒数減少してきますので、後々

は２校体制、またその後は１校体制だとかという、

そんな形になっていくのではないかなということ、

そうならざるを得ないというような状況には今後

なると思いますけれども、ただそのとき改築の時

期でありますとか場所等につきましては、児童生

徒の推移でありますとか今後高等学校再編のこと

もありますので、児童生徒一人一人に行き届く教

育環境がいかにあるべきかということを、それを

やっぱり中心に考えて対応していくということが

非常に大事でないかなと思います。そのためにも

そういう時期になりましたら今後市民の皆さんの

意見を吸収しながら、子供たちのよりよい教育環

境づくりでありますので、進めてまいりたいとい

うふうに考えているところでございます。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） お答えいただきまし

た。ぜひそういった部分で様々な観点、特に教育

施設に関しては十分な、今教育長からもお答えあ

ったように、様々な角度からやはり子供たちのこ

とを優先して考えるということが必要だというふ

うに思いますので、よろしくお願いを申し上げて、

終わりたいと思います。ありがとうございました。

〇議長（東 千春議員） 以上で山田典幸議員の

質問を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時０２分

再開 午後 １時００分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

加藤市政の３期１１年の総括と今後について外

３件を、佐藤靖議員。

〇１１番（佐藤 靖議員） 議長の御指名をいた

だきましたので、市民ネットを代表して通告順に

従い質問を行います。

会派内においては、明日以降所属３議員の一般

質問、来週の令和３年度予算審査特別委員会にお

ける総括質疑及び款別審査質疑が予定されており

ますので、今代表質問にあっては令和３年度市政

執行及び教育行政執行、令和３年度予算案、昨年

末に会派として行いました令和３年度市政執行に

対する要望を中心に据えながら今後の質疑及び審

議に反映すべく基本的考えについて質問させてい

ただきます。なお、さきの代表質問と一部重複し
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ているものもあると思いますが、加藤市長、小野

教育長の意のある御答弁を心から期待をいたして

おります。

それでは最初に、加藤市政の３期１１年の総括

と今後についてお伺いします。加藤市長にあって

は、２０１０年、平成２２年４月１８日に執行さ

れました市長選挙において民間会社名寄市的発想

で行財政運営を推進などを掲げ、当時の北海道内

最年少の３９歳で初当選を果たされ、以後多くの

市民の信頼と期待を背に２期連続無投票で市長の

任を担っていただきました。そして、この春で３

期目の任期も残すところ１年となりますが、掲げ

た民間会社名寄市的発想など様々な施策を展開さ

れる一方、これまでにない多くの不祥事も発生し、

市民への信頼が薄れる状況もありました。改めて

３期目最終年度を迎えるに当たりこれまでの１１

年間をどう総括されているのかまずお伺いします。

また、いまだ名寄市は様々な課題を抱えていま

す。昨年以降１年続く新型コロナウイルス感染防

止対策、今後のワクチン接種、そして１２月末に

迫る王子マテリア名寄工場生産品集約が顕著な例

であります。その中にあって間もなく市長任期満

了まであと１年となりますが、加藤市長は次期市

長選挙についていつの時点で対応を明らかにされ

るお考えなのかこの際明らかにしていただきたい

と思います。

次に、令和３年度市政執行及び教育行政執行に

ついてお伺いします。今定例会は加藤市長、小野

教育長にとって従前以上に重要な定例会だと認識

をしていました。それは、先ほど述べたように、

加藤市長にとっては残す任期の最終年度の執行方

針であり、小野教育長も今任期満了を目前に控え

た執行方針でありましたが、いずれも総花的で、

市長、教育長の目指す具体的方向性が一向に伝わ

ってきません。内容は各課で取り組まれている事

業の羅列であったり、多少の言葉遣いの違いがあ

っても大筋が前年とほぼ同じ内容と読み取れる箇

所も多々ありましたので、改めて限られた任期の

中で加藤市長、小野教育長が特段目指すものにつ

いてまずお伺いします。

さらに、市政執行に関わってでありますが、市

内に大きな影響を与えた新型コロナウイルスにつ

いては市民の皆さんの理解と協力で感染拡大防止

が図られ、期待されるワクチン接種の準備も進め

られていますが、完全終息にはまだ時間を費やす

ことも指摘されています。ところが、市政執行方

針では通常年のように積極的な交流事業の推進を

掲げています。交流事業の推進は私自身理解して

おり、述べられた方針は期待として受け止めます

が、注意喚起や様々な対応なども明らかにしてい

ないまま執行方針に盛り込むのはあまりにも拙速。

コロナ禍における各種交流事業の在り方について

具体的な対応をお伺いします。

一方、今年１２月末の王子マテリア名寄工場生

産品集約を見据え、再生可能エネルギー、物流、

防災拠点、ＩoＴデータセンターの検討が進められ

ておりますが、これらが実現した際、市民生活に

どのように影響し、市民生活の向上につながって

いくとお考えなのか、いまだ名寄工場生産品集約

後の市内状況に懸念を抱いている市民の皆さんも

少なくないことから、改めてお伺いします。

子育て支援の推進では、中心市街地にある商業

施設の一部を活用して子供の遊び場の整備方針を

打ち出されました。１年の半分近くを雪に覆われ

る名寄市にあって、季節や天候に関係なく子供た

ちが遊べる場所の確保は子育て世代の長年の願い

であり、実現に期待をするものですが、ここに至

るまでの施策決定のプロセスと人員配置、賃貸か

買取り方式などを含め基本的な考えについてお示

しをいただきたいと思います。

効率的な行政運営も名寄市にあっては大きな課

題ですが、その中で大きな役割が期待されている

のは個々の市職員であります。新型コロナウイル

ス感染症の影響により職員の集合研修が実施困難

になったことで新たな人材育成手法の検討が掲げ

られていますが、具体的にどのような研究を進め
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ようとしているのかお伺いいたします。

さらに、ここ数年毎年のように様々な不祥事が

発生し、市民の信頼を損ねています。不祥事に対

する解決策については明らかにされているものの、

再発防止策の推進状況は示されていないためさら

なる事案の発生を懸念する声も聞かれるところで

す。これまで各種事案に対する再発防止策にどう

取り組まれ、具体的にどういう成果を導いている

のかお示しをいただきたいと思います。

地域コミュニティーの重要組織である町内会に

ついては、ここ数年継続した財政支援のほか、未

加入世帯の増加や役員の担い手不足などの課題解

決に向けて名寄市町内会連合会と連携して検討を

継続してまいりますという表現が続いていますが、

一向に進展しない状況ではないでしょうか。具体

的に何について検討し、解決策を導こうとしてい

るのかこの際明らかにしていただきたいと思いま

す。

一方、教育行政執行方針に関わってですが、名

寄市及び名寄中及び名寄東中の整備問題について、

耐久度調査の予算を計上しながらも具体的に何も

示されていません。教育都市宣言を行っている名

寄市にとって重要な課題と認識していますが、こ

の課題に教育委員会としてどう取り組まれようと

しているのかお伺いします。

さらに、令和３年度の名寄高校及び名寄産業高

校の最終出願状況は、名寄高校普通科で募集１２

０人に対して８４人、倍率は前年をさらに １倍

下回り、 ７倍、名寄産業高校に至っては酪農科

学科で推薦を除く実募集３８人に対し２人、倍率

は前年比 １倍減の １倍、機械・建築システム

科も４０人に対して１８人で前年同様の ５倍、

生活科学科は推薦１人を除く３９人に対して１２

人、倍率は前年の半分、 ３倍という衝撃的な状

況となりました。まさに危機的状況であり、北海

道教育委員会の具申以前に名寄市として早急な対

応が必要と考えますが、小野教育長はこの現実を

どう受け止め、今後どう対応されようとしている

のか忌憚なくお答えをいただきたいと思います。

また、先日示された名寄市公共施設個別計画で

は、教育委員会が所管する多くの施設で耐震基準、

劣化度に問題があると指摘されました。財政的問

題は理解しながらも中には危険と判断される施設

もあります。改めて教育委員会としての考え方を

お伺いします。

昨年１２月１８日、市民ネットとして令和３年

度市政執行に関わり新型コロナウイルス対策関連

をはじめ大項目の７点にわたり要望を行い、２月

１日に加藤市長が回答をいただきましたが、その

中から忌憚ない、端的に６点お伺いします。１点

目は、新型コロナウイルスの感染防止策によって

市内各事業者が大きな打撃を受けていることから、

これまで事業継承を目的に各種施策を効果的に実

施していることは理解し、評価させていただいて

いるものでありますが、さらに効果を高めるため

会派及びさきの臨時会でも積極的に求められたの

が具体的な実態調査ですが、経済団体との検討、

意見交換、産官金連携なよろ経済サポートネット

ワークにおける意見交換の実施を理由に実態調査

は行われていません。なぜ実施しないのですか。

お伺いします。

２点目は、名寄市立総合病院への財政支援につ

いてであります。新型コロナウイルス感染防止の

最前線に立つ病院の経営は、厳しさを増している

状況にあります。市は、これまで交付税プラス１

億円の支援の上積みについて病院会計のキャッシ

ュフローの状況などを注視しながら必要に応じ対

応を検討するとしてきましたが、今回のコロナ禍

によって必要に応じという範囲は拡大していると

推察されますので、改めて必要に応じという内容

について具体的にお示しをいただきたいと思いま

す。

３点目は、敬老事業についてであります。敬老

事業の在り方について検討方針を示されています

が、間もなく町内会の総会時期も迎えることもあ

り、市として何についてどう検討を加え、いつま
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でに方向を打ち出されるのかこの際明らかにして

いただきたいと思います。

また、今回要望ではレンタル＆ゴー事業の実績、

全町内会除雪機配置、排雪の公園利用などを求め

ましたが、いずれも検討、研究という行政用語の

回答でありました。改めて何について検討、研究

し、いつまでに方針を打ち出されようとしている

のかお伺いします。

新名寄市が誕生してはや１５年が経過しようと

しています。この間互いの施設の有効利用を含め

名寄庁舎、風連庁舎の分庁方式で市政を運営して

きましたが、副市長が１人制となった以降市長及

び副市長の風連庁舎での業務する機会も減ってい

ますし、耐震構造上、加えて人口減少、財政上、

さらには行政内部の意思決定、緊急時対応などを

スムーズに進めるため名寄庁舎、風連庁舎の在り

方についてはしっかりとした方向性を示す時期に

あると考えますが、改めて市長の見解を明確にお

示しいただきたいと思います。

加えて、市長は３期目の選挙に際し市民に様々

な公約を掲げましたが、いまだ具現化に至ってい

ない公約について３年度中に何らかの方向性を示

すお考えなのかお伺いします。

最後に、令和３年度予算案に関わってお伺いし

ます。市長は、予算編成の基本としてウィズコロ

ナ、新しい日常を掲げました。国や北海道の方針

を基本としながらも市民が受け入れ、実践しやす

い名寄市的なウィズコロナ、新しい日常が必要と

も考えますが、意図されている内容についてお伺

いします。また、事業の集中と選択は具体的にど

の施策で果たされたのかもお伺いをいたします。

名寄市立総合病院整備基金は、３年度の取崩し

で残高は ０００万円となることが明らかになり

ました。御案内のとおり、これは人材確保分とし

て毎年 ０００万円を計上していたもので、この

ままではあと１年分しか残っていないことになり

ます。医師、看護師をはじめ医療スタッフの確保

は今後名寄市総合病院を中心とした地域全体の医

療環境向上のためにも必要不可欠な問題でもあり

ますので、今後の対応をどう図られようとしてい

るのかお伺いをいたします。

名寄高校駅誕生に向けた施策が本格化しますが、

この駅が名寄高校及び徳田地区でどのような成果

を発揮することを推定されているのか。また、中

心街のにぎわい創出策のキーステーションとして

建設したよろーなにはこれまで多くの高校生が利

用していましたが、にぎわい創出への影響はどう

分析されているのかお伺いします。

名寄市立大学においても、大学院建設に向けて

の作業が本格化することになりますが、現状にお

ける開設への課題についてどう認識されているの

かお伺いします。

開業医誘致については、名寄市立総合病院の機

能をさらに高めるためかかりつけ医充実が求めら

れており、その意味で開業医誘致は必要不可欠と

考えます。これまでの取組状況と見通し及び課題

についてお伺いします。

市内の少子化は予想以上のスピードで進んでい

ますが、一方で高齢になったことで名寄を離れる

事例も依然として続いています。子育て世代への

施策が充実度を増していることは理解しています

が、高齢者がこれからも名寄で住み続けることが

できる施策及び予算について３年度はどう検討し、

予算案に反映したのかお伺いします。

最後に、コロナ禍によって経営が厳しくなる事

業者に対しこれまでも各種施策を展開しています

が、コロナ関連対策費以外、３年度において農業、

商業、工業のなりわいを継続させるためにどう検

討し、予算に反映したかをお伺いし、この場から

の質問とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 佐藤議員からは大項目で

４点にわたって御質問いただきました。教育行政

以外に関わるところをまず私から答弁させていた

だきます。

初めに、大項目１、加藤市政の３期１１年の総
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括と今後について、小項目１、３期目最終年度を

迎えるに当たりこれまでの１１年間の総括につい

てお答えをいたします。平成２２年第１回名寄市

議会臨時会で所信表明を申し述べさせていただき、

そのときから１１年が経過をしようとしておりま

す。１００年を超える歴史とともに先人たちが育

んできた産業や文化を歴代の市長、町長が引き継

がれ、現在私が引き継がせていただいております

が、当時その重責を肌で感じた瞬間でもございま

した。この間、新市が誕生してから策定されまし

た新名寄市総合計画や平成２９年度に策定をいた

しました名寄市総合計画（第２次）を柱に据え、

毎年予算、決算などの審査機会を通して議員の皆

様から御指摘、御指導いただきながら現在まで全

力で市政の運営に努めてまいりました。お話のご

ざいました不祥事につきましては、繰り返しにな

りますが、深く反省をし、問題点を洗い出し、市

役所内の啓発、再発防止を徹底をすることで市民

の皆様の信頼の回復に努めてまいりましたし、引

き続き継続をしていかなければならないと考えて

おります。これまでの総括につきましては、現在

の総合計画では主要施策ごとにＫＰＩを設定をさ

せていただいており、進捗の度合いが物差しの一

つになるものと考えています。しかしながら、今

回のコロナウイルス感染症対策のように随時対応

が必要な場面もございます。当然こういった対応

も求められますので、私を先頭に市の職員も市民

の声に耳を傾け、また議員の皆様から市民の声を

届けていただきながらこれまで対応してこられた

ものと考えております。３期目最終年度を迎える

に当たり、この間国においても平成２６年にまち

・ひと・しごと創生法が施行され、東京圏への人

口一極集中是正の取組が始まり、地方公共団体へ

は計画の策定と実施が責務として課せられました。

地域の特性を生かした取組を名寄市まち・ひと・

しごと創生総合戦略としてまとめさせていただき、

継続して取り組んでいるところであります。当選

当時から厳しい御指摘も市議会の皆様からいただ

きながら、まさに二元代表制、両輪としてバラン

スを保ち、地方自治の運営ができているものと考

えており、改めて感謝を申し上げます。残りの任

期１年となりましたが、任されている期間は当然

全力で市政運営に邁進をしてまいりますし、スピ

ードを緩めることなく総合計画の具現化に向けて

取り組んでまいります。

小項目２、任期満了を１年後に控え、次期への

考え方ということでありますが、今ほど申し述べ

させていただいたとおり、現在も予算を提案をさ

せていただいて、まさにこれから議論というとこ

ろであります。そこまで思いが至っていないとい

うことが現実でございまして、まずはこの予算の

議論をしっかりと深めて、一刻も早く予算の成立

させ、そして事業を執行していく、このことがま

さに重要と考えております。とりわけコロナ対策

だとか喫緊の課題、あるいは山積された課題をし

っかりと解決していくことが何よりも優先される

べきものというふうに考えているところでござい

ます。

大項目２、令和３年度市政執行及び教育行政執

行に関わり、小項目１、限られた任期で目指すも

のについてということでお答えをいたします。

最終任期であります令和３年度で目指すものと

いう御質問でありますが、総合計画に沿ったそれ

ぞれの施策を展開していく、このことはもちろん

でありますが、喫緊の課題へ対応していくことも

重要であると考えております。まずは、感染症対

策、あるいはアフターコロナ社会への対応であり

ます。ワクチン接種を市民の皆様へ提供するため

の体制を整備をしていくこと、またダメージを受

けた経済や産業の回復をどう支援していくのか、

これは市民皆様の生活に直結をする課題でありま

すので、職員も一丸となって全力で対応していか

なければならないと考えております。王子マテリ

ア名寄工場の生産品集約による１２月停機も大き

な課題となっております。本市は製造業の割合が

低く、停機することで産業構造が大きく変化をす
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ることになります。この間影響を最小限にとどめ

るための取組を進めてまいりましたが、今後青写

真を具体的にお示しできるよう引き続き努力をし

てまいります。

大項目２の小項目２、新型コロナウイルス対応

と施策についてお答えをいたします。昨年から世

界中が新型コロナウイルス感染症による大きな影

響を受ける中で、国内外の人の往来が制限をされ、

本市の交流事業においても事業の中止や延期など

通常どおりの交流ができない１年となりました。

しかし、そのような中においても市民団体等と連

携をし、インターネットを活用したオンライン交

流、また動画配信、人の行き来を伴わない物産交

流などコロナ禍においても実施可能な事業を模索

をし、創意工夫をして事業を行ってまいりました。

いまだ全国的な感染症の終息時期は見通せない状

況でございますが、国内でもワクチンの接種が始

まるなど社会活動などの正常化に向けて一歩ずつ

動き出しております。本市におきましても社会活

動などの正常化に向けてコロナ感染症対策をしっ

かり講じながら可能な施策を進めていくことが必

要であると考えており、さきの市政執行方針の交

流活動の推進についての中でも実施すべき事業に

ついて述べさせていただきました。無論コロナ禍

の制約の中で延期や代替の取組となる事業、ある

いはやむなく中止となる事業もあると考えますが、

まずは各団体の皆様の意向を十分に尊重した上、

本来行うべき事業の実施に向けて最大限の努力を

してまいる所存であります。

小項目３、王子マテリア名寄工場生産品集約課

題と集約後の名寄像についてお答えをいたします。

昨年５月にこの３つの柱を立て、目指した理由と

いたしましては、名寄市総合計画（第２次）の将

来像である自然の恵みと財産を生かし、みんなで

つくり育む未来を開く北のまち名寄がこの構想の

根幹にございます。再生可能エネルギーは、太陽

光発電、木質バイオマス発電など道北地域のエネ

ルギー賦存量を生かした取組であり、事業化へつ

ながれば当然雇用も生まれ、燃料調達のための関

連事業も大きく活性化されるものとなっておりま

す。また、木質バイオマス発電では大量の熱が排

出をされるため、熱を活用した新たな産業やサー

ビスなど波及効果も期待をされるところでござい

ます。物流、防災拠点につきましては、名寄市は

交通の要衝として栄えた都市であり、物流拠点化

のポテンシャルは高いと推測をし、これまで様々

な物流事業者と情報交換を行ってきた結果、将来

にわたり持続可能な道北圏域の物流網の存続には

この名寄市に拠点としてのニーズがあったことか

ら、民間人材も研修として招き入れ、具現化へ向

けてさらなる情報収集をしているところでござい

ます。防災拠点につきましては、日本最北の駐屯

地があり、物流拠点化と併せて構想することで災

害時の支援物資など相乗効果があると考えたとこ

ろであり、道北圏域をカバーをする広域の防災拠

点を構想しております。また、物流、防災拠点に

つきましては圏域の中核都市としての取組となる

ため、この間関係市町村の議会で議決をいただき、

定住自立圏の協定変更を行い、圏域の課題として

も認識をいただいているところでございます。Ｉo

Ｔデータセンターでは、society5.0時代の到来で

今後世界的に５Ｇが普及をすると、現状のデータ

センターの能力ではパンクすることが想定をされ

ています。データセンターのパンクは単純にイン

ターネットの閲覧ができないだけではなくて、多

くのセンサーで稼働している工場の生産ラインも

動かなくなるなど経済活動で甚大なダメージを受

けることも想定をされています。世界的にデータ

センターの設置が求められる中、大量の熱を放出

するこの施設は冷やすための大量の電力を消費す

ることから、冷涼な地域への設置が有力となって

おります。本市は冷熱源である雪も豊富にあり、

データセンターの設置には有力な候補地となるこ

とを見込んでおり、現在北海道もデータセンター

の誘致活動を進めていることから、連携して情報

収集をしているところでございます。市民生活へ
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の影響などについてでありますが、こういった取

組が実を結ぶことで新たな産業が根づき、波及効

果により次の産業への好循環が生まれるなど新た

な雇用の創出、地元高校生の地元就職など本市の

活力につながる取組になると考えております。

小項目４、政策決定プロセスについてというこ

とでございました。子供の遊び場についてであり

ます。これまでも道立サンピラーパークの屋内施

設だけでなくて、市街地に冬期や雨の日でも気兼

ねなく遊べる施設が欲しいと多くの要望をいただ

いておりました。平成３０年１２月に実施をいた

しました第２期子ども・子育て支援事業計画策定

に当たってのアンケート調査では、未就学児及び

小学生のいずれの保護者からも子供の遊び場整備

の要望が一番高く、この結果に基づき第２期子ど

も・子育て支援事業計画において子供たちが伸び

伸びと屋内で遊べる場の整備を検討してきており

ます。現在の地域子育て支援センターひまわりら

んどの主な利用者については３歳未満の未就園児

が多いことから、新たな遊び場については地域子

育て支援拠点としての機能を併設をしつつ３歳以

上から小学校低学年の児童が伸び伸びと遊べる施

設を計画をしております。整備に当たっては、新

たな施設を建設するには大きな財源が必要となる

ため既存の施設を利用できないか検討してきてお

ります。また、立地適正化計画における都市機能

誘導区域への整備も含め、総合計画ローリングな

どで協議をした結果、土日、祝祭日も利用可能な

市街地の商業施設を利用しての整理ができないか

検討してまいりました。さらに、遊び場の整備と

しては一定の面積が必要となることから、床面積

が大きい施設を中心に検討を進めてまいりました。

あわせて、建築基準法改正に伴う新耐震基準に対

応している施設を選定したところ、株式会社西條

名寄店の一部を活用できないか協議をすることと

なりました。協議に際しましては、利用している

売場を明け渡していただかなくてはならないため

に協議に時間を要したことから、令和２年度の予

算の査定においてはゼロ査定となり、令和２年度

の総合計画のローリングにおいて再協議をし、総

合計画中期実施計画に計上した後、令和３年度予

算案への計上となったところであります。運営に

ついては委託を予定をしておりまして、児童福祉

法第６条の３第６項に基づく地域子育て支援拠点

事業として専任の者を２名以上配置をすることと

しており、施設の一部を賃貸契約をし、遊具の施

設などの整備を実施をしていきたいと考えており

ます。

小項目５、新たな人材育成手法とはについてお

答えをいたします。市政執行方針でも触れており

ますが、新型コロナウイルス感染症の影響により

多くの職員が集合して１か所で行う研修について

は、密を避けるための会場の制約などにより実施

が困難な場合が生じております。令和２年度にお

いては、職員が１か所に集まらずに受講可能な研

修として、ｅラーニングを用いて情報セキュリテ

ィー研修やハラスメント研修などを実施をしてお

り、今後受講可能な研修項目やｅラーニングを受

講できる職員の範囲を拡大をするためにｅラーニ

ングシステムやその運用について新年度に向けて

準備を行っているところでございます。一方で、

運転技術の研修やシステムの操作など実技研修が

伴うため集合により実施せざるを得ない研修につ

いても同一の研修を複数回行うことで１回の研修

の参加人数を抑えるなどの工夫を行い、できる限

り密を避け、実施をしております。また、職員の

自己研さんを支援をする観点から職員が自発的な

セミナーの受講や資格取得などに要する費用の一

部を助成をする制度について現在制度設計を行っ

ているところでございます。これまで対面、集合

で行われ、会場まで出向く必要があったセミナー

等の多くが昨今オンラインによる開催に切り替わ

っている現状を踏まえ、意欲のある職員がオンラ

インを活用して自己研さんを行う機会も拡大しつ

つあるという認識を持っておりますので、職員が

コロナ禍においても引き続き自己研さんを行うた
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めの支援を進めてまいります。新型コロナウイル

ス感染症の終息がはっきりと見通せない状況でご

ざいますので、状況に即した人材育成手法につい

て今後も引き続き研究を進めてまいります。

小項目６、行政内で発生をする不祥事の再発防

止策についてお答えをいたします。議員御質問の

とおり、近年行政運営において幾つかの不適切な

事案があり、それぞれ事案の解決と併せて再発の

防止を図ったところであります。一般的な取組と

して、高い倫理感と公正な執務の執行や公務員と

しての自覚の保持、市民視点での行政サービスの

提供、行政の透明性の確保を掲げる名寄市職員行

動指針について改めて各執務室に掲示を行うとと

もに、市民の皆様にも理念を共有していただくた

め１階市民部のフロアにおいても掲示をしており

ます。また、部次長会議や庁議、課長会議におい

ても適正な行政運営の観点からの留意事項につい

て折々伝えているところであります。職員研修に

つきましても令和２年２月に管理職及び係長、係

職向けにそれぞれグループワークを含んだコンプ

ライアンス研修を実施をしたとともに、例年行っ

ている初級職員向け研修に関して、新型コロナウ

イルス感染症が拡大する状況下ではございました

が、公務員倫理とコンプライアンス研修及び情報

セキュリティー研修をそれぞれｅラーニングの形

式で実施をしたところでございます。加えて、管

理職向けにハラスメントに関する研修も実施をし

たところでありまして、今後行政内部での規範意

識の継続した醸成のためｅラーニングなどを活用

し、コンプライアンスに関する研修受講の機会の

拡大に取り組むとともに、引き続き適正な行政運

営に努めてまいります。

小項目７、地域コミュニティーについてお答え

をいたします。議員お話しのとおり、町内会は協

働のまちづくりを進めるために最も重要な組織で

あると認識をしております。市では、町内会への

支援策として単位町内会の自主的な活動に資する

ことを目的とした財政的支援のほか、名寄市町内

会連合会と連携をして開催をしている町内会長と

行政との懇談会やまちづくり懇談会などでの意見

交換や親睦の機会の提供、さらには北海道町内会

連合会主催の各種研修会への参加による先進事例

の研究など様々な取組を実施をしているところで

あります。しかしながら、本市のみならず全国多

くの自治体において未加入世帯の増加や役員の担

い手不足、高齢化などの状況が共通した課題とし

て進行している現状であります。このような状況

の中、昨年８月、地域コミュニティーの核となる

町内会の現状把握することを目的に町内会運営に

関するアンケート調査を実施いたしました。調査

結果では、町内会運営に関する課題について役員

の担い手不足を課題とする回答が最も多く、続い

て役員の固定化、役員の高齢化という結果となり、

特にアパートやマンションが増えたことによる若

い世代の加入促進に苦慮していることが挙げられ

ております。また、市からの依頼事項で負担にな

っていることでは、広報紙の配布や各種委員会等

の委員推薦、会長の充て職が多く、会議出席が負

担などの御意見が出されていたところであります。

これらのアンケート結果を踏まえて、まず多くの

方に町内会に加入をしていただくことが重要であ

るという判断から町内会連合会においてこれまで

活用しておりました加入案内チラシなどに加えて、

各町内会における加入促進活動や転入、転居届の

際に配付をする町内会加入案内リーフレットを今

年度中に作成することとし、作業を進めておりま

す。また、市からの依頼事項で負担になっている

こととして多くの意見が寄せられた広報紙の配布

作業の負担軽減を図るため、市が発行する同時配

布物の縮減や広報紙のページ数を減らすこと、こ

れに併せてホームページやＳＮＳなど多様な媒体

を活用した広報を推進をしてまいります。加えて、

各部署に対し町内会へ依頼をしている事項につい

ての負担軽減策を検討するよう指示したところで

あります。今後も町内会の負担軽減に努め、町内

会が自主的な活動に専念できるような環境整備を
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進めてまいります。町内会をはじめとする地域コ

ミュニティー組織の維持、活性化は喫緊の課題で

あることは重々承知をしているところであります

が、全国的な課題となっているとともに、町内会

の在り方は地域によって様々ございます。長年培

ってきた歴史や伝統を尊重しながら、地域コミュ

ニティー組織が主体的な地域活動を継続できるよ

う引き続き支援をするとともに、町内会連合会と

も意見交換をしながら課題解決に向けた取組の検

討を継続してまいります。

大項目３、会派からの市政要望について、小項

目１、コロナ禍における市内各関係事業者等に対

し実態調査を実施しない理由についてのお問合せ

でありました。新型コロナウイルス感染症の影響

に対する経済対策として、これまで制度融資、２

度のプレミアム付き商品券への支援、３度にわた

る給付金、店舗支援等の補助基準の拡充、緩和と

切れ目のない支援に努めてきたところでございま

す。これらの対策を検討するに当たっては、市と

の協議を踏まえ名寄商工会議所、風連商工会が行

った３月初旬の緊急調査、４月に行ったアンケー

ト調査を基本としたことに加え、会議所が四半期

ごとに実施をしている景気動向調査も参考にさせ

ていただきました。また、会議所、商工会との３

者協議において緊密に連携をし、例年以上の頻度

で産官金連携なよろ経済サポートネットワークを

開催をし、実際に事業者の生の声を聞いている金

融機関と協議、意見交換等を重ねてきたところで

す。さらには、昨年１２月には市内の各業界団体

とも個別に意見交換を行ったほか、この間実施を

いたしました給付金事業の相談や申請等に来られ

た事業者のデータや声などからも変動する状況な

どの把握に努めてまいりました。確かに議員のお

っしゃるとおり、各事業者への実態調査が重要で

あるということは承知をしており、コロナ禍が長

期化する中、コロナによる倒産、廃業を出すまい

との思いで、方法は異なりますが、実態の把握に

努め、迅速な対策を図るべく会議所、商工会とも

連携をし、これまで国や道の支援も注視をしなが

ら正解がない中、文字どおり息つく間もなく矢継

ぎ早に支援策を検討、実施し、市内経済の下支え

に寄与してきたところでもございます。今後もさ

らなる長期化を視野に入れながら適時適切に必要

かつ持続可能な取組と対策を講じてまいります。

小項目２、名寄市立総合病院への財政支援につ

いてお答えをいたします。地方公営企業として運

営をされる公立病院は、企業としての経済性を最

大限に発揮し、自らの経営による受益者からの収

入をもってサービスを提供するための経費に充て

なければならないとする独立採算制の原則が適用

され、一般会計からの繰入れには基準が設けられ

ているところでございます。しかしながら、名寄

市立総合病院は上川北部から宗谷、遠紋地区とい

った広い地域の住民の生活を守る基幹病院として

救急医療などの不採算部門を抱えており、交付税

プラス１億円を基本として繰り出しを実施してき

たところであり、先日の会派からの繰り出しルー

ル見直しの要望につきましてはキャッシュフロー

の状況等を注視しながら必要に応じ対応を検討す

る旨の回答をさせていただきました。御質問の必

要に応じについて具体的にということでございま

すが、現段階においては次の２つを想定していま

す。１つ目として資金ショートのおそれがある場

合、２つ目として資金不足比率が１０％を超える

おそれがある場合であります。１つ目の資金ショ

ートのおそれとは、キャッシュフロー計算書の残

高がゼロに近づくことでありまして、資金ショー

トとなった場合は病院運営に支障が生じることと

なります。２つ目の資金不足比率ですが、これは

歳出相当額から歳入相当額を引いた値を事業規模

で割った数値で、この値が１０％を超えると企業

債の発行が協議制から許可制に移行し、２０％を

超えると経営健全化計画の策定が義務づけられる

ことになります。市立総合病院においては、事業

管理者、院長を先頭に経営改善に取り組んでいた

だき、現状これらの指標はクリアをしております
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が、地方公立病院を取り巻く状況は日々変化をし

ており、今後も厳しい経営が続くものと認識して

おります。市立総合病院は、本市のみならず道北

地方の基幹病院として安定的に経営を維持してい

かなければなりません。現段階では２つの指標を

挙げさせていただきましたが、他の経営指標の状

況も注視しながら、必要と判断をした際には一般

会計繰り出しルールの見直しを図ってまいります。

御理解をお願いをいたします。

小項目３、敬老事業の在り方についてお答えを

いたします。敬老事業につきましては、長年にわ

たり社会の進展に寄与してこられました高齢者を

敬愛し、その労をねぎらうとともに、長寿を祝福

するために実施をしてきております。毎年助成後

実績報告を各町内会から提出をいただいて、その

際に敬老事業に対する御意見、御要望も併せて御

記入をいただいているところでありますが、毎年

５件前後の御意見があり、助成の増額要望や参加

者が減少しているといった内容もいただいており

ます。各町内会では、役員の高齢化や成り手不足、

対象となる高齢者も年々増加している中で、それ

ぞれの町内会で工夫しながら実施をしていただい

ていることに対しまして改めて感謝とお礼を申し

上げます。本年度は新型コロナウイルス感染症の

影響で敬老会開催を取りやめ、別な形で事業を実

施された町内会などが多く、今後も同様な状況と

なることも想定をされます。次年度の実施に当た

り、町内会等へ敬老事業に対する課題や意見が具

体的に把握できるように調査内容を精査し、その

結果を基に検討していきたいと考えております。

小項目４、除排雪の在り方について申し上げま

す。本市の除排雪事業は、民間業者への委託と市

直営による除排雪業務を中心に市独自の施策であ

る排雪ダンプ助成事業、市道及び私道除排雪助成

事業などにより市民負担の軽減や安全性の高い道

路幅員の確保に努めております。町内会連携事業、

レンタル＆ゴー事業は交差点の排雪や通学路の確

保などこれまでの除排雪事業の課題であった案件

について市民と協働のまちづくりとの観点から町

内会と連携をして取り組む事業で、平成２９年度

から実施をし、毎年度制度を改正をしながら運用

を図ってきたところですが、これまでのところ１

町内会のみの実施となっております。また、小型

除雪機の配置については、レンタル＆ゴー事業の

制度設計する上で小型除雪機の貸出しや購入助成

などその必要性について町内会連合会とも意見交

換を行いましたが、様々な課題が山積し、実現に

は至りませんでした。つきましては、今シーズン

終了後にはこれまでのレンタル＆ゴー事業の状況

を踏まえ、事業の検証と併せて小型除雪機の配置

など改めて各町内会などから御意見を伺い、効率

的で効果的な除排雪の事業の在り方について検討

していくとともに、引き続き冬期間の安全、安心

な道路空間の確保に向けた除排雪事業に取り組ん

でまいります。

小項目５、分庁方式の在り方についてお答えを

いたします。本市の庁舎については名寄、風連と

もに旧耐震基準の建物であり、耐震診断では強度

を上げる必要があると診断をされているところで、

現在策定中の名寄市公共施設個別施設計画をつく

る上で実施をした劣化度調査における劣化状況の

評価でも施設の利用に支障はないものの、建物の

老朽化とともに部分的な劣化が見られる状態であ

るとされたところであります。また、庁舎の在り

方については現在の分庁方式を今後どのようにし

ていくのがよいのか、合併市としての課題でもあ

ると認識をしているところであります。今後の庁

舎の在り方については、個別施設計画に定める優

先順位の考え方である原則劣化度評価の評点の高

い施設から優先的に対策を講じる、これを踏まえ

て、また名寄市総合計画の中でも調査研究を進め

ていくとしていることから、当面は定期的に点検

を行い、施設の機能維持及び長寿命化のための修

繕を行いながら、利用者に支障のないよう対応し

ていくこととなります。庁舎の大規模改修や建て

替えなどを行う場合には、大きな事業費になるこ
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とが予想されますが、耐震化が行われていない市

町村の庁舎の建て替えを行う際に活用できる現在

の制度、市町村役場機能緊急保全事業が今年度末

をもって終了が予定をされていることから、これ

に代わる有利な起債制度の創設を要望する会をこ

のたび道内９市で発足をさせたところでございま

す。今後北海道市長会の要望を通じて国に働きか

けを行っていくほか、要望する会独自でも国会議

員への陳情や関係機関に対する請願などを実施を

していくこととしておりまして、他の事業と同様

に起債や交付金制度など少しでも有利な財源の確

保に努め、それら制度を有効に活用してまいりた

いと考えております。

小項目６、残す市長３期目公約の方向性につい

てお答えいたします。公約について大きく５つの

拠点化構想を掲げさせていただきました。国防、

防災拠点につきましては、この地域にとって重要

な陸上自衛隊が駐屯しておりまして、世界情勢に

より配置計画も随時見直されている中、道北全域

の安全、安心に寄与する陸上自衛隊名寄駐屯地の

増強のため防衛省をはじめとする関係機関への働

きかけを継続的に行ってきております。医療福祉

包括ケア拠点につきましては、市立総合病院や専

門職を養成する市立大学がある強みを生かし、市

民、圏域からも必要とされる機能を維持するとと

もに、この都市基盤を生かした地域包括ケアシス

テムの構築では新年度から運用開始できる予定と

なっており、さらなるサービスの向上につながる

ものと考えております。冬季スポーツ広域観光拠

点につきましては、冬季スポーツの合宿受入れや

大会誘致など名寄の強みである冬を十分ＰＲをす

ることができたと考えておりますし、他地区で雪

不足による開催が不可能となった大会の代替開催

依頼が来るなど全国的にも環境のよさを認めてい

ただいたと考えております。広域観光については、

スキー、カヌー、自転車、釣り、宗谷本線等の優

良コンテンツも多く、地方創生推進交付金を活用

しながらなよろ観光まちづくり協会やＮスポーツ

コミッションが連携をし、国内外へ向けたＰＲや

体験メニューの開発など様々な取組を行ってきて

おります。生産空間、物流交通拠点につきまして

は、道北圏域は優良な農畜海産物の生産地であり

ますが、物流体制の弱体化により流通コストが上

がり、北海道産ブランドだけでは戦えない時代が

来てしまうことを見込んでおります。このことは、

北海道開発局も将来の北海道を見据え、道内に３

つのモデル地域を指定をいたしました。釧路モデ

ル、十勝南モデル、そして名寄周辺モデルでござ

います。北海道特有の広域分散型の課題解決のた

め名寄市が重要なポイントとなっており、引き続

き国や北海道、民間事業者とも連携をし、拠点化

へ向けて取組を続けてまいります。最後に、人づ

くりの拠点ですが、冬期版ナショナルトレーニン

グセンターの誘致など実現には多くの課題も残さ

れておりますが、町内会の皆様をはじめとする多

くの市民の御協力をいただき、コミュニティ・ス

クールの配置を終えることができました。これは

地域にある学校が地域コミュニティーの核になる

施設として位置づけを共通化したもので、今後こ

の枠組みでの活動の支援活性化が課題となってお

ります。拠点化には時間も要するものもあること

から、引き続き残された任期で少しでも前へ進め

ることができるよう努めてまいりますので、よろ

しくお願いをいたします。

大項目４、令和３年度予算案に関わって小項目

１、予算編成の基本的な考えに掲げたウィズコロ

ナ、新しい日常とはについてお答えをいたします。

国は、昨年７月１７日に閣議決定をいたしました

経済財政運営と改革の基本方針２０２０の中で経

済活動の段階的な引上げを実施をするウィズコロ

ナの経済戦略と新たな日常構築の原動力となるデ

ジタル化への集中投資、実装とその環境整備など

の動きを加速化することを示しました。さらに、

これらの方針を踏まえた令和３年度予算の概算要

求に当たっての基本的な方針についてでは、新型

コロナウイルス感染症への緊要な経費については
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別途要望していくこととされました。こうした状

況から本市の予算編成に当たっては国、道の動向

に注視をしながらウィズコロナ、新しい日常に向

けた事業に取り組むことを基本的な考えの一つに

掲げました。しかしながら、新型コロナウイルス

感染症の動向は日々変化をしており、令和２年度

における感染症拡大防止、経済対策などに要する

経費は議会の御理解もあり、補正予算にて迅速に

対応してきたこと、ワクチン接種、新たな経済対

策などの今後想定される事業においても必要額、

予算計上時期などの必要な情報がなく、当初予算

に計上した新型コロナウイルス感染症対策経費は

中小企業特別融資預託金など約３億 ０００万円

となりました。今後デジタルトランスフォーメー

ション推進や行政手続の見直しなど新しい日常の

実現に向けた動きが本格化していくものと考えて

おります。本市におきましても国や道の動向を注

視しながら効果的な施策を展開できるようしっか

り議論を行ってまいります。

小項目２、事業の集中と選択の具体例について

お答えいたします。令和３年度の予算編成に当た

り本市歳入における一般財源収入の減少を鑑み、

限りある財源を重点的かつ効果的に活用するため

より一層事業の選択と集中の徹底に取り組むよう

令和２年１１月２日付市長訓令にて職員に通知を

いたしました。各部署からの予算要求では、多く

の事業の要求がございましたが、各段階における

予算査定を通じ今まで実施をしてきた事業の成果

や効果の検証、その必要性や緊急度、特定財源の

有無など多くの議論を通して今回の予算に反映し

ているところであります。具体例といたしまして

は、保健センターのトイレ改修工事における事業

費の圧縮、あとピヤシリスキー場の人工降雪機設

置工事のほか、各施設における設備更新要求の先

送りなどその必要性や緊急度などから議論し、事

業内容の見直しや先送りをしたところであります。

これら事業の見直し、先送りに対しまして市民ア

ンケートにて多くの要望がございました子供の遊

び場の整備や本市の喫緊の課題の一つである除雪

担い手の育成確保に要する費用への助成、あと現

在求められている基準に達していない消防団員の

防火衣の更新など必要性、緊急度の高い事業の予

算を計上することとし、事業の選択と集中を図っ

たところでございます。

小項目３、名寄市立総合病院整備基金について

お答えいたします。市立総合病院整備基金は市立

総合病院の施設設備の整備及び運営に要する経費

に充てるために設置をしている基金でありまして、

平成２４年度以降は看護師確保に要する経費とし

て ０００万円の繰り出しを実施しております。

御質問のとおり、当該基金の令和３年度の残高見

込みは約 ０００万円となっております。市立総

合病院は、先ほども申し上げましたとおり、本市

のみならず道北地方の基幹病院として安定的に経

営を維持していく必要があると認識をしておりま

して、そのためには看護師などの人材確保は重要

な課題であると考えております。このことを踏ま

え、市としては引き続き一般会計の負担を継続す

る必要があると考えておりまして、今後基金に積

立てを行うか、各年度にて繰出金を予算計上する

か、予算の執行状況を見ながら判断をしていきた

いと考えております。

小項目４、名寄高校駅の効果と駅前のにぎわい

創設との関わりについてお答えをいたします。名

寄高校駅設置については、この間少子化の影響も

あり、地域に５つあった高校が２つになり、間口

数の問題も話題に上る状況となっております。道

北地域に目を当てれば高校の数も大きく減ってお

り、地元の大切な高校の一つである名寄高校は圏

域の生徒にとっても大切な高校であり、通学環境

を整えることで高校の魅力アップにもつながると

考えております。しかし、近年の志願者数から見

ても課題は多く、より魅力ある高校となるよう北

海道教育委員会とも連携していかなければならな

いと考えております。よろーなへの影響といたし

ましては、市民の交流の推進並びに交通機関の利
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用者の利便性を図るとともに、観光情報発信し、

にぎわいを創出することを目的としておりますが、

会議室などの稼働率に関しては市民の皆様に大い

に活用をいただいているところでございます。高

校生の施設利用につきましては、主に貴重な自習

の場として活用もいただいておりますが、近隣か

らの通学生のみならず、地元高校生や大学生の活

用もいただいているところから、フリースペース

としての有効活用を引き続き行われるものと考え

ております。

小項目５、名寄市立大学大学院構想の現状にお

ける課題についてお答えをいたします。市立大学

大学院の開設は、平成２９年に策定をした市立大

学の将来構想（ビジョン２０２６）に盛り込み、

その検討を中期実施計画期間中に行うこととして

おります。現在の開設に関する検討状況は、開設

をする目的や具体的な養成人材像をまとめること

と併せ、保健福祉学部を基盤に名寄らしさを反映

させる教育課程を協議をしているところでありま

す。現状においての課題としては、大学院生確保

の見通しと教員の確保と認識をしております。現

在大学において在学生、卒業生のほか、市内の医

療、福祉、保育現場に勤務をする専門職を対象に

大学院の設置に関するアンケートを行っており、

その結果を大学院生確保につながる特色ある教育

課程の検討素材として生かしてまいりたいと考え

ております。また、現大学教員が大学院の教員を

兼務することで大学院の教育課程を充足できるか

などの調査を進めてまいりたいと考えております。

小項目６、開業医誘致についてお答えいたしま

す。開業医誘致につきましては、平成２９年の条

例制定以来医師向けの新聞や情報誌に広告を掲載

をし、募集内容などの周知を続けてきております。

令和元年度からは広告媒体の範囲を広げ、日本医

師会が全国に約１３万部以上発行している「日医

ニュース」という媒体においても広告を掲載して

きておりますが、現在のところ開業に至る問合せ

はない状況でございます。開業医の誘致につきま

しては、通常の人材募集と異なり、医療機関を開

業する医師を募集するという特殊な事情もあるこ

とから、誘致までに時間がかかるという認識では

ございました。しかし、今年度で条例制定から５

年を経過をするということになりますので、他自

治体との状況なども参考にしながら取り組んでま

いります。本市は、道北三次保健医療福祉圏にお

ける地方センター病院である市立総合病院がある

という最大の利点をＰＲしながら、市内に開業し

ていただける内科医の誘致に向け医師会などとも

連携をしながら取り組んでまいります。

小項目７、高齢者が名寄に住み続けるための予

算についてお答えをいたします。全国的な人口減

少と超高齢化社会が進行し、本市においても高齢

化が進み、認知症高齢者や独り暮らし高齢者、高

齢者のみの世帯が増加をしてきております。こう

した中において、高齢者が可能な限り住み慣れた

地域でその有する能力に応じて自立した生活を営

むことができるよう高齢者保健医療福祉計画・介

護保険事業計画を策定し、医療、介護、介護予防、

住まい及び日常生活の支援が包括的に確保される

地域包括ケアシステムの構築を大きな柱の一つと

しながら計画に沿って様々な施策に取り組んでま

いりました。第８期計画策定に当たって実施をい

たしました３つのアンケート調査結果やワークシ

ョップ等における意見も参考にしながら第７期計

画に引き続き４つの地域課題を設定し、必要な予

算を確保しながら進めてまいります。１つ目、冬

の暮らしの形では、高齢者世帯向けの除雪助成金、

屋根雪下ろし助成金交付事業の実施など高齢者の

負担の軽減に努めてまいります。２つ目の便利な

交通手段の形では、平成２９年度から通いの場に

伴う買物支援を実施をする団体への補助を行って

おりますが、新年度においてさらなる実施団体の

拡大を目指してまいります。３つ目の高齢者の住

まいの形では、低所得者向けの生活支援ハウスの

整備に向け検討してまいります。４つ目の切れ目

のない医療、介護の形では医療介護連携ＩＣＴネ
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ットワークを新年度から運用開始し、利用者への

支援の迅速化、効率化を図り、切れ目のない適切

な支援、サービスの向上を図ってまいります。ま

た、近年の風水害などの災害発生や新型コロナウ

イルス感染症の流行により各種介護予防、介護サ

ービスの機能維持がますます重要となっており、

災害時においてもサービスが継続できるよう常に

備えを確認し、各介護事業者や関係機関と連携を

密にしながら体制づくりを図ってまいります。今

後もお住まいの地域や自宅で健康で安心して住み

続けられるために認知症をはじめ病気や要介護へ

のリスク軽減、地域における支え合いの仕組みの

構築、社会参画の促進、外出手段の確保等におい

て先進事例も参考にしながら取り組んでまいりま

す。

小項目８、農業、商業、工業が生業を継続させ

る予算についてお答えをいたします。本市では、

総合計画において重点プロジェクトとして、経済

元気化プロジェクトを掲げるとともに、基本目標

Ⅳ、地域の特性を活かしたにぎわいと活力のある

まちづくりの中で農業、商業、工業含め本市経済

の振興に資する各種施策に取り組んでおります。

令和３年度予算案においては、新型コロナウイル

ス感染症による影響が長期化する中にあって、感

染防止対策を徹底をした上で地域経済を回すため

に必要な施策に取り組むことが重要であるとの考

えの下、地域の各産業団体等とも緊密に連携をし、

必要に応じて新規事業も盛り込み、持続可能な地

域経済に資する予算案としております。農業にお

いては農業、農村の持続的発展に有効な法人化の

促進に向けて地域の動きを促すために支援策の拡

充を検討したほか、ＪＡが設置をする哺育育成セ

ンターの開設に併せて市営牧場を整備をし、連携

を強化をすることで優良後継牛の確保と酪農家の

負担の軽減を図ってまいります。商工業において

は、中小企業振興条例に基づく施策について現在

令和４年度からの運用開始を見込み見直し作業を

進めているところでございますが、まずは現行の

支援策についてコロナ禍を乗り越えようとする事

業者のニーズにしっかりと応えられるよう補正な

ども視野に対応してまいります。また、コロナ禍

での事業継続に必要な資金繰りのための緊急融資

制度については、長期化するコロナ禍を見据え、

新年度においても引き続き実施をすべく予算案に

盛り込ませていただきました。なお、コロナ禍に

おける経済対策については国の交付金など財政措

置も勘案しながら適宜必要な対応を検討したいと

考えております。

最後の答弁は教育長からさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） 私からは大項目２の教

育行政執行に関わりの小項目１及び小項目８から

１０についてお答えいたします。

まず、小項目１、限られた任期で目指すものに

ついてお答えいたします。令和３年度、今後特に

強調して取り組んでいきたいことをお話しさせて

いただきたいと思います。初めに、学校教育の重

点施策の推進に関わって２点申し上げたいと思い

ます。１点目は、ＧＩＧＡスクール構想に関わっ

てでございます。ＧＩＧＡスクール構想における

児童生徒１人１台端末の効果的な活用、コロナ禍

における在宅学習の取組など想定しまして、ＩＣ

Ｔ環境の整備を学校教育情報化推進委員会と連携

しながら進めてまいりたいと思います。２点目で

ありますけれども、２点目は令和５年度に新設校

の設置が決定しております市内２つの高等学校に

関わってでございますが、使用する校舎などの配

置や配置する学科などについて、地元中学生を含

め管内の中学生から選ばれるような魅力ある学校

となるよう在り方検討会義などの議論を受けまし

て、道教委に対し意見反映をしていきたいと考え

ております。

次に、社会教育の重点施策の推進に関わって２

点申し上げたいと思います。１点目は老朽化の著

しい名寄市児童センターと市立図書館に関わって

でありますが、現在名寄市立地適正化計画に位置
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づけて整備が検討されておりますが、それぞれの

施設においてどのような機能が必要となるのか、

他の施設との複合化が可能なのかどうかなど、様

々な要因を考慮して議論を進めていく必要がある

と考えているところであります。もう一点は、コ

ミュニティ・スクールと小中一貫教育に関わって

であります。昨年度全ての小中学校に学校運営協

議会が設置されましたが、今後は地域と共にある

学校づくりを進めるため地域学校協働活動の取組

が充実するよう活動内容の工夫でありますとか、

地域コーディネーターの養成に努めることと併せ

て、智恵文地区と風連地区の小中一貫教育の充実、

これに努めてまいりたいと考えております。

続きまして、小項目８、中学校施設整備事業の

基本的な考え方についてでありますが、さきの山

田議員の代表質問とも重複する部分もありますが、

お答えいたします。学校施設の老朽化対策と耐震

化につきましては、令和２年度から智恵文小学校

の耐震化に併せ智恵文地区小中一貫教育の推進に

向けた義務教育学校の新設を目指し、令和３年度

には基本設計に基づいた実施設計に取り組む予定

となっております。学校施設の整備が進んでいる

一方で、課題として残っている名寄中学校と名寄

東中学校については旧耐震構造に加え、校舎、体

育館などの建物自体はもちろんのこと、水回りや

暖房設備などの老朽化も激しく、早急な施設整備

が必要となっております。さらに、耐震化されて

いる学校施設も２０年以上経過している建物もあ

ることから、適切な維持補修や大規模改修、老朽

化が進んでいる郊外農村部の教員住宅の整備など

が必要となっており、学校施設等の整備には多く

の課題があります。このような中、今後学校施設

等の整備の方向性としては名寄市立小中学校施設

整備計画で基本的な考え方を示しておりますけれ

ども、とりわけ名寄中学校と名寄東中学校の耐震

化に向けた取組につきましては整備方法の方向性

を定める必要があると考えております。現在文部

科学省が定める市内小中学校施設の長寿命化計画

策定に向け、各学校の外観など劣化状況調査を実

施しておりますが、名寄中学校と名寄東中学校に

つきましては建物の詳細な状況を把握するため令

和３年度に耐力度調査を計画しております。その

調査結果を基に改築や耐震補強等の具体的な整備

方針の検討を進めてまいりたいと考えております。

さらに、検討に当たりましては両中学校の学校関

係者や中学校区の小中学校のＰＴＡ役員、地域の

方々などとの検討委員会などを組織し、名寄市街

地区中学校２校の今後の在り方などに対する御意

見を伺いながら整備の方向性を決めていきたいと

考えているところでございます。

次に、小項目９の高等学校における志願状況の

受け止めと今後の対応についてでございます。令

和３年度の市内高等学校の応募状況については、

名寄高校は８４名のうち名寄市内は６０名、名寄

産業高校の機械・建築システム科は１８名のうち

名寄市内は１６名、酪農科学科は４名のうち名寄

市内はゼロ、生活文化科は１３名のうち名寄市内

は９名となっているところであります。合計では

１１９名のうち名寄市内は８５名となっておりま

す。令和２年度の名寄市内中学校の卒業生は１８

５名で、そのうち５４％の１００名が市外の高等

学校等に進学を希望している状況であります。こ

の状況につきまして今の中学生が志望校を選ぶと

きに何を基準としているのかということを推察し

たときに例えば子供たちが自己実現が図れる学校

を選んでいることが考えられますが、部活動にも

っと力を入れて取り組みたいとか、難関大学に進

学したいなど目的意識を持った生徒がその目的達

成のために自分が取り組んでいる部活動の強い高

校や大学進学率の高い高校に進学する傾向があり

ます。また、名寄産業高校につきましてはこれま

での生徒数の減少から電子機械科、建築システム

科の学科再編により専門性が薄くなったこと、さ

らにはツーキャンパス制を導入していることから、

それぞれの学科で行う実習場所が違うことで部活

動や生徒会活動、昼休みの生徒同士の交流が難し
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いことから、一体感が薄くなってきていることな

どの課題が出されているところでございます。教

育委員会としてもこのような状況を把握し、市内

高等学校在り方検討会などで意見交換を行いなが

ら市内の高校がこの地域から自己実現が可能とな

る魅力ある学校として認められるよう普通科、職

業科の教育課程の在り方や特進コースの新設、全

学科での単位制の導入、また１校に統合されたと

きの学校施設の在り方など魅力ある高校の在り方

を模索し、名寄市内はもとより、市外からも入学

が希望されるような魅力ある高校となるべく道教

委に意見反映していきたいと考えているところで

あります。

次に、小項目１０の耐震構造上も問題のある老

朽施設に対する教育委員会としての姿勢について

お答えいたします。現在教育委員会所管の施設で

耐震化がなされていないのは、学校教育施設で智

恵文小学校、名寄中学校、名寄東中学校、社会教

育施設では児童センターと図書館となっておりま

す。まず、教育委員会としては子供たちの教育環

境の整備を優先的に行うという基本的な考え方か

ら既に智恵文小学校については耐震化に併せた智

恵文中学校との義務教育学校の開設に向けた準備

が進められております。また、名寄中学校と名寄

東中学校については、先ほどお話しした状況とな

っております。社会教育施設である児童センター

と図書館につきましては、名寄市立地適正化計画

の中でも都市機能誘導区域での整備が検討されて

おりますが、市の所有地だけでは対応できない状

況も踏まえ、検討していく必要があると考えてお

ります。また、それぞれの施設においてどのよう

な機能が必要となるのか、他の施設との複合化が

可能なのかどうかなど様々な要因を考慮し、さら

に施設を利用する方々の意見を参酌するなどし、

議論を進めていく必要があると考えております。

いずれにしても、両施設とも老朽化が著しいこと

から、さきにもお話ししているとおり、名寄市総

合計画（第２次）の中期基本計画の中の令和４年

度までに方向性を出していきたいと考えていると

ころでございます。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 佐藤議員。

〇１１番（佐藤 靖議員） それでは、市長及び

教育長からるる御答弁をいただきました。再質問

のほうしていきたいと思います。

まず、市長に任期満了まであと１年ということ

でいろいろお話しいただきました。政治家の出処

進退を政治家自身が決めることで、私が物を言う

ことではないというふうに思っておりますので、

適切な時期に多分市民の皆さんに態度を明らかに

されるというふうに認識しておりますけれども、

市長に言うのもあれですけれども、３９歳で当選

されて、年齢的にいっても、あるいは今全国青年

市長会の会長やられているという役職からいって

もまだまだ能力的にも支障がない状況だと思いま

すけれども、１点だけお伺いしたいのは、これイ

ギリスの歴史家で政治家でもあったジョン・アク

トン卿というのが権力は腐敗の傾向があると。絶

対的権力は絶対的に腐敗するいう格言を残して、

これ名寄には国体で知事時代にいらっしゃいまし

たけれども、元熊本県知事の細川護煕元首相は知

事時代に権力は１０年で腐るといって任期８年で

知事を退職されましたけれども、多選については

条例で制定している自治体もありますけれども、

これは憲法上もいろんな問題があるということ指

摘されておりますけれども、端的に市長は多選と

いうことについてどういう認識をお持ちですか。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 様々な御意見や御議論が

あるというふうに認識をしているところでありま

して、国や地域のそれぞれの考え方によるもので

あるというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 佐藤議員。

〇１１番（佐藤 靖議員） 何回も申しますけれ

ども、任期は来年の４月ということでありますの

で、改めて市民の皆さんに適切な時期に御判断を
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示されるよう心からお願いしておきたいと思いま

す。

限られたところなので、先にお聞きしたいとこ

ろだけお聞きをしておきたいと思いますけれども、

まず１つは政策決定のプロセスということで、子

供の遊び場の予算が計上されました。るる御説明

もいただきました。子供の遊び場については名寄

市でも、正直もって私の子供が小さい頃公園デビ

ューは浅江島公園で、浅江島公園はほとんど自衛

隊の転勤された若いお母さん方が子供を連れてく

るときに、そこのときに冬になると行き来ができ

ないので、冬の遊び場がないかということで、こ

れ一時期教育委員会の協力を得て、スポーツセン

ターでその場所をつくろうという動きでお母さん

方が３０人ほど集まってスポーツセンターへ行っ

てお話ししたら、ちょうどその日が議会の決算委

員会をやっておりまして、館長以下全員こちらに

来ていて、お伺いしたら、何しに来たというふう

に言われて、憤慨して、結局それはそのまま頓挫

してしまって、当時の赤部教育長はスポーツセン

ター、文化センターではできないかとかいろいろ

模索をしていただきましたけれども、できなかっ

たというのが実情でありますので、待望の子供の

遊び場ということで御期待は申し上げますけれど

も、今回予算の中で施設整備で ５００万円とい

うふうに計上しておりますけれども、賃貸含めて

運営事業費、運営委託料として予算に計上してい

る８５８万 ０００円、月額約７１万円というの

はこれがそのまんま委託料ということでお借りす

るお金というふうにしていると思いますけれども、

算出基準はどのようにされましたか。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 今回予算につき

ましても、ちょっと詳細な資料今持ち合わせてき

ておりませんでしたので、概略の説明させてもら

いますけれども、商業施設を借りる賃貸料、また

運営に関わる人件費が主なもので、今回予算計上

させていただいております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 佐藤議員。

〇１１番（佐藤 靖議員） 人件費というのは市

長の御答弁にもありました専任２人以上というと

ころの人件費が入って８５８万 ０００円という

ことなのか、支援員も配置するというのが専任と

いう意味なのか、この辺を含めてどういうふうに

計上されておりますか。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 委託料につきま

しては、さっきも言いました人件費も入った中身

の事業であります。そのほか研修も必要になって

きますので、研修費とか、あと事業費とか、そう

いったものも含めて予算計上しておりますので、

詳細の話であればちょっと少し時間をいただいて

今資料持ってきて説明させてもらいますが。

〇議長（東 千春議員） 佐藤議員。

〇１１番（佐藤 靖議員） 詳細についてはまた

予算委員会で御議論させていただきたいと思いま

すけれども、先ほど教育長の答弁の中でも児童セ

ンターとか図書館が喫緊の課題であるということ

でありましたけれども、一日も早い設置は目指し

たけれども、児童センター、あるいは図書館と併

設というのは御検討された経緯はありますか。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 今回の遊び場に

つきましては、議員からありましたように、これ

はかなり前から要望があって、子ども・子育て支

援事業計画のアンケートの中でも一番多く要望は

出されて、これ緊急の課題というふうに考えて、

整理をしてきました。一方では、公共施設の管理

計画の中で公共施設の削減、縮減を目指している

ことがありますので、先ほど答弁したとおり、現

存する施設、これ民間施設も含めて活用できると

ころはないかというのはやっぱり検討課題として

上げてきました。その中で今回商業施設の部分が

そういった活用できるというふうになりましたの

で、活用するようにして、ほかの自治体の事例も
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商業施設と遊びを一体化にして、効率、効果的な

運営と相乗効果で人が集まる場として運営されて

いる事例も参考にしながら見てきましたので、そ

ういった対応も考えていました。それと、子育て

支援センターが南広場にあるということで、近く、

あの辺のゾーンを子育てゾーンということも視野

に入れながら、そういったいろんな角度から今回

商業施設の中での整備ということで決定をしてき

て、進めてきております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 佐藤議員。

〇１１番（佐藤 靖議員） これも市長の御答弁

にあったように、耐震構造上も大丈夫だというこ

とでありますけれども、あの施設は昭和５７年の

建設の施設でありますし、名寄の大事な子供たち

が遊びに集まるところでありますので、今後にお

いては事故が発生した場合の責任割合ですとか、

事故が発生しないような対応ですとか、いろんな

意味で詳細までしっかり検討されて、実施される

ように、これは御要望申し上げておきたいと思い

ます。

次に、新たな人材育成方法と行政内で発生する

不祥事の再発防止に関わってでありますけれども、

それぞれ優秀な職員は行政のために御努力されて

いると思いますけれども、調べていただいたとこ

ろ、平成２２年から令和元年度までの１０年間で

約６０人の職員が早期退職をされていると。その

中には当然ながら結婚などの寿退社もいらっしゃ

いますでしょうし、残念ながら病による退職もい

らっしゃると思いますけれども、その６０人のう

ちの５５歳以上の人が２２人と。約３ ６％を占

めているという実態であります。まさに市民のた

めに公僕として頑張ろうとしてやってきて、退職

を間近にしながら５５歳で２２人が辞めてしまう

という状況について市長はどう受け止めますか。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） ちょっと要因の分析をし

っかりとしていないので、軽々に思いつきで言う

ことはなかなか難しいと思いますけれども、基本

的にはやはり公務員としてしっかりと任期まで満

了していただくことが望ましいのだと思いますし、

そのことによって市民生活をより豊かにしていく

ためにそれが必要だということでありますけれど

も、その状況、状況の事案もそれはいろいろある

のだろうというふうに拝察をするところでもござ

います。

〇議長（東 千春議員） 佐藤議員。

〇１１番（佐藤 靖議員） もう一点は、これも

職員研修の中でなぜ市役所の職員、公務員なった

のかということとやっぱり職責をしっかり全うし

ていただきたいということをぜひ強調していただ

きたいのですけれども、もう一方、近年、これ誰

かということではないですけれども、国でもそう

でありますけれども、今国家公務員と民間との、

官官接待ではないですけれども、それではなくて

癒着だとか折衝に対していろんな疑念の声が湧き

上がっております。名寄市もいろいろこれまで道

から金須さんに来ていただいたり、財務省から松

岡さんに来ていただいて、それぞれ計画づくりに

大きな能力を発揮してくれたり、ワインとかをし

っかりつくり上げてくれていますけれども、民間

からの人材を求める場合のガイドラインというの

は市としてはお持ちですか。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 全体的なガイドライ

ンといいますか、そういう部分はないのですが、

それぞれ協定ですとか覚書を結びながら守秘義務

ですとか、そういう部分を定めているというとこ

ろでございます。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 佐藤議員。

〇１１番（佐藤 靖議員） これは何かあるとい

うことではなくて、いろんな疑念の声が起きない

ようにしっかりとして対応いただきたいと。別に

これまでこういう事例があったのでないかという

ことではなくて、これからもやっぱり民間の活力
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をどうやって生かしていくかというのは大きな名

寄市にとっては鍵になる。一方で、採用した職員

がしっかり任期を全うしていただけることと、も

う一方ではやっぱり民間の力をどうやって行政に

生かして名寄の発展につなげていくかというのが

大きな課題になってきていると思いますので、ぜ

ひここはガイドラインというか、しっかりとした

認識を持って対応していただきたい。これも求め

ておきたいと思います。

もう一つは、いろいろ不祥事が発生しましたけ

れども、その中でちょっと気になっているのが１

点ありますので、これは鹿野監査委員にお伺いい

たしたいと思いますけれども、令和２年度の監査

報告書を見ると前年度より大幅に監査の種類を見

直しておりますが、まずその理由を教えていただ

きたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 鹿野代表監査委員。

〇監査委員（鹿野裕二君） 平成２９年に地方自

治法の一部が改正されまして、この改正の主な中

身につきましては１つは監査制度の充実、強化と

いうことと、それから自治体の内部統制、この制

度の導入ということが主な改正の内容でございま

した。内部統制制度は都道府県とか政令市、政令

指定都市、そういう都市の首長に内部統制の制度

の整備、そういうものが義務づけられたわけでご

ざいますけれども、名寄市のような自治体につき

ましてはこれは従来ある制度の中で努力義務とい

うような解釈でございます。もう一つの監査制度

の充実ということでございますけれども、こちら

につきましては総務省から監査基準の指針という

ものが示されまして、それに基づいて、令和２年

度で監査基準の改正を行いまして、指針に従った

監査制度を実施させていただいてきているという

ことでございます。こちらの主な内容につきまし

ては、リスクを考慮した監査ということでござい

ます。リスクを考慮した上で監査の内容ですとか、

そういうものを実際に指定していくと。どういう

理由でこの監査を行うのかということを明らかに

して、監査を実施してきているということでござ

いますので、御理解をいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 佐藤議員。

〇１１番（佐藤 靖議員） 監査の種類、今回２

年度の定期監査の報告書を読むと、地方自治法第

１９９条第４項の規定ということで、これは何を

言っているかというと、監査委員は毎会計年度少

なくとも１回以上期日を定めて第１項の規定によ

る監査をしなければならないということに基づい

て令和２年度はやったということでありますけれ

ども、前年度まではこれに地方自治法第１９９条

第５項の規定、つまり監査委員は前項に定める、

前項というのは第４項のことでありますけれども、

前項に定める場合のほか必要があると認めるとき

はいつでも第１項の規定による監査をすることが

できるということに基づいて各セクションごとに

収入及び支出の調書全件を監査して、改善、注意

などの指摘事項を明らかにしていたところであり

ます。これは特に大事に至らない前の取組として

注意を監査委員として冷静な、あるいは正確な判

断でお知らせをするということで、これはある意

味で名寄の監査委員の一つ形だったというふうに

思いますけれども、今代表監査委員さんの言葉で

強化というのがありましたけれども、強化という

よりもなぜこの時期、特にこの一連の不祥事があ

った時期、あるいは出納関係もいろんな課題があ

ったときにこの手法に変えたのかという意味がい

まいち、もっと強化するならいざ知らず、なぜこ

の時期に見直したかというのがちょっと分からな

いので、改めてお答えをいただきたい。

〇議長（東 千春議員） 鹿野代表監査委員。

〇監査委員（鹿野裕二君） 昨年の定期監査、こ

ちらについては今議員おっしゃったとおり、法に

基づいて定期監査、財務監査、それと財政援助団

体に関する監査、それからもう一つ、行政監査と

いうことで、こちらにつきましては１年間通じま

して例月出納検査の折にいろいろ指摘事項があり

ましたものをまとめて報告をさせていただいてき
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ております。それ以前の監査につきましては、３

年ごとのいわゆるローテーション方式で、各部ご

とに総当たりといいますか、歳入から支出まで大

まかに見てきたわけでございますが、先ほど申し

ましたとおり、監査基準を改正しまして、リスク

要因を考慮した上で集中的に行うという方式に改

めてきております。また、各部ごとの例月出納検

査で指摘事項等がございますので、これは四半期

ごとに報告をさせていただいてきているところで

ございますが、全体、１年分まとまりましたらま

とまった段階で報告をさせていただきたいという

ふうに考えておりますので、御理解いただきたい

と思います。

〇議長（東 千春議員） 佐藤議員。

〇１１番（佐藤 靖議員） 鹿野代表監査委員も

議会から出している黒井監査委員もともに見識が

高くて、しっかりとした厳しい目を持っておりま

すので、全然変ではないかというつもりはないの

ですけれども、今まで出してきたものというのは

まさに支出項目の不適でとか、年度区分の不適だ

とか、過払いがあったとか、支払い遅延があった

とかというふうに非常に厳しくチェックしてきた

ものの成果をしっかり公の場に見せてきたもので

すから、それが今回はやっぱりちょっと見られな

くなってきたものですから、これ決してしっかり

やっていただいていることには何の異論を申し上

げるところでありませんけれども、より、この時

期でありますし、変な市民の皆さんの疑念を招か

ないように適切な監査を今後とも継続していただ

くことを心からお願いをしておきたいというふう

に思います。

次に、町内会のコミュニティーに関してであり

ますけれども、今回もアンケートを基にいろいろ

取り組まれて、負担軽減を図っていただいており

ますけれども、先ほども申し上げたコロナに関わ

る調査あるいは、こういう町内会の調査でもあり

ますけれども、アンケートではなくて、やっぱり

どれだけ、コロナ禍ではいいのかどうなのか、そ

ういう言い方は当たっているかどうか分かりませ

んけれども、しっかりと対面で疑問点を明らかに

して、解決策を図るというところにしていかない

とならないというふうに思うのです。昔はやっぱ

り市の職員は町内会で葬儀があったとき有給で休

んでもいいよ、その代わり町内会の活動しっかり

手伝うようにというのがあったり、一部議会の中

でも町内会の活動を人事評価に入れるべきではな

いかという議論があったり、まさに職員の皆さん

がどれだけ町内会との連携を保っていけるかとい

うのが大きな課題になったというふうに思います

けれども、こういう各町内会に飛び込んで解決策

を探る時期に来ているというふうに思いますけれ

ども、見解を教えていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 今回町内会運営に関

するアンケートという形で全町内会を対象にアン

ケート調査をさせていただきました。その中でい

ろいろ課題は、対面ではございませんけれども、

アンケートという形で役員の担い手不足ですとか

高齢化という形も出てきておりますし、中では職

員の町内会参加ですとか役員の就任だとか、そう

いう部分も出ているところでございます。基本的

に町内会につきましては任意団体という形もあり

ますし、市のほうで強制的にという形になりませ

んが、基本的には協働のまちづくりを進める上で

町内会に参加まずするようにという形で様々な会

議の中で、特に年度の初めですとか、これまでも

答弁しているところでございますけれども、参加

するようにという形で話しているところでござい

まして、何年前でしょうか、アンケートした結果

でも８０％ぐらい超えぐらいで町内会に入ってい

るというところでございます。役員につきまして

もその町内会の流れの中で、様々な関わりの中で

職員が役員なっているケースも多々あると思いま

す。ただ、地域、例えば町内会以外にもスポーツ

だとか、そういう団体の事務局なんかを担ってい

る職員も多数おりまして、そういう形で全てが全
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て町内会の役員になれるという環境ではないとい

うこともあろうかなというところでございます。

ただ、いずれにしましても協働のまちづくりを進

める上で町内会に関わりを持って、なおかつ役員

になっていただく、そういう部分は理想的でござ

いますので、今後も様々な会議等通じまして促し

ていきたいと思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 佐藤議員。

〇１１番（佐藤 靖議員） 私言っているのは役

員をやれとか町内会に協力しろとか、そういうこ

とではなくて、これから、特にコロナ禍でありま

すから、町内会の総会やれるかどうか分かりませ

んけれども、せめて役員会はそれぞれ各町内会で

やると思いますので、そういう場に行く努力をし

たほうがいいのではないですか。そういう意味の

飛び込み方をしたほうが、市内いろんな町内会が

ありますけれども、それぞれ抱えている課題はや

っぱり違うと。班もできないという、班も見直さ

なければいけないというところもあれば、全然そ

ういう成り手がいないという問題もあると。それ

を職員、では誰々さんいますか、やりますという

ことではなくて、実態をしっかり調査をして、早

急な対応をしないと、地域コミュニティーが壊れ

ると、本当に町内会、名寄市の全体的な取組さえ

もやっぱり左右しかねない状況が出てくると。非

常に職員の皆さんには苦労をかけるかもしれませ

んけれども、今人口がこのぐらいになるといろん

なところに耳を傾け、それを施策に生かすような

規模の、私は必要だと思い、これ以上大きくなっ

てきたらなかなか、旭川でやれといったってそん

なことできるわけではないと思いますので、ちょ

うどいいと言うとあまり、語弊があるのかもしれ

ませんけれども、やり切れる数だと思いますので、

そういうふうにやっぱりやっていくことが私はい

いのでないかなと思いますけれども、これは市長

か副市長に見解をお伺いしておきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） おっしゃるとおり、それ

ぞれの町内会で膝を交えて意見を聴取するだとか、

広くピンポイントでお話を聞くという機会を設け

ていくというのは非常に重要なことだと思います。

ちょっとコロナ禍の中で我々も、あるいは私とし

てもいろんな町内会の行事とかにも参加する機会

がこれまでもありましたけれども、コロナ禍によ

ってなかなかそれができなくなってきていて、さ

らにそうしたことが少し問題意識をさらに醸成し

ていることになっているのかもしれません。これ

までもまちづくり懇談会だとか、町内会長との意

見交換会だとか、様々な場面でお話をしていると

ころありますけれども、ピンポイントで町内会で

お話を聞きに行くだとか、私も少しそうしたこと

も積極的にやっていくべきなのかな、あるいはそ

ういう時期に来ているのかなというふうにも思っ

ておりまして、新年度どういったコロナの状況に

なっていくか分かりませんけれども、全ての町内

会に行けるということにはならないと思いますの

で、ちょっとやり方分かりませんけれども、少し

私なりにもピンポイントの町内会と意見交換する

ような、そうした機会もぜひ設けていく検討して

いきたいというふうに思っています。しっかりと

状況見据えた中でできることは我々していきたい

と。ただ、あくまでも自主活動組織なので、お話

を聞く上で我々ができることをしっかりとサポー

トしていくということになろうかと思いますが、

といったところでよろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 佐藤議員。

〇１１番（佐藤 靖議員） 前向きな御答弁をい

ただきましたので、やり方を含めて市長にお任せ

をいたしますので、ぜひ市民の皆さんの声、町内

会の声を聞く場を設けていただければというふう

に思います。

次に、レンタル＆ゴー事業関係、除排雪の在り

方、これも検討されるということですので、それ

以上は申し上げませんけれども、会派として除雪

機の配置というふうに要望はいたしますが、正直
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申し上げて町内会も高齢化をしているので、とて

も除雪機を扱えない。特にうちの町内会でもなか

なか扱えないというのが実情であります。ただ、

一方では高齢者が一番困っているのは除雪、特に

除雪後の排雪が一番困っていて、いろんな制度も

あるのですけれども、私はこれは現場の木村部長

のほうがよろしいかと思うのですけれども、やっ

ぱり除雪の直営班というのをもう１チームか２チ

ーム増やして、一定のルールを設けて、町内会が

会長から要請を受けてすぐ出動できる体制を整え

ると。場所によってやっぱりちょっと、今年なん

か特にそうでありますが、とても出入りさえもで

きない、あるいは玄関を潰して違うところから出

入りしているお年寄りがいたり、状況が相当逼迫

しているというふうに思います。これをレンタル

＆ゴー事業でといったって今、うちの町内会もそ

うでありますけれども、高齢者が相当独居を含め

て増えてくるととてもそれで対応できるような状

況ではありませんので、これはルールが必要だと

思いますけれども、私は直営班をさらに増やして

取り組むことが来年度に、来シーズンに向けては

ベストかなというふうに思いますけれども、見解

をお伺いしたいと。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） 今年度の降雪で

すけれども、昨年まで非常に少雪でありましたの

で、非常に今年度につきましては市民の皆様方か

らも雪が多いということでお話をいただいており

まして、なおかつ今年の除雪状況、さらには排雪

状況なのですけれども、我々も民間企業、さらに

は直営班で鋭意努力しているところでございます

けれども、交差点の雪山ですとか道路の幅員の狭

くなっている場所がありまして、非常に市民の皆

様に御迷惑をおかけしているかというのは存じて

いるところでございます。先ほど議員のほうから

も直営班のほうもう一つ、もうワンセットつくっ

て進めたらどうかということでございましたけれ

ども、我々もそういった今年度の状況の中で排雪

の手法につきましても、例えば全部排雪するので

はなくて、カットのみで排雪して、全体の排雪ス

ピードを少し早くさせて、次の生活路線に進んで

いったり、いろいろなやり方、手法を考えながら

進めていたわけでございます。また、次年度に向

けましても、今の議員のほうからお話あった件も

そうですけれども、それだけではなくて、多くの

課題があるというふうに今考えておりますので、

そういった様々な課題も考えながら、この除排雪

という問題に対して少し慎重に考えていく必要が

あるというふうに考えています。ただ、除排雪事

業につきましては事業費自体も結構な事業費もか

かっておりますので、そういったところから見ま

して市の財政力、さらには人的な不足、それから

機械力、それぞれ最大限に生かしながら今後も進

めていきたいと思っておりますので、御理解のほ

どよろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 佐藤議員。

〇１１番（佐藤 靖議員） 木村部長、今慎重に

対応をという、慎重というと来シーズンしないと

いうことにつながるので、慎重にではなくて、積

極的に来シーズンはちょっと見直すというふうに

お答えをいただけると、要するに今年雪で名寄無

理だわと、では息子のところ、娘のところに、こ

のまち出るわという人がやっぱり実際いるのです。

そうすると、きちっと対応来年度、どこまででき

るかちょっと分からないですけれども、だから一

定のルールと一定の申請システムというの確立を

して、対応できると、対応するのだと、そういう

システムを私はやっぱり来シーズンに向けて構築

するとぜひお誓いをいただきたいと思いますけれ

ども、いかがですか。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） 繰り返しの答弁

になるかもしれませんけれども、除排雪業務につ

きましてはこれまでのこういった場所のお話の中

におきましても、例えば間口の問題ですとか歩道

や通学路の除排雪の問題もあったと思いますし、
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それからさらには我々が持っている除雪機械の導

入ですとかオペレーターの人材確保の問題、さら

には雪堆積場の確保の問題など本当に様々な問題

が山積しているというふうに考えています。これ

らの課題の一つ一つを解決するには、やっぱりそ

うそう簡単にできる問題ではないですし、時間も

かかってくるのかなというふうに思います。特に

この道北の地方自治体につきましては、皆さん御

存じのとおり、人口も減っていきますし、高齢化

を迎えるに当たって冬の除排雪という問題がます

ます増えてくるのではないかというふうには考え

ています。本市といたしましても、先ほどもお話

しさせてもらったとおり、財政力にもやっぱり限

りもありますし、先ほど申しましたとおり、マン

パワー、機械力、様々な本当に多くの課題があり

ますので、そこについては我々担当部といたしま

しては可能な限り市民の皆様の御期待に応えなが

らの除排雪体制を構築していきたいというふうに

思っているところでございますので、よろしくお

願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 佐藤議員。

〇１１番（佐藤 靖議員） 木村部長、財政のス

ペシャリストでもありますので、そういう意味で

は大きく期待をして、どうやってお金を、どこを

押せばどこが出てくるというのも多分よくお分か

りのことだと思いますので、金に糸目はつけない

ということではないと思いますけれども、１歩で

も２歩でも除排雪体制が充実して、市民の皆さん

の安全なり安心した暮らしが確保できるように今

後も継続して努力していただければというふうに

思います。

最後に、教育長にお伺いしますけれども、中学

校の整備問題で在り方の検討会を設けてやるとい

うことであります。これは試算によると当面生徒

数の変化はないような状況でありますけれども、

教育長としては合併も含めて、統一校にするのも

含めて聖域なく検討するという方針は持っていら

っしゃいますか。

〇議長（東 千春議員） 小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） 先ほど山田議員のほう

からもお話ありましたけれども、中学校の、名寄

中学校、東中学校に関わっての関係でございます

けれども、先ほど最後に何々についてというとこ

ろ、ちょっと聞こえなかった。

（「要するに中学校を１つにすることも含めて聖

域なく検討するという」と呼ぶ者あり）

〇教育長（小野浩一君） 聖域なくですか。私と

しては、先ほどもお話ししましたように、現在１

０年先を見据えて市内の全小中学校の状況を視野

に入れて、小中一貫教育、それとコミュニティ・

スクール構想を立ち上げて、今一丸となって取組

を進めておりますので、将来的には生徒数の減少

に伴って最終的には２校体制、そして１校体制と

進んでいくということになる可能性はあると思い

ます。しかし、前も議員のほうにお話ししたかと

思いますけれども、教育は財政的な視点からだけ

ではなくて、子供たち一人一人への教育的な配慮

というのが大前提になりますので、やっぱりこれ

は市民議論を前面に出して、市内全体で検討して

いかなければならない事項だというふうに考えて

いるところでございます。

〇議長（東 千春議員） 佐藤議員。

〇１１番（佐藤 靖議員） まさにそのとおりだ

というふうに思いますけれども、この中学校議論

がある意味では結果によっては小学校の廃止の問

題を含めて新たに違う課題も出てくると思います

ので、ここはおっしゃるようにやっぱり聖域なく

て、１０年後を見据えて、あるいは子供の教育環

境をしっかり据えながら御検討していただきたい

というふうに思います。

もう一点、最大の今の心配はやっぱり高校の在

り方であります。今回のやっぱり倍率を見て愕然

とさせていただきました。とても在り方検討会の

方向性を待って道教委に具申してという余裕はも

う正直言ってないのではないか。名寄市でできる

ことはまずすべきではないかと。例えば近隣もそ
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うでありますけれども、制服の助成をしていたり、

通学費の助成をしたり、いろんな対応をして生徒

確保というのは、道内の各市町村そうであります。

やっております。これを待って、魅力ある学校と

いうのは教育者としては最大でありますけれども、

家庭にとっても行きやすい支援というのも、これ

は市町村で、旧風連町では修学旅行で海外行った

りしていたこともあったようでありますけれども、

やっぱりそういう支援というのは積極的に教育委

員会として在り方の検討と並行して名寄市として

できることはないのかというのを検討しないと、

子供たちの目はもうすっかり地元ではなくて違う

方向に向き始めているのではないかということを

懸念しますので、これについてはぜひ教育長の考

え方をお聞きをして、終わりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） 今の件については在り

方検討会等でもいろんな意見が様々に出ておりま

すけれども、やはり私方は、教育委員会として決

めることなのかどうか、これ市全体で考えていか

なければならないことだと思いますので、在り方

検討会議等含めて様々な会議におきましていろん

な市としてのどういう対応の在り方があるかとい

うことも実際出ておりますので、いろいろ様々な

視点から高校の在り方については考えていきたい

と思いますので、３月いっぱいが限度でございま

すので、全力を尽くしてやっていきたいと思って

おります。

〇議長（東 千春議員） 以上で佐藤靖議員の質

問を終わります。

これをもちまして代表質問を終結いたします。

〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ３時００分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 山 崎 真由美

署名議員 黒 井 徹
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令 和 ３ 年 第 １ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和３年３月９日（火曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 木 村 睦 君

教 育 部 長 河 合 信 二 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
丸 箸 啓 一 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 鈴 木 康 寛 君

会 計 室 長 末 吉 ひ と み 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君
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〇議長（東 千春議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

１３番 高 橋 伸 典 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

生きる力を育む教育の推進について外２件を、

山崎真由美議員。

〇３番（山崎真由美議員） おはようございます。

議長の御指名をいただきましたので、通告順に従

い、大項目で３点にわたり質問をさせていただき

ます。

最初に、大項目１、生きる力を育む教育の推進

について、小項目１、確かな学力を育てる教育の

推進についてお伺いいたします。ＧＩＧＡスクー

ル構想による教育の推進については、本年度中に

児童生徒１人１台のタブレット端末導入が完了さ

れると認識しています。現在の学校での状況につ

いてお伺いいたします。また、新しい学習環境の

中で個の特性を生かし、一人一人に応じたきめ細

かい指導を行うためには少人数での学習環境整備

が有効であると考えます。特にコロナ禍での新し

い日常生活を考えるとき小人数学級の早期実現に

向けた名寄市単独の施策が望まれます。その考え

方についてお伺いいたします。

次に、小項目２、特色ある教育活動についてお

伺いいたします。風連地区で進められている小中

一貫教育の成果と課題、今後の展望についてお伺

いいたします。また、智恵文地区で計画が進む義

務教育学校に向けた取組と目指す学校像について

もお伺いいたします。

次に、小項目３、地域運動部活動の推進につい

てお伺いいたします。生徒の希望に応え、生徒に

とって望ましい持続可能な部活動と学校教職員の

働き方改革の両面を実現することを目的とした部

活動改革について、その考え方についてお伺いい

たします。

次に、大項目２、まち・ひと・しごと創生総合

戦略についてお伺いいたします。加速する少子高

齢化に的確に対応し、人口減少に歯止めをかける

べく取組が進められています。総合計画とも連動

し、重点プロジェクトとされる冬季スポーツの拠

点化プロジェクトもその一つであります。しかし、

策定時には予想もしなかった新型コロナウイルス

感染症の出現により社会生活が一変しました。そ

こで、小項目１、進捗状況とコロナ禍による影響

について今後の対応も含めお伺いいたします。

小項目２、ジュニア世代の育成強化と冬季スポ

ーツの拠点化推進についてお伺いいたします。Ｋ

ＰＩ指数から考察できる推進の状況についてお伺

いいたします。また、ジュニア世代の育成強化に

ついては家庭、学校、競技団体、地域など多面的

な支援が必要であります。取組の現状と課題、今

後の展望についてお伺いいたします。

小項目３、Ｎスポーツコミッションの自走化に

ついてお伺いいたします。自走化が完成された姿

とは、どのような状況を指すのでしょうか。また、

Ｎスポーツコミッションが市民共有の財産と認識

されるためにどのようなアプローチをするのか、

その方策についてお伺いいたします。

最後に、大項目３、公共施設の有効活用につい

て、小項目１、総合福祉センターの有効活用につ

いてお伺いいたします。名寄市公立保育所等整備

計画により現在公立南保育所等の建設に向けた取

組が進んでいます。完成後、総合福祉センター２

階で運営されているこども発達支援センターは新

設の保育所内に移転の予定であることから、移転
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後の施設利用の計画についてお伺いいたします。

以上、壇上からの質問といたします。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） おはようございます。

山崎議員からは大項目で３点にわたり御質問いた

だきました。大項目１は私から、大項目２につい

ては総合政策部長から、大項目３は健康福祉部長

からの答弁となりますので、よろしくお願いしま

す。

まず、大項目１、生きる力を育む教育の推進に

ついて、小項目（１）、確かな学力を育てる教育

の推進についてでございますけれども、ＧＩＧＡ

スクール構想による教育の推進について、国にお

いてはsociety5.0時代を生きる子供たちにとって

教育における先端技術等の効果的な活用を目指し、

令和時代のスタンダードな学校像として全国一律

のＩＣＴ環境整備が急務とし、令和元年６月２８

日に学校教育の情報化に関する法律を施行し、令

和元年１２月１３日にはＧＩＧＡスクール構想の

実現に向けた校内通信ネットワークの整備、児童

生徒１人１台端末の整備を行うことを閣議決定し

ました。令和２年度に入り、新型コロナ感染症の

影響により長期にわたる学校の臨時休業等の緊急

時においてもＩＣＴの活用により全ての子供たち

の学びを保障できる環境を早急に実現するため、

ＧＩＧＡスクール構想におけるハード、ソフト、

人材を一体とした整備を加速させるため１人１台

端末や学校内の高速大容量の通信ネットワークを

整備する国の方針が示され、市ではそれらの支援

策を活用し、通信機器等の整備を進めているとこ

ろでございます。現在の通信機器整備の進捗状況

についてですが、小中学校１人１台端末の整備は

令和２年度当初予算整備分の４３５台と令和２年

度補正予算対応分の ４４８台の合計 ８８３台

については令和３年２月に納入されており、今後

各学校に応じたネットワークの設定後、３月中に

は配付の予定となっております。校内通信ネット

ワーク及び端末保管庫の整備については、校内の

高速ＬＡＮケーブルの敷設やＷi―Ｆiルーターの

設置、さらには通信ネットワークと１人１台端末

の整備に併せた充電保管庫の配置は完了しており

ます。智恵文小中学校のモバイルＷi―Ｆiは、１

人１台端末の配付に併せ、智恵文小中学校それぞ

れに４台配置する予定でございます。また、１人

１台端末の整備に併せ通信環境を改善するため、

各学校に光回線の敷設工事を進めていますが、智

恵文小中学校については智恵文地区に光回線が敷

設され次第整備をすることとしております。

以上がＧＩＧＡスクール構想に関わる主な情報

機器等の整備状況となっております。

また、情報機器の整備に併せ、各学校の管理職、

一般教職員で組織する名寄市学校教育情報化推進

委員会では、校務系や教育系の情報機器を運用す

るに当たり学校における電子情報及びそれを扱う

システムや個人情報の保護を図るため、校内ネッ

トワークやインターネットの適正利用に関する必

要事項や使用基準を定めた名寄市小中学校教育情

報セキュリティーガイドラインを作成しておりま

す。その中で名寄市小中学校情報機器運用基準、

さらには校務用端末運用ガイドライン、ネットワ

ーク活用に関する個人情報保護ガイドライン、校

内無線ＬＡＮ及び１人１台端末等運用ガイドライ

ンを定め、運用していきたいと考えております。

次に、少人数での学習環境の整備についてであ

りますが、国においてこれまで小学校１年生の３

５人学級が制度化されていましたが、令和３年度

から５か年計画で段階的に公立小学校の全学年の

３５人学級への移行が決定されました。北海道に

おいては、小学校２年生及び中学校１年生で３５

人学級が実施されていましたが、令和２年度から

小学３年生を３５人学級に移行し、令和３年度か

ら小学校４年生を３５人学級に移行する予定でご

ざいます。また、市の取組として個に応じた豊か

な教育を実現するため特別支援学級の児童生徒や

通常学級において困り感のある児童生徒に対する

きめ細やかな支援の充実に向け、特別支援教育学
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習支援員を各学校の実情に応じた配置に努めてき

ました。また、道教委が実施する学習指導員やス

クールサポートスタッフの配置などに取り組んで

きたところです。今後においても市独自で採用す

る教職員の配置は困難と考えておりますが、児童

生徒一人一人に目が届き、個に応じたきめ細やか

な学習指導や生徒指導を行うため、国や道教委が

行う教職員の加配や派遣事業での配置、市におい

ては特別支援教育学習支援員の配置などに取り組

んでまいります。

次に、小項目２の特色ある教育活動について申

し上げます。風連地区における小中一貫教育の取

組と智恵文地区において開設する義務教育学校の

学校像及び開設に向けた取組を併せて申し上げま

す。小中一貫教育とは、小中学校が９年間を通じ

た教育課程を編成し、それに基づき行う系統的な

教育のことでございます。国では、平成２８年４

月１日から施行された小中一貫教育制度の導入に

係る学校教育法等の一部を改正する法律により小

中一貫教育を行う新たな学校の種類が制度化され、

現行の小中学校に加え、小学校から中学校までの

義務教育を一貫して行う義務教育学校が新たな学

校の種類として規定されました。これにより、１

人の校長の下で教職員が１つの組織として一貫し

た教育課程を編成、実施する義務教育学校として

の形態と組織上独立した小中学校が義務教育学校

に準じる形で一貫した教育を施す小中一貫型小学

校・中学校という２つの形態が制度化されました。

本市では、これまでの小中連携の取組の成果を生

かし、智恵文小学校と智恵文中学校は平成３０年

度より、風連中央小学校と風連中学校は令和２年

度より小中一貫型小学校・中学校の中の併設型小

中学校の制度を活用した小中一貫教育の取組を推

進しています。初めに、風連中央小学校と風連中

学校における小中一貫教育の成果としては、教職

員や保護者、地域住民の願いを踏まえ、義務教育

９年間を見通した教育目標を設定し、育成を目指

す子供像や教職員像を明確にすることができたと

ころでございます。また、教育目標を具現化する

ため風連地区小中一貫教育推進委員会を立ち上げ、

両校の全教員が９つの部会に分かれて風連中央小

学校と風連中学校の教育活動について十分な時間

をかけて共通理解を図ったことにより児童生徒の

実態や指導方法等について教職員間の共通認識が

醸成されたり、英語科の出前授業を複数回実施す

ることができました。課題としましては、共通し

た学習規律や生活の決まりをつくることや系統性

あるキャリア教育を推進すること、地域の人的、

物的な教育資源の活用時期や活用方法等について

共通理解を得ることが挙げられます。今後の選考

については、児童生徒の実態を勘案し、どのよう

な取組を一貫させ、継続させることが望ましいか

を吟味した上で共通理解を図りながら系統性、連

続性のある教育課程を編成することが重要と考え

ております。

次に、智恵文小学校と智恵文中学校においては、

特認校としての特性を有効に生かしながら令和６

年度義務教育学校の開設を目指した小中一貫教育

の取組を推進していきます。智恵文地区の義務教

育学校の学校像としては、地域において育てたい

子供像について学校と関係者が議論し、教育目標

を自ら学び、未来をたくましく生き抜く智恵文の

子と設定しました。この目標の実現を図るため子

供たちが主体的に学ぶ学校、学校、家庭、地域が

一体となって支え合う学校、教職員が共に学び合

い、高め合う学校をつくることを目指しておりま

す。義務教育学校開設に向けた具体的な取組とし

ましては、智恵文小学校と智恵文中学校の全教員

を構成員とする小中一貫教育合同会議を計画的に

開催し、授業における指導課程や指導方法、児童

生徒の実態等について共通理解を図ったり、食育

に係る出前授業や児童会、生徒会が合同で募金活

動を実施するなど系統性、連続性がある取組を推

進しているところでございます。今後教育委員会

としましては、働き方改革の視点から小中一貫教

育を進める取組が教職員の多忙感の増大につなが
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らないよう支援してまいりたいと考えております。

また、研修会等を通じて風連地区と智恵文地区に

おける小中一貫教育の取組の成果を市内小中学校

に還流し、名寄中学校区や名寄東中学校区におけ

る小中連携の取組等の充実に生かしたいと考えて

おります。

次に、小項目（３）の地域運動部活動の推進に

ついて申し上げます。学習指導要領では、部活動

は生徒の自主的、自発的な参加により行われるも

ので、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等

に資する学校教育の一環として位置づけられてお

ります。部活動に参加する生徒にとっては幅広い

活動機会を得られるとともに、異年齢との交流や

活動を通じた人間形成の機会でもある一方で、教

師の長時間労働の要因となっていることや指導経

験がない教師にとって多大な負担となっているこ

となどが指摘されております。このような部活動

に係る状況を踏まえ、国では平成３１年１月の中

央教育審議会答申において部活動は学校の業務だ

が、必ずしも教師が担う必要のない業務の一つで

あり、将来的には部活動を学校単位から地域単位

の取扱いにすることなどを積極的に進めるべきで

あると提言されました。また、令和２年９月１日

付のスポーツ庁及び文部科学省の連名による通知、

学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について

では、休日の部活動を段階的に地域に移行する実

践研究を実施するなどとした部活動改革の具体的

な方策が示されました。この通知の中では、休日

に教師が部活動の指導に携わる必要がない環境を

構築することや休日における地域のスポーツ、文

化活動を実施できる環境を整備すること、休日の

部活動の段階的な地域移行を図ること、合理的で

効率的な部活動の推進を図ることなどが示されて

おります。道教委では、学校と地域が協働、融合

しながら地域における持続可能なスポーツ、芸術

文化活動のための環境整備を進めるため、地域の

実情を踏まえた部活動の望ましい在り方について

今後検討していくとしております。本市では、地

域での部活動を導入するに当たり検討を要する課

題が多くあります。例えば地域部活動の運営主体

となる団体の存在や団体の活動内容、地域部活動

の運営を担う人材や指導者の確保、当該団体の責

任の下での生徒の安全確保、指導者への謝金等の

管理運用、生徒や保護者の理解、地方大会の在り

方、平日に行われる活動と休日等に行われる活動

における指導方法や指導内容等の関連、休日に指

導を希望する教師の兼職、兼業の考え方など多く

の課題を整理する必要がございます。今後教育委

員会としましては国や道における休日の部活動の

段階的な地域移行に係る関連情報の収集に努める

とともに、学校やＮスポーツコミッションなど関

係機関と連携して本市の部活動の現状や課題につ

いて意見交換等を行う組織を立ち上げ、地域での

部活動の推進について調査研究をしてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 私からは大項目

２、まち・ひと・しごと創生総合戦略について申

し上げます。

まず初めに、小項目１、進捗状況とコロナ禍に

よる影響についてですが、令和２年度の主なスポ

ーツ事業としてＮスポーツコミッションによるジ

ュニアスポーツアカデミーの設立や市民の運動習

慣に関する調査と併せて、手軽に運動ができる環

境づくりとしてＮスポ健康ステーションを設置い

たしました。また、地域経済活性化事業ではモチ

米を使ったスポーツ大福の開発、販売や冬季スポ

ーツのプロモーション事業に取り組んだところで

あります。新型コロナウイルスの影響ですが、体

育施設の閉館及び学校開放事業の中止が長期化し、

市民のスポーツ活動に大きな影響が出ました。ま

た、交流人口の拡大を狙ったスポーツツーリズム

事業やサマージャンプ大会の中止など大きなイベ

ントは計画変更を余儀なくされましたが、一方で

ステイホームの期間が長引いたことで町中にはウ

オーキングやジョギングを楽しむ市民や体力づく
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りに励む市民が多く見受けられ、ノルディックウ

オークや街なか運動会といったイベントに多くの

市民が参加するなどスポーツがより身近になり、

地域を結び、活気をもたらす存在であることが実

感できた１年でもありました。長い期間で考えた

とき、コロナ禍のこの時期がきっかけとなり、本

市にスポーツ文化が芽生えたと振り返ることがで

きればよいと思いますし、この大きな変化の過程

においてこれからは知恵を出しながらスポーツの

価値を高め、地域を明るくするスポーツ文化が根

づくよう努めていきたいと考えております。

次に、小項目２、ジュニア世代の育成強化と冬

季スポーツの拠点化推進について申し上げます。

ジュニア世代の育成強化に関するＫＰＩ項目とし

て冬季スポーツ全国大会出場者数を掲げており、

令和元年度は目標指数１５人に対して実績指数１

２人と目標を下回る数字となりましたが、昨年３

月のジュニアオリンピック全日本ジュニアスキー

選手権大会が開催されていれば、目標値を大きく

上回ったと推察されます。また、このＫＰＩ指数

については平成２６年度から数字を集計していま

すが、当初実績指数は８人でありましたが、阿部

雅司特別参与などを登用した平成２８年度以降は

最大２５人に増えるなど、各競技団体の御努力に

加えて、本市の冬季スポーツ施設の環境や人材面

でサポートができれば大きな成果が得られるとい

うことが成果として残りました。この検証を踏ま

えて、今年度からは冬季スポーツだけではなく、

幅広い競技からも全国で活躍できるようなジュニ

ア選手の育成サポートを目的としてジュニアスポ

ーツアカデミーを設立したところであります。今

後の課題ですが、一番の課題として挙げられるの

は指導する人材の確保でありまして、実際育成に

携わっている各競技団体や学校の運動部活動の現

場においても指導人材の確保が大きな課題となっ

ております。社会の生活スタイルが大きく変化し、

これまでと同じように指導人材を確保することが

難しい時代ですが、地域の中で指導者間の連携を

構築しながらジュニア選手を育成できる新しい仕

組みを模索してまいりたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。

次に、小項目３、Ｎスポーツコミッションの自

走化について申し上げます。Ｎスポーツコミッシ

ョンの自走化については組織の中でも議論されて

おり、自主財源を確保するための事業にも取り組

んでいるところであります。現在コミッションの

地域経済部会の中では、スポーツ施設を活用し、

インバウンドを狙ったスポーツツーリズム事業の

展開やスポーツ施設の新たな活用で交流人口を増

やし、財源を獲得していく仕組みづくりも検討し

ております。また、スポーツトレーナー派遣事業

など現在コミッションで取り組んでいる事業がそ

のまま組織の財源となる仕組みやスポーツ施設の

運営等についても財源確保の一つとして検討を進

めているところです。Ｎスポーツコミッションの

自走化は拠点化事業の中でもうたっていますし、

現在の取組が少しずつ形になってきていると実感

しており、将来この組織を中心とした地域一体と

なった組織化が理想だと考えております。一方で、

コミッションの市民理解に関することですが、当

初は冬季スポーツに関する施策を前面に押し出し

てきたことから、市民の皆様からの御批判もあり

ましたし、競技中心の事業展開だったことから、

市民理解が限られた範囲であったと考えておりま

す。現在はその方針も少し変えながら市民がスポ

ーツを身近に感じられる事業にも取り組んできて

おり、同時にＮスポーツコミッションの存在を認

識していただこうと努めているところであります。

今後は自走化及び市民理解も含めて、この組織が

掲げている市民が生涯にわたりスポーツを通じて

健康で豊かな人生を送るため人生におけるスポー

ツとの関わりを可視化いたしましたスポーツオブ

ライフの実現に向けて進んでまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 私からは大項目
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３、公共施設の有効活用について、小項目１の総

合福祉センターの有効活用についてお答えいたし

ます。

こども発達支援センターにつきましては、現在

総合福祉センター内に事業所を設置し、療育事業

を行っておりますが、新しく建設を進めておりま

す新南保育所への併設を計画しており、令和４年

４月からの開所を予定し、準備を進めているとこ

ろであります。新南保育所の建設につきましては、

令和３年度に実施設計、令和４年度から工事が始

まる予定となっております。事業所移転後の活用

についてですが、総合福祉センターは地域福祉の

拠点施設としての役割を有しているため福祉に関

する事業の推進を目的とした利用、活用を優先し

検討してまいりたいと考えております。また、こ

ども発達支援センター事業の特殊性から個別指導

室や観察室、小型トイレ室、プレールームなど療

育に特化した仕様となっているため、現状のまま

使用できるのか、個室から大きな部屋への改修等

が必要なのかも含め今後検討も必要かと考えてお

ります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） それぞれ御答弁いた

だきましたので、時間の許す限り再質問をさせて

いただきます。

まず最初に、ＧＩＧＡスクール構想についてで

あります。先ほど河合教育部長から様々な現在の

状況についてお聞かせいただきました。その中で、

ガイドライン等についての御説明もいただきまし

た。活用に際してやはり様々な観点からのルール

化が必要になってきます。それは、学校の中での

教職員の方たちのルール化も必要でありましょう

が、やはり実際タブレット端末を手にする子供た

ちがそのルールをどのように理解して学習を進め

ていくのかというところが最も重要なところであ

ると思います。その点について、子供たちのルー

ル化について、その点の状況をお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 特に今回一気にタブ

レット端末が入るということで、１人１台端末と

いうことで子供たちに１台当たることになります

けれども、子供たちのルール化といいましょうか、

学校で使う部分のルールですとか、例えば端末を

自宅に持って帰るというようなことも含めていろ

んな形の中でのルール化が必要だと思っています

けれども、例えば学校の授業の中で使うというこ

とであれば、当然担当の教員がそこにいるわけで

すから、その指導の下にパソコンの端末の操作を

していくということになると思いますけれども、

例えばそれぞれの子供たちが家に持ち帰るという

ことについては、不要な持ち帰りについては今の

ところ原則禁止をしようというふうに考えており

ます。ただ、この１人１台端末の導入については

コロナ禍の関係での自宅学習という関係もござい

まして、一気に整備が進んだということも考えて

おりますので、それぞれの学習状況、進捗状況等

も考慮しながら、自宅での学習が必要になる場面

もあるということも想定されますので、その辺に

つきましてはそれぞれ各学校長の判断によって自

宅への持ち帰りを行いながら家庭学習をするとい

うようなことも想定しながらルール化をしていき

たいなというふうに考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 全体の統括したルー

ル、それからそれぞれの学校の中、子供たちの学

年も６学年あれば能力的にも大きな開きがありま

すので、その部分についての丁寧なルール化、定

着ということはまだまだ始まったばかりでありま

すので、これからスタートしていくというふうに

理解しております。具体的に子供たちが学習の中

でタブレット端末を使って進めていくというのは、

令和３年度に入ってからどの辺りになりますでし

ょうか。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。
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〇教育部長（河合信二君） 取りあえず、先ほど

お答えしたとおり、今年度、３月末までには各学

校にタブレット端末を配置をしたいというふうに

考えております。それから、どのような利用とい

いましょうか、使い方をしていくのかというのは

今後のことでございまして、いつから家庭での家

庭学習のために端末を利用できるというようなこ

とは今の段階ではちょっと言えないのですけれど

も。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 早ければいいという

ことではありませんが、管内の中でも、友人の先

生方に確認しましたところ、もう既に授業の中で

１年生でもタブレット端末を使って授業を進めて

いるという学校もあります。その中で有効に進め

ていくということであれば、時期をしっかり見計

らって進めていくいただくことを要望しておきた

いと思いますし、それに関わってやはり子供たち

が一人一人その教材を使いこなしていく、その力

を適切に身につけていくことができるかどうかと

いうところも大きな課題であると思います。

少人数学級の実現ということで申し上げさせて

いただきましたが、国も３５人学級を打ち出しま

した。そして、道でも国に１年前倒しの形で３５

人学級を実現するというふうに先日の北海道新聞

で出ておりました。この点について名寄市が一歩

進んで取り組むというお考えについて、これは教

育長の考えをお伺いしたいと思います。いかがで

しょうか。

〇議長（東 千春議員） 小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） 名寄市としての今後の

少人数学級の在り方ということについてでござい

ますけれども、先ほど、大変申し訳ないのですが、

部長からお話しいたしましたように、現時点では

少人数学級の編制、市としての独自の実現につい

てはちょっと考えていないところでございます。

その理由なのですけれども、なぜかといいますと、

今山崎議員もおっしゃいましたけれども、国にお

いて５か年計画で小学校で全ての学年を３５人学

級にすると。この間道新の記事で令和３年から小

学校４年生も３５人学級への移行が完了する見込

みになっていると。道教委も国に先んじて導入進

めていますので、結局１年前倒しになったという

ことであります。それで、ちょっと加速されてい

るということが、これが１点目の私としての理由

なのです。

それから、２つ目は先ほど部長も答弁の中でお

話ししておりましたけれども、令和３年度につき

ましても特別支援学習指導員の増員、これを考え

ております。したがいまして、これまでも名寄市

としては加配教員を使ってＴＴですとか習熟度別

学習を展開してきておりますので、ここまで来て

早急に少人数学級編制、市として行うということ

にはならないのではないかという判断をしており

ます。

それにプラス、国で少人数学級を行ったのは大

分昔なのですが、小学校１年生で始めて、それか

らずっとストップしていたわけなのですけれども、

ただ少人数学級をずっとストップしていたわけで

はなくて、全国的に都道府県に加配教員を利用し

てきめ細かな個に応じた指導しなさいという、そ

ういう指示があったのです。それで、かなり個に

応じた指導のほうに力点を置いたということで、

ただ今回コロナ禍の中で急にまた少人数が大事だ

ということで出てきたと、そういう経過がありま

すので、そのことも踏まえて総合的に私は現時点

では少人数学級の実現は考えていないということ。

基本的には国や道教委の施策によって小人数編成

学級というのは実現していくべきものであるとい

うような捉え方をしておりますので、逆に言いま

すと道教委のほうにさらに加速して実現を求めて

いきたいと、そんなふうに考えておりますので、

御理解いただきたい。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 教育長の考えは伺わ

せていただきました。昨日の代表質問の中でも東
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中学校と名寄中学校の校舎の問題に関わっての質

問、答弁の中で教育長からはやはり財政的なもの

だけではなく、本当に子供たち一人一人にしっか

りとした教育が行き渡るということを第一に考え

ていかなければいけないという御発言がありまし

て、本当にそのとおりだと思って、私も安心した

ということではありませんが、共に考えさせてい

ただこうというふうに思った次第であります。そ

の上で現在の状況を見ますと、コロナ禍でもし４

０人の子供たちが１つの教室に入って授業を受け

なければいけない状況があったとしたら、これは

大変なことであります。３５人学級ということで

これから順次進んでいきますけれども、現在中学

生の体の大きい子供たちが２年生、３年生、４０

人に近い人数で１つのあの教室に入って授業を受

けている実態があります。ある年に中学１年生、

３５人学級でスタートいたしました。２年生にな

ったときに２クラスに減り、４０人、教室の中に

いっぱいの生徒が座っての授業開始となりました。

そのときにはコロナ禍ということではありません

でしたが、やはり子供たちの心の安定については

いささか不安が増えたというのが実態でありまし

た。それを思うときに、少人数学級としての学習

習熟度の定着、コロナ禍での生徒の健康を最大限

保障する、教育環境を保障するということについ

てぜひ教育委員会としても道教委のほうに働きか

けをお願いしたいと思います。うろ覚えで申し訳

ありませんが、萩生田文部科学大臣が３５人学級

を進めるというテレビでのインタビューを受けら

れたときに本来ならば３０人ということも申し述

べられておりました。隣の壁が高かったという言

い方をされていました。やはり財政的なものであ

ると認識いたしましたが、子供たちを育てないで

この国の未来はありませんし、特に少子高齢化が

進んでいる名寄市においては最も重要な進むべき

道であると思っておりますので、その点について

はどうぞ強い対応をお願いしたいと思っておりま

す。私たちの会派も暮れの要望書で加藤市長にも

お願いを申し上げているところでありますので、

今後ともぜひ実現に向けて要望を申し述べさせて

いただきたいと思います。

あわせて、教科担任制についても文部科学省で

はホームページでいろいろな情報を提示されてお

りますが、その点については教育長、いかがでし

ょうか。

〇議長（東 千春議員） 小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） もう御承知のことかと

思いますけれども、今年の１月ですか、１月に中

央教育審議会の答申の中で文部科学省のほうから

令和４年度ですか、をめどに小学校の高学年の教

科担任制を導入する必要があるということで提言

がなされているところでございます。今それを受

けまして、道教委のほうでは小学校の高学年にお

ける教科担任制の導入ということで、たしか国語

と算数と、それから理科、それと体育ですか、そ

れと外国語などにおいて今加配教員、これを配置

する取組を進めてくれているところでございます。

名寄市では、小学校高学年における教科担任制の

導入についてはまず教員の専門性を生かした質の

高い授業を子供たちに保障できるということが１

つと、もう一つは学校における働き方改革の視点

から担任の先生の授業の準備でありますとか、そ

れとか教材研究の時間が確保できると、こういう

利点がございますので、学級担任の負担軽減に資

する重要な制度だということで、今教育委員会の

ほうでは考え方を固めております。実は本年度名

寄東小学校と名寄西小学校が一応北海道の加配を

受けておりますので、その加配を活用して、名寄

東小学校に配置された加配教員を両校の、２つの、

西小と小学校の両校の４年生と５年生と６年生で

理科の教科担当として専科指導を行っております。

それと、これまでもいろいろ説明してきました

けれども、名寄市として学校力向上に関する総合

実践事業という取組をしております。この取組で

も加配がつくわけでありますので、その加配を利

用しまして、今風連中央小学校に配置された加配
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教員が風連中央小学校と、それから風連中名寄小

学校の５、６年生、これの理科の教科担任として、

名寄として活躍しておりますし、名寄西小学校に

配置された加配教員が名寄西小学校の５、６年生

と名寄東小の６年生、それとプラス智恵文小学校

の６年生、外国語の担任として専科指導を行って

いる状況でございます。これを基にして次年度、

令和３年度ですけれども、これ３年度にもこの取

組をぜひつなげて、そして令和４年度に向かって

いきたいなと、そんなふうに考えておりますので、

積極的に進めていきたいと思っています。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 詳細について伺わせ

ていただきました。今できる中での取組が進めら

れているということについて、子供たちにとって

よい学習環境が整えられているということで安心

いたしました。この後も進めていくということで

ありますので、よろしくお願いしたいと思います

が、先ほど担任の抱えるものの大きさ、働き方改

革という言葉もありましたが、これはちょっと河

合部長にお尋ねしたいと思います。先生方の時間

外での勤務状況は、名寄市の場合どうなっており

ますでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 名寄市の教職員につ

きましてタイムカードで出退勤の管理をしており

ますけれども、昨年といいましょうか、昨日１０

月から１２月の一月の平均値ですけれども、管理

職につきましては小学校で１か月４０時間程度、

教諭につきましては１か月で３５時間程度、中学

校におきましては１か月当たり管理職で５４時間

程度、教職員で４４時間程度の時間外勤務という

ことになってございます。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） もっと多いのかなと

いうふうに想像しておりました。平均ということ

でありますので、担われている先生方の状況は当

然個人差があると思いますが、私の知る限りでは

本当に夕食を取った後も学校に来られる先生方も

おられるような状況の時期もありましたので、実

態はもう少し厳しい状況にあるのかもしれないと

いうふうにも思いながら部活動のことに再質問を

移らせていただきますが、ちょっと何自治体か確

認させていただきましたときに、例えば地域運動

部活動をもう既に進めている自治体があります。

道内でも十勝管内の幕別町、幕別清陵高校、これ

は高校なのですが、幕別清陵高校では高校生全員

が地域のスポーツクラブの会員になっていて、部

活動の学校でやる部分と、それから総合型地域ス

ポーツクラブでやる部分をうまく乗り合わせなが

ら活動を進めています。この学校、私立の学校と

道立の学校が令和元年に１つになった珍しい学校

であります。しかし、今回の志願倍率は ６倍で

ありました。ほとんど ６、 ７というのが札幌

圏の高校であった中で、幕別清陵高校は ６とい

う倍率を出しておりました。それから、宮城県の

栗原市というところにしわひめスポーツクラブが

ありますが、ここはスポーツクラブの中で少年団

や学校の部活動を支えております。５時半までは

学校で、その後はその場所に地域の指導者が出向

いて部活動の継続的な指導を担うという形でやっ

ているというふうに伺っております。それぞれ、

地域の実態がありますので、それをそのまま取り

込むということではありませんが、子供たちの中

には何としても今まで続けてきたスポーツを部活

動としてやりたい、今まで子供たちに何度先生、

どうして部活動にならないのという言葉を投げか

けられたか分かりません。冬季スポーツ、頑張っ

ている子供たち、スノーボードにしてもカーリン

グにしても部活動にはなっていません。トランポ

リンもそうであります。その点について地域の指

導力、環境の中で部活動を支えていくことができ

る時期に来ているのではないかと思っています。

私の住む風連地区でも、風連中学校のバレー部は

残念ながらなくなってしまいました。しかし、少

年団でバレーボールはあります。地域のバレーボ
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ール協会もあります。活動もされています。そこ

で子供たちの活動意欲を支えることができないの

か、これについてはぜひ探っていく時期に来てい

ると思いますが、いかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 地域部活動について

でございますけれども、今の学校の部活動につき

ましては教育課程の一環ということで進められて

おりますので、なかなか地域とどのように融合し

ていくかというのが非常に難しい問題なのだろう

というふうに思います。ただ、実際地域の指導者

に指導いただいている部活動も確かにあるという

ふうに認識しております。文科省のほうでは、先

ほどのとおり、教職員の働き方改革の一環として

令和５年をめどに休日については地域で部活動を

見ていただくと。平日については学校で部活動を、

学校の指導者が部活を見るというような形で、そ

ういうような形で進めていけないかというなこと

で研究をしているということでございます。名寄

市におきましても、校長会の事務局の先生と相談

をしながら令和３年度からある程度検討する組織

を立ち上げて検討していきたいなというふうに思

っております。ただ、今まで部活動というのは学

校でやってきたというふうな認識が強いというこ

ともございますから、保護者の理解ですとか地域

の理解、さらにスポーツ団体の理解、考え方等も

お聞きしながら進めていかないと、学校側からの、

また教育委員会からの一方通行的な取組はちょっ

とできないというふうに思っておりますので、そ

ういう検討していく組織等を立ち上げて、調査研

究を進めていきたいなというふうに考えておりま

す。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 調査研究ということ

でありますので、一つ一つ課題に向かっていただ

けると思いますが、子供たちは中学校３年間しか

ありませんので、今からでもすぐやってほしいと

いうのが子供たちの願いであります。なかなか声

を上げることのできない子供たちでありますけれ

ども、たくさんの子供たちがその思いを持ってい

るということはこの場で伝えさせていただきたい

と思います。

大項目２のほうに移らせていただきます。先ほ

どＮスポーツコミッションの自走化について伺い

ました。財源確保、具体的にどのようなものが考

えられているでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 財源として今取

り組もうとしているのは、いろいろなスポーツ施

設を活用したメニューを開発して、そこで人を呼

んで楽しんでいただいたりとか、あとノルディッ

クウオークなど今始めさせていただいているので

すけれども、そこで昼食を取っていただきながら

楽しんでいただくといったようなメニューも用意

しながら市民の皆さんに楽しんでいただくという

ことで、まずは今までそういった料金を徴収する

ような事業を持っていなかったものですから、そ

ういったことをまずは始めさせていただいている

というところでございます。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） たしか今年度で自走

化３年目完了というふうに思っていますが、今部

長から御答弁いただきました内容は整いますでし

ょうか。Ｎスポーツコミッション、３年後に自走

化するというふうに当初聞いていたと思います。

その３年目が令和３年度だと思いますが、整いま

すでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 実は一番大きな

自走化へのポイントとしては、やはり施設の管理

であるとか、そういったものが伴わないとなかな

か難しいという部分も正直あると思います。今年

度中には整うかと言われると、今のところ厳しい

という状況であります。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 市民も期待している
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Ｎスポーツコミッションでありますので、具体的

に進めていただくことはもちろん要望したいと思

いますが、市長にお伺いしたいと思います。

このＮスポーツコミッション、当然まち・ひと

・しごと創生総合戦略からスタートしていると思

いますが、財源を生む、その中で人も呼び込む。

しかし、地域の中に定着していくことが一番であ

ると思います。市長の描かれるＮスポーツコミッ

ションの理想像をお聞かせいただきたいと思いま

す。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 昨年度から合宿推進協議

会を発展的にＮスポーツコミッションに改組して

今年度で２年目ということでありますが、その前

段で地方創生の総合戦略の中で冬季スポーツの拠

点化ということを打ち出して、総合計画の中の大

きな柱の一つにも据えて、冬のスポーツ、名寄市

の財産をうまく有効に活用しながら冬のスポーツ

によってまずは交流人口の拡大であるとか、冬季

スポーツのメッカになっていこうと、こういった

ことでＫＰＩもつくって、様々な事業も展開をし

てきて、それぞれＫＰＩの中では例えば大会の誘

致、あるいは合宿受入れ、さらには子供たちの中

でジュニアの大会に多く出場する人数だとか、そ

うしたことをしっかりと目標クリアしてきていて、

一定の成果は出てきたのかなというふうに思って

います。一方で、冬季スポーツだけなのかという

ようなお話もございまして、スポーツそのものを

市民の地域の文化にしていこうと。そうしたこと

をしっかりとやっていくことで最終的には冬季ス

ポーツの拠点化にもつながっていくのだろうと、

そんな思いもあってＮスポーツコミッションを立

ち上げて、今現在に至っていると、こういうこと

であります。今石橋部長からもお話あったとおり、

様々な事業を展開しながら、自走化というか、自

主財源を獲得していくということもいろんな形で

やってきているところでありますけれども、スポ

ーツというのは教育的な側面も、あるいは行政施

策的な側面も相当、健康増進だとかということで

すね、強いということもありますので、ここはや

はり民間の力だけではなくて、行政の力もしっか

りとオンしながらもハイブリッドな形で進めてい

くということが今後のコミッションの大きな姿に

なっていくのではないだろうかというふうに考え

ております。先ほど議員からもお話のあった部活

動の改革なんていうのも、これＮスポーツコミッ

ションも主体的に教育委員会とよく相談をしなが

ら関わっていかなければならない部分だというふ

うに思います。地域を挙げてスポーツが身近に感

じられて、そして文化となり、健康で、そして地

域愛あふれる子供たちを育む、そしてそのことが

地域のあらゆる活性化につながっていく、そうし

た組織を今後とも目指していきたいというふうに

考えております。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） このＮスポーツコミ

ッションの取組についてはまだまだやり取りをさ

せていただきたいところでありますけれども、進

め方が悪くて、時間が足りなくなってきましたの

で、また改めて別の機会に議論させていただきた

いと思います。

最後の大項目のところでありますが、先ほど小

川部長から御答弁いただきました。福祉関係の内

容を中心に活用を考えていくということでありま

した。当然移転された後ということでありますが、

こども発達支援センターについては防音装置の効

いた部屋もあって、相談対応するにはとても安定

した環境であると思います。教育相談センターが

大変老朽化が進んでいて、相談対応もなかなか落

ち着いた状況でできないというわけではないので

すが、その中で十分やっていただいているのです

が、生かすことができないかなというふうにも思

っています。庁舎内での例えば生活困窮等の相談

で訪れられる方の相談も、申し訳ないですが、安

心して相談対応のできるスペースが確保されてい

るというふうにも思えない状況がありますので、
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そういう相談対応等でも使っていただけるような

お考えをお聞かせいただきたいなと思いますが、

いかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 先ほど答弁しま

したが、こども発達支援センターの中にいろんな

スペースありまして、今議員からありましたよう

に、防音の効いた相談ができるスペースも有して

おります。それは、先ほど言いましたけれども、

基本的には地域福祉の拠点施設ということであり

ますので、福祉を優先した考えがありますけれど

も、ただ福祉センターの中でも相談業務やってい

ますけれども、小部屋でなかなか場所が、入り口

にあったり、あまりいい状況にない部分もありま

すので、そういった面では総合的な中で活用を考

えたいというふうに思っていますし、教育相談セ

ンターだったり、例えば市の相談、その部分だけ

持っていくということになると業務の効率性含め

て連携が悪くなる部分がありますので、ただどう

いった形でできるかというのはいろんな御意見を

いただきながら今後検討してまいりたいと思いま

すので、今後とも何か忌憚ない御意見いただけれ

ばというふうに思っております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 以上で山崎真由美議員

の質問を終わります。

高齢者福祉について外１件を、遠藤隆男議員。

〇８番（遠藤隆男議員） 議長より御指名をいた

だきましたので、通告順に従い、順次質問をさせ

ていただきます。

まず、大項目の１、高齢者福祉について４点、

最初に小項目の１、支援体制の整備等についてお

伺いいたします。総務省統計局の２０２０年９月

１５日現在の推計データによると、我が国の総人

口が前年に比べ２９万人減少している一方、６５

歳以上の高齢者人口は前年に比べ３０万人増加し、

総人口に占める割合、高齢化率は２ ７％と過去

最高となっており、高齢化が進行し、令和７年、

２０２５年には団塊の世代が後期高齢者、７５歳

の年齢に達し、高齢者の増加による医療や介護な

ど社会保障費の急増が懸念され、令和２２年、２

０４０年には団塊ジュニア世代が６５歳以上とな

り、高齢者人口がピークとなり、高齢化率３５％

超になるとされる年であり、また現役世代の急減

により介護、福祉における人手不足、社会保障の

さらなる増大が懸念されております。本市におい

ても高齢化率は増加傾向にあり、平成３０年、２

０１８年の３ ０％から令和７年、２０２５年に

３ ４％、令和２２年、２０４０年には３ ４％

に達すると見込まれており、高齢独居世帯、高齢

夫婦世帯や認知症高齢者、老老介護、介護ニーズ

が高い後期高齢者の急速な増加が見込まれ、介護

歳出需要の増加、多様化も想定され、また総人口

の減少とともに生産年齢人口の減少も見込まれ、

地域の高齢者を支える介護基盤の確保が重要とな

ります。名寄市第８期高齢者保健医療福祉計画・

介護保険事業計画の策定に当たり介護予防・日常

生活圏域ニーズ調査、在宅介護実態調査、保健、

医療、福祉についてのアンケート調査、ワークシ

ョップにより様々な課題も見え、高齢者が地域で

安心して暮らしていくために２０２５問題、２０

４０問題に対応すべく、また地域共生社会の実現

を目指し、包括的な支援体制の整備や取組の強化

が行われていくと思いますが、今後の支援体制の

整備等進め方についてのお考えをお伺いいたしま

す。

次、小項目２、介護保険サービス以外のサービ

ス支援についてお伺いいたします。在宅介護実態

調査結果において介護保険以外のサービス支援に

ついて在宅生活継続のために充実が必要なものと

して、外出同行、通院、買物など移送サービス、

介護福祉タクシー等が上位にあります。また、独

り暮らしの高齢者や夫婦のみで暮らす高齢の方が

要介護、要支援認定となり、運転免許証を返納せ

ざるを得ない状況となった場合の通院時等の交通

の確保も重要であると考えます。外出支援サービ
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スや移送サービスを受けるには対象者も限定され

ており、今後はそういった対象とならない方への

支援を含め介護保険サービス以外のサービス、支

援体制の整備が必要であると考えますが、今後の

介護保険サービス以外のサービス支援の考えにつ

いてお伺いいたします。

次に小項目の３、健康づくりと介護予防の取組

についてお伺いいたします。高齢者一人一人が可

能な限り健康を維持して、要介護状態を防ぎ、要

介護度認定を悪化させない努力も大切ではありま

すが、コロナ禍で高齢者が自宅で過ごす時間は大

幅に増えたため、運動不足を解消しながら元気に

過ごせる取組が必要と言われております。外出や

運動を控え過ぎると身体機能が低下して、フレイ

ル虚弱が加速し、健康な高齢者でも動かない状態

が続けば筋肉量が失われるため、要介護予備群、

フレイルに移行しやすく、認知症予防のためにも

新型コロナ対策をしながら高齢者の健康を支援す

る取組が求められておりますが、本市における高

齢者に対する健康づくり、介護予防の取組につい

てお伺いいたします。

次、小項目の４、地域包括ケアＩＣＴネットワ

ークについてお伺いいたします。我が国の６５歳

以上の人口は増加の一途をたどっており、高齢者

をサポートする医療、介護へのニーズはますます

高まっており、団塊の世代が６５歳以上になる２

０２５年を目標に各自治体において地域包括ケア

システムの構築が求められ、現在本市においては

要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らし

い暮らしを人生の最期まで続けることができるよ

う医療、介護、予防、住まい、生活支援が一体的

に提供される地域包括ケアシステムの構築に向け

整備が行われていますが、医療と介護を連携させ

る地域包括ケアＩＣＴシステムの整備状況及び今

後のスケジュールについてお伺いいたします。

次に、大項目の２、農業振興について２点お伺

いいたします。小項目の１、本年度の地域農業総

括と新年度の実証試験についてお伺いいたします。

本年度も融雪が順調に進み、春作業も順調にスタ

ートできたと思いますが、４月下旬の低温、人手

不足による作付減少、移植作業時期の降雨、収穫

期の降雨により影響が出た作物もあったと思いま

すが、本年度の地域農業を総括して農畜産物の状

況についてお伺いいたします。また、毎年の作物

状況等の評価も踏まえ、振興作物のさらなる収益

性の向上、農業経営の効率化等を図るため農業振

興センターにおいて継続した実証試験が行われて

いますが、試験結果の活用及び新年度の試験内容

についてお伺いいたします。

次に、小項目の２、人手確保対策についてお伺

いいたします。本年度は中国人技能実習生が入国

できない状況となり、作付への影響も考えられま

したが、上川総合振興局、北海道電力ネットワー

ク株式会社、日甜、ＪＡ、本市職員等の援農があ

り、おおむね計画どおり作付できたとお聞きしま

す。しかし、今後も人手確保については大きな課

題になると考えます。春作業の人手確保について

は、スマートフォンアプリを活用したバイト募集

やハローワークを通じた求人及び人材派遣会社の

活用等、ＪＡと各農業者の方々により様々な取組

がされていると思いますが、本年度同様人手確保

が厳しい状況となった場合の本市としての支援策

等お考えについてお伺いいたします。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 遠藤

議員から２点にわたり御質問がございました。大

項目１は私から、大項目２は経済部長からそれぞ

れ答弁となりますので、よろしくお願いいたしま

す。

最初に、大項目１、高齢者福祉について、小項

目１、支援体制の整備等についてお答えいたしま

す。我が国の高齢化は加速しており、国立社会保

障・人口問題研究所の推計では令和７年以降に現

役世代の急減、令和２２年には高齢者人口がピー
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クとなり、以降減少に転じることが推計をされて

おります。本市の高齢者数は令和３年以降減少に

転じるものの、高齢者数における後期高齢者の占

める割合は上昇し、令和７年には６ ９％となる

見込みとなっており、介護サービス需要の増加、

多様化が想定をされます。このため、第７期計画

から引き続き地域包括ケアシステムの進化、推進

に向けて介護予防、健康づくり、認知症施策の推

進や令和７年及び令和２２年を見据えた介護サー

ビス基盤と介護人材の確保が重要になると考えて

おります。これらの課題に対応するため、これま

で介護保険事業の状況や地域特性を考慮し、令和

３年度から令和５年度の３年間を計画期間とする

名寄市第８期高齢者保健医療福祉計画・介護保険

事業計画の策定を現在進めているところでござい

ます。第８期計画における具体的な取組としまし

て、生活支援体制の整備では予防給付から地域支

援事業に移行しました訪問介護、通所介護につい

ては引き続き訪問型サービス、通所型サービス、

その他の生活支援サービスなどの実施や生活支援

コーディネーターによるサービス主体間との情報

共有、連携を図ってまいります。介護サービス基

盤の整備では、高齢者が住み慣れた地域で暮らし

続けることができるよう介護支援専門員をはじめ

医療機関や関係機関などとの連携や支援、介護相

談員等派遣事業による介護サービスの向上、介護

給付費等適正化事業による介護サービスの提供の

適正化を図ってまいります。喫緊の課題である介

護人材の確保、育成では介護を必要とする高齢者

の増加に対応できるよう国、道と連携をするとと

もに、介護人材就労定着支援事業の継続と制度内

容の精査を図ってまいります。あわせて、ＩＣＴ

等の活用により介護現場における業務効率化の取

組を強化することで介護職員の負担軽減が図れる

よう支援してまいります。高齢者の住まいでは、

高齢者が可能な限り住み慣れた地域で暮らし続け

ることができる住まいの確保が課題であることか

ら、新たな低所得者の高齢者向けの住まいについ

て検討を進めてまいります。

最後に、災害対策では近年の全国的な風水害な

どの自然災害の影響による社会不安が増大してい

る中、災害の発生に備え、日頃から介護事業所、

防災担当部局等との連携により物資の備蓄、調達

状況の確認等を行ってまいります。また、感染症

対策では新型コロナウイルス感染症に対する不安

が続く中、より一層市民に対する感染症予防の推

進が必要であることから、引き続き高齢者の肺炎

球菌、インフルエンザ予防接種の実施に対する助

成を実施するとともに、新しい生活様式をはじめ

とした感染症対策などの情報発信に努めてまいり

ます。今後も高齢者が可能な限り住み慣れた地域

でその有する能力に応じて自立した日常生活を営

むことができるよう医療や介護、介護予防、住ま

い及び日常生活の支援が包括的に確保される地域

包括ケアシステムの進化、推進をしていくととも

に、高齢者が生きがいを持って安心して暮らせる

まちを目指す取組をさらに推進してまいります。

次に、小項目２、介護保険サービス以外のサー

ビス支援についてお答えをいたします。外出同行

に係る支援につきましては、市内の訪問介護の１

事業所と社会福祉協議会に属するボランティア団

体、ほのぼの倶楽部が実施しており、介護保険の

認定者以外の方でも同行支援が利用できることと

なっております。また、移送サービスにつきまし

ては、歩行が困難な重度な介護状態で一般の公共

交通機関を利用することが困難な方への支援とし

てリフト付ワゴン車を利用し、通院を支援する外

出支援サービス事業を社会福祉協議会に委託し、

実施をしております。免許証の返納につきまして

は、運転免許証自主返納者に対し ０００円分の

商品券と反射板などの交通事故防止グッズを贈呈

をしているところです。その際に移動が困難で生

活に支障があるような場合については、利用が可

能な介護サービス等を説明をしながら支援につな

げさせていただいております。全ての高齢者を対

象とした移送支援のサービスの実施については人
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的、財政的に厳しいと考えますが、地域的な問題

や経済的な問題等によって通院や買物などの外出

が困難になっている場合にはその都度相談を受け

ながら必要な支援につなげるよう進めてまいりま

す。

続きまして、小項目３、健康づくりと介護予防

の取組についてお答えいたします。現在市民が自

らの健康に関心を持ちながら自分に合った健康づ

くりに取り組めるよう各種検診の受診や様々な健

康増進活動への参加に対してマイレージを付与す

るなよろ健康マイレージ事業を実施しております。

平成２７年度から事業を開始し、参加者は徐々に

増加してきておりましたが、令和２年度は新型コ

ロナウイルス感染拡大防止対策のため中止とした

ところです。第８期高齢者保健医療福祉計画にお

ける検討事項として、これまで継続して事業に参

加する方が少ないなどの課題もあるため取り組み

やすい内容にするなど事業内容の検討を始めます。

また、民間企業との連携なども視野に入れながら

効果的な事業実施につながる取組を進めてまいり

ます。また、これまで市では健康教室、健康相談、

介護予防教室などの高齢者の健康づくりや介護予

防の取組を進めてまいりましたが、新型コロナウ

イルス感染症拡大防止のため昨年の２月以降町内

会、行政などにおいて特に集団での活動を自粛す

る状況が続きました。その後、町内会や老人クラ

ブから道内の感染状況がある程度落ち着いてきた

ことにより健康教室や介護予防教室の開催の要望

があったため、新型コロナウイルスの感染防止を

配慮しながら開催をしてきております。本年度の

健康教室や介護予防教室の主な内容は、新型コロ

ナウイルス感染防止の方法、マスク着用に伴う脱

水症の予防、フレイル予防等の講話、また生活機

能改善機器を使用した介護予防教室では息が上が

らない軽めのプログラム内容を実施いたしました。

昨年の４月１日には国民健康保険法、高齢者の医

療の確保に関する法律及び介護保険法が改正され、

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施が施

行されました。本市における一体的事業は、国保

高齢医療係、保健センター、高齢者支援課、地域

包括支援センターが連携をし、国保のデータベー

スシステムの健診や受診データと併せまして健康

相談、健康教室や介護予防教室の参加者へ後期高

齢者への質問票による調査を実施し、その結果か

ら糖尿病性腎症重症化予防プログラム対象者及び

フレイル予防対象者を把握し、それぞれ保健セン

ターと地域包括支援センターによる保健指導や支

援を展開しております。また、今年度開始されま

したＮスポ健康ステーション事業にも参加をし、

少人数に限定をしましたが、１０月と１月に介護

予防教室を２回実施をいたしました。その他、高

齢者が自宅で実践できるフレイル予防として、フ

レイル予防のレシピを紹介する記事、「楽食レシ

ピフレイルを予防しよう!」と運動を促す記事、

「Ｌｅｔ’ｓ楽トレ！おうちで体操リフレッシ

ュ」を広報なよろに令和２年４月号から毎月連載

をしております。今後も新型コロナウイルスの感

染を予防しながらの生活が続くことが予想されま

すが、高齢者や地域の皆様が健康づくりと介護予

防に取り組んで安心して暮らしていけるよう新し

い生活様式の実践例に沿った施策の充実や体制整

備に取り組んでまいります。

次に、小項目４、地域包括ケアＩＣＴネットワ

ークについてお答えいたします。本市では、地域

包括ケアシステム構築の方策の一つとして情報通

信技術、いわゆるＩＣＴの活用により患者情報を

医療と介護で共有化し、名寄市における医療介護

連携の促進や地域における包括的な医療、介護の

支援及びサービス提供体制づくりを推進すること

を目標とし、令和３年４月からの本格稼働を目指

し、名寄市医療介護連携ＩＣＴ事業に取り組んで

おります。現在の進捗状況ですが、昨年５月から

６月にかけて名寄市立総合病院をはじめとし、上

川北部医師会、調剤薬局、歯科医院の医療機関や

介護サービス事業所向けに事業の説明会を実施し

てきました。新型コロナウイルス感染症等の影響
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から予定より内示が遅れておりましたが、昨年１

０月２７日に北海道からの補助金交付の内示を受

け、１１月から事業発注に係る契約手続及びアド

バイザー事業の開始等、事業に着手をいたしまし

た。事業着手後はシステム導入に併せまして補助

採択ありましたアドバイザー事業を委託業者の専

門職からシステム立ち上げから運用に向けた助言、

指導を受けまして、市内医療機関や介護サービス

事業所、関係機関への説明会等を実施し、準備を

進めてまいりました。本年２月２日には、医療機

関や介護サービス事業所の代表者等を委員とする

名寄市医療介護連携ＩＣＴ協議会を設置し、４月

から稼働するネットワーク運用の検討を開始をい

たしました。２月１５日から医療機関や介護サー

ビス事業所へのシステムのセットアップと操作説

明を順次進めているところです。また、一部の医

療機関と居宅介護支援事業所や介護サービス事業

所において２月２２日より１か月間先行トライア

ルを開始したところです。今後のスケジュールと

しては、３月中旬に先行トライアルを通して運用

上の課題を把握し、３月下旬には参加事業所を対

象としたワークショップを開催して、効果的、効

率的なシステム運営の検討を行います。また、市

民への周知、利用者への参加説明と同意手続を順

次行いながら７月からの本格稼働を予定している

ところでございます。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 続きまして、大項目

の２、農業振興について、初めに小項目の１、本

年度の地域農業総括と新年度の実証試験について

申し上げます。

本年度の地域農業につきましては、コロナ禍に

おいて外国人技能実習生の受入れ断念やソバなど

における価格への影響などが見られたものの、生

産者の皆さんの営農努力をはじめ関係機関、団体

の御指導や民間の皆さんの御協力、さらにはおお

むね天候にも恵まれ、実りの多い年であったと受

け止めています。中でも水稲は農林水産省の作況

指数が１０７の良となり、ＪＡのモチ米出荷数量

につきましては過去最高となりました。畑作物の

収穫量も全般的によく、成果物についてはスイー

トコーンが品質、価格ともによい結果となりまし

た。畜産については乳価、生乳生産量、個体販売

ともに安定しており、養豚では国内産豚肉の需要

増加によりまして大幅に販売が伸びるなどおおむ

ね全ての農畜産物がそろって好調の中で１年を終

えることができたと考えているところであります。

次に、農業振興センターにおける実証試験につ

いてでありますが、継続試験を中心にグリーンア

スパラ、カボチャ、大豆の品種比較試験、新たな

資材の効果測定試験、水稲における省力化技術の

地域適性試験、人工衛星を用いた生育状況調査な

ど実施してまいりました。新たな資材の効果測定

試験では、小麦における施肥法比較におきまして

増収効果や追肥作業の省力化を図る効果などが確

認をされたところであります。水稲における省力

化技術の地域適性試験として取り組みました疎植

栽培につきましては、収量の減少が伴うことから、

導入に当たっては十分な検討が必要な技術である

ことが明らかとなりました。また、人工衛星を用

いた生育状況調査では、大豆の生育に地域間で差

が生じていることが分かり、肥培管理による収穫

時期の調整、適期収穫に向けて今後関係機関と連

携し、栽培技術講習会を開催することとしており

ます。令和３年度の実証試験といたしましては、

今年度の検証を踏まえ、農業者の現地圃場を含め

た大豆の品種及び栽培方法の比較試験をはじめ、

薬用作物でありますカノコソウの病害虫対策、培

養苗の育成試験、また省力化栽培や資材の効果測

定試験など、これまでの試験精度を高めるため継

続して取り組んでまいります。また、実証試験以

外の取組では、これまで実施をしてきました土壌

診断結果から作物ごとの土壌傾向や肥料成分の働

きなどをまとめました「土壌診断によるバランス

のとれた土づくり」と題した冊子を作成しており、
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今後の土壌診断の推進と診断結果の有効活用に向

けて活用してまいります。今後とも地域農業に必

要な栽培技術の向上と普及に向けて農業振興セン

ターを核にＪＡ、農業改良普及センターなど関係

機関、団体と連携しながら試験研究に取り組み、

生産者への的確な情報提供と指導に努めてまいり

ます。

次に、小項目の２、人手確保対策について申し

上げます。本市における人材確保対策といたしま

しては、市立大学生による農作業従事の取組をは

じめ、本年度はアスパラガスの収穫作業において

受入れ農家１４戸に４３人、スイートコーンの収

穫作業におきましては受入れ農家１０戸に３６人

の学生が参加をし、農業を学び、地域に貢献する

とともに、学生と農村との新たな交流も生まれて

きております。また、今年度ＪＡにおいて新たに

取組を開始しましたスマートフォンアプリを活用

したアルバイトのマッチングにおきましては、農

業者８件、延べ２８９人の募集に対しまして道内

各地より２７７人が従事することとなり、９５％

の高いマッチング結果に今後の拡大、定着が期待

をされるところであります。新年度の取組につき

ましては、地域に定着してまいりました市立大学

生による農作業従事やスマートフォンアプリを活

用したアルバイトのマッチングなどを中心としＪ

Ａと連携し、役割を分担しながら取組を進めてま

いります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） それぞれ御丁寧な御答

弁いただきましたが、何点か質問をさせていただ

きます。

まず、高齢者福祉についてからお伺いをいたし

ます。小項目の１の今後の支援体制の整備等につ

いては、今後の進め方についてはおおむね理解を

させていただきました。今後本市においても単身

や夫婦のみの高齢世帯、認知症高齢者、老老介護、

介護ニーズが高い後期高齢者の増加も見込まれ、

また総人口の減少とともに生産年齢人口の減少も

見込まれているわけですから、やはり先ほどの御

答弁にもありました生活支援体制、介護サービス

基盤の整備であったり、また介護人材の確保、育

成、ニーズに合った高齢者向け住宅の確保、コロ

ナ禍においても災害時にもサービスが継続できる

災害、感染症に関わる整備等々、計画的に本当に

整備しなければならないことはたくさんあるとい

うふうに思います。時間があるようでそんなに余

裕はないのかなというふうに私は感じております

ので、市民の皆様の声をしっかりと受け止めた事

業となるよう市民への周知を含め、計画的にぜひ

進めていただきたいというふうに思っております。

よろしくお願いいたします。

次に、介護保険サービス以外のサービス支援に

ついてですが、今後のお考えについては分かりま

した。本市において高齢者数については令和３年、

２０２１年以降ですか、減少に転じる推計となっ

ていると思いますけれども、独り暮らしの高齢者

及び夫婦のみで暮らす高齢者については増加傾向

にもあることから、今後高齢者数における後期高

齢者の占める割合というものは上昇していくもの

と見込まれていると思います。そういうところで

移動手段となる交通手段、交通の確保の部分につ

いては早めに対応をしていくべきではないかなと

いうふうに考えるところです。本市は障がい者福

祉において名寄市内に居住し、在宅で生活をして

いる方で身体障害者手帳１級、または２級を所持

している方とか、視覚、体幹、下肢、または腎臓

機能障がい等で身体障害者手帳の３級を所持して

いる方、療育手帳のＡ判定を所持している方を対

象として病院等へ通院するための負担軽減を目的

としたハイヤー料金助成がありますけれども、今

後は高齢者福祉においても外出支援サービスや移

送サービスの対象外となっている市内に居住をし

て在宅で生活をされている方で、要介護、要支援

の認定を受けている独り暮らしの高齢者であった

り、夫婦のみで暮らす高齢者の方へも病院等へ通
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院するための負担軽減策としてハイヤー料金の助

成をと考えるところですけれども、御見解をお伺

いいたします。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 高齢

者に対する、通院に対する等の助成ということで

御質問いただきました。御質問の中に障がい者、

それから障がい児のハイヤー料金助成については

現在通院等のために要するハイヤー料金の一部を

助成している事業でございまして、対象者につい

ては一定の基準を設けて実施をしている事業とな

っております。この事業の対象者につきましては

６９４人いらっしゃって、そのうちの４７２人が

６５歳以上の高齢者ということで、全体の６８％

となっております。また、実際の利用につきまし

ては６５歳以上の方が約７８％と多くの高齢者に

利用いただいているところでございます。議員お

っしゃられるとおり、高齢者の足の確保は非常に

大きな課題ということで、計画の中でも大きな課

題の一つということにしておりまして、現在の市

内の公共交通の実情も踏まえながら今後の移動手

段、持続的な確保というところではそのための手

法については検討していかなければならないとい

うふうに考えております。先ほどの答弁にもさせ

ていただきましたが、今後につきましても歩行が

困難であったり、身体に支障があったりとか、ま

た経済的に不安がある方についてはこれまでも随

時相談いただきながら必要な支援につながるよう

努めてきておりますので、現行の支援とサービス

について御理解をいただければというふうに考え

ております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） 前向きな答弁だったと

いうふうに理解はさせていただきますけれども、

現在名寄市があるというのは様々な面で名寄市の

ために御尽力をされてきた高齢者の方々のおかげ

であり、今こそやっぱり恩返しを含め対策をしっ

かりと考える時期ではないかというふうに私は思

うところであります。高齢者の方々が安心して暮

らしていく上でもやはり便利な交通手段の形づく

りというのは重要であるというふうに考えますの

で、まずはその第一歩となるような取組をしてい

ただくことをちょっと要望いたします。

次に、健康づくりと介護予防の取組についてで

すけれども、コロナ禍において様々な制限を受け、

取り組めなかった部分も多々あるとは思います。

また、高齢者の方には町内会等の活動をはじめ行

動等にも制限を受け、今だったら、特に冬期間に

ついては積雪や気候の影響等により外へ出る機会

も減少し、本当に我慢をされているのが高齢の皆

様でないかというふうに私思っているところです。

高齢の方が住み慣れたまちで、住み慣れた地域で

暮らし続けるためにも疾病予防、介護予防、フレ

イル対策、認知症予防というのが重要であるとい

うふうには思います。国としても健康寿命延伸プ

ランや健康日本２１（第二次）の推進、市町村に

おける高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実

施を推進するとしておりますけれども、本市にお

いては第８期高齢者保健医療福祉計画・介護保険

事業計画の中で高齢者の保健事業と介護予防の一

体的な実施についてもされているというところで

すので、疾病、介護、認知症予防につながる取組

になることをぜひ期待しております。

また、健康相談、健康教育については、やはり

新型コロナ影響により実施できなかった時期もあ

ったと思いますけれども、また町内会、老人クラ

ブ等からの要望があって、やられているというこ

とですので、引き続きなよろ健康マイレージ事業、

これ知らないという方も中には結構いますので、

そういったところの市民周知を含めて、さらに町

内会、そういった老人クラブ等とも連携をして、

健康づくりと介護予防につながる取組となるよう

よろしくお願いをしたいというふうに思います。

次、地域包括ケアＩＣＴネットワークについて
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ですけれども、現在の整備状況、今後のスケジュ

ール等については分かりました。名寄市地域包括

ケアＩＣＴネットワークは、医療と介護が連携す

ることによって１つのチームとなって支え、高齢

者が住み慣れた地域で安心して生活できる取組で

あるというふうには思いますけれども、やはりこ

れは本人だけではなくて、家族にも安心してもら

える取組でなければならないと考えるところであ

ります。本市において高齢独居世帯、高齢夫婦世

帯が増加傾向にあることからもその御家族につい

ては市外や遠方に居住されている方も多くいると

思います。特に遠方に居住する家族にも安心でき

る取組でなければならないというふうに考えます。

地域包括ケアＩＣＴネットワークが構築されれば、

家族との連携の部分で遠方にいる家族に対しても

親がどんな様子でどんなケアを受けているかをス

マートフォン等で確認することも可能であるとい

うふうに思うのですけれども、遠方に居住する家

族との連携の部分についてのお考えをお伺いいた

します。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） ＩＣ

Ｔネットワークのことで再質問いただきました。

先ほども説明させていただきましたが、本年４月

から稼働開始しますけれども、まず最初にこのネ

ットワークに参加をしていただいて、徐々に申込

者数は増えていくかなというふうに考えておりま

す。まず、ＩＣＴを活用した本来行う医療と、そ

れから介護の連携の動向を見ながら今後のシステ

ムの更新、それから修正、それと参加事業所の拡

大などの検討を進めていきたいというふうに考え

ております。

御質問ありました遠方にいる御家族の方とかと

のそういったものへの活用ということですが、本

人や家族、それから離れている方に対してのスマ

ートフォンによるシステムの活用については技術

的には可能というふうに考えておりますので、今

後のこのネットワークの経過を見ながら検討して

いきたいと考えておりますので、御理解いただき

たいと思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） まずは本年の４月から

運用されるということで、最終的にぜひ遠方にい

る御家族の方には見えるネットワークづくりとな

るような取組になることをお願いをいたしたいと

思います。今後もワクチン接種ですとかコロナ感

染症対策も続くと思うのですけれども、高齢者施

策の将来ビジョンの基本目標にも掲げられており

ます市民みんなが安心して暮らせるまちづくりを

目指して、これ会派としても市長へ要望させてい

ただきますけれども、第８期高齢者保健医療福祉

計画・介護保険事業計画の具現化に向けて、また

地域共生社会の実現に向けた体制づくりに努めら

れ、市民にも分かりやすく周知されることを要望

して、高齢者福祉の部分については終わらせてい

ただきます。

次に、本年度の地域農業総括と新年度実証試験

についてですけれども、本年度の地域農業総括に

ついては名寄市の農畜産物は全般的によい年だっ

たということであり、本当に今年度も多くの地場

産物をおいしくいただくことができました。まず、

生産者の皆様はじめ御協力等をいただいた皆様に

感謝を申し上げたいと思います。御答弁では、本

年度はおおむね天候にも恵まれ、実りある、実り

の多い年だったということですけれども、その一

部には気候や様々な要因によって影響が出た作物

もあったと思います。また、農業振興センターに

おいても継続試験を中心とした各種試験、調査に

よって効果や課題も見えたと思います。新年度に

おいては今年度の検証を踏まえ、大豆の品種及び

栽培方法の比較試験をはじめ薬用植物、カノコソ

ウの病虫害対策、培養した苗の育成試験、地域農

業に必要な栽培技術の向上と普及に向けた省力化

栽培や資材の効果測定試験等されるということで
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したので、地域農業のさらなる発展につながるこ

とを期待しております。また、土壌診断結果をま

とめた冊子を作成されたということでもありまし

たので、農業者の皆様に配付をすることによって

土壌診断結果の有効活用、今後の土壌診断の推進

につながるというふうにも思いますので、併せて

期待をしております。

次に、人手確保対策についてですが、ＪＡさん

と連携をして、役割分担しながら取り組まれると

いうことでしたので、その部分についてよろしく

お願いをしたいというふうに思います。新年度も

本年度同様の援農があればいいのですけれども、

外国人技能実習生の受入れについては不透明であ

り、先ほどの御答弁にもありましたが、市立大学

生の協力であったり、スマートフォンアプリの活

用によって市内及び近郊からは一定程度の人手確

保はされているということですけれども、今後は

新たな形での人手確保、道内、さらには道外から

の長期アルバイトの募集をしてはと考えるところ

です。新型コロナウイルスの感染拡大に伴いまし

て解雇や雇い止めが全国で８万人に達し、道内で

も ０００人以上が職を失っているという状況で

あります。地方に目が向けられている今、中には

農業に興味を持ち、きっかけを待っている方もい

るのではないかというふうに私思っているところ

です。今そういった方を受け入れるチャンスでも

あるというふうに考えます。そのためにはやはり

住居等、受皿の部分ですけれども、特に生活環境、

通信環境を含め不便を感じない現代のニーズに合

った環境、そういったもの整えた状態で募集をし、

当初は長期アルバイトで来ていただき、さらに気

に入った、さらに興味を持っていただいた方には

地域おこし協力隊、農業支援へとつなげることも

可能ではないかというふうに考えるところですけ

れども、御見解をお伺いいたします。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 新たな労働力確保と

して、道内外から長期のアルバイトなんかの活用

もいかがでしょうかということと併せて、そうい

った体験を通じながら本市への新規就農に向けて

の誘導もどうかという、そういった面からの御提

言であったというふうに思いますので、貴重な提

言としてまずは受け止めさせていただきたいと思

います。

実は先ほど紹介したスマートフォンアプリを活

用してのアルバイトの関係でした。今年度初めて

の取組というのもあって、実際に雇用側で求人を

した方については春先の作業に限られたというの

が一つ課題としてありました。例えば申し上げる

と、ユリネの植付けの関係、あるいは水稲では田

植時の苗運び、あるいは田植の補助、あるいはア

スパラの収穫、スイートコーンの苗植えですとか

カボチャの苗植えということで、春作業に限られ

たということですので、まずニーズとして長期の

アルバイトというのがあるかどうかというのが一

つ課題としてまだ分からないところでありますけ

れども、これを通じて我々が受け止めたのは結構

道内の幅広い地域からこれを求めて、職を求めて

こられたということで、遠く釧路のほうからも、

あるいは帯広のほうからもあったということであ

りますので、そういったニーズはあるのだなとい

うことを受け止めさせていただきました。ただ、

これが潜在的なニーズなのか、コロナ禍による一

過性のものなのか、ここはしっかりと見極めなけ

ればいけないと思いますので、今年の実施に当た

ってその辺も状況を把握できないかどうか、これ

は農協とも少し打合せをして、実態把握などもさ

せていただきたいなというふうに思っています。

次に、ただ不足する労働力を確保する手とする

とこのアプリなど議員が言われたような道内広く、

あるいは道外からも視野に入るのかもしれません

けれども、そういったものを視野に入れながら続

けさせていただきたいというふうに思っておりま

す。これらの方を新規就農に向ける方策として、

居住環境なども整えながら受け入れるべきではな

いかという御提案がもう一点ありました。ここに
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ついては居住環境を整えるべきだというふうに思

いますが、ただ実際に研修生を前提として、新規

就農を前提とした研修として受ける場合について

は、これはある意味で行政の役割としてそういっ

たところの整備も必要かと思いますけれども、他

産業も含めて雇用主と働く側という関係の中でい

きますと、行政がどこまで立ち入るべきなのかと

いうところもあると思いますので、ここは状況を

踏まえながら考えていかなければいけないのだと

思います。ただ、議員が言われたように、労働力

の確保については多様な視点から今後も方策を求

めていく必要があると思いますし、今も民間サイ

ドで課題になっているのは外国人の技能実習生な

どをはじめ、その方たちの居住環境をどうするか

というのは農協を通じて我々にも要望が来ており

ますので、ここは農協などとも力を合わせながら

今後の在り方について検討させていただきたいと

思っておりますので、御理解をいただければと思

います。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） 様々な課題があって、

これは行政だけではなく、ＪＡさんと協働して、

農業者の皆さんの意見もしっかりと聞いていただ

きながらやらなければなかなか進むことはないと

思うのですけれども、やはりそういった様々な課

題はあると思うのですけれども、そういった受皿

の部分ですか、それしっかり整えておいておけば、

整えた状態で募集すれば来てくださる方というの

ですか、いると思います。これは、たまたま長期

アルバイトからさらに興味を持たれた方は地域お

こし協力隊、農業支援員へというふうに申し上げ

ましたけれども、またさらにはそういった長期ア

ルバイトで来てくださった方が名寄の地域性です

か、気に入ってもらって、名寄に住みたいなとい

うふうに思えた方がいれば、またハローワークと

の連携等によって就職のあっせんをするなど移住

定住へつなげることも可能ではないかというふう

に私考えているところなのです。さらに、今一定

期間地域に滞在をして、アルバイトで生活をする

といったスタイルを望むニーズというものはある

と思います。他市町村でもたしか事例があるとい

うふうにお聞きしますけれども、そういったこと

からも他業種へも広げていくことも可能ではない

かというふうに私考えるところです。今回農業で

の長期アルバイト募集という形で提案をさせてい

ただきましたので、この部分について御答弁は求

めませんけれども、今地方が本当注目されている

というところで今がチャンスだと思います。いろ

んな形でやることによって、そのためにも住居等

受入れの部分というのは非常に大事ではないかな

と思うのですけれども、いきなり来て、住まいが

なければそこで働けないわけですから、それが環

境の、今どきＷi―Ｆiがないところは多分誰も来

てくれません。そういった通信環境をしっかり整

えた住居等の受入れの部分の整備をされた上で募

集をしていただければ、様々な形での人手確保、

さらには移住定住につなげる一つの策になるとい

うふうにも思いますので、ぜひ検討していただき

たいなというふうに要望いたします。

最後になりますけれども、新型コロナの影響に

よる対策、支援については迅速、的確に経済政策

をはじめ様々な分野において現在も行っています

けれども、引き続きコロナ禍においてやはり全市

民が名寄市に住んでいて本当によかったと思って

もらえるような、まだまだ見えづらい部分の支援

ですか、対策、その辺もお願いをして、質問を終

わりたいと思います。よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 以上で遠藤隆男議員の

質問を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時５０分

再開 午後 １時００分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

新たな経済活動へ向けた取組について外１件を、
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今村芳彦議員。

〇６番（今村芳彦議員） 議長からの御指名であ

りますので、通告順に従い、順次質問を行います。

大項目１、新たな経済活動へ向けた取組につい

てお伺いをいたします。昨年のコロナ禍にあって

も名寄市の基幹産業である農業は堅調に推移をし、

ＪＡによる取扱高は過去最高の９２億円を超える

と推測をしております。各農業者にとってもよい

年であったなと感じています。その一方、市内経

済は依然として厳しい状況が続いております。名

寄市内においても経済格差の拡大があると認識を

しているところでありますが、行政として経営支

援対策、あるいは学生への給付をはじめ多くの施

策を打ち出すことで市内経済、市民生活の下支え

を行ってまいりました。このことは広く市民に理

解をされており、特に影響の大きな業種の方々か

ら感謝の声を聞く場面が多くあることをこの場で

申し添えておきます。新北海道スタイルもすっか

り定着をし、リモートワークやオンライン会議が

普及した現在、人や物の流れ、お金の流れ、働き

方や生活習慣全てにおいてコロナ禍以前から大き

く変化をしました。このことは、これまで以上に

将来予測や長期的な計画立案が難しくなったこと

と直結すると考えております。今後ワクチン接種

が始まることで一連のコロナ対策についても一段

落つくように感じられることから、改めてアフタ

ーコロナ、ウィズコロナの名寄市を見据え、質問

を行います。

小項目の１、中小企業振興条例に基づく店舗支

援事業等についてお伺いいたします。さきに述べ

たように、昨年度は農業者のように堅調な業種も

ある反面、飲食関係に代表する経営悪化した業種

もあることから、税収への影響は避けられないと

考えております。その中にあって、市が行ってお

ります経済対策でもある名寄市中小企業振興条例

に基づく店舗支援事業は多くの利用があり、コロ

ナ禍にあっても前向きな投資を行う事業者が一定

数あることは非常に明るい材料だと考えておりま

す。経済効果の長期的な循環が期待されることか

ら、大変重要な施策でもあると考えております。

さらなる経済活動の発展を踏まえ、当該事業の利

用実績と効果についてお伺いいたします。

小項目２、企業版ふるさと納税についてお伺い

いたします。信金中央金庫の事業として地方創生

応援税制における寄附、いわゆる企業版ふるさと

納税として ０００万円の応援をいただきました。

名寄市が推進をしている再生可能エネルギーによ

るまちの活力アップ事業への支援であることから、

物流拠点への推進が期待をされております。今後

の取組についてお知らせください。

小項目３、名寄高校駅に伴う各種計画の見直し

についてお伺いいたします。公共交通機関の利用

拠点でもあるＪＲ駅が移設をされ、市街地の近傍

となることは学生に限らず、一般市民にとっても

大きな利点となり、名寄高校の近郊を含め徳田地

区における将来性が大きく変化する可能性を秘め

ていると考えております。しかしながら、名寄市

の総合計画、まち・ひと・しごと創生総合戦略、

立地適正化計画といった名寄市の骨格をなす各計

画はもとより、名寄市地域公共交通網形成計画に

おいても明記をされておりません。当然今後は新

駅の利用促進に向けた取組などの施策展開を行う

ものと考えておりますが、計画の見直しについて

名寄市のお考えをお伺いいたします。

大項目２、より一層の強固な農業経営環境の構

築へ向けた取組についてお伺いいたします。小項

目１、有害鳥獣対策について質問いたします。昨

年大豊作の陰で山間部を中心にエゾシカの被害が

多発をしました。予防策として地元猟友会による

駆除が行われておりますが、さらなる被害軽減へ

向け個人だけではなく、地域全体の圃場へ侵入を

阻害する電気放牧柵の設置について提案をいたし

ます。現在中山間地域等直接支払制度による補助

はありますが、個人での導入及び施工となること

から、地域全体でエゾシカの侵入を阻む体制づく

りが必要ではないかと考えております。名寄市の
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有害鳥獣対策の現状と課題についてお伺いいたし

ます。

小項目２、土壌診断についてお伺いいたします。

農業振興センターで行っている土壌診断は、簡易

なｐＨ、ＥＣ測定からより専門的な微量要素の診

断まで細かい測定が可能となっております。昨年

の水稲作況指数は名寄市で１０７と近年まれに見

る大豊作ではありましたが、やはり天候に左右さ

れる部分が非常に多く、今後さらなる温暖化、そ

れに伴う集中豪雨、あるいは異常高温についても

対処することが求められてまいります。現在の取

組についてお伺いいたします。

小項目３、国のコロナウイルス感染症対策支援

事業の活用についてお伺いいたします。昨年施行

されましたコロナウイルスの影響で減収をした農

業者に対し行われた国の施策では、交付金を活用

し、次年度以降の作業機械や資材への投資の補助

が可能となるなど柔軟な運用となった経過があり

ます。先日の常任委員会で報告がありましたが、

一次申請と二次申請合わせて１７２件、１９１戸

の利用があり、その決定額は１億 ２１２万円と

なっております。この補助金は、さきにも述べた

ように、機械や資材の投資、すなわち新しく導入

する技術体系への助成とみなすことができます。

ここから農業者が今後はどの分野にどの程度の投

資を行うのか、どの作目、あるいは作柄、あるい

は技術が今後必要とされているのかがある程度予

測が可能であると。そして、今後の農業施策の策

定に当たり参考とすることが必要かと考えており

ます。同事業の実施状況についてお伺いをいたし

ます。

今回大項目２点にわたり質問を行いましたが、

根底には市内経済を効率よく循環させることで市

民生活全体への寄与すること、そして名寄市の独

自財源の増加へ向けた取組を強化すること、この

２点が今後の市政運営に大きく寄与するとの考え

からお伺いをするものであります。市内交流人口

の増加はもちろん、利益のあった企業や人から市

内へのトリクルダウンを誘導する、端的に申し上

げると少しでももうかった人や企業のひもを緩め

させる施策を打ち出すことで一刻も早くこのつら

い状況を皆で乗り越えられるように期待をして、

壇上からの質問といたします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 今村議員から大

項目で２点にわたり御質問をいただきました。大

項目１、小項目１については私から、大項目１、

小項目２及び３については総合政策部長から、大

項目２については経済部長からそれぞれお答えい

たします。

まず、大項目１、新たな経済活動へ向けた取組

について、小項目１、中小企業振興条例に基づく

店舗支援事業等についてお答えいたします。当該

事業については、新型コロナウイルス感染症に対

する経済対策の一つとして昨年６月に名寄市中小

企業振興条例施行規則を一部改正し、補助基準の

拡充、緩和を行いました。これは、新型コロナウ

イルス感染症の影響による厳しい経済状況におい

て中小企業の積極的な投資を後押しし、地域経済

の持続を図ろうとするものです。改正内容は、新

型コロナウイルス感染症の影響により減収が見込

まれる令和２年度の特例として補助率のかさ上げ、

補助限度額の引上げ、下限事業費の引下げを実施

しております。名寄市ホームページ、名寄商工会

議所及び風連商工会から各会員へのお知らせ、地

元新聞社による報道などにより市内事業者へ周知

を図るとともに、昨年８月に事業者及び施工業者

向けの説明会を開催し、事業概要や改正ポイント、

申請手続などを説明いたしました。２月末日時点

での補助金の申請状況について、中心市街地近代

化事業、申請件数４０件、交付決定額１億 ８８

４万 ０００円、店舗支援事業、申請件数８９件、

交付決定額 ７５６万 ０００円、創業支援事業、

申請件数１３件、交付決定額 ５９８万 ０００

円となっております。具体的な改修事例として、

店舗入り口のドアを非接触の自動ドアに変更、手
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洗い場の蛇口を自動水栓化し、センサー式蛇口に

改修、壁紙や床板に抗ウイルス、抗菌加工を施す

などウィズコロナ、アフターコロナを見据えた改

修が目立っており、市内店舗の新型コロナウイル

ス感染症の感染予防対策が着実に進んでいること

がうかがえます。また、多くの事業者に活用いた

だいている状況から、経営意欲の向上につながっ

ており、ひいては雇用の維持に寄与しているもの

と考えます。閉塞感漂うコロナ禍において市内事

業者の設備投資ニーズに応える事業として好評を

得るとともに、事業を請け負う市内施工業者から

も高い評価をいただいているところでございます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 私からは大項目

１、新たな経済活動へ向けた取組について、小項

目２、企業版ふるさと納税について申し上げます。

議員からお話ありました信金中央金庫による企

業版ふるさと納税につきましては、信金本店が所

在する地方自治体が申請可能という事業であった

ことから、昨年末申請をさせていただきました。

再生可能エネルギーへフォーカスした取組で、全

国的にも珍しい事業内容となっていたこともあり、

上限額いっぱいの認定を受けることができました。

地球温暖化対策は国としても喫緊の課題であり、

各産業ごとでは知恵を出し合い、世界へ貢献すべ

く努力を重ねていることと思います。今回は道北

の課題である持続可能な物流の構築に資する取組

としてエネルギー転換の実証試験を行うものとな

っており、物流の幹線輸送で使われている冷凍、

冷蔵ボックスの充電を太陽光発電によるエネルギ

ーへ転換が可能か、名寄が充電拠点となり得るこ

とができるかを確認させていただこうと考えてお

ります。現在市内事業者との連携など打合せを始

めておりますので、今後事業設計ができましたら

お知らせしていければと考えております。その他

事業などへの企業版ふるさと納税の活用につきま

しては、対象事業が名寄市まち・ひと・しごと創

生総合戦略へ掲載された考えに資する取組が対象

となっており、有効な財源として企業側との調整

が整えば取組を進めてまいりたいと考えておりま

す。

次に、小項目３、名寄高校駅の設置に伴う各種

計画の見直しについて申し上げます。令和３年度

に設置工事に着手する名寄高校駅ですが、通学さ

れる生徒の皆さんにはかなりの利便性向上になる

と考えております。また、ＪＲ北海道と連携した

利用促進に資する取組として次期宗谷線アクショ

ンプランにも掲載する予定となっており、国にお

いて地域の主体的な取組として評価されることと

思います。総合計画を最上位計画とする各計画に

つきましては、昨年末議員協議会で報告をさせて

いただきました総合計画中期実施計画の見直しの

中で主要施策、地域公共交通の取組の中に名寄高

校駅設置事業を追加させていただきました。計画

の中に直接書き込む想定はしておらず、あくまで

も計画の具現化へ向けて取り組む実施計画事業と

して位置づけておりますので、御理解いただけれ

ばと思います。新駅の利用促進に向けた取組につ

きましては、駅名からも分かるように目の前が大

切な地元高校でありますので、高校の魅力の一つ

として活用いただくなど地域、圏域から愛される

高校になっていただけたらと思いますし、生徒に

大切にされる駅となるよう維持管理も含め高校と

連携してまいりたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 続きまして、大項目

の２、強固な農業経営環境の構築へ向けた取組に

ついて、初めに、小項目の１、有害鳥獣対策につ

いて申し上げます。

本市の有害鳥獣による農業被害につきましては、

エゾシカやアライグマによる食害が主であり、Ｊ

Ａの調査によりますと令和元年度の被害額は約７

７０万円と推計され、過去５か年の平均被害額、

約９１０万円と比べ減少となっております。本市
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における農作物の被害防止対策といたしましては、

名寄市有害鳥獣農業被害防止対策協議会におきま

して猟友会の協力の下、エゾシカ、キツネ、アラ

イグマを対象に捕獲、駆除を実施しております。

これに加えて、農業者による自主的な被害防止対

策といたしまして電気柵による有害鳥獣の農地へ

の侵入防止や箱わなによるアライグマの捕獲が取

り組まれており、これら全市的な取組が農業被害

の減少に結びついているものと受け止めてござい

ます。電気柵設置への支援につきましては、中山

間地域等直接支払制度交付金を活用し、名寄地域、

風連地域、それぞれの協議会事業として取り組ま

れており、電気柵設置に必要な資材購入経費に対

し２分の１以内の支援となっております。近年の

設置状況につきましては、平成１９年度には両協

議会合わせまして５１件、総延長で約６９キロの

新規設置がございましたが、令和２年度では６件

で総延長約６キロと大きく減少する一方で、更新

が８件、総延長約６キロとなっており、これまで

の事業を通じて一定の整備が進み、更新期を迎え

ていると考えられます。

議員から御提案のありました電気柵の共同設置

についてでありますが、設置者の合意形成など前

提となる条件も想定されますが、個々に整備する

よりも低コストで広範囲をカバーすることにつな

がるものと考えられ、未設置の農地や電気柵の更

新時期を迎える地域も少なくないことから、今後

の被害防止策の有効な手段の一つとして受け止め

たいと考えております。なお、先ほど申し上げま

したように、電気柵への支援事業につきましては

中山間事業を活用した名寄、風連地域協議会によ

る取組でありますので、今後地域からの御相談や

会議の機会などを通じまして情報提供を図ってま

いりたいと考えております。

次に、小項目の２、土壌診断について申し上げ

ます。農作物の安定生産と品質の向上には土作り

と適切な肥培管理が重要であります。特に気象変

動の激しい近年は作物への影響も大きく、圃場間

での収量、品質差も見られますことから、天候不

順の影響を制限するため地力の増進は欠かせない

ものであります。作物に適した土壌条件をつくる

ためには輪作体系の構築や排水対策などの取組に

加えまして、土壌の現状把握と適正施肥に取り組

む必要があることから、農業振興センターにおき

まして土壌診断と診断結果に基づく施肥設計、指

導を実施しているところであります。これまでの

利用実績といたしましては、令和元年度の利用農

業者数が１８１人で微減傾向にあるものの、診断

件数は年間約 ７００件で横ばいとなっておりま

す。しかし、利用農業者数は全体の約４割程度で

あること、作物や地域別の利用割合にも偏りがあ

りますことから、利用者の拡大、土壌診断の定着

が課題となっております。また、これまで蓄積さ

れた土壌診断結果から土壌に含まれる肥料成分に

偏りがあることが分かり、作物に必要な成分とこ

れまで施肥されてきた肥料の成分や量がかみ合っ

ておらず、土壌中に含まれる成分に過不足が生じ

ている状況も明らかになっております。こうした

状況を踏まえまして、本年度過去５年間の土壌診

断結果を基に作物ごとに整理した土壌の傾向とと

もに肥料成分の有効な働きと欠乏状況、過剰状況

の説明、各作物の要素障害の写真やイラストを載

せた冊子を作成し、本年２月に各農業者へ配付を

し、土壌診断の普及、定着と利用促進に取り組ん

でいるところでございます。今後も講習会の開催

や各生産部会における研修会などの機会を通じ情

報提供に取り組むとともに、生産者からの御相談

や指導において土壌診断の有効活用を促し、一層

の安定生産を図ってまいります。

次に、小項目の３、国のコロナウイルス感染症

対策支援事業の活用について申し上げます。新型

コロナウイルス感染症に伴う国の農業支援策とし

て、感染防止対策や経営継続のための取組を支援

する経営継続補助金及び売上げが減少するなどの

影響を受けた高収益作物の次期作に向けた取組を

支援する高収益作物次期作支援交付金が国の第一
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次、第二次補正予算に伴い講じられ、当地域にお

きましても事業の要件に沿った設備、機械の導入

などが取り組まれております。このうち事業の継

続、転換のための機械、設備などの導入を目的と

する経営継続補助金では、申請件数１７２件のう

ちドローンや自動操舵装置などスマート農業関連

機器の導入が４６件で全体の約２７％、営農の継

続に必要な移植や耕起、選果などの作業機が９８

件で約５９％、フォークリフト、トラックなど運

搬作業機が２７件で約１６％となり、省力化やス

マート農業に向けた機器導入の動きが進んでいる

状況ということがうかがえます。また、この事業

では複数農家による共同申請が可能でありまして、

１０件の共同申請のうち７件がドローンを導入し

ており、共同化により作業が限られる機器の利用

効率を高め、導入経費の軽減を図る取組も見られ

ました。今後も農業者における作業機械、設備の

ニーズを把握し、国の支援制度などの情報収集と

提供を通じて農業者の負担軽減に努めてまいりま

す。また、多くの生産者が取り組んだ今回の事業

をはじめといたしまして、各種事業などにおける

生産者の皆さんの意向や平時からの相談や対応、

会議などの機会を通じて得る情報などを併せまし

て今後の農業施策に反映してまいりたいと考えて

ございます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 御丁寧な答弁をいただ

いたと思っております。順次再質問させていただ

きます。

まず、大項目の１番、中小企業振興条例に基づ

く店舗支援について御説明がありました。かなり

の件数の利用があったということで、特に入り口

のドアですとかセンサー式の水道というような本

当にコロナウイルスの対策という部分にもそぐう

内容で取り組まれているのかなというふうに思い

ます。ハード面についてはこれである程度整備が

可能かと思いますが、ソフト面、例えば誰かが何

か行うといったようなコロナウイルス対策に係る

ような取組についても今後補助を行うのかどうか

という点についてお考えをお伺いいたしたいと思

います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 今回の中小企業

振興条例施行規則の改正の際ですけれども、先ほ

ど例示をさせていただいた３つのハード事業であ

りますが、そのほかにソフト事業であります街な

かにぎわい事業、これは商店街の活性化を推進す

るためのものですけれども、これについても補助

率のかさ上げというものを実施させていただいて

おりました。これを既に活用していただいており

まして、具体的な活用の事例といたしましては名

寄地区、風連地区の飲食店が実施した新北海道ス

タイルの徹底や消毒液の設置などの感染予防対策

への取組ですとか、風連地区飲食店の新規開発メ

ニューなどをタクシーで自宅や職場に届ける風連

出前館などのソフト事業についても支援をしてお

りまして、コロナ禍を乗り越えようとする地域自

らの発案によるこうした取組については大変心強

く感じているところでございます。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） こちらがといいましょ

うか、この施策の中である程度想定していない、

かつそれでも効果的な経済対策という部分につい

ても広く支援をされているなという印象があるよ

うに思います。中小企業というのは、本当に名寄

市の根幹をなす経済構造の一部であると考えてお

ります。先ほどの壇上でも申し上げましたが、こ

の中小企業がしっかりもうけるというところを重

点的に執り行っていただくことというのが今後経

済対策の一つの軸になるというふうに強く考えて

おります。またさらに、今後の展望といいましょ

うか、このコロナウイルス、今コロナウイルスだ

けに対策をしているだけではないですけれども、

コロナウイルスの拡大を防ぎながら経済を今生き

残らせようとしている対策というのが主なのかな
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と思いますが、そうではなく、さらにもう一つ、

コロナが終わってからさらにＶ字回復を目指すよ

うな、そういう対策についてお考えがあれば、お

伺いをしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 現在コロナの影

響が長期化している状況で、先が見通せない状況

にあります。ただ、議員おっしゃるとおり、真の

意味での経済の活性化のためには感染防止対策を

徹底した上で地域経済を回すために必要な施策に

取り組むことが重要だと考えております。まさに

そうした意味では、この中小企業振興条例に基づ

く補助事業というのは地域経済を回すという意味

での施策だと思っております。ただ、先ほど答弁

させていただきましたが、これは令和２年度の限

定した限定的な措置となっております。一方で、

名寄市の商工業振興に係る基本計画を今策定して

いる最中で、これに併せまして施行規則のいわゆ

る補助事業につきましても見直しを進めておりま

して、中小企業振興審議会、あるいはその検討部

会においても審議をいただいてるところです。た

だ、これについては令和４年度からの施行という

ものを目途にやっているところでありますので、

そうしますと令和３年度というところが少しどう

かなというところがありますが、そこについては

長期化するコロナ禍の中にありまして、これまで

同様商工会議所、商工会、３者と連携しながら、

あるいは産官金連携なよろ経済サポートネットワ

ークにおいて金融機関の意見をいただいたりしな

がらその都度必要な施策について検討する必要が

あると思っておりまして、国や道の施策、市の経

済状況なども注視しながら適宜必要かつ持続可能

な対策は講じなければいけないと考えているとこ

ろでございます。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 先ほど壇上でも申し上

げましたように、農業者は結構もうかっている農

業者が多いと。お金の使い道に困っているところ

もあるというような話を一部伺って……私ではな

いです。すみません。一部伺っていることから、

農業者から少しでも上前をはねると言ってしまっ

たら変な言い方ですけれども、いかにもうかった

企業から経済をトリクルダウンに向かっていくか

というところしっかりと取り組んでいただきたい

なと思います。特に今回民間が主体になっており

ますタクシーの配達事業というのは、本当に農繁

期にお食事を届けていただけるような取組につな

がってくるというふうに考えております。これ将

来的にわたって定着をしてきたらまた新たな一つ

の産業の形として形づくれるのではないかなとい

うふうに思います。これからまた、令和３年がま

だちょっと不足をしているという部分があるそう

なので、どんな状況になるか分かりませんけれど

も、そういう民間の執り行いというのもしっかり

拾いながらぜひ取り進めていただきたいというよ

うに思っております。どうぞよろしくお願いしま

す。

続いて、小項目の２番、企業版ふるさと納税に

ついて再質問いたします。取りあえず現状このま

ち・ひと・しごと創生総合戦略に資するものとし

ての取組ということで再生可能エネルギーによる

まちの活力アップを図っていくと。まだまだ研究

段階ということで、具体的な数値目標というのは

今後煮詰めていっていただけるのかなというよう

うにも思います。そこで、今後まちづくり会社と

いうものが恐らく起きてくるのではないかなと思

いますが、そことの連携、あるいは市民生活に直

接どういう影響があるのかといった点、お考えが

あればお伺いをしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） まず、まちづく

り会社ということでお問合せありましたけれども、

この間答弁をさせていただいておりますとおり、

そういった市内の事業者の中でまちづくりに関す

る取組について参画いただける一つの事業所が増

えたということで、我々としても非常にたくまし
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い、期待をしているところであります。まちづく

り、どのような恩恵があるかといったことでいう

と、代表質問の中でも市長のほうから答弁させて

いただきましたけれども、やはりこの先王子とい

う工場が停機をすることが見えておりますし、そ

の後しっかりと、総合計画にもありますこの地の

財産を生かした取組として再生可能エネルギーと

いうのは非常に可能性を感じておりますし、そう

いったものが新たな産業として定着することでそ

れに関連する事業が活性化されたり、いわゆる好

循環が生まれる起爆剤になれば非常に明るい材料

を提供していけるといったことで、そして当然こ

こでお住みいただく、お住まいいただくというこ

とでは雇用という部分も非常にキーワードになっ

てくると思いますので、そういった産業をしっか

り定着させるべく努力を続けて、雇用の受皿とし

てもしっかり対応していければと考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 雇用対策ということに

もつながるということでありました。これは、そ

のとおりかなというように思っております。また、

今回信金中央金庫さんからの寄附でありましたけ

れども、この企業版ふるさと納税という仕組みは

企業が寄附をした９割を損金で計上することがで

きるという法人税法上の特例措置を使ったもので

あると考えておりますので、これもちろんほかの

企業さんにとってもある意味プラスになる部分、

先ほど言いましたけれども、もうかって黒字にな

っている企業にとってはいいことになってくるの

かなと。そしてさらに、名寄市とのある程度コネ

クションもつくっていくということを考えれば、

名寄市が企業にとって魅力あるまちなのですよと

しっかりＰＲをしていくことが今後さらにこの企

業版のふるさと納税を増やしていくことにつなが

るのかなというように考えております。自由に使

える ０００万円だと私は考えておりますので、

こういう財源を独自に増やしていけるような取組、

これからもぜひ進めていっていただきたいという

ようにお願いをして、ここは閉じさせていただき

たいと思います。

続きまして、小項目の３、名寄高校駅に伴う各

種計画の見直しでありましたが、まず総合計画の

一部でありましたか、具現化に向けた事業で記載

があるということでありました。確かに私が持っ

ている公共交通網形成計画も令和元年の計画であ

りますから、高校の駅ができる前の計画でもあっ

たということで、これ仕方ないのですけれども、

新しい駅ができてくるというところで、例えば中

心市街地にある名寄駅と高校駅、あるいは風連駅、

智恵文といったところの地方の駅との連携といい

ましょうか、ダイヤの改正状況等、現状お話しで

きることあれば、お伺いをしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 今回提案させて

いただいております名寄高校駅ですけれども、こ

ちらは主に今まで調査してきた内容から見ても利

用者がほぼ名寄高校の生徒さんが利用されている

といったような東風連駅、こちらについてはそう

いったような利用状況でありました。そんなこと

から、それであればそばに寄せてあげて、利便性

をしっかりと高めてあげることが地元高校の利用

促進につながると、進学促進につながるといった

ことで取り組まさせていただいております。公共

交通網形成計画の考え方ですけれども、ＪＲ、い

わゆる鉄路というのは公共交通の幹線の位置づけ

であることは間違いありません。その計画の中で

も幹線の中心を担うのが名寄駅といったところで、

名寄駅を中心にいかに二次交通、三次交通を効率

よく伸ばしていくのかという考えの下、ちょっと

構成をさせていただいております。そういうこと

ですので、議員からも最初の質問の中でも入って

おりましたけれども、計画へ溶け込ませるといっ

たような思いというのは十分我々も受け止めさせ

ていただいておりますけれども、私の考えとして

はそれぞれ予算化させて具現化していく事業、政
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策ありますけれども、そういったものは当然我々

も市民の皆様は当然ですけれども、いろいろな方

々から御意見をいただきながら提案をさせていた

だいて、それをしっかりとやはり説明、そして議

員協議会、それから各委員会、そして予算委員会、

決算委員会と、しっかりとそこで議論を深めてい

くことが重要かなと考えておりまして、そういっ

たことを重ねていくことで総合計画をしっかり前

へ進めていきたいというふうに考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） あくまでまち全体のバ

ランスを見ながらというようなお答えだったのか

なと思っております。今回名寄市の各計画という

のを自分も調べている中で、名寄市都市計画用途

地域というところになると思います。これですけ

れども、この名寄高校の周囲というのが第１種中

高層住居専用地域というところに指定をされてい

るというところで、これ住宅が建ってもいいよと

いう地域なのかなという認識をしております。で

すが、これを航空写真等の、グーグルマップで見

ますとかなり農地がまだ占めている部分があると。

今後農地の転用して住宅地を造成していく、ある

いはコンビニでもできるのかなというようなこと

が正直考えられると思うのですが、そういうこと

が今後起きていくように私は感じられているので

すけれども、ちょっと考え方お聞かせいただきた

いと思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） いわゆる市街地

が広がっていくといったような傾向、まさにその

ことを一定程度将来ビジョン、計画をつくって見

せることによって我々が市民の皆様と一体となっ

て進めるコンパクトなまちづくり、コンパクトシ

ティーのイメージをしっかりとお伝えするという

のが今回の区域の設定をさせていただいた目的で

ございますので、当然これからいろいろなまちづ

くりの政策、施策出てくると思いますけれども、

ここは立地適正化計画をやっぱり根底に据えた政

策をこれから展開していかなければならないと考

えておりますので、そういった広がりについては

我々の計画の中では、そういったことをなるべく

避けるためにつくった計画でもありますので、御

理解いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 実際コンパクトシティ

ーを目指すに当たりなかなか難しいバランス感覚

が必要とされる問題なのかなという認識も私もし

ております。ですが、というわけではありません

けれども、客観的に見て、例えばハザードマップ

を見てもここの地域は洪水の想定される地域から

も外れていることですとか、現状徳田地区のショ

ッピングセンターが近傍にある、あるいは学校が

近傍にある、そして駅が近いとなったら、どうし

てもそこに対する期待度というのが市民目線で広

がってしまうのではないかなという懸念を私は抱

えております。純粋に経済だけを考えると、そこ

に住んでくれる人が増えるというのは非常にあり

がたいことなのですが、全体を見る、まちづくり

の将来をちゃんと見ていくという中ではある程度

厳しく制限をかける、あるいはもっと強く中心地

に向かって誘導していくという施策展開が今後必

要になってくると私は考えているのですけれども、

なかなか現状、郊外に向かって市街地が広がって

いくというのを止められない状況にもあると思い

ます。今後その状況を打破していく、打開してい

くためにちょっと強い決意というものがあれば、

お聞かせをいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 今立地適正化計画と、

それから公共交通網の２つの側面からというのが

今のやり取りの中で少し浮かび上がってきたかと

思いますけれども、立地適正化計画の中で居住誘

導区域、そして都市機能誘導区域、これはまさに

コンパクトシティーをつくっていくという一つの

考えであります。これは、私どもの反省でもあり
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ますけれども、なぜコンパクトシティーが必要な

のかということについては再度市民の皆さんに改

めていろんなデータを用いながら周知させていた

だきたいと思います。例えば今お話しになってい

ます徳田地域ですけれども、確かに民間のアパー

トですとかたくさん建っておりますけれども、そ

のアパートに居住される方、もう少し具体的に想

像しますと、例えば比較的若い御夫婦の方だとす

るとあと２０年、３０年たつとそこはどうなるの

かといった、そういう時間軸の問題等も出てくる

かと思います。そういったことですとか様々な財

政的な課題、それからそういったものをもう少し

丁寧に御説明できる機会があれば、私ども積極的

にそこはさせていただきたいと思います。ただ、

コンパクトシティーといってもそこだけにぎゅっ

と凝縮する、市街地、中心部にぎゅっと凝縮する

のではなくて、様々な歴史的な経緯ですとか、あ

るいはお話しになったような事業活動による集積

もあるかと思います。そこをどういうふうにつな

げていくのかというのが公共交通網のネットワー

クの話ですので、この２つの側面から将来のまち

づくりについては時間軸と現状も丁寧に御説明し

ながら、様々な意見をいただきながら、しかも計

画自体はこの状況ですと必ずどこかで見直さなけ

ればなりませんので、それも含めて適宜進めさせ

ていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） これについて適宜なタ

イミングでぜひ見直しを図っていただいて、なお

かつ中心市街地の利便性を向上していく、再活用

を行っていく、駅前の、申し訳ありませんけれど

も、アーケードがかなりシャッターが目立ってき

てしまっているという現状、本当に心苦しく感じ

ておりますので、ぜひ外に何か生かせないかと、

まちの真ん中で商売やって、住んだほうが絶対プ

ラスになるのだよ、これからの若い人、分かった

というような、そういう気持ちで取り組んでいた

だければなというようにこれお願いをして、次の

大項目に移りたいと思います。

それで、大項目２番、有害鳥獣対策についてと

いうことでありました。現状被害額が若干少なく

なっているというところで、昨年の秋口ぐらいに

報告いただいたときには前年の捕獲頭数を上回っ

ているというような状況もあり、被害額が減少し

たというところに驚きがある部分もありますけれ

ども、これ地域全体を、一人一人が自分の圃場を

囲むのではなくて、地域全体で山から鹿の侵入を

防ぐという取組が効果的であると認めていただい

た部分があるのかなというふうに私は理解をいた

しました。これ大変ありがたいことだなと思いま

す。これの提案をいたしました一つの理由として、

やはり農業者、自分で設置をするには高齢化もあ

り、特に山の急斜面、中山間地ですから、斜面を

設置して歩く、あるいは回収するという作業、か

なり難しくなってきてるという現状もございます。

これ補助自体は中山間地の直接支払制度で２分の

１が柵としてかかりますけれども、それをうまく

使う、あるいは農業者自身が自腹を切る等によっ

て業者に施工をお願いしてしまえばいいのではな

いかと、そういうような考えもありました。これ

は農業者、では自分でやればいいではないかとい

うわけではなく、共に助ける共助という意味合い

から市役所として農業者が被害にちゃんと困って

いるということを聞きながら、なおかつ市内のそ

ういう施工を行えるような事業所に向けて話をす

ることでお互いが利益を循環できることにもつな

がっていくというように考えておりますので、こ

れはぜひ取り進めていただきたいというようにお

願いをしておきたいと思います。

続いて、小項目の２番、土壌診断についてもお

伺いいたします。土壌診断、土壌の成分、肥料成

分等を分析するということでありました。私のと

ころにも過去のデータを頂いたまとめた資料等あ

りました。その中で、まだまだ全体の４０％の利

用にとどまっているというところから、今後展開

を進めていきたいというお話だったと思いますけ
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れども、これがなぜ進まないかという一つの要因

で、これ風連の農業者に多いと思いますが、翌年

の肥料を秋のうちに購入をしておくという文化が

ちょっとあります。秋のうちに購入してしまうの

で、作付が終わってから土壌診断をしても意味が

ないのだと、そういうような考えにどうしても達

してしまう場合があるのです。これ非常にロスに

なると。農業者自身も余計な肥料をまいてしまい、

環境負荷をかける、なおかつ収穫量が上がるかと

いえばそうでもないと。お互いにとってメリット

のないことを今やっているケースがあると思いま

すので、ぜひこれをまず打開するのが必要である

と。そのためには意識づけということも必要だと

思いますが、栽培歴という何月に何の作業を終え

てというところのペーパー、昨年の協議会のほう

の資料で頂いていますけれども、その中に例えば

秋に土壌診断を行うというような作業の体系とし

て一つ組み込む方針ですとか、あるいは１戸当た

り２点の土壌診断を名寄市が行いますよと。そし

て、土壌成分のばらつきを全町的に把握をして、

マッピングをして、そして全町的な傾向を分析し

ましょうといったような取組を行うことで肥料成

分を全町的に有効活用できるようになるのではな

いかなというようにも考えております。なかなか

肥料の細かい話をしてしまうと臼田部長も答弁さ

れるのが大変かなと思いますので、避けておきま

すけれども、まず肥料の状況等をしっかりと分析

する、また圃場の地域特性というのがかなり変わ

ってきますので、それも求めて細かな指導や施肥

設計を行えるような専門の職員を配置してはいか

がかなと考えておりますが、ちょっとその点お考

えをお伺いしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 今村議員が言われる

ように、土作りは非常に大切なことでありますの

で、土壌診断を基に適正な施肥をしていくという

ことが作物の安定生産につながりますし、場合に

よっては所得の向上、あるいはコストの削減にも

つながる、あるいは環境への負荷の低減にもつな

がるということで、あらゆる面において効果があ

るものだというふうに思っています。それの必要

な策として土壌診断の専門的な技術員が必要では

ないかということでありますが、ここについては

農協からの派遣により土壌診断については特定の

人の派遣をいただいているということが一つあり

ます。それと、土壌診断に専門ということではあ

りませんけれども、ここについては農業の専門的

な技術員も２人配置をしておりますので、決して

土壌診断に対して専門的な知識がないということ

ではないと思いますし、またこれまでのデータ、

あるいは指導の積み重ねの中からもそういったノ

ウハウを十分振興センターの中で有しているとい

うふうに私どものほうでは把握をしてございます。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 施肥設計を行える方が

いないというような印象を受けてしまったのは非

常に申し訳ないなと思いますが、現状その２人の

方がいらっしゃるのは私も承知をしております。

その２人もなかなか圃場の夏場といいましょうか、

圃場に出て作業をするうちというのはそっちにあ

る程度集中をしてしまう場合も考えられます。細

かく診断をしていくという、あるいは先ほどの答

弁でもあったかと思いますけれども、ドローンで

すとかＩＣＴ環境という新しい分野というのはな

かなか我々農業者にとっても理解しづらい部分も

ありますし、当然専門のある程度見識がなければ

そこ理解することができない、広めることもでき

ないと考えております。ぜひそういうＩＣＴ関係

も特化したような人材を育成できるよう取り計ら

っていただければありがたいなと。これ要望とし

てお願いをしておきますので、ぜひ一考いただき

たいと思います。もしこの土壌診断、しっかりと

全農家、農業者が行って効果があるかどうかとい

う話ですけれども、例えば水稲においてケイ酸分

が少ないといった場合にケイ酸の補給をすると必

ず収穫量が上がります、品質も向上します、必ず
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もうかります、農業者がもうかると必ず市は潤い

ますというので、これ自分たち農業者だけがもう

かるような話ではなく、名寄市全体の利益に対す

るものでありますので、ぜひお考えをよろしくお

願いしたいと思います。

そして最後、小項目の３、コロナウイルス感染

症対策の事業の活用ということで、この中で非常

に多くの金額が投資に回ったなというように私も

思います。１７２件で１億 ０００万円、本当に

１件１００万円以上の金額をかけて、さらなる投

資、増収、あるいは新しい技術といった挑戦的な

姿勢が今回見てとれたというのは非常にありがた

いことだなというように思っています。ここで問

題として私が捉えているのは、確かに今後ドロー

ンや自動操舵、人手不足というところから考えて

も合致すると考えております。どんどん人手が要

らない農業が増えてきてしまうというように感じ

ております。この人手が要らない農業というのは、

もちろん地域人口が減少することに合っているよ

うで、実はそれを進めているのではないかという

懸念、そしてアスパラ、あるいはスイートコーン、

カボチャといったような人間の手が必ず介入する

作物に対して今度作付意欲が減退するのではない

かというような懸念を抱いております。これ全国

的な傾向かもしれませんが、名寄市としては本当

に広い面積の水田、そして手工業的なアスパラ、

あるいは寒締めホウレンソウももちろんそうです

が、そういう特産的な取組というのを両立今後し

ていかなければならないというように考えており

ます。その両立に向けてお考えがあれば、お話を

お伺いしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 今、今村議員から言

われたところがまさに今名寄の農業が直面してい

る課題なのかなと思っています。間違いなく１戸

当たりの経営規模が拡大しているという状況があ

る中で、その面積を効率的に栽培していくとする

と、その一つは作物を転換していくということに

なるでしょうから、いわゆる大規模畑作に向かう

ところがある、そういう傾向がどうしても出てく

るのだと思います。ただ、一方で名寄市の農業の

強みというのは様々な農産物があることによって

リスクの回避がされているということがあります

し、作物の中にはまさに地域を代表するような特

産品なんかもありますので、そういった多品種の

ものをどう維持していくかというのがもう一方で

は課題になっていくのだと思います。ＩＣＴの活

用は確かに省力化のところがありますけれども、

決してそこだけでは今後ないのだと思うのです。

そういった多品種のもの守るための一つの技術と

してＩＣＴを活用することもできるのだというふ

うに思いますので、ここ様々な技術ですとかノウ

ハウを生かしながら今、今村議員が言われたよう

に、やはりこの地域の農業の特色を消さないよう

な形でぜひ今後も努めていきたいと考えておりま

すので、御理解いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） やはりもちろん大規模

で均一な農作物というのは必要になりますし、そ

れに併せて一つの経営の柱として野菜関係、必ず

存在しておりますので、ぜひ両立できるような支

援策、今後検討していただきたいというように思

います。１つの面積の中でいろんな作物を作るこ

とができる。だけれども、それをできないのは人

手がいないからだということになるということは、

名寄市内の多くの水田、あるいは農地の潜在的な

能力をまだまだ使い切っていないということに私

はなると考えております。例えば本当に市内で仕

事がない、暇な人がいるのだったらちょっと仕事

しに来いと。そういうような人が安定的にある程

度仕事できるようになれば農業者ももうかります

し、そういう仕事がない人たちの雇用対策に必ず

つながってくると思います。まだまだどういう施

策展開ができるかというところまで私も勉強不足

ではありますけれども、名寄市内の人口、あるい

は農地全てをしっかりと使いながら新しく利益を
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生んでいくというような姿勢、今後必要になって

くると考えておりますので、ぜひ取組を進めてい

っていただきたいというように思います。

時間もありませんので、最後に加藤市長の口か

ら今までの創業支援等も含めてまだまだ名寄市が

大丈夫だよというようなお話から我々農業者、我

々と言ったら語弊が出ますけれども、ちゃんとも

うかった農業者含めて利益循環できるような取組

をしたいというようなお話をちょっと分かりやす

く元気よくいただければありがたいなと思います

ので、お願いをしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 様々貴重な御提言をいた

だきまして、ありがとうございます。コロナ禍の

中でも１年近く以上は経過をしている中で名寄市

としても、繰り返しになりますけれども、様々な

国や道の施策をしっかりと遂行していくことに加

えて、独自の政策をいろんな形で行っていくこと

によって最小限に経済の落ち込みを防げているの

ではないかというふうに承知をしているところで

あります。一方で、まだまだ厳しいというお声も

聞いていますので、これは逐次しっかりと機を捉

えて様々な政策を打ち出し、対応していきたいと

いうふうに思っています。一方で、いやいや、厳

しいところでなくて、もうかっている業種もある

のだと。特に俺はもうかっているというお話もあ

りましたので、ぜひとも今後Ｖ字回復していく中

でそうした皆さんの力も大きく活用しながらしっ

かりと経済を前に進めていくための様々な施策も

展開していきたいというふうに思います。なかな

かコロナ禍によって大変先行きが見えないという

お話もありますけれども、一方で地域にとっては

大きなチャンスでもあるというふうに私はいろん

なところで言っているし、捉えているところであ

りまして、これをしっかりと追い風として捉えて、

今後名寄市が発展していくようにまた様々な施策

を短期、あるいは中長期で展開していきたいとい

うふうに考えておりますので、今後とも御支援を

いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 以上で今村芳彦議員の

質問を終わります。

地域医療の充実に関して外２件を、佐久間誠議

員。

〇４番（佐久間 誠議員） 議長から御指名いた

だきましたので、通告順に従い、大項目３点につ

いて質問いたします。

まず、大項目の１、地域医療の充実に関して、

小項目１、コロナウイルスワクチンについて伺い

ます。ファイザー社のワクチンが本年２月１４日

に薬事承認され、２月１７日から準備が整った地

域へ暫時ワクチン配送が行われています。接種に

当たっては医療従事者から始まり、４月以降、名

寄地区には５月連休頃までという報道もあります

が、６５歳以上の高齢者を対象にしたワクチン接

種を行うことが予定されております。本市におい

てもワクチン接種対策チームが設置され、遺漏の

ない接種に向けた準備態勢の構築に努力されてお

り、様々な御苦労をされていることに対し関係者

の皆さんにまずもって感謝申し上げたいと思いま

す。国のほうの取組やスケジュールなどに変更も

あり、不確定な点もあると思いますが、可能な範

囲でお答えください。接種体制と進行計画、医療

関連予算について、まず本市における接種体制の

考え方と今後の進行計画についてどのように考え

ているか伺います。さらに、ワクチン接種での医

療関連予算について市立総合病院にはどの程度下

りてくるか、満度に予算づけされるのかどうかお

伺いいたします。

優先接種について質問いたします。医療関係者

の後に高齢者、基礎疾患を有する方、高齢者施設

等の従事者、そして一般の方々、１６歳から６４

歳までと言われておりますが、緊急時に出動を余

儀なくされる職業の方、例えば警察の方だとか、

あるいは自衛隊の方、かかってしまうとクラスタ

ーの発生が危惧される職業の方、各学校の先生だ

とか介護に従事されている方、ここなどを優先し
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て接種するなどの考え方はないかどうかお伺いい

たします。

小項目の２、コロナ対応ベッド数と医療従事者

の現状について。本市と近隣自治体でのコロナウ

イルス感染の状態は幸いにも医療崩壊とは聞いて

おらず、コロナ病床が満床になることはなかった

ものだと理解しておりますが、この間病床はどの

程度確保されていたのか伺います。また、ＥＣＭ

Ｏ、体外式膜人工肺稼働の場合、医療従事者の看

護体制が人数的に厳しくなると聞いているわけで

すが、この辺りの現状についてお聞かせください。

小項目３、名寄市立総合病院の経営課題につい

て。自治体で運営する病院の多くはどこも財政で

苦労していると推察しているわけですが、本市に

おいても同様な状態にあると思います。そこで、

直近の名寄市病院事業会計で見る流動比率につい

て、その割合とどのような認識を持たれているか

について伺います。さらに、薬価算定基準の改定、

令和３年４月と診療報酬改定、令和２年度による

名寄市立総合病院の経営の影響と見通しについて

どのように分析されているか伺います。

次に、大項目２の農業の振興について伺います。

小項目１、労働力不足の現状と対策について。コ

ロナウイルス感染症の世界的な蔓延で昨年は中国

からの研修生が来られなくなるなど、本市におい

ては特に農業分野での労働力不足が懸念されてお

ります。前年度は国内に滞在していた他の外国人

労働者を急遽受入れするなど対策を打ったものの、

就労ビザがない労働者がいたことで送還するなど

課題があったと聞いております。本年の見通しに

ついてお伺いいたします。あわせて、都市部にお

いてはコロナによる失業も深刻化していることか

ら、北海道が取り組む異業種チャレンジ奨励事業、

この活用で労働力不足の解消を図ることはできな

いか、その可能性について伺います。

小項目２、農畜産品を活用した六次産業化につ

いて。コロナ禍の中で事業の衰退を食い止めよう

と様々な経済対策がされています。そうした中で

本市における基幹産業、農業を基軸にした産業の

活性化、再構築を図っていくことが大切であるこ

とを改めて痛感しております。農業における生産

物は人々の健康を守り、命を育むために欠かせな

い大切な存在でありながら、第一次産業は利益を

生み出しにくい構造となっております。そこで、

生産から先にある加工食品の製造、販売など本市

における農畜産品を活用した六次産業化の今後の

方向性について伺います。

小項目３、食育の推進と地産地消について。本

市においては小学校教育から食育の推進と地産地

消を取り上げ、推奨されているところであります

が、名寄産の農畜産物がなかなか買えない、特に

肉や野菜というアンケート結果があります。この

辺りをどのように考え改善し、振興を図っていく

かについて伺います。食育、そして地産地消を進

めていけば、地場農畜産物を活用した食品加工に

結びついていきます。みそ造りなど楽しみながら

技術の継承している町内会や団体もあり、生涯学

習として食育、地産地消は受け継がれ、浸透して

いるのは本市の秀でた点であると思います。そう

した視点からも、名寄地区の食品加工の拠点とし

て活用されているあぐりん館は必要な施設ではな

いかと思います。そうした環境は残していただき

たいと思いますが、いかがでしょうか。お伺いい

たします。

大項目３、教育行政について、小項目１、中学

校の配置計画について。学校の整備については大

規模な予算措置を伴い、将来の生徒数の推移や名

寄市内の公共施設立地のバランスなど様々な視点

から見極め、計画的に進めていかなければならず、

本市にとって大きな課題となっています。そこで、

老朽化した名寄中学校と東中学校の今後の学校施

設の在り方と配置についての考え方について伺い

ます。

小項目２、高等学校の在り方と間口問題につい

て。高校入試も大雪の影響で１日延びるというア

クシデントに見舞われながらも３月４日に２１１
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校で実施されました。本市においては、少子化の

影響により高校の間口を維持できるかどうかが懸

念事項であったわけですが、出願状況からも大変

厳しいものがありました。酪農科学科の間口維持

について考えられていること、名寄市内高等学校

魅力化推進委員会で検討されていることなどにつ

いて伺います。

小項目の３、名寄市立大学の運営と今後の展開

について。大学院開設を目指してのイメージと大

学院設置で期待されることについて伺います。当

面２年間の修士課程のイメージなのか、あるいは

在校生で希望者はどの程度いるのか、また財政に

関わる点で心配する市民もおられます。ハード面、

あるいは大学院生を教える教授陣をどのようにそ

ろえられようとしているか、現段階で描いている

ことについてお伺いいたします。

最後になりますが、名寄市立大学の学生寮アル

カディア、公共施設個別施設計画、Ｂ評価、築２

５年について、時期は別としても今後改築される

ときには行政などの意向として町中への移動も考

えられるのかどうか最後にお伺いいたしまして、

以上、壇上からの質問といたします。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） ただいま佐久間

議員から大項目で３点にわたり御質問をいただき

ました。大項目１のうち小項目１及び２は私から、

小項目３は病院事務部長から、大項目２は経済部

長から、大項目３のうち小項目１及び２は教育部

長から、小項目３は大学事務局長からの答弁とな

りますので、よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、地域医療の充実に関して、

小項目１のコロナウイルスワクチンについてお答

えいたします。新型コロナウイルスワクチンの接

種体制につきましては、先日の議員協議会で説明

したとおり、高齢者については集団接種を基本と

し、名寄市民文化センター多目的ホール及びふう

れん健康センターにおいて完全予約制にて行う予

定であります。接種開始の日程につきましては、

ワクチンの供給状況が確定していないため明確に

お答えすることはできませんが、ワクチンの入荷

が確実になった際には速やかに接種を開始できる

よう準備を進めてまいります。接種に関する費用

につきましては国庫補助にて賄われることとなっ

ておりますが、接種体制の確保に関わる費用とい

たしましては令和２年度と令和３年度にかけて実

施となるため繰越明許となることを想定しており

ます。接種を希望される方が安心して接種できる

体制を構築できるように関係機関とも連携しなが

ら進めてまいります。ワクチンの接種につきまし

ては国が接種要領を定めており、医療従事者と高

齢者、基礎疾患のある方といった順に接種を進め

ていくこととされております。ワクチンの確保が

段階的になる中で重症者、死亡者をできるだけ減

らす観点から接種順が定められているものであり、

市としての考えを反映できないものであることを

御理解願います。

次に、小項目２のコロナ対応ベッド数と医療従

事者の現状についてですが、新型コロナウイルス

感染症に対応する病床数などにつきましては新型

インフルエンザ等特別対策措置法に基づき北海道

知事の下総合調整が行われており、本市及び近隣

自治体におけるコロナ病床数及びその確保状況に

つきましてはこの場でお答えすることはできませ

んので、御理解願います。また、ＥＣＭＯの使用

に関しましては、新型コロナウイルス感染症に特

化して使用する機器ではなく、名寄市立総合病院

においては循環器疾患などの手術の際などに複数

の職種でチームを組んで稼働させており、ＥＣＭ

Ｏの稼働が即看護体制に影響を及ぼすものではな

いとお聞きをしております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） 私から

は大項目１の小項目３、名寄市立総合病院の経営

課題についてお答えいたします。

１点目の市立総合病院の会計上の流動比率につ
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きましては、確定している令和元年度決算におい

ては１０ ２％の数値となっておりますが、令和

３年度の予算上においては７２％と大変厳しい数

値となっております。これは、予算編成上の性質

として収入面では国庫補助等については例年並み

に試算しながらも、支出面ではコロナ対策等で決

算見通しに沿って増額して計上していることなど

によるもので、一般的に見ても予算上の比率数値

をもって経営状況を判断する指標とはなり得ない

ため現状では分析等は行っておりませんので、御

理解願います。

２点目の薬価算定基準の改定と診療報酬改定に

よる影響との見通しについてですが、薬価制度に

ついては令和２年度で大幅な改定が行われ、大き

な変更点として２年ごとの改定が毎年改定となり、

令和３年度は初めての毎年改定が行われることに

なります。改定の影響を受ける品目は長期収載品

の８８％、後発品の８３％などほとんどの品目が

改定を受けることになり、薬剤費削減額は国費で

００１億円、全体で ３１５億円と言われてお

ります。全ての病院においてはこれまで薬品の納

入価格を交渉して、薬価差益を上げる努力をして

きましたが、改定後はその分を国に吸収されてし

まうことになります。今後においては、使用薬剤

の選定や購入方法の検討など新たな対応が必要と

考えております。また、薬価改定での利益減少分

は、ＤＰＣ係数の上昇分で若干の吸収を見込んで

おりましたが、この間のコロナ対応における診療

実績の変化についてどのように評価されるのか指

針が示されていないことから、現状では見通しの

立たない状況となっております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 続きまして、大項目

の２、農業の振興について、初めに小項目の１、

労働力不足の現状と対策について申し上げます。

農業者の高齢化や後継者不足などにより労働力

不足が課題となる中、本市におきましてはＪＡ道

北なよろが管理団体となり、外国人技能実習生を

受け入れ、特に人手を必要とする畑作物の生産に

おいては労働力としても重要な役割を果たしてお

り、実習生、受入れ農業者、双方に大きなメリッ

トとなっております。今年度の外国人技能実習生

については、新型コロナウイルス感染症拡大の影

響を受け、受入れが困難となりました。受入れ予

定農家では、不足する労働力を補うため近親者や

ワーキングホリデー及び人材会社の活用などこれ

までにない人材確保の取組も進められてきました。

また、関係機関、団体などからの援農なども加わ

りまして、大幅な作付変更を伴うことなく、１年

の営農を終えることができました。本年の見通し

につきましては、現在新型コロナウイルス感染症

拡大を防止するため入国制限の措置が取られてお

り、不透明な状況でありますが、今後国の対応を

見ながら受入れ予定農家及び農家で構成する協議

会とＪＡとの協議により判断がされ、対応が検討

されることとなります。市といたしましては、引

き続きＪＡと連携を密に取り、必要な対応につい

て速やかに協議、対応してまいります。議員から

御提案のありました北海道の異業種チャレンジ奨

励事業についてでありますが、新型コロナ感染症

の影響による離職者を人手不足が深刻な業種へ就

職を促し、人材確保を図る取組を支援する事業と

なってございます。他産業と農業とのマッチング

につきましては昨年道から照会を受け、ＪＡで検

討したものの、人手が必要な時期が移植や収穫な

ど短期間のため要望に至らなかった経緯があり、

また本事業の要件が常勤かつ１年以上の雇用契約

となっていることからも活用は難しいものと考え

ているところであります。異業種との連携につき

ましては、お互いの繁忙、閑散時期や雇用期間な

ど条件面で調整が難しいなど課題はありますが、

今後も農業者のニーズを捉え、必要に応じて対応

できるようＪＡと連携、協議をしてまいります。

次に、小項目の２、農畜産品を活用した六次産

業化について申し上げます。一次産業の農林漁業
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と二次産業の製造業、三次産業の小売業を総合的

かつ一体的に進める六次産業化につきましては、

農畜産物に新たな付加価値を生み出し、所得向上

や雇用確保につながる取組であり、農業を基幹産

業とする本市におきましては地域資源であります

安全でおいしい農畜産物が豊富であることから、

魅力ある取組の一つとして受け止めております。

また、六次化された商品はその地域を象徴する商

品として個性や魅力が高く、その商品を求めて市

外からも足を運び、お土産品として御購入される

方が増えるなど地域の活性化や情報発信にも効果

が期待がされます。本市における取組事例といた

しますと、六次産業化の先駆けでもあります大福

などの餅製造をはじめとしまして、トマトジュー

スやワイン、学校給食で使われるみそなどのほか、

昨年は農村地区にファーマーズカフェや冬期間限

定ではありますが、テークアウト店がオープンす

るなど、今後六次化を目指す農業者へのよい刺激

になるものと受け止めております。市といたしま

しては、今後も六次化サポートセンターなどの相

談機関の紹介をはじめとしまして、各種補助制度

の情報提供など丁寧な相談対応、支援に取り組ん

でまいります。

次に、小項目の３、食育の推進と地産地消につ

いて申し上げます。食育の推進につきましては、

現在第３次食育推進計画に基づき市をはじめ関係

団体などで構成をします名寄市食育推進協議会を

設置するなど、実践から拡大へをテーマに官民に

おける取組を進めているところであります。アン

ケート調査につきましては、第３次食育推進計画

の中間年に当たり検証を行うため実施したもので、

御質問のありました名寄産農畜産物を購入しやす

いかと思いますかの設問ではとても思う、どちら

かといえば思うとの肯定的な回答につきましては

５ ８％で、平成２８年度に比べまして１％の微

増、品目別では野菜が７１％と一番多く、お米が

５ ５％、肉は３８％となってございます。また、

自由記述の御意見といたしましては、地元産の品

質の良さ、安全性を認識して購入している、名寄

産を地方に送っている、以前より名寄産コーナー

が多く目につくようになったとの御意見の一方で、

価格が高い、販売品や販売場所が少ない、冬の販

売が少ない、どこで販売されているか分からない

などの御意見もいただくなど地元農産品への関心

の高まり、地産地消への結びつきの一方で引き続

きの課題もうかがえる結果となりました。市とい

たしましては、今後も一人でも多くの皆さんが地

元の農産物を手に取り、御利用いただけるよう産

業まつりや地産地消フェアなどのイベントを継続

するとともに、生産者をはじめ民間の皆さんの取

組や直売などの情報発信によりまして購入機会を

広くお知らせしてまいります。また、生産者の皆

さんの努力や苦労によってできました貴重な農畜

産品に対する感謝の念、食に関する正しい知識や

健全で健康な食生活を送ることができるよう関係

機関、団体と連携しながら食育と地産地消を推進

してまいります。

次に、みそ造りなどの食品加工技術の継承など

の環境確保についてでありますが、日本の食文化

の伝承、あるいは農畜産物の有効活用と長期保存

など市民活動としてはもとより、食育や地産地消

の推進からも重要と考えておりまして、現在食品

加工施設を運営し、市民の皆さんに御利用いただ

いているところでございます。今後も施設の利用

状況や運営コスト、施設の老朽化などを勘案し、

各種計画との整合性を考慮しながら市民の皆さん

が職員確保に取り組める環境を確保してまいりま

す。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 私からは大項目３、

教育行政についての小項目（１）と（２）につい

てお答えをいたします。

初めに、小項目（１）、中学校の配置計画につ

いてですが、これまで学校施設の老朽化対策と耐

震化を推進するため名寄南小学校や風連中央小学



－125－

令和３年３月９日（火曜日）第１回３月定例会・第３号

校の改築などに取り組んでまいりました。また、

現在智恵文地区小中学校の義務教育学校の新設な

ど財政状況を勘案しながら着実に整備を進めてき

ました。残された課題として、名寄市街地区の名

寄中学校、名寄東中学校が旧耐震構造であること

に加え、施設の老朽化が激しいことから、早急な

施設整備が必要となっております。このことから、

来年度においてこの２校の耐力度調査を実施し、

整備の方向性について検討していきたいと考えて

おります。また、中学校の学校施設を整備するに

当たっては将来にわたっての生徒数の推移や建築

場所など様々な要因を加味しながら進めていかな

ければならないことから、検討委員会などの組織

の設置も視野に入れながら、関係者の皆さんから

意見をいただきながら検討を進めていきたいと考

えております。

次に、小項目（２）、高等学校の在り方と間口

問題についてですが、市内の高等学校は人口減少

や少子化の影響により中卒者数は減少傾向にあり、

定員割れが続いております。このような中、道教

委から示された公立高等学校適正配置計画案では

令和５年度の配置計画案として市内高等学校２校

の欠員の状況等を踏まえ、再編の検討について示

されたところでございます。このことから、本市

においては地域の生徒が学びたい専門的な知識を

得たり、希望する大学に進学することや自分の目

指す職業に就くことなどの夢が実現できるように

高等学校教育の望ましい在り方について市内高等

学校在り方検討会議や名寄市内高等学校魅力化推

進委員会などを通じ間口の問題や利用する校舎、

子供たちから選ばれる学科の設置など魅力ある学

校づくりについて市民議論を重ねてきたところで

ございます。今年度の市内高等学校の入学志願者

の状況を見ますと、市内中学卒業生の５割以上が

市外の高等学校などに進学希望している状況で、

特に名寄産業高校の酪農科学科につきましては４

名の出願がありましたが、名寄市内からの受験者

はゼロという結果になり、酪農科学科の維持自体

が厳しい状況にもなってございます。本市におい

ても酪農科学科の間口維持のために名寄産業高校

酪農科学科受験者交通費等助成事業や名寄市高校

生資格取得支援事業に取り組んでいますが、なか

なか実効のあるものにもなっていないのが現状で

ございます。しかし、酪農科学科は全国から生徒

を募集することが可能となる学科という優位性も

あることから、引き続き職業科の間口の在り方に

ついて高等学校在り方検討会議などで検討し、道

教委に意見反映してまいりたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 丸箸大学事務局長。

〇市立大学事務局長（丸箸啓一君） 続きまして、

小項目３、名寄市立大学の運営と今後の展開につ

いてお答えいたします。

初めに、１点目の大学院開設を目指してのイメ

ージと期待されることについて申し上げます。現

在大学内で検討している大学院のイメージは、現

在の保健福祉学部を基盤にした上に１つの研究科

を置く２年間の修士課程を想定しています。大学

院の目的は保健、医療、福祉に関する地域の課題

に主体的に取り組み、総合的な専門知識、調整能

力、リーダーシップを発揮して、地域に貢献でき

る高度専門職、研究者、教育者を育成することと

して検討を進めています。４年制の市立大学を開

設して１５年目を迎えようとしていますが、これ

まで一定程度の志願者を得て、入学生を確保して

きました。その背景には公立大学であることのほ

かに高い国家試験合格率と高い就職率、さらには

卒業生への評価があると思います。これに加え、

大学院の開設は専門性が高く、新しい知見を生み

出すことを可能にする教育研究機関であることか

ら、その効果は保健福祉学部の教育研究活動にも

波及するものであり、名寄市立大学がより魅力あ

る大学になるものと考えているところです。大学

院生確保の見通しと教員の確保は現状の課題とし

て捉えておりまして、調査を進めてまいる予定と

しています。
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次に、２点目の学生寮アルカディアについて申

し上げます。大学学生寮は平成７年に建築、平成

８年度から供用を始め、２５年が経過している建

物です。現状は、外壁全体にひび割れが見られ、

屋上防水の塗装も剥がれている箇所が見られてい

る状況です。そうした状況を踏まえ、市立大学将

来構想では学生に対する住環境整備の支援として

民間活力による学生寮等の整備を盛り込みました。

昨年１１月に入寮生を対象に行った建て替えに関

するアンケートでは、回答者のうち９割以上が現

在の場所かより大学に近い場所にあったほうがよ

いとする回答をいただきました。当面は、名寄市

個別施設計画に示すとおり、入寮生の生活に支障

がないよう日常的に点検を行い、必要に応じた修

繕をもって施設の機能維持、長寿化を図ることと

併せて、ＰＦＩなど官民が連携する手法を参考に

しながら施設の更新を検討していきたいと考えて

おります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） それぞれお答えいた

だきました。再質問したいというふうに思います。

それでまず、コロナウイルスワクチンの関係で

ありますが、先ほど御答弁いただきまして、名寄

においては文化センターの多目的ホール、そして

風連も１か所ということで、集団で接種をすると

いうことで理解しました。それで、旭川辺りはか

かりつけ医で接種するという方針を聞いておりま

すが、かかりつけ医で接種する利点として日頃か

ら患者の容体、健康状態を把握しているというこ

とで、いわゆる問診にかかる時間が短くて済むと

いうふうに思っているわけですが、集団接種とい

うことになりますと、どの先生に注射を打っても

らうか分からないのですが、ここら辺の問診にか

かる時間を短縮する、埋める対策や、さらには市

民周知について、例えばこういう事項については

事前に聞いて接種に臨んでほしいだとか、そうい

った周知の仕方みたいなものについてのお考えに

ついて質問したいと思うのですが、ここら辺につ

いていかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 議員からありま

したように、かかりつけ医の医師が一番接種受け

る方の状態を承知しているというのは当然であり

ます。そういった面では、まだいつの時点で周知

するかは決めていませんけれども、事前に接種さ

れる方にはかかりつけ医のいる方については事前

に医師と相談をしていただいて、接種したらどう

なるかとか受けられるかどうかも含めて相談して

いただければ、速やかに集団接種の中で行えるか

なというふうに思っています。今後の時期を見な

がら接種券だったり予診票とか送付しますけれど

も、それに併せてやるなり、あと違った形で市民

周知しながらできるだけスムーズに集団接種が行

えるように対策を練っていきたいというふうに考

えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 分かりました。手順

踏んでよろしくお願いしたいと思います。

それであと、接種の順番についてなのですけれ

ども、先ほど国の考え方だからということですよ

ね、結論から言うと。それで、それ分かるのです

が、１つだけ安心しているのは消防の方です。こ

こ医療従事者と一緒に接種をされるということで、

先行して受けられるということで安心したわけで

すが、特に何かあるとやはり緊急出動する職業の

方に全て頼っているのです。例えばクルーズ船の

コロナの関係のときもテレビで見ていましたらそ

ういう自衛隊の方が出動してみたり、それから近

頃では茨城だとか東京の青梅市で山火事なんかも

ありまして、そういうときにもやっぱりそういう

方が対応されているということなのです。それか

ら、結局クラスター発生してもそうなのですけれ

ども、そういう職種にある人は、やはりこういう

事態でありますから、何かの会議のきっかけのと
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きにぜひ先行して接種すべきではないかというよ

うな御意見も反映されてはいかがかと思うのです

が、何かの機会を捉えてそういう意見反映もでき

ればしてはどうかと。直近のところでいうと旭川

の高校ですか、そこでもクラスター発生している

わけでありまして、大変クラスターの発生が心配

されますし、様々な要請というのは旭川の病院も

そうですが、沖縄辺りも困ったときはそういう方

に頼みますから、やはりそういう議論なんかを、

対策本部の中で意見反映の議論なんかされたこと

があるかどうか、この辺りについてちょっとお伺

いしたいのですが。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 今の医療従事者

等の範囲の中での接種ということだというふうに

思います。その要件の中に新型コロナウイルス感

染症患者を搬送する救急隊員等で海上保安庁職員

なり自衛隊職員も含まれておりますし、自治体等

の新型コロナウイルス感染対策業務において新型

コロナウイルス感染患者に頻繁に接する業務を行

う者とかうたわれておりますので、国において今

言われた部分の中で必要な分については先行接種

ということで対応されるかというふうに思ってい

るところであります。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 分かりました。

それで、続いてなのですけれども、ワクチンの

副反応の対応なのです。名寄の対応としてコール

センターをつくるということで伺っておりますが、

これって接種後もコールセンター、例えば具合が

悪くなったときコールセンターを通してすれば対

応するのかどうか。

それと、もう一つ、あまり聞かれていないので

すけれども、ワクチンの効果期間、まだ一回も接

種していないのに先んじているのでないかと言わ

れそうですが、このワクチンの効果期間はどの程

度と考えたらいいのかお伺いしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） まず、万が一副

反応が出た場合の対応ということでありますけれ

ども、今回コールセンターの委託を考えている部

分については予約を主に委託を考えております。

それ以外の副反応とか、そういった症状が出た場

合には別途保健センターだったり、ちょっとまだ

詳細は決めていませんけれども、担当窓口をしっ

かり決めて、接種した方にはお知らせするように

したいというふうに考えております。接種会場の

中では今のところ３０分は経過観察で待機しても

らうような形を考えていますので、副反応出る方

も大体その時間の中で分かる、判断ができるかな

というふうに考えておりますが、いずれにいたし

ましても万が一に備えてはしっかりと連絡先含め

て接種した方にはお知らせをさせていただきたい

というふうに思っております。

次に、ワクチンの抗体の持続期間ですけれども、

これはまだ国においても臨床試験や接種が始まっ

たばかりで、国のほうからどの程度期間があるの

かというのは示されておりませんので、この場で

はちょっと申し上げることはできませんので、御

了承願います。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 分かりました。

次に、時間もないので、名寄市立総合病院の経

営課題についての関係なのですが、通常キャッシ

ュフローで純粋にキャッシュの入りと、それから

アウトを見る、インとアウトを見ていくというこ

とでキャッシュフロー使われるわけですが、流動

比率、なぜ聞いたかというと、１年以内に現金化

される資産と、それから１年以内に支払わなけれ

ばならない負債との比率を見ることによって経営

の安全度をはかるということで市場では使われま

す。それで、先ほどお答えいただいたのですが、

特に市立総合病院の関係でいうと当年度純損失と

いうことで、これ一生懸命やっていただいていて、

お金のこと言うのは非常に申し訳ないのですが、
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純損失４億円強計上しているということからもか

なり資金繰りについては窮屈になっているのでは

ないかということで、キャッシュフローでなくて

流動比率でお聞きいたしました。

それと、薬価の算定基準の関係、先ほどお答え

いただいたのですけれども、特に近年医薬分業と

いうふうになっておりまして、ほとんどこれ病院

のほうで収益の面では影響がなくなってしまった

のだなと。先ほどのお答えもそういうことに沿っ

た中身なのでないかなと思うのですが、そこら辺

について再度お答えをいただきたいと。

それと、診療報酬の改定なのですけれども、医

療従事者の負担軽減、それから医師等の働き方改

革の推進というのが今回の重点課題に位置づけら

れております。それで、特に消費税財源を活用し

た救急病院における勤務医の働き方改革の特徴的

な対応として ０８％上積み、公費で１２６億円

が措置されているわけですけれども、かなり経営

側にとっては診療医療報酬改定は厳しいものにな

ったという認識で受け止めているのですが、この

辺りは率直にいかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） 御質問

２点でよろしいですか。薬価の関係につきまして

は、これまでも一番問題になったのは高額な抗が

ん剤が市場に出てきたとき、これが薬価の変動を

大きくさせてしまったということから、国の財政

負担にも響いたということで、半年ごとの調査、

改定等を行いたいというようなこともあって、こ

の制度改正がされたということでございます。従

前は院内処方をしていた時代でございましたら、

院内での薬価差益というものはこれは努力によっ

て相当生み出せた時代もございましたが、調剤薬

局等への院外処方となって以降につきましては、

これも院内で使う薬剤に限られてきましたので、

そこにつきましては当然振り幅は小さくなってい

るということでございます。さらに、やはり先ほ

ども申し上げましたけれども、それぞれの病院が

努力をしてここでの薬価差益を生み出しながらそ

こに係る経費の補填をしていたわけでございます

が、それが毎年調査をされて、実勢価格に近いと

ころでの改定をされるということでございますの

で、これは大変厳しい状況になるのは目に見えて

いるということでございます。

それから、診療報酬改定での働き方改革相当の

部分につきましては、これ昨年の４月の改定で組

み込まれたものでございます。これにつきまして

は、医師の労働時間等を縮減するために係る費用

を見なさいと、その分を上乗せしますというよう

なことでございます。実質的にはそれほど大きな

額ではございませんので、これから医師の働き方

改革につきましては３年ないし４年かけて整理し

ていくということになっておりますので、御理解

いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 分かりました。

次に、農業の振興についてお伺いしたいと思い

ます。それで、先ほど労働力不足の関係でお話を

伺いました。それで、異業種チャレンジ奨励事業、

うまくこれが当てはまればいいのですが、今の現

状ではやっぱり１年間、通年通した雇用でないと

これ生かされないということでありますから、北

海道の段階ではかなりこの春先の人手の関係で、

名寄市、そうなのですが、忙しくなるということ

もありますから、ぜひ北海道のほうに要望をしっ

かり上げていただいて、使いやすい事業にしても

らうといいますか、活用できるような形にしても

らったらいいのではないかと。特にコロナ禍で都

会のほうでは結構離職する人もいるのですが、そ

の場合奨励金が３０万円で、転居費用も最大２０

万円つくと。そして、雇った側も奨励金３０万円

が支給されるという、これかなり手厚いものだと

いうふうに私は理解しておりますし、しかしなが

ら１年間継続して使えないということで、継続し

て雇用しなければならないということもあります

から、ぜひこれＪＡのほうでも意見としては、例
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えば畑作事業から春に使ったとしたら酪農業に次

に忙しいときに使っていただくだとか、あるいは

今農業法人ということで法人化もされております

から、そういう中でのいわゆるローテーション組

んで、何とか１年間つないで、例えばこの事業使

えるようにしてもらうだとか、そういうことがで

きれば大変いいのではないかなというふうに考え

ているものですから、この辺り意見反映というこ

とでお願いしたいと思います。

それとあと、六次産業化ということなのですが、

先ほどもちょっとお話ありましたけれども、多方

面にこれは基幹産業、農業を中心にして幅広く加

工産業だとか様々な展開が期待されるところであ

りますから、ぜひ名寄産といいますか、名寄産の

冠をつける取組なんかもやってみてはどうかとい

うふうに考えております。例えば北海道なんかで

も推奨しているのですけれども、小麦、全量北海

道産だとか、そういうキャンペーンが以前あった

のです。したがって、例えば名寄産小麦１００％

使用の、それを使った小麦粉、強力粉だとか、そ

ういったものの開発だとか、それから名寄産牛乳

１００％使用のバターだとか、通常流通している

オーソドックスなところからこれは名寄産の冠を

つけて、これだけ素材使ったものを大事にして消

費もしているということでやってみてはどうかと

いうふうに思うのですが、この辺りちょっとお聞

かせいただきたい。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 加工の中でもさらに

付加価値をつけるという意味で名寄産１００％に

こだわる、あるいはそれを表示するという取組に

ついての提言だったというふうに思います。例え

ば一個人が取り組むものであるとそういった考え

方が何となくぴったりくるのかなと今イメージを

持っています。ただ、規模が大きくなってくると、

あるいは取組者が増えてくるとその規格を統一し

て守ってもらうということと表示することに対す

る責任なんかも出てきますので、なかなか大きい

取組として実施することについてはハードルもあ

るかなと思いますが、ただ個人の取組などについ

てはそういった可能性もあるのかなというふうに

思っておりますので、ここについては他事例、あ

るいはその方法などについても幅広く情報収集し

てまいりたいと思いますので、御理解いただけれ

ばと思います。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） それと、先ほどアン

ケートの中で本市における野菜だとか肉だとか、

なかなか場所だとか分からない、なかなか買えな

いということなども指摘がありました。今日ちょ

っと時間ないので、またこの次に議論したいと思

いますが、実は今全国的に見てみますと、新鮮な

野菜を売りたい、それから買いたいという中で野

菜バスの運営を始め、注目を集めている企業があ

るということで、野菜バスの運営ということで、

静岡でできまして、広島、茨城、兵庫、福岡、大

阪、長野などで展開されているということで、こ

れは生産者とストレートに消費者を結びつける。

間に介在するのは企業なのです。いろんなスマー

トフォンだとか、そういうものを駆使していわゆ

るマッチングといいますか、欲しい人と売れる人、

これを結びつけるという取組なんかされておりま

して、非常に物流コストをこれ軽減するというよ

うな取組なのですが、様々な形でこれから取り組

めることかなと思っていますので、またこれは議

論していきたいというふうに思っています。

最後になりますが、教育行政の関係に移ります

が、先ほど中学校の配置計画ということで、耐力

度を見極めながら順に名中、東中ということで耐

力度調査を実施するということなのですけれども、

特に私心配するのは建築からそれぞれ４０年超し

ていますから、構造物などの落下事故がちょっと

心配されるかなというふうに思っています。耐力

度を測った上で修繕しながら改築までもたせると

いうことになるのですが、今現在心配される大き

な不具合というのはないのかどうか。
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それと、もう一つは公共施設個別施設計画、こ

れの中に学校の老朽度なんかも今回のもので併せ

て組み込んだらいいのではないかなというふうに

思ったものですから、教育関係は教育関係の施設

ということで別にやられているというのはよく分

かるのですけれども、せっかく名寄の中の公共施

設個別施設計画が出されていますから、これにや

っぱり一元化して一元管理をするという、これだ

けのものがありますよということでやったらどう

かと思うのですけれども、この辺りちょっとお答

えいただければ。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 当面名寄中学校と名

寄東中学校において管理面での不具合はないかと

いう御質問でございます。今ちょっと危惧されて

いるのが、名寄中学校のボイラーがちょっと正直

のところいつ落ちてしまうかなという心配もござ

いますけれども、定期的に業者の方に点検をして

いただきながら運転をしているというような状況

でございます。あと、体育館等の構造物につきま

しても毎年目視で確認をしながら、不都合があれ

ば修繕等していくということでございます。

あと、学校の施設全般的にいいますと、市の計

画とは分かれておりますけれども、今年度中に学

校施設においては長寿命化計画を策定することに

なってございまして、それが３月までということ

になっていますので、学校の施設についてはその

計画の中で今後も管理をしていきたいというふう

に考えてございます。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 今河合部長のほうから

学校のほうありましたけれども、公共施設の総合

管理計画というものがありまして、そちらについ

ては国からのお話ですと令和３年度に一回見直し

の時期なのだよということで来ております。個別

計画の中にはほかにも公営住宅ですとか様々な計

画があるものが個別の中からは別の計画として出

ておりますので、それを総合的に管理する総合管

理計画の中で改めて、今回名中、東中の問題もあ

りますので、また令和３年度にどこかの時期では

整理しなければならないなと思っているところで

あります。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 分かりました。

それで、この個別施設計画も含めてなのですが、

学校が一番大きいわけです。 ０００平米ぐらい

の建物でありますから、黙っていても１校直すと

いったら校舎だけでざっと２５億円ぐらいかかる

予定になると思いますから、かなり厳しいと。そ

して、そこにさらに個別計画でＣランク、Ｃ評価、

Ｄ評価とか、そういう流れになっていますから、

様々な順番待ちという状態の中でどのように運営

をしていくか。本当に名寄市、今後しっかり施設

を整備していかなければならないと、お金もかか

るということで、頭の痛いことも多いでしょうが、

子供たちの学校という面では子供たちの安全、こ

こをぜひしっかり守って、整備含めて順立ててや

っていただきたいと思います。

ちょっと時間不足しまして、私の采配ミスで不

足しまして、言いたいこと、聞けなかったことあ

りますが、この後また予算委員会等で御質問させ

ていただきたいと思います。ありがとうございま

した。

〇議長（東 千春議員） 以上で佐久間誠議員の

質問を終わります。

１５時１５分まで休憩いたします。

休憩 午後 ３時００分

再開 午後 ３時１５分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

子供、子育てについて外１件を、塩田昌彦議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 議長より御指名をい

ただきましたので、通告順に従い、順次質問して

まいります。
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大項目の１、子供、子育てについてお尋ねをい

たします。幼児教育は、生涯にわたる人格形成の

基礎を養うための重要性や幼児教育の負担軽減を

図る少子化対策の観点から２０１９年１０月より

幼児教育の無償化が始まりました。そこで、小項

目の１、未就学児の保育、教育の現状についてお

尋ねをいたします。令和２年度の保育所、幼稚園、

認定こども園など認可施設の年齢別定員数と措置

の状況について、また幼児教育の無償化により住

民登録されている３歳以上の全ての児童が認可、

または認可外施設において保育、教育が受けられ

ているのかお知らせください。なお、３歳未満児

の待機の状況についてもお知らせください。

次に、幼児教育、保育無償化に伴い必要な担い

手確保の状況について、慢性的な保育士、幼稚園

教諭の不足の解消策として待機児童解消緊急対策

に取り組み、幼児教育、保育に携わる有資格者の

確保対策が講じられています。担い手確保の現状

と対策についてお知らせください。

少子化が進む中、名寄市の近年の出生者数を見

ると年間２００人を超える数で推移しておりまし

たけれども、近年では１７０人を下回る状況にあ

ります。子供を安心して産み育てる環境づくりを

今後どのように進めるのか、対策についてお聞か

せください。

小項目の２、今後における保育所の建て替え、

再配置についてお尋ねをいたします。幼児教育、

保育の無償化に伴い保育ニーズが高まっています

が、現在の保育所、幼稚園、認定こども園の措置

バランスの現状と南保育所の建て替えに関し幼稚

園等との意見交換の実施の有無など、基本計画の

策定において対応状況について、なお現在３か所

に設置している認可保育所の現状や課題の整理、

３歳未満児の対応と対策など今後における保育所

の統合及び将来構想についてもお知らせください。

また、保育ニーズが高まる中、今後の認定こど

も園の認可拡大に向けての対策についてもお知ら

せください。

次に、大項目の２、経済対策についてお尋ねを

いたします。新型コロナウイルス感染症の終息が

見えずに、当市においても経済を含めあらゆる分

野において厳しい状況が続いております。そこで、

名寄市を取り巻く経済状況を踏まえ質問してまい

ります。小項目の１、（仮称）名寄市商工業振興

基本計画の策定状況について。平成３０年第４回

定例会において本市における商工業に係る基本的

な理念や役割などを定める基本計画の検討を位置

づけ、検討、取組を進めるとしておりましたが、

策定の進捗状況についてお知らせください。

小項目の２、新型コロナウイルス感染症予防対

策に係る経済対策の現状把握と今後の支援につい

てお尋ねをいたします。直近の経済対策事業、名

寄市経営維持支援給付金の申請状況及び交付実績

について。

次に、中小企業振興条例助成事業の中心市街地

近代化事業補助及び店舗支援事業は、補助基準な

ど時限的拡大緩和措置により投資事業が喚起した

と思われますけれども、効果や実績についてお知

らせください。

また、名寄市が実施したコロナ禍関連の経済対

策支援事業を除く国、道が実施した持続化給付金、

雇用調整助成金、家賃補助など市内事業者への支

援に関する把握の現状をお知らせください。

なお、終息が見えず、本市経済への影響の長期

化しており、コロナ禍の自粛により被った影響は

飲食業界をはじめとする各業界及び関連事業者に

も及んでいます。本市経済を守るため今後の対策

をどのように進めようとしているのかもお聞かせ

ください。

小項目の３、地域経済の活性に向けてお尋ねを

いたします。人口減少や企業の撤退など市内経済

の状況は一層厳しくなることが予想され、地域経

済を守るため行政の役割として国や道の補助事業

の活用はもとより、名寄市の官公需における発注

事業の確保は重要であると認識しているところで

あります。官公需受注機会の確保の取組や地域内
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循環型経済対策の推進は地域経済の活性に向けた

最も重要な対策と位置づけ、対策を講ずる必要が

あり、まさに今の厳しい名寄市の経済をどう立て

直すのか、即効性のある経済対策が肝要と考えま

すが、お考えをお聞かせください。

また、建設業における民間戸建て住宅の建設に

おいて、地元企業の受注が近年大幅に減少してい

ます。この減少の受け止めについても考えをお聞

かせいただきたいと思います。

以上、この場から質問とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 塩田

議員から２点にわたり御質問がございました。大

項目１につきましては私から、大項目２は産業振

興室長からそれぞれ答弁となりますので、よろし

くお願いいたします。

最初に、大項目１、子供、子育てについて、小

項目１、未就学児の保育、教育の現状についてお

答えいたします。未就学児の保育、教育の現状と

しまして、令和２年５月現在の定員と入所児童数

の状況について申し上げます。公立保育所の入所

状況につきましては、３保育所で定員２２０名に

対しゼロ歳児８名、１歳児３９名、２歳児５０名、

３歳児４９名、４歳児４０名、５歳児４４名の合

計２３０名で、５月時点で既に定員を超えた入所

状況となっております。例年公立保育所において

は年度末に向けて徐々にゼロ歳児や１歳児の入所

が増えていくことから、最終的には２５０名を超

える児童が入所している状況となっております。

市立の幼児教育、保育施設においては５３９名の

定員に対しゼロ歳児７名、１歳児３４名、２歳児

４２名、３歳児１３６名、４歳児１５０名、５歳

児１５４名の合計５２３名が入園しており、私立

の施設においては、満３歳の誕生日を迎えて幼稚

園に入園していく幼児もいることから、最終的に

は５７０名程度の児童が入園している状況となり

ます。令和元年１０月から３歳以上児の幼児教育、

保育の無償化が始まりましたが、それ以前から３

歳以上児の施設利用者数は１００％に近い状況に

ありましたので、入園を希望している３歳以上の

児童はいずれかの施設を利用できている状況にご

ざいます。

次に、３歳未満児の待機児童の状況としまして

は、令和２年４月１日時点においては１歳児５名、

２歳児３名の計８名の待機児童がおりました。こ

の待機児童の多くは、４月直前の転入により入所

調整が整わなかったケースになります。その後入

所調整を経て５月には待機児童が解消され、令和

３年１月時点においても希望する施設への入所に

至らないケースはありましたが、待機児童はいな

い状況となっております。

次に、幼児教育、保育の担い手の現状と対策に

ついてですが、近年３歳未満児の入所希望が多く

なってきている状況にあります。議員御存じのと

おり、保育士や保育教諭の配置基準としましては

最低でもゼロ歳児は３名に１人、１、２歳児は６

名に１人の配置が必要であり、さらに安全確保の

ためには基準以下の児童数であっても複数の保育

士等の配置が必要となってきております。また、

現在市内全ての認可施設において障がい児の預か

りを実施している状況にあり、それぞれの施設に

おいて保育士等を加配し対応してきていることか

ら、担い手の確保に苦慮しているところです。こ

のような状況の中、３歳未満児を受入れしている

施設を中心に慢性的な保育士等の人員不足が生じ

ていることから、これまで実施してきた待機児童

緊急対策事業に加え、新年度においては保育体制

強化事業として保育支援者を配置できる事業を開

始し、就労環境の改善を図ってまいりたいと考え

ております。

次に、出生率の減少、少子化を見据えた対応に

ついてですが、平成３０年度以前までは例年２０

０名を超える子供の出生がありましたが、令和元

年度においては１６９名の出生にとどまり、急激
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な出生数の減少となりました。全国的にも大幅な

出生数の減少傾向であり、今年度においても昨年

同様１７０名前後の出生にとどまる見込みであり

ます。令和２年度から５か年で実施します名寄市

子ども・子育て支援事業計画においては、ここで

育って、ここで育ててよかったと言えるまちづく

りを目指してを基本理念として掲げ、子供を安心

して産み育てる環境づくりについて計画を推進し

ております。教育、保育費用の負担軽減としては、

令和元年１０月から３歳以上児の幼児教育、保育

の無償化を開始しておりますが、計画の主要施策

として掲げている多子世帯の保育料軽減について

令和３年度から年収が６４０万円未満相当の世帯

における第２子以降の保育料を無償化することで

安心して子育てできる環境の整備を図ってまいり

たいと考えております。

続きまして、小項目２、今後における保育所の

建て替え、再配置についてお答えいたします。新

南保育所の建設に当たっては本年度実施しており

ます基本設計の中で保育の課題と今後の保育状況

を見据えた検討をしているところです。具体的な

現状と課題としましては、現在の３保育所はいず

れの保育所も建築から４０年を経過し、老朽化し

ていることから、建て替えが必要な状況にありま

す。加えて、建設当時は３歳未満児の保育ニーズ

が現在ほど高くなかったため、３歳未満児の乳幼

児室の面積割合が低い状況にあります。現在乳幼

児１人当たりの保育に必要な面積基準の範囲内に

おいて最大限の乳幼児が入所しており、物理的に

入所が難しく、待機せざるを得ない状況も想定さ

れます。こうした３歳未満児の保育ニーズに対し

待機児童を出さないためには、さきに回答したと

おり、保育士等の確保が難しい状況において公立

の保育所における受皿の整備が求められてきてお

ります。

次に、保育のニーズの高まりによる入園のバラ

ンスにつきましては、これまで保育所と比較し保

育料の低い幼稚園の幼児教育を受ける児童が多く

いましたが、３歳以上の幼児の預かりが幼稚園、

保育所ともに無償化されたことに伴い、保育時間

が長く、給食が配食される保育へのニーズが高ま

ってきております。市内には認定こども園が３園

あり、ニーズの変化に伴い幼児教育の認定から保

育への認定へ変更する家庭も多く、それぞれ園内

において保育認定の定員を増やし、対応を図って

きております。また、幼稚園においても保護者が

就労している家庭は幼児教育時間後の預かり保育

も無償化の対象となったため、新たに就労し、預

かり保育を利用する家庭が増えてきている状況に

あります。一方で、さきにお答えしたとおり、令

和元年度の出生数が１７０人を下回った状況にあ

り、前年対比３０人以上の子供が減少したことか

ら、令和７年度には３歳以上児の人数が現在と比

較し９０名を超える原因となることも想定されま

す。これは、幼稚園１園に相当する人数であるこ

とから、公立保育所における３歳以上児の定員を

減員し、私立の幼児教育、保育施設への入園を促

していく必要があります。

次に、新南保育所の建設による幼稚園及び認定

こども園に及ぼす影響につきましては、令和元年

１０月から幼児教育、保育の無償化により保育の

ニーズが高まってきたことから、特に影響を及ぼ

す幼稚園との協議を実施してまいりました。具体

的には出生数が減少していることから、このまま

推移すると令和７年度には９０名以上の３歳以上

児の減少が想定されている状況に加え、無償化に

伴う保育ニーズの受皿確保が必要となるため現在

の幼稚園ではニーズと合わなくなってきているこ

とから、認定こども園に移行できないか協議をし

ております。協議結果では、給食の配食について

は市が支援することで１園が認定こども園への移

行を決定しております。また、もう一園について

も今後のニーズの状況により再検討をしていくこ

ととなっております。このことにより私立の幼児

教育、保育施設において３歳以上児の保育ニーズ

におおむね対応できることとなったことから、公
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立保育所の定員としては３歳以上児の保育定員を

減員し、３歳未満児の保育を持続していく方向と

しております。このことにつきましては、名寄市

子ども・子育て会議を経て第２期名寄市子ども・

子育て支援事業計画に反映しているほか、各園長

及び保護者会の役員で構成されております名寄市

幼児教育保育振興会の会議において公立保育所の

定員の方向性を示し、確認をいただいているとこ

ろです。

最後に、今後の保育所構想としましては、新南

保育所が令和５年度中に完成を予定しており、完

成に伴い西保育所、または東保育所のどちらかを

閉所するほか、残った保育所についても、さきに

お答えしたように、３歳以上児の保育ニーズに対

して私立の幼児教育、保育施設と新南保育所の定

員で確保できることから、今後の出生数の状況に

もよりますが、３歳未満児に特化した保育所とな

る予定であります。閉所に伴う影響は、現在入所

している１歳児の幼児が５歳児になる令和６年度

から影響するため、認定こども園や幼稚園への移

動を検討するためにも３歳児になる前の令和３年

度中に方向性を協議してまいります。また、西保

育所または東保育所のどちらの保育所が存続する

ことになったとしても、建設から４０年を経過し、

老朽化していることから、新南保育所の整備後に

おいて立地適正化計画や公共施設個別施設計画に

基づきながら新保育所の整備について検討を行っ

てまいります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 私から大項目２、

経済対策についてお答えいたします。

まず、小項目１、（仮称）名寄市商工業振興基

本計画の策定状況について申し上げます。本市に

おける商工業振興に係る基本的な理念や役割など

を定める基本計画については、人口減少に歯止め

がかからず、事業所数や従業員数が減少傾向を示

すなど事業活動が厳しさを増す本市において地域

経済を維持、継続させていくためには地域経済活

動や雇用を支えている中小企業、小規模事業者の

持続に向けて行政をはじめ関係機関、団体、市民

などが一体となり施策を推進することが求められ

ていることなどから、昨年２月、名寄市中小企業

振興審議会に対し市長から令和２年度中の策定を

望む旨諮問いたしました。この諮問を受けて、審

議会では昨年度中に検討部会を設置して審議を開

始する予定でしたが、新型コロナウイルス感染症

の影響により部会の開催が昨年７月にずれ込んだ

ことに加えまして、ウィズコロナ、アフターコロ

ナを見据えた審議が必要とのことから、令和３年

秋頃までに策定することといたしました。これま

でに３回の部会を開催し、親会であります審議会

からも御意見を伺いながら現在素案を取りまとめ

ているところでございます。基本計画の策定に併

せ中小企業振興条例に基づく補助事業の支援メニ

ューをより事業者のニーズに沿った使い勝手のよ

い制度へ見直すとともに、企業立地促進条例につ

いても王子マテリア名寄工場の稼働停止後の敷地

の利活用などを見据え見直すこととして御審議い

ただいてるところでございます。

次に、小項目の２、新型コロナウイルス感染症

予防対策に係る経済対策の現状把握と今後の支援

について申し上げます。新型コロナウイルス感染

症の影響が長期化し、持ち直しの兆しが見られた

市内経済でしたが、昨年１１月頃からＧｏ Ｔｏ

トラベル事業の一時停止や移動自粛による宿泊

キャンセル、Ｇｏ Ｔｏ イート事業の一時販売

停止や外出自粛による飲食店の売上げ減少が避け

られない状況となりました。こうした状況から、

産官金連携なよろ経済サポートネットワークにお

いて金融機関と情報交換するほか、市と名寄商工

会議所、風連商工会と連携して市内の各業界団体

と個別に意見交換を行い、状況把握に努めました。

関係機関との情報交換やヒアリングを踏まえ、本

年１月に名寄市経営維持支援給付金を創設し、新

型コロナウイルス感染症の影響の長期化で特に大
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きな打撃を受けた飲食店、バス、タクシー、運転

代行業、宿泊業の３業種を対象に支援を行いまし

た。申請期間は短かったものの、これまで３月１

２日の支払い分を含め申請件数１６０件、対象事

業所数１７９件、支給額は ２４２万 ０００円

となっております。

続きまして、中小企業振興条例に基づく補助事

業の拡充、緩和につきましては、ウィズコロナ、

アフターコロナを見据えた市内事業者の設備投資

ニーズに応える事業として好評を得るとともに、

事業を請け負う市内施工業者からも高い評価をい

ただいており、これまで３度にわたり補正予算を

議決いただいたところでございます。２月末日時

点での補助金の申請状況は中心市街地近代化事業

で申請件数４０件、交付決定額１億 ８８４万

０００円、店舗支援事業で申請件数８９件、交付

決定額 ７５６万 ０００円、創業支援事業で申

請件数１３件、交付決定額 ５９８万 ０００円

となっております。

続きまして、国が実施した持続化給付金、家賃

支援給付金、または北海道の休業協力・感染リス

ク低減支援金などについては都道府県別、あるい

は市町村別の情報が公表されておらず、市内事業

者の申請状況等を正確に把握することはできませ

んが、本市が実施した事業継続支援給付金、そし

てがんばる中小企業応援給付金のデータを基に持

続化給付金についてその受給要件などから推計し、

約３５０事業者、４億 ０００万円程度が交付対

象になると推計しているところでございます。長

期化するコロナ禍にあって、感染防止対策を徹底

した上で地域経済を回すために必要な施策に取り

組むことが重要であると考えておりまして、商工

会議所、商工会と連携するとともに、産官金連携

なよろ経済サポートネットワークにおいて金融機

関と情報交換をし、情報把握に努め、適宜必要か

つ持続可能な対策を講ずることが必要だと考えて

おります。

次に、小項目の３、地域経済の活性化に向けて

について申し上げます。コロナ禍を見据えた対策、

設備投資に係る施策の継続についてでございます

が、本市ではコロナ禍における経済対策として、

いち早く昨年の第１回定例会会期中に市内中小企

業、小規模事業者の事業継続を支えるためコロナ

対応の融資制度を創設しました。具体的には売上

げが１０％以上減少した事業者が本市の通常の制

度融資よりも低率で融資を受けられ、保証料全額

と利子３年分を市が負担するというものでござい

ます。２月末までに６８件、３億 ８５０万円の

融資が実行され、市内中小企業、小規模事業者の

事業継続に寄与しており、長期化するコロナ禍を

見据え、令和３年度予算案におきましても本制度

融資に関わる予算を盛り込んでございます。官公

需受注機会の確保と地域内循環型経済対策の推進

についてですが、御質問のとおり、地域経済にお

いて官公需の影響は大きいものがあり、地元の雇

用確保のためにも市内事業者の受注機会の確保を

図る必要があると考えております。国におきまし

ては、官公需についての中小企業者の受注の確保

に関する法律及び中小企業者に関する国等の契約

の基本方針を定め、中小企業者の受注機会の確保

を図っており、本市におきましても法律や国の施

策に基づき名寄市指名競争入札参加者指名基準や

名寄市公契約指針の中で地域経済の活性化や地元

企業への受注機会の拡大及び育成について定め、

契約の適正な確保ができる範囲内において市内業

者を優先して発注しております。今後におきまし

ても官公需における発注や納入時期の平準化、適

正な工期の確保などに配慮し、引き続き地元業者

への優先発注に取り組んでまいります。

民間戸建て住宅建設における地元企業受注の現

状と対策についてですが、市内に建設された専用

住宅は新築、建て売りを合わせて件数と市内施工

業者の割合で平成２７年度が５６件、３９％、２

８年度は４８件、２９％、２９年度が４９件、２

０％、３０年度が５８件、２７％。令和元年度が

５７件、２１％となっております。市内業者の受
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注率の低下の要因の一つには、地方業者による施

工が増えていることで市外業者であっても身近に

感じるため、住宅業者を選ぶ際の選択肢が広がっ

ていると受け止めているところでございます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） それぞれ御答弁をい

ただきました。確認も含めて何点か御質問させて

いただきます。

まず、年齢別の各認可保育所、幼稚園等々につ

いての措置数の部分については報告をいただきま

して、状況を把握させていただきました。実際に

この中では、今御答弁いただいた中では３歳以上

児についてはおおむねというよりは皆さん希望に

沿った形の中で、一部調整は必要だったかもしれ

ませんけれども、この３歳以上児の無償化に伴っ

てしっかり措置をされているという現状把握させ

ていただきました。実際に住民登録等の部分と比

較してどうなのかなというところも自分なりにち

ょっと見てみましたけれども、おおむね、若干、

いろいろ状況といいましょうか、家庭の状況とか

あって、どうしても行けない、通えないというと

ころはあるのかもしれませんけれども、全てにお

いて措置されているということで理解をさせてい

ただきました。未満児の部分でありますけれども、

これはやはりまだ無償化に至っていませんし、当

然必要、ニーズといいましょうか、その中におい

て対応しているという状況でありますから、特に

その部分でいうと一部待機の状況はあったけれど

も、４月段階では待機があったけれども、５月の

段階で調整が取れて、待機がなくなったというふ

うな状況で、実際有効に施設が利用されていて、

必要とする各家庭の部分についてもしっかり受け

止められているというふうな部分で認識をさせて

いただきました。この中で一つ、これは保育士な

り幼稚園教諭、有資格者に関する部分としては何

年か前から待機児童解消のための緊急対策という

形で実際に進めていて、大分解消になってきたと

いう部分ではありますけれども、この部分につい

ては一部まだ苦しいところも施設的にはあるのだ

というような部分で、この保育体制強化というの

は今回予算で新しい事業という形で恐らくサポー

トされるような、実際に有資格者が配置されてい

ますから、その方たちをサポートするような形で

進めるものかなというふうに思うのですけれども、

そういう理解でよろしいのかどうなのか、お願い

します。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 今御

質問いただきました令和３年度から予算を計上さ

せていただいております保育体制強化事業の実施

につきましては、今議員おっしゃったとおり、不

足する有資格者を補助するためのということでの

事業ということで、令和３年度予算を計上させて

いただいているところでございます。議員の認識

のとおりでございます。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） そういうことでいう

と、このサポートするという部分については有資

格者とは限らず、お手伝いをする状況であります

から、そういうふうな認識でいいということです

ね。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 実際

に保育に携わらないということですけれども、有

資格者をサポートするということで地域の住民で

すとか子育てを経験されている方、そういった方

々の人材を活用するということでの事業でござい

ます。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） しっかりとした体制

が迎える側といいましょうか、保育、教育を行う
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側でしっかりとした体制ができるということは非

常に大事なことだというふうに思いますので、や

はりその辺はしっかりと配置については対応して

いただきたいというふうに思います。

少子化の部分でありますけれども、本当に近年

といいますか 、昨年ですか、元年度なのかな、急

に、それまで２００人を超える出生数で推移した

ものが実際１７０切るくらいの数字に、これから

どうなるかまだ分かりませんけれども、そういう

形で実際に減っていると。この原因がどうなのか

というのは分からないと思いますけれども、こう

いう少子化になってくる部分でいうと、産み育て

る環境がしっかり整っていくということが、もう

一人子供本当は欲しかったのだけれどもというと

ころで頑張ってみるとかいうふうな体制が整って

いるとそういうことも可能であり、それが幾つか

なっていくとやはり少しでも多くの子供が名寄に

多くなるというふうな状況かなというふうに思う

のですけれども、これらに伴う部分としては、こ

のことばかりではないと思うのですけれども、多

子世帯の対応として第２子、これまでは第３子も

対応していたという部分、無償化だったはずです

よね。第２子がこの令和３年から対応すると。所

得制限という部分でいうと６４０万円未満の世帯

ということですから、所得の制限はあるけれども、

そういうふうな形で対応できるようになってきた

というふうなことで、いろんな子育て世代の部分

でいうと体制を整えてきているのだなというふう

に思います。当然ひまわりらんども実際には３歳

未満の、認可なり無認可のほうの施設に通ってい

ないお子さんと親御さんが実際そこで保育という

か、実際に一緒に見ているという状況が設置され

ましたから、そのことも効果として現れているな

というふうに思いますし、今提案中でありますけ

れども、子供の遊び場の整備、これも当然、すご

いなというふうに思ったのはお母さん方からしっ

かりアンケート、要望があったことをすぐ受け止

めてこういう対応していくれたということは非常

に大事なことだったのかなというふうに思います。

我々もいろいろ視察等々で道内、道外に出ていく

わけですけれども、そのときに同じような形で商

業施設を活用して、そしてこういうふうな対策を

講じているというふうな部分も見てきておりまし

た。こんなふうに対応してくれるということは非

常に大事だなというふうに思うのですけれども、

やはりこの部分でいうと期待感というか、その部

分についてどのようにお考えなのかお知らせいた

だきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 子供の遊び場に

対する期待感ということでよろしいでしょうか。

（何事か呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） もう一回、では。

塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） すみません。しっか

り質問できなくて申し訳ありません。

実際いろんな対策を講じている。ゼロ歳児とい

いましょうか、出生落ちている。これら何とかし

ないと、子供が増えていかない。だから、いろん

な対策講じなければいけないという部分でいうと、

その部分も含めた中でこの対策を講じてきた。遊

び場だけではなくて、全体を通して。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 議員おっしゃら

れるとおり、出生数が急激に、３０名程度減った

ということで、今後のまた２００名程度に戻るこ

とを期待していますけれども、名寄市の将来を担

う子供たちをやっぱり数多く出生いただいて、こ

こで育っていただきたいというふうに思っており

ます。何をするにしても財源の確保が必要であっ

て、３歳以上児の保育料等の無償化によって市が

今まで出していた財源が確保できたということで、

それによって小学生の医療費の無償化の拡大とか

今回の多子世帯の助成とか、そして子供の遊び場

ということで、そういった面では子育て世帯に対

する財源を充当できたということでは、これから
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産む方、今子育てしている方については大変いい

制度だというふうに思っています。これは直接的

に出生につながるかということはちょっと分かり

ませんけれども、その一つ、産んでここで育てた

いという、そういった意欲も含めての機運も高ま

る、そういったことに期待をして、今後より一層

の子育て世帯への環境整備も含めて充実して、や

っぱり出生数が増加していくような、そういった

取組も進めていきたいというふうに考えておりま

す。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） ありがとうございま

す。今後しっかりとした……既にいろんな対策講

じているということで、以後継続して進めていっ

ていただきたいというふうに思いますので、よろ

しくお願いします。

あと、南保育所の建て替えの関係なのですけれ

ども、今現在３所ありますから、その３所を、南

プラス西になるのか、南プラス東になるのかとい

うふうなこと、まずはそこが想定される部分かな

というふうに思いますけれども、１５０名に定員

を設定をしているというふうなことで、先ほども

以上児と未満児の関係の数の関係でお話をいただ

きましたけれども、これは年長さん、５歳児、４

歳児、３歳児、１、２歳児の未満児、そしてゼロ

歳児というふうな部分でトータルで１５０という

ことでありますけれども、これは想定をしている

部分としてはどんな定員数といいましょうか、定

員数を想定しているのか、もし分かれば教えてい

ただきたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 先ほど出生数に

つきましてはできれば２００名に戻っていただき

たいという期待感ありますけれども、やっぱり現

実的には今１６０名から７０名程度で当面推移す

るということも想定していかなければならないと

いうふうに考えています。そういった面では、各

年齢ごとに大体３０名程度減少する可能性がある

というふうに思っています。それを踏まえて、公

立の保育所については３歳以上についてはそれぞ

れの年代ごとに３０名程度定員を減らしていくこ

とによって、３歳、４歳、５歳児でいくと９０名

以上の定員が減少するのですけれども、大体１幼

稚園等に見合うぐらいの人数になっていくのです

が、そうすることによって民間、私立の幼児施設

については大体今どおりの定員、入園数で推移し

ていけるのかなというふうに思っています。一方

で、先ほど３歳未満児の需要が今の保育所建てる

４０年ほど前と比べて、これ議員も御承知のとお

り、やっぱり利用が増えているということであり

ますので、３歳未満児のところに力を入れて公立

保育所はやっていきたいというふうに思っていま

す。

それで、南保育ができた後、令和６年４月には

西か東をどっちか１か所閉所して、定員管理をし

ていきたいと思っています。それもできれば令和

３年度中にその方向性を出していかなければ、預

けるほうもいつ行く保育所が閉所になるかという

不安もあるかと思いますので、できれば令和３年

度中に西か東保育所どちらかを閉所して進めてい

くという方向性を持たせながら対応していきたい

というふうに思っています。将来的にはこれまで

も北と南に１か所ずつという話もさせていただき

ますけれども、北のほうに新たに造る保育所につ

いては３歳未満児をちょっと重点的な保育所を造

っていきたいというふうに思っています。それで、

私立と公立が今の運営体制がそのまま継続できる

ようなことも含めて進めていきたいというふうに

考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 実際ちょっとお聞き

した部分については、令和３年に実施計画を実際、

実施設計ですね、実施設計を行うというふうなこ

とになれば、当然各部屋の間取りといいましょう
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か、面積ですとかいうふうなもの関係していくる

と思うのです。実際に１、２歳児を対応すると。

ゼロ歳児を対応する。３歳、４歳、５歳の以上児

を対応する部分としては、やはり人数によって当

然スペースというのは必要ですから、ある程度し

っかりした数値を示していかないと実施設計でき

ないというふうに私なりに思うのです。したがっ

て、そのことがちょっと気になっていたという部

分で、各年齢ごとの実際に定員数というのはどの

ようにお考えなのかというところをお聞きをしま

した。そこのところは、私が言うまでもなくしっ

かり対応していくのだろうと思いますし、それか

ら今後の、実際に１７０名、出生１７０という感

じで３０減ったら３歳、４歳、５歳で合わせて９

０人減っていくのですよというふうなことで、そ

れらもしっかり将来を見据えた中で対応していく

のだというふうなことで、これについても先ほど

子ども・子育て会議なり、それから各幼稚園の代

表者で集まっている会議ありますよね。その中で

しっかり提案をさせていただいて、そしてその中

からしっかり受け止めていただいて、意見いただ

いたところはというところでしっかり反映されて

いるという認識でいいのかどうなのか再度お聞き

をしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） ちょっと先ほど

の新保育所の定員ですけれども、ゼロ歳児は３ク

ラスの２４名、１歳児は２クラスの２４名、２歳

児が２クラスの２４名、３歳児から５歳児は１ク

ラスの２６名の定員、合計１５０名を予定して基

本設計を行って、実施設計に来年度入っていきた

いというふうに思っております。

今話した名寄の幼児保育振興会の関係ですけれ

ども、これにつきましては随時うちのほうからの

情報を出しながら向こう側の意見をいただいて、

今市内にある認定こども園であったり、保育施設

だったり、幼稚園と将来的にも連携を取って運営

できる、そういったためにはどうするかというこ

とで、先ほどちょっと申し上げました公立保育所

の規模も含めて提示をしながら、そして出生数の

予定も提示して、皆さんの御意見をいただきなが

らこの間進めてきております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 分かりました。実際

にこれからの少子化が続くということを想定をし

ているわけですから、当然今４園あります、公立

でいえば。そして、３所があって、それが２所に

なる。そして、そのほかに無認可もあったりとい

う部分ではありますけれども、実際に見る、見て

もらう数が少なくなるというふうなことから考え

ていくと、当然幼稚園との競合する部分というの

は出てくるというふうに思うので、しっかりそこ

ら辺の調整は図らなければならないというふうに

思いますけれども、その辺しっかりこの２つの、

子ども・子育て会議なり４園の代表者との部分で

事あるごとにやはりしっかり協議をしていただい

て、進めていっていただきたいというふうに要望

して終わります。

次に、仮称の基本計画でありますけれども、こ

のことについて今室長のほうから御答弁いただき

ました。昨日も代表質問の中で市長のほうから３

年の秋をめどにというふうなことで策定をするべ

く今素案づくりをしているというふうなことであ

りますので、ただこの基本計画というのは今後の

中小企業の振興も含めて基本となる部分をしっか

り形にするというような計画に当然なってくるの

だろうというふうに思いますから、振興条例の施

策の振興にも含めてこれは必要になるというふう

に思いますから、できればしっかりじっくりと内

容を精査をしていただきたいというふうに思いま

すが、やはり早く策定をすることによって示すこ

とが大事だなというふうに思いますので、その辺

一日でも早い策定に御努力をいただきたいという

ふうに思います。

あと、経営維持支援給付金でありますけれども、
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これ１６０件ということで、常任委員会でもお答

えをいただいておりましたけれども、１７９件が

対象ということで、この部分については補正で出

したときにはおおむね２００件が想定されるとい

うふうな部分でありましたけれども、その後精査

をした中で１７９件なのかなというふうに思いま

す。１６０件ということでありますけれども、今

市内のこういうふうな部分でいうと、現状の経済

状況を見ると皆大変なのかなと。３０％以上の所

得減少、収入減少というふうなことになりますけ

れども、このことに関して言えば実際１７９が対

象であれば１７９件申請があるのかなと私は思っ

ていたのですけれども、この辺の受け止めという

ふうなことでできればお答えいただきたいという

ふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） この申請件数１

６０件で、対象事業所数１７９件というのは、今

回がんばる中小企業応援給付金とは違いまして、

事業所数があればその数だけ給付をできるという

制度にしておりましたので、でしたので当初の想

定といいましょうか、からいきますと飲食業とバ

ス、タクシー業、それから宿泊業ありましたけれ

ども、その想定からしますと飲食業で１７０事業

所、店舗を想定をしております。そのうち実際に

１５９来ているので、９３％想定に対して申請が

あったことになります。同様にバス、タクシー業

でいきますと、この１７９件の内訳ですけれども、

７事業所になりますが、これは８事業所を見込ん

でおりましたので、これも９割近い申請がありま

した。また、宿泊業につきましては１４を見込ん

でいたところ１３ということになりましたので、

これも９割以上の申請があったことになりますの

で、当初の想定に近いほどの事業者さんに支援が

手広く届いたと考えているところでございます。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 最初の飲食業の部分

についてはお答えいただいた数字は違うのかなと

いうふうに思ったのですけれども、実際全部で１

７９ですよね。それで、対象にしたのは１５９と

いうことで、１７０件が対象でということで、全

体でいくと合わないのですけれども、いいです、

この部分については。ただ、実際に今申請をいた

だいた部分については全て交付申請、交付につな

がったというふうなことで、やはり必要とした人

にしっかりとしたこれは真水が行ったというふう

なことで理解をさせていただきます。

次に、中心市街地の活性化事業に関してですけ

れども、この部分については実際１４２件ですよ

ね。中心市街地の活性４０件の、それから店舗支

援８９、そして創業支援１３ということですから、

合わせて１４２ということで、たしかこれ毎年１

０件程度だったと思うのですけれども、それが今

回、コロナの関係ではありますけれども、対策を

講じていただいて、実際に利用された方、それか

ら事業主の、事業主というか、実際に事業者側の

ほうも非常にこの部分については評価するという

言い方ではないですけれども、ありがたく受け止

めているというふうな状況で、非常にいい対策だ

ったなというふうに思っています。その部分が実

際に私ども聞こえてくるのですけれども、ただ今

回この分については３月までというふうなことで

ありますから、先ほど実績は２月末現在という話

でしたけれども、実際にまだ本当は手をつけたい

のだけれどもというふうなことでなかなかできな

いというふうなことで、これは問合せですとか要

望というふうな形で役所のほうには上がっている

のか、その辺のことについてお知らせいただきた

いと思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） この取組は今年

度６月に制度改正をしまして、４月１日に遡及を

し、今年度３月３１日までの事業として特例的な

措置としてさせていただいているところです。そ

れで、先ほど２月末までの数字でお答えしました

けれども、議員おっしゃるとおり、相談という部
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分でこれ商工会議所さんですとか私どものところ

にも相談は来ておりますが、やはり今年度事業と

いうことでありますので、今年度中に工事が完成

するといったことを確認をさせていただいて、そ

れでそれが間違いないよということであれば申請

をお受けして、交付決定を出すという形になろう

かと思います。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） それが当たり前の話

だというふうに思います。ただ、なかなか業者さ

んも仕事がいっぱい詰まっていて、できないとい

うふうなことや、そんなふうに町場でお聞きをす

る部分があります。当然役所のほうにも問合せさ

れていたというふうにはお聞きをしているわけで

すけれども、こういうふうなことも含めて特殊事

情ってあるのです、いろいろ。実際手をつけてい

るけれども、なかなか業者さんの手配がうまくい

かなくて、まだできていないとかいうふうな部分

で、特殊事情等々によってある部分では救済措置

というか、そういうふうなことの検討はされてい

るのかどうなのかお聞きをしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） それぞれ事業、

工事それぞれで事情あるかと思いますので、個別

のケースにつきましては産業振興課のほうに御相

談いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） それ以上突っ込んで

聞きません。相談されればというふうなことで、

相談はあるのかなというふうに思いますから、何

らかの、実際にこれだけ要望が、そして需要が高

まっている、投資が喚起されているというふうな

状況がありますので、その辺の部分について受け

止め、部分についてはしっかりもしできる限りに

おいて対応していただきたいなというふうに思い

ます。

あと、地域経済の活性というふうな部分で、こ

れは何回も官公需の受注の機会の確保というふう

なことで話をしていまして、これはこれまでも取

組というふうな部分でいうとお答えをいただいて

います。しっかり実際に、当然公正、公平という

ふうなことになりますから、ルールにのっとって

行われるという部分でありますけれども、やはり

地元、小さな事業所でありますから、同じような、

名寄市以外の部分と対等にというふうなことはな

かなか難しいかもしれませんが、市内の業者にし

ていえばしっかりこの部分についても代理店契約

を結んでいたりして、何かを納めるとか、そうい

うふうな部分については、これ物品の部分であり

ますけれども、そういうふうなことが可能だとい

うふうに思いますので、この辺の指名の在り方と

いいましょうか、この部分について内容お知らせ

いただきたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 先ほどの答弁にもあ

るところでございますけれども、契約の適正な確

保ができる範囲内におきまして市内業者を優先し

て発注しているというところでございまして、そ

れについては市全体的に職員も認識させていただ

きながら取り組んでいるというところで御理解い

ただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 時間の使い方がなか

なか難しくて、いろいろ第１回目に答弁をいただ

きました。ここで副市長のほうにお尋ねをしたい

というふうに思いますけれども、地域を循環する、

好循環に結びつけるような経済対策というふうな

部分で、考え方についてお知らせをいただきたい

と思います。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 官公需の発注につきま

しては先ほど総務部長のほうからお話ししました

けれども、できるだけ市内の業者さんでお願いで

きるものはそういう形でいくというところも大前

提の話でありますので、過去にも様々な物品にお

いても、ちょっといろんな会議ですとかで私のほ
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うからそういうことなのでもう一回原課のほうで

見てくださいと。あるいは、また様々な機会を利

用して、我々行政側がこういったものが、もっと

いいものがあるようですとか、こういう代理店に

なっていますというその情報を得るというところ

が、大事なところですので、それは業者さんのほ

うのＰＲ活動にも恐らくかかってくるのではない

かなと思います。地域経済の循環の中ではこれは

非常に大きな一つの、官公需の発注というのはあ

りますから、改めて新年度を迎えて職員の意識と

いうものをもう一回官公需というものに対して振

り向けるということはさせていただきたいと思っ

ております。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） これが最後になりま

すけれども、今私のほうも物品等々にというふう

なお話をさせていただきましたけれども、実際市

内の物品だけではなくて、土木建築のいろんな動

かしている部分があります。この部分については

しっかりとした予算の確保がなければ、やはり市

内にお金が回らなければ実際に企業も立ち行かな

いというふうな部分があります。これコロナの影

響でなく、その前から非常に厳しいというふうな

状況ではありました。これらについては、実際に

地元の企業も国、道、直接補助の事業を受けてい

るとか民間の仕事をしながらというふうな部分で

ありますけれども、市からの発注を期待している

部分というのは大きいわけですけれども、これら

についてしっかりとした予算の確保、これが大事

だというふうに思いますが、この辺について再度

御答弁をいただいて、終わりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 恐らく発注における、

特に土木建築工事、いわゆる公共工事における事

業発注の平準化ということが一つ鍵になる発想か

なと思います。非常に難しい側面もあります。当

然それは財政的なものでありますけれども。トー

タルで考えますと、例えば総合計画の中でこうい

う事業があるよですとか、それは表に見える話で

すので、それと事業を実際に執行していく上で、

もし例えば道路や何かですと交付金が減るという

可能性も当然あるわけですから、そうなるとその

部分でどういうような対応ができるか、様々なと

ころからちょっと考えていかなければならない問

題だと思っております。また、一方では建物です

とかインフラの優先順位についてもどういう形が

一番いいのか、これ先ほどの公共施設の関係もあ

りますけれども、じっくり議論させていただきた

いと思います。極めて難しい問題でありますけれ

ども、私ども決して業者さんがしっかり仕事して

いただくというところの観点はしっかり持たなけ

ればならないと思っておりますので、一番いい方

法、全体のスパンとしてはローリングなり総合計

画で見えてくると。ただ、予算の執行においては

いろんな不安定要素があると。そこの部分をどう

いうふうに担保していくかというのが大きな課題

だと思っています。一方では予算の制約もありま

すので、ちょっとお時間をいただきながら一番い

い方向について内部でも少し研究、検討させてい

ただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 以上で塩田昌彦議員の

質問を終わります。

〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ４時１７分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春
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署名議員 高 橋 伸 典

署名議員 山 田 典 幸



－145－

令 和 ３ 年 第 １ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和３年３月１０日（水曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 議案第２２号 令和２年度名寄市一般

会計補正予算（第１３号）

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 議案第２２号 令和２年度名寄市一般

会計補正予算（第１３号）

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 木 村 睦 君

教 育 部 長 河 合 信 二 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
丸 箸 啓 一 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 鈴 木 康 寛 君

会 計 室 長 末 吉 ひ と み 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君
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〇議長（東 千春議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

１２番 高 野 美枝子 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

ふるさと納税について外１件を、三浦勝秀議員。

〇５番（三浦勝秀議員） おはようございます。

議長より御指名いただきましたので、通告順に従

い、質問させていただきます。

大項目１、ふるさと納税について。多くの人が

地方のふるさとで生まれ、その自治体から医療や

教育等様々な住民サービスを受け育ち、やがて進

学や就職を機に生活の場を都会に移し、そこで納

税を行うケースが多くなっています。その結果、

都会の自治体は税収を得ますが、自分が生まれ育

った故郷の自治体には税収が入らないという背景

から総務省では自分を育ててくれたふるさとに自

分の意思で幾らかでも納税できる制度があっても

いいのではないかと、そんな疑問提起から始まり、

数多くの議論や検討を経て、生まれ育ったふるさ

とに貢献できる制度、自分の意思で応援したい自

治体を選ぶことができる制度として創設されまし

た。御存じのように、この制度は寄附者が自分の

生まれ故郷に限らず、どの自治体にもふるさと納

税を行うことができるので、それぞれの自治体が

ホームページ等で公開しているふるさと納税に対

する考え方や集まった寄附金の使い道等を見た上

で応援したい自治体を選んでいます。ふるさと納

税制度の受入額と控除額の状況を地方別に見た場

合、令和２年度課税における市町村民控除額の多

い団体では３大都市圏が大半を占めており、令和

元年度におけるふるさと納税受入額の多い団体で

は北海道や九州各県など地方都市が多くなってい

ます。このことから、地方自治体の収支に大きな

影響を与えていることが明らかになっており、こ

れは都市圏在住者が多くふるさと納税を利用する

ことを示しています。特に東京２３区を含む関東

地方では、納付されたふるさと納税の控除額が全

国で最も高く、関東地方から財源の一部が地方へ

と移転しています。このことから、一定程度都市

部の財源を地方に還元することで自治体間の税収

格差を是正していることが分かります。従来大都

市圏とその他自治体の税収格差の目的を担ってい

たのは地方交付税でした。地方創生の流れの中、

その規模を拡大してきたふるさと納税は地方交付

税の代替施策ないし補完施策になり得るのか、制

度開始以来常に注目を集めていました。この２０

０８年にスタートしたふるさと納税は２０１０年

代に規模を拡大するとともに、制度の整備が行わ

れた２０２０年度、ふるさと納税はこれまで以上

に質の充実と多様化が進み、本来の目的を達成す

ることが求められると予想されます。また、ふる

さと納税サイトが２２１団体に対し行った２０２

０年度のアンケート調査によると、昨年と比較し

た寄附額の変化は約半数の自治体が昨年以上、１

５０％以上増えたと回答されたとあります。そこ

で、小項目１、ふるさと納税寄附金の今年度の寄

附状況と人気のある返礼品についてお知らせくだ

さい。また、寄附金額変更の影響と道の駅を活用

した取組についてもお伺いいたします。

次に、小項目２、次年度以降の見通しについて。

本市をＰＲするためにふるさと納税をツールとし

て活用することについてお考えをお伺いいたしま

す。また、寄附金の活用については担当課が異な

る中、庁内の連携についてどのように取っている

のかお伺いいたします。
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昨今ふるさと納税の寄附者と持続的な交流のき

っかけとする自治体が出てきています。こうした

自治体が活用している取組の一つとして、ガバメ

ントクラウドファンディングがあります。このガ

バメントクラウドファンディングは、返礼品が主

な目的ではなく、地域を応援するプロジェクトに

共感したなどの理由から寄附金を集める行政が実

施するクラウドファンディングです。返礼品は、

通常のクラウドファンディングのように金額に応

じてもらえる自治体もあります。また、税の一部

控除を受けることができます。このような自治体

の課題解決に寄附者の意思を反映させるガバメン

トクラウドファンディングは、返礼品をもらって

終わりではなく、応援したい自治体が活性化する

過程を見ることや応援したプロジェクトを確認す

るため寄附をした自治体に直接訪れるなど、持続

的な寄附者と自治体の関係性をつくり出した例も

あると言われています。ガバメントクラウドファ

ンディングなど新しいふるさと納税の仕組みは、

ふるさと納税が物の消費から事の消費へ移行して

いることを表しています。このように観光や地域

ＰＲと同様にふるさと納税は目的ではなく、手段

となっていると考えます。このように様々な仕組

みが出てくる中、本市として今後の取組の方向性

についてもお知らせください。

次に、大項目２、地域経済について。未知のウ

イルスの闘いというこの誰も経験したことのない

危機的状況に直面し、約１年が経過しました。本

市におかれましては、国や道と足並みをそろえな

がら、また地域経済対策として様々な関係機関と

連携を取り、事業者の目線に立ち、地域の状況に

合わせた支援策を続けていただいたところでござ

います。しかし、市内経済への影響は長期的に幅

広い業種に及んでいるところでございます。前回

の臨時議会で議論されたように、飲食関係や宿泊

業、バス、タクシー業に限らず、関連業種につい

ても調査し、必要な支援を検討するということで

した。そこで、小項目１、市内事業者支援の考え

方について、関連業種への支援の対応はどのよう

に検討されているのかお伺いいたします。

また、このたび経済産業省から新たに支援メニ

ューが追加され、緊急事態宣言の影響緩和に関わ

る一時給付金については非常に幅広い業種が対象

であることから、本市にも対象となる事業者が出

てくることと考えられます。この一時支援金の申

請方法をホームページで確認したところ、申請に

必要な書類や事前確認事項など複雑で、申請につ

いて苦慮されることが予想されます。このような

申請を市内事業者が行いたいといったときの市の

対応についてお伺いいたします。

あわせて、新分野展開や事業転換、事業、業種

転換等の取組、事業再編成、またはこれらの取組

を通じた規模の拡大等を目指す企業、団体等の新

たな挑戦を支援する事業再構築補助金やＩＴ導入

などの中小企業等事業再構築促進事業や中小企業

生産性革命推進事業等のお問合せがあった際、事

業採択に向けたフォロー体制についてお伺いいた

します。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。

御答弁よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） おはようございます。

三浦議員からは大項目２点にわたって御質問をい

ただきました。大項目１は私から、大項目２は産

業振興室長からの答弁となりますので、よろしく

お願いいたします。

初めに、大項目１、ふるさと納税について、小

項目１、令和２年度の事業実績についてお答えい

たします。今年度の寄附につきましては、現在も

受付中ではありますが、おおむね ８５０件余り

で ２００万円程度となる見込みであり、昨年度

の寄附実績が ５８０件で ９１２万円でありま

したので、比較すると金額は増加となる見通しで

あります。しかしながら、新たに寄附金の募集に

要する経費を寄附金の５割以下に抑制するよう総

務省通知があり、今年度の募集からは経費が５割



－148－

令和３年３月１０日（水曜日）第１回３月定例会・第４号

以下となるように返礼品の内容は変更せず、寄附

単価を引き上げる形で対応したことから、その影

響もあり、件数については減少する見込みであり

ます。人気の返礼品についてでありますが、一番

多く選ばれているのが先行予約を含めてスイート

コーンが約 １００件、次にグリーンアスパラガ

スが約６５０件、お米が新たに開始した定期便を

含めて約２００件、メロンが約１４０件、牛ロー

スかぶりが約１００件と続いておりまして、農産

品の人気が高くなっている状況で、なよろ天牛丸

々１頭分、１５０万円も今年度初めて１件の申込

みがあったところです。件数の減少は出品する事

業者の収入減や特産品のＰＲ機会の減少につなが

ることから、新たな取組として道の駅での申込み

を昨年１０月から開始いたしました。寄附者が特

産品を直接目で見て、自分で返礼品を選んでいた

だき、その場でお持ち帰りいただくことができる

ことや送料、専用サイト利用料がかからないなど

のメリットがありますので、今後も道の駅と連携

し、一人でも多くの来客者に活用していただける

よう取組を進めてまいります。

次に、小項目２、次年度以降の見通しについて

お答えいたします。寄附金の使途指定に特色ある

事業を掲げることや特産品を返礼品とすることで

本市を全国的にＰＲできるため、ふるさと納税は

重要なツールの一つと考えております。庁内の連

携については、大学では同窓会の呼びかけ、天文

台ではホームページへの掲載や独自にパンフレッ

トを作成、ふるさと会や移住相談、合宿や大会が

開催される際にもカタログを配付するなど各担当

課においても本市にゆかりのある方や訪れる方に

対してＰＲを行っているところです。ホームペー

ジへの掲載につきましては活用実績においては担

当課に確認を行っており、庁内で共通認識がなさ

れていると考えておりますが、事業の中で少し絞

ったものに活用するいわゆるクラウドファンディ

ングのような見せ方については、現在大学で奨学

金に活用させていただくと掲げておりますので、

その状況も見ながらその他の事業においても判断

していきたいと考えております。いずれにしまし

ても、寄附件数と金額を増加させることが市のＰ

Ｒ、新たな事業展開にもつながっていくものと考

えておりますので、今後も庁内での連携を密にし、

取組を進めてまいりたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 私から大項目２、

地域経済について、小項目１、市内事業者支援の

考え方についてお答えいたします。

本市で実施した事業継続支援給付金、がんばる

中小企業応援給付金及び経営維持支援給付金は、

本市におけるコロナ感染症による影響の大きさと

範囲の広さを勘案し、国の持続化給付金、家賃支

援給付金や北海道の休業協力・感染リスク低減支

援金などより対象要件を低く設定し、かつ併給で

きるよう制度設計に努めてきたところであり、こ

のたびの国の緊急事態宣言の影響緩和に係る一時

支援金や北海道の飲食関連事業者への支援金につ

いても本市の給付金と併給することが可能でござ

います。国や道が実施する支援金などの申請手続

についてでありますが、支援金などの申請は事業

者自身が行う必要がありますことから、本市とい

たしましてはこれまで同様市内事業者に対して当

該事業の概要説明、申請手続の助言を行い、適切

な申請を促してまいります。また、国の持続化給

付金については申請サポートキャラバン隊がふう

れん地域交流センターに派遣されたほか、申請サ

ポート会場として市役所風連庁舎を御利用いただ

くなど市として協力してきたところでありまして、

今後国から同様の要請等があった場合は協力して

まいりたいと考えております。また、中小企業等

事業再構築促進事業など、こういったものにつき

ましても同様に事業の概要説明や申請手続の助言、

適切な申請に対して促してまいりたいと思います。

国や北海道の支援策につきましては、名寄市ホー

ムページへの掲載、各種ポスター等の掲示、申請
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書類の設置などを通じて市内事業者へ周知すると

ともに、名寄商工会議所、風連商工会及び市内金

融機関と連携し、各会員へのお知らせ、取引企業

への情報提供など多くの市内事業者へ支援金など

の情報が周知されるよう進めてまいります。本市

における関連業種への支援につきましてですが、

これについてはさきの経済建設常任委員会でも御

説明したところですが、市としては業種によらな

い幅広い支援を考えているところでございます。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） それぞれ御答弁いただ

きました。確認も含めて再質問させていただきた

いと思います。

まず、ふるさと納税についてですが、総務省の

通知に従って事業進めている、それがまた金額の

増加に何かつながったのですよというお話だった

と思います。また、人気のある返礼品は例年どお

り農畜産物で、うし年ということで天牛の丸々１

頭も出たのかなというふうに思います。この令和

２年度の実績として件数の減少と寄附金額の増加

ということでしたが、この要因についてどのよう

にお考えかお伺いします。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 寄附件数の減少につ

きましては、先ほども答弁のとおり、ちょっとや

り方、返礼品が５割にしなければならないという

部分もあって、その分寄附額を少し上げたという

部分があって、若干減ったということでございま

す。あと、ふるさと納税の寄附件数、大体全国的

には１１月、１２月の年末が増える傾向にあると

いうところでありましたが、本市の場合年末に比

べると、今までなのですけれども、農産品の関係

も含めまして年末に選べる時期に返礼品が少なか

ったということもあって、他の自治体と比べると

年末の寄附額、件数も含めまして伸びがなかなか

緩やかだったというところでございますが、今年

度につきましては先ほど申し上げました本市の人

気の返礼品になっている農産品の申込みについて

先行予約も含めまして受付開始時期、これまでよ

り早めに設定するということでありまして、その

時期に、一番増える時期に寄附者が増える、年末

に農産品を選んでいただけるような、そういうよ

うな対応したことが寄附金額を増やすことができ

た大きな要因だと考えるところでございます。あ

と、定期便形式もやりまして、そういう返礼品を

追加したことも増加要因の一つになっていると考

えているところです。新年度につきましても今回

の結果を参考にしながら金額だけではなく、寄附

件数の増加も目指して取組を進めてまいりたいと

考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 金額の増加について要

因伺いました。また、コロナの影響で巣籠もり需

要も増加しているなどの何か報道もありますので、

そういったことも影響しているのかなと思います。

また、受付時期の変更であったり、定期便の導入、

また道の駅の連携など、本当このふるさと納税の

事業に関して毎年毎年新しい事業、新しく何か構

築されているなといったふうに感じられます。ま

た、パンフレットとかもホームページで確認させ

ていただいたのですが、すごく何か見やすくて、

寄附者に対してとても親切なのだなというふうに

感じています。また、これからの件数とか金額に

関しましても前向きに増やしていきたいなという

ふうな御答弁いただいたと思いますので、ありが

とうございます。

次、小項目２の次年度以降の見通しについてで

すが、使途指定に特色のある事業や本市をＰＲす

ることのできるツールということで、そこは共通

認識として持っていただいているなというところ

は確認させていただきました。また、来訪者に対

してもカタログですか、手渡ししていただいてい

たり、そういう何か地道な活動というのは本当に

名寄市、知っていて来ていただいている方に対し

てそういう地道な活動していただいているのも本
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当すごく大切なことだと思いました。また、天文

台であったり、大学のほうのホームページでも大

学、天文台からも独自に寄附お願いしているとい

うことで、その辺も確認させていただいておりま

す。また、庁内連携や今後の事業展開についても、

これもまた前向きな御答弁いただきまして、これ

で私北海道で寄附がよく集まっているオホーツク

の紋別さんと比べていいのかどうか分からないの

ですけれども、すごく調子がいい紋別市さんと比

べて、何かちょっと検証してみたのですけれども、

ホームページの内容とか、寄附のところというの

はそんなそんな変わりないかなといったところで、

あと寄附の使途の指定の何々に使いましたといっ

たところですごく細かく、また住民サービス、こ

れホームページに載っているので、ぜひよければ

後で確認していただきたいのですが、本当にこう

いう事業に使いましたというのがたくさん載って

いて、それは寄附者に対してもこういうことに使

われているのだ、すごくよかったのだなというふ

うに、ホスピタリティーですか、そういったとこ

ろ感じられるようになっています。またあと、Ｓ

ＮＳをうまく有効活用していて、特にインスタグ

ラムの中での投稿、ハッシュタグ、ふるさと納税、

紋別、ぴやっと出てきたりもするので、そういっ

た時代に合わせた様々な情報発信等も重要なのか

なというふうに思っている。

また、壇上で申し上げたように、ガバメントク

ラウドファンディングも含めて寄附者と自治体を

強く結びつけるということがふるさと納税のリピ

ーターになるという可能性があると思うのですが、

そういったことについてどうお考えかお聞かせく

ださい。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 今様々な御提言三浦

議員からいただきました。最後のリピーター確保

もありました。先ほどの紋別市の例もいただきま

して、実績報告ですとか活用の部分についてはリ

ピーター確保の重要な要素と考えておりますので、

寄附者に寄附金が有効に活用されているというこ

とを実感していただき、継続して御寄附いただけ

るようそれぞれ担当の部局とも連携、協力しなが

ら報告、内容の充実に努めてまいりながらリピー

ター確保に努めていきたいと思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 市長の御答弁にもあり

ましたように、今地方が注目されているというこ

とで、本当に人と人とがつながるチャンスである

と考えていますので、庁内や関係各位と御協議い

ただき、またこのふるさと納税が名寄市に行われ

ることで市民生活の向上にもつながると思います

ので、よりよい制度となることをお願いして、次

の質問に移ります。

関連事業者の支援、考え方についてですが、幅

広い業種での対応していただきますよということ

で、この後追加組んでいただいているところです

ので、ここは省略させていただきまして、また国

の支援メニューの市内利用者する際のフォロー体

制についてできる範囲でお手伝いしていただきま

すよといった形の御答弁でよかったのか、すみま

せん、確認含めてお願いします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 補助金、支援金

等の申請につきましては、事業者自身が行う必要

がございます。ですので、私どもができる範囲と

いうことで、まずは事業の概要の説明、そして申

請手続の助言を行い、適切な申請を促していると

ころです。事業者の方々にすると市の支援なのか、

道の支援なのか、国の支援なのか分からないとい

う方が結構いらっしゃいますので、そこを丁寧に

御説明して、それは私どもだけではなくて、名寄

商工会議所、風連商工会さんでも対応していただ

いているところでございます。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 周知や整備であったり、

ある程度の助言というのをやっていただけるとい
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うこと確認させていただきました。

また、先ほど市長から御答弁ありましたように、

本市の経済対策によって補助事業や設備の答申に

ついて今市内の業者さんの関心高まっていると私

感じております。理事者の皆さんも御承知のとお

り、このような国や道の補助金、給付金をいただ

いて、市内に循環することが大切だと私のところ

考えておりますが、そのような考え方についてど

うお考えでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 長期化するコロ

ナ禍にあって、やはり経済を回すことを感染対策

をしながらやることが大事だと思っております。

一方で、経営を持続していただくために様々な給

付金を支給させていただき、国のほうでも北海道

のほうでもしているところで、やはり支援の規模

というものは国、道、自治体で大きく違うところ

であります。一方で、逆に例えば国の持続化給付

金でいいますと、５０％の売上げ減少、５０％以

上ということになっておりますが、そこに当たら

ないようなところということで私ども３０％です

とか、そういった国や道で拾えないところを拾う

という、そういったところが市の役割かなと思っ

ておりまして、そしてまず事業を維持していただ

いて、そして一定の雇用も維持していただき、一

方で中小企業の補助金の緩和などにより、これは

大きく経済を動かすほうの支援だと思いますけれ

ども、これにおいて、昨日の答弁でも答えさせて

いただきましたが、例年の２０倍ほどの事業をや

らせていただいておりますので、大きな経済の活

性化につながっているのではないかと思っており

ます。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） ありがとうございます。

国や道の補助事業の採択につきましては、担当の

職員さん、これは本当にプロフェッショナルの方

々だと私認識しております。市内の事業者さんが

申請とかに困っていたり、新たなチャレンジした

いというお問合せがあった際には、職員さん忙し

いのも十分理解させていただいておりますが、丁

寧な御対応お願いいたします。

本定例会でも官民一体によりコロナ対策ですか、

ハード面、ソフト面、様々な支援がなされている

ことで、本当事業者側のコロナ予防対策に加えて、

あと利用者といいますか、お客様といいますか、

そちらの皆さんの予防意識も醸成されており、一

定程度感染リスクについて下げることが、私個人

的な意見ですが、できていると考えておりますが、

このこと、一定程度リスク下げられていると思う

のですが、市としてはどのように捉えられていま

すか。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 感染の予防対策

ということで、先ほども申し上げた１４０件を超

える店舗等の改修等ですけれども、これにおいて

非常に抗菌仕様の改正、改修が行われたり、和式

のトイレが洋式化されたりですとか、自動ドアに

改修されたりといったことでは非常に感染リスク

を下げることがこの市内で大きくされていること

だと思います。また、ソフト事業においても名寄、

風連両地区の飲食店が連携した新北海道スタイル

の徹底ですとか消毒液の設置などもやっていただ

きましたし、またさきに北海道、市も共催で、市

役所、商工会議所、商工会、料飲店組合さんも共

催でしたけれども、感染予防対策に関する勉強会

ということを、当日は残念ながら悪天候のため講

師の先生はリモートでの講演でしたが、非常に分

かりやすい感染予防の御説明をいただき、そこに

は料飲店の三浦議員も含めて来ていただきまして、

そういったことも市内の感染予防対策に資するこ

とになっているのではないかと思っております。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 一定程度の効果、リス

ク下げられているなというところで共通認識して

いただいていると捉えました。これから年度末で

すか、に向けていろいろ様々な、従来であれば歓
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迎会、送迎会みたいなのもある中、北海道として

も４人以下で黙食ということを掲げておりますが、

名寄市として職員さんの皆様にこういったところ

に対してのオペレーションというのはどのように

考えているのかお伺いしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） ７日をもって北

海道の集中対策期間が終わったということで、様

々な緩和もされつつも必要な対策を取るというこ

とで、４人までの会食とか黙食ということが北海

道からも引き続き進められているところでありま

す。市職員についてもやはりそこは遵守しながら

やっていくことになったら、原則４人までという

ことですので、この歓送迎会シーズンあってもそ

こを遵守しながらの歓送迎会になるのではないか

と思っております。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） ちょっと……。

〇議長（東 千春議員） いいですか。

臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 今田畑室長のほうか

らお話をさせていただきました。基本的には北海

道の示す方針にのっとって進めることだと思いま

すけれども、職員の扱いにつきましては、またこ

の後市の対策本部がありますので、この中でしっ

かりと検討し、その取組を徹底させていただくこ

とになると思いますので、お知らせをさせていた

だきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） これからということで、

何か今まで様々な、ここ１年間、特に飲食業を中

心にですが、経済対策講じていただいたおかげで

市内業者は本当に、ぎりぎりではありますが、事

業継続してきていただいたところであると思って

おります。でも、これからの本当の支援策として

は、市民一体となって、一人一人が少しずつ経済

活動を行い、新しい生活様式に沿って進めていく

ことがまた本当に必要なことだと考えております。

このことについては、社会情勢上賛否含めて様々

な考えあることは承知するところではございます

が、市民一人一人の本当力が必要なのだよという

ところについて共通認識があるのか、お考えをお

聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 今三浦議員のほうか

ら御提言というような形だと思いますが、非常に

大切な考え方なのだろうと思っています。この間

コロナウイルスの関係でいきますと、感染拡大の

防止と経済の両立ということで進めてきていると

いうことだと思います。これについては、基本的

には変わらないのだと思います。その中でコロナ

ウイルスの感染の度合いが強弱があったり、それ

に伴って経済が動いているということであります

ので、その時々にしっかりとした感染対策を取り

ながらできる経済活動を回復させるというか、持

続させるということは非常に大切だと思いますし、

そのためにはそれぞれの当該者だけではなくて、

市民一人一人の力も含めてお借りしなければ対応

ができないのだと思いますので、今具体的にどう

だということは申し上げることはできませんけれ

ども、そういった考え方に基づきながら適宜適切

な対応を迅速に取っていきたいと思っております

ので、ぜひ御理解をいただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） ありがとうございます。

またちょっと本当にデリケートな問題といいます

か、すごく難しい問題になってくるかなと思いま

すが、また社会情勢等いろいろ変化するところも

見ていただいて、よりよい対策を御協議いただい

て、講じていただきたいなとお願いして、終わり

ます。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 以上で三浦勝秀議員の

質問を終わります。

森林、林業施策に関わって外１件を、富岡達彦

議員。
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〇１番（富岡達彦議員） 議長より御指名をいた

だきましたので、通告順に従って、一般質問いた

します。

大項目１、森林、林業施策に関わって。政府は、

３月２日に温室効果ガスの排出削減を目的とする

地球温暖化対策推進法改正案を閣議決定していま

す。２０５０年までに脱炭素社会の実現を目指し、

再生可能エネルギーを地域活性化につなげる制度

を創出するとしています。環境省は、ＣＯ２の排出

に価格づけをするカーボンプライシング制度の導

入を検討しています。北海道は、北海道地球温暖

化対策推進計画に基づいてゼロカーボン北海道の

実現に向け、道内の森林によるＣＯ２の吸収量を２

０３０年度には４８０万トンにする目標を設定し、

北海道森林吸収源対策推進計画を年度内に改定す

るという方針です。この目標達成に向けて計画的

な森林の整備、管理と公共建築施設の木造化を推

進するとしています。それらを踏まえて、小項目

５つについて質問をさせていただきます。

１つ目、名寄市森林整備計画に基づく持続可能

な森づくりビジョンについて。名寄市森林整備計

画の基本方針による地域特性を考慮した持続可能

な民有林の目指すべき姿について、森林生態系、

多面的機能、公益的機能に着目した名寄市の森づ

くりビジョンとゾーニングを含めた実効性あるグ

ランドデザインをどのように描いていくのかにつ

いて伺います。また、令和２年度市有林管理事業

並びに未来につなぐ森づくり推進事業の事業実績

とその評価についてお知らせください。

小項目２、森林経営管理制度、森林環境譲与税

活用による具体的な取組について。林業の成長産

業化と森林資源の適正管理が法制化された森林経

営管理法における市内私有林所有者に対する森林

整備への意向調査の進捗状況について伺います。

また、森林経営意欲が少ない林分、あるいは所有

者不明林分、森林経営計画の策定についてとそれ

らの林分の人工林施業管理実績についてお知らせ

ください。さらに、パリ協定の枠組みで定める温

室効果ガスの削減目標の達成や災害防止等を図る

ための森林整備等に関わる地方財源を安定的に確

保する目的で導入され、令和２年度本市の当初予

算にも盛り込まれていた森林環境譲与税の予算に

関わる事業実績と評価について伺います。

小項目３、林業現場における技能者、技術者の

養成と担い手の育成について。昨年旭川に道立北

の森づくり専門学院が開校し、オール北海道の体

制で地域や産学官と連携し、北海道を丸ごとキャ

ンパスとして活用し、現場での学びを重視したカ

リキュラムを組み、国や教育機関、地域との連携

をしながら林業現場のエキスパート、プランナー

やフォレスターを養成しています。本市における

新たな森林、林業の担い手を迎えるための受皿体

制づくりと森林、林業現場作業士の安定就業に向

けた担い手対策について伺います。あわせて、市

の行政林務側の森づくりに関わる専門技術員を配

置することに対する考え方について本市の見解に

ついてお知らせください。また、環境負荷が少な

く、森林資源の適正管理を実践できる自伐型林業

を目指す森林所有者の育成についての考え方も伺

います。

小項目４、災害に強い森林づくりについて。明

日３月１１日、東日本大震災から丸１０年を迎え

ます。地球規模の気候変動に伴う激甚災害が毎年

毎年国内各地で発生しています。道北地域でも台

風の襲来や猛烈に発達する低気圧、さらには同じ

ところで雨や雪が降り続く線状降水帯の脅威にさ

らされるようになってきました。名寄市地域防災

計画や名寄市強靱化計画に沿って川に囲まれた水

のまち名寄の水害や土砂災害に特化したハザード

マップが示され、防災に関する施策の充実化が進

められています。山地崩壊、土砂災害、土石流な

どを防ぐ治山、治水対策として災害に強い機能を

有する森林整備施業が必要不可欠であります。極

端な気象現象に対応していくために山地災害が発

生しやすい地形や土壌、地質を有する林班の調査、

そして適正施業管理の在り方と上流から市街地を
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経て天塩川本流までの総合的な防災対策としての

森林管理の在り方について考え方を伺います。あ

わせて、防災に関わる保安林、山地崩壊防止機能、

災害緩衝機能への指定や保安林の役割に適した森

林林部に誘導するための施業の見直しを含めた考

え方をお知らせください。また、河川増水氾濫防

止として渓畔林の整備、河道内木の適宜伐採、そ

して河畔林の適宜伐採整備についての考え方につ

いて伺います。

小項目５、市街地緑化について。低炭素資源循

環型の持続可能なまちづくりにおける市街地緑化

に向けた緑の基本計画導入についての見解につい

て伺います。名寄市は周辺は森林に囲まれていま

すが、市街地には緑が少ないという声を市民の皆

様から少なからず聞きます。都市計画マスタープ

ランや立地適正化計画を推進していく上で市街地

緑化に関する施策における緑の基本計画の位置づ

けについての考え方について伺います。

大項目２、ＪＲ宗谷本線の維持存続に関わって。

ＪＲ北海道は、新型コロナウイルス感染症の影響

により２０２０年度の営業損益、損失は５９７億

円に上ると発表しております。とりわけ新幹線や

札幌圏域、主要幹線での落ち込みが激しいと分析

されています。それらの深刻な経営状況に鑑み、

政府国土交通省はＪＲ北海道への支援の根拠とな

る国鉄清算事業団債務等処理法について今年度で

期限が切れることから、支援の期限を２０３０年

まで延長すると示しています。そこで、以下小項

目３点について質問いたします。

小項目１、令和３年度からの第二次アクション

プランの具体的内容について。北海道は、２０１

１年度の予算案の中で交通、物流の形成で１３億

９００万円を計上し、ＪＲが単独維持困難８線

区の利用促進策としてＪＲに貸与する観光列車車

両の購入費１０億円を盛り込んでおります。道は、

ＪＲに無償貸与して単独維持困難８線区での運行、

運用をして、収益向上につなげていきたいという

考えを示しています。これらの大きく前進した施

策動向を受けて、宗谷本線活性化推進協議会とし

ての受け止め方と今後のＪＲ側への提言、要望に

ついて伺います。また、新年度からのアクション

プランの具体的な内容についてお知らせください。

名寄高校駅の掲載という答弁がありましたが、ア

クションプランの充実化についてどのようにお考

えなのかお知らせください。あわせて、今年度ま

でのアクションプランについての成果と評価につ

いてもお知らせください。

小項目２、４月以降自治体が管理する駅の維持

について。今週末の３月１３日のダイヤ改正で宗

谷本線内では名寄市内の北星駅を含む１２駅が惜

しまれつつも３月１２日限りで廃止されます。そ

して、４月からは日進駅、智北駅を含む１７駅が

自治体によって管理する駅になります。市政執行

方針では、来年、令和４年ダイヤ改正をめどに東

風連駅を移設する形で名寄高校駅を開設されると

述べられております。今後それらの自治体管理駅

の維持には市費を投じることとなりますが、４月

以降の日進駅、智北駅の維持管理の具体策につい

て伺います。

小項目３、観光列車、急行花たびそうやの運行

の関わり方について。ＪＲ北海道は、昨年コロナ

禍で運行ができなかった観光列車、急行花たびそ

うや号を５月１５日から６月６日までの土日に運

行すると発表しております。それに対する本市の

関わり方について伺います。また、ＪＲ側に対し

て沿線自治体としてどのような提案、要望を上げ

ているのかについても伺います。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） ただいま富岡議員か

らは大項目で２点について御質問いただきました。

大項目１のうち小項目の１から４につきましては

私のほうから、小項目の５につきましては建設水

道部長から、大項目２のうち小項目の１及び２に

つきましては総合政策部長から、小項目の３につ

きましては産業振興室長からそれぞれ答弁となり
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ます。よろしくお願いいたします。

大項目の１、森林、林業施策に関わって。初め

に、小項目の１、名寄市森林整備計画に基づく持

続可能な森づくりビジョンについて申し上げます。

平成３０年４月に策定をしました名寄市森林整備

計画につきましては、森林法に根拠を置き、北海

道が定めます地域森林計画に沿って作成する計画

で、市有林をはじめ市内にある道有林、私有林を

対象に地域の森林、林業のマスタープランとして、

また施業などの規範を示す計画で、本市における

森づくりのビジョン、グランドデザインとなるも

のでございます。計画で示す森林整備の基本方針

につきましては、森林の有する多面的機能を総合

的かつ高度に発揮させるため適正な森林施業の実

施や森林保全を推進することとし、公益的機能の

維持増進を図るべき公益的機能別施業森林と木材

などの生産機能や維持増進を図るべき木材等生産

林の２つの区域を設定してございます。さらに、

この公益的機能別施業森林につきましては、機能

ごとに水源涵養林、山地災害防止林、生活環境保

全林、保健文化機能等維持林の４つの区域に分け

ており、木材等生産林を含めましてそれぞれの区

域に望ましい森林の姿や森林の整備及び保全の基

本方針を示すとともに、それぞれの森林が属する

区域についても定めてございます。また、本計画

が併せ持つ施業の規範の面では伐採、造林、間伐

と保育、公益的機能別施業森林などの整備などに

ついて標準的な方法や基準が示されてございます。

次に、令和２年度の市有林管理事業の施業実績

についてでありますが、間伐では当初計画５２ヘ

クタールに対し５ ４ヘクタール、下刈りでは２

５ヘクタールに対し２ １ヘクタール、皆伐で

は１ ５ヘクタールに対し２ ３ヘクタール、植

林では１ １ヘクタールに対し１ ４ヘクタール

となっており、施業の種類により若干の増減はあ

るものの、全体では１０９ヘクタールとなり、ほ

ぼ計画どおりとなりました。また、未来につなぐ

森づくり推進事業では、当初計画５０ヘクタール

に対し５ ６ヘクタールとなり、約２割の増とな

ってございます。

次に、小項目の２、森林経営管理制度、森林環

境譲与税活用による具体的な取組について申し上

げます。平成３０年の森林関連法の改正に伴いま

して令和元年度から新たな森林管理制度が施行さ

れ、森林経営意欲がない森林所有者に対し行政が

森林経営管理権を行使し、間伐などの施業を実施

できることとなりました。これを受け、令和元年

度に森林経営計画に参入していない森林所有者３

０６人を対象とし意向調査を実施したところです。

約３割の回答があったものの未返信や不達が７割

のため、令和３年度以降におきましても引き続き

調査を継続し、森林経営計画への参加を進めてま

いります。なお、経営意欲のない林分などの森林

経営計画につきましては、意向調査を継続し、森

林経営計画への参加を誘導しているところでござ

いますので、現段階では策定をしてございません。

次に、人工林の施業実績についてでありますが、

市有林、私有林ともに平成３０年度から令和４年

度までの５年間を計画期間とする森林経営計画に

基づき推進をしているところであります。令和２

年度で３年目を終えることとなります。森林経営

計画と実績との比較では、私有林の間伐では５年

間で５８０ヘクタールの計画に対し実績では２５

３ヘクタールで進捗率は約４４％、皆伐では３７

５ヘクタールに対し２３２ヘクタールで約６２％、

植林では３４０ヘクタールに対し２２６ヘクター

ルで約６６％となっておりまして、全体では約５

５％の進捗状況となってございます。また、市有

林の間伐におきましては、５年間で２４９ヘクタ

ールの計画に対しまして実績は１５２ヘクタール

で進捗率は約６１％、皆伐では８０ヘクタールに

対しまして４８ヘクタールで６０％、植林では７

０ヘクタールに対し４１ヘクタールで約５９％と

なっておりまして、全体では約６０％の進捗状況

となってございます。

次に、令和２年度の森林環境譲与税の実績と評
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－156－

令和３年３月１０日（水曜日）第１回３月定例会・第４号

価についてでありますが、環境譲与税が ４４８

万 ０００円に対しまして現在の執行見込みは

３６８万 ０００円、残額につきましては基金へ

の積立てを予定しているところでございます。主

な使途についてでありますが、まず森林整備への

支援といたしまして、国の公共補助金が要求より

減額された際の間伐への補填や公共補助事業への

上乗せ補助、間伐、下刈り、枝打ちを合わせた施

業面積では当初計画比１０５ヘクタール減の３３

３ヘクタールとなり、野そ駆除は当初計画どおり

４００ヘクタール、秋期植栽根踏みは当初計画比

１ヘクタール減の４８ヘクタール、作業道維持管

理補修では当初計画比 ８００メーター減の２０

０メートルとなり、市の補助金で ２８２万 ０

００円を見込んでいるところでございます。担い

手確保育成では、事業体の人材確保と新規就労者

への助成につながります林業事業体就業支援の申

請につきましては残念ながらございませんでした

が、安全衛生教育などの講習費への支援として７

名、市の補助金で５万 ０００円を見込んでござ

います。森林への理解を深める啓発活動等の部分

につきましては、啓発チラシを作成し、回覧など

で周知を行っているほか、トムテ文化の森、もり

の学び舎にパネル展示を行い、事業費で１６万

０００円を見込んでございます。その他といたし

まして、林地台帳補修点検業務委託、上川森林認

証協議会負担金などの事業費で６０万 ０００円

を見込んでいるところでございます。環境譲与税

の活用につきましては、実質今年度が初めての取

組となりましたが、森林整備の促進をはじめ、一

定の成果があったものと受け取っておりますが、

今後も事業の検証を通じまして財源の有効活用、

より効果的な制度となるよう取り組んでまいりま

す。

次に、小項目の３、林業現場における技能者、

技術者の養成と担い手の育成について申し上げま

す。林業事業体における専門技術職をはじめとす

る担い手不足は大きな課題であり、道立北の森づ

くり専門学院に対しては当管内への誘致の際から

専門職の育成などの役割に期待をしてきたところ

でありまして、同校の卒業生が広く活躍すること

で本市はもとより、流域をはじめ、道内林業の活

性化が図られるものと考えてございます。御質問

のありました担い手の受皿づくりと安定就業に向

けた担い手対策についてでありますが、まずは市

内林業事業体が雇用の受皿となるように市有林の

整備や私有林整備への支援を継続して取り組むと

ともに、市内林業事業体に対しては人材確保を支

援します林業事業体就業支援助成金、免許や資格

取得などの人材育成を支援します林業従事者資格

等取得支援事業など環境譲与税を活用しながら助

成制度を創設し、対応してきたところでございま

す。市の専門職員配置についてでありますが、法

改正などに伴いまして専門性が増しているところ

でございますが、その対応につきましては職員の

配置のほか、民間の専門人材を活用することも一

つの方法と考えているところでございます。現在

施業プランナーが在籍をします市内事業所と委託

契約を結んで市有林の管理に当たっているところ

でありまして、当面は現在の方法を継続してまい

りたいと考えてございます。

次に、自伐型林業者についての考えについてで

ありますが、現在市内で実践されている方はおら

れないと認識をしているところであります。多様

な価値感や生活スタイルがございますので、移住

なども含めて今後調査研究すべき課題の一つと受

け止めておりますが、森林資源の適正管理、経営

の観点から申しますと、課題は少なくないものと

考えるところであります。しかし、一方で活動組

織を対象とし、昔ながらの里山林などを支援する

制度などもございますので、これらの制度の活用、

他自治体の事例なども含めて調査研究してまいり

たいと考えております。

次に、小項目の４、災害に強い森林づくりにつ

いて申し上げます。森林が果たす自然災害の役割

はまさに森林が有する公益的機能の代表的な機能
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の一つでございます。先ほど申し上げました森林

整備計画におきまして、土地に関する災害の防止

及び土壌保全の機能の維持増進を図るための森林

施業を推進すべき森林を山地災害防止林として区

域を指定し、その区域の施業実施基準を主伐を禁

止すべき森林、または主伐林齢、伐採率、立木材

積の一定以上を維持することとしておりますので、

この基準に基づき山地災害防止を図りながら森林

施業を行ってまいります。土砂災害警戒区域につ

きましては、これまで智恵文八幡左の沢川のみが

指定されておりましたけれども、令和２年度、北

海道旭川建設管理部により見直しが行われまして、

曙、砺波、弥生、瑞穂、旭東、東生、西風連など

２７か所が新たに追加をされ、全部で２８か所の

沢や川などが指定されたことによりまして、本年

度の名寄市防災会議におきまして名寄市地域防災

計画を見直す予定でございます。また、追加をさ

れました２７か所が全て林班内にございますので、

北海道の地域整備計画が変更された後、速やかに

名寄市森林整備計画の変更を予定しているところ

でございます。

生物の生息環境や防災機能を備える渓畔林につ

きましては、名寄市森林整備計画で保健文化機能

等維持林に指定をしています道有林の一部におき

まして生物多様性ゾーン、水辺林タイプとして区

域の上乗せがなされております。この上乗せをさ

れた水辺林対応のゾーンにつきましては、河川の

両側から原則２０メートルを区域としており、施

業につきましては択伐による複層林施業を推進す

べき森林と定め、その伐採率を３０％から４０％

以下とし、立木材積の１０分の７以上を維持する

こととしており、適時に施業を推進することでそ

の機能を維持、発展させ保全することとなります。

次に、市の管理となる普通河川内の河道に堆積

している雑木の伐採などにつきましては、近年多

発をしています大雨による農地への冠水被害や防

災上の観点からも土砂しゅんせつと併せまして計

画的に実施してまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） 私からは大項目

１、小項目５、市街地緑化について申し上げます。

まず、緑の基本計画は市町村が主体となり、緑

地の保全及び緑化の推進のための目標、施策の方

針を定める計画であり、国土交通省発表の２０１

７年３月末時点では全道で４６自治体が策定して

おります。本市においては緑の基本計画は未策定

であり、今後本市といたしまして計画の策定の必

要性など策定に向けた調査研究をしてまいります

が、緑に対する基本的な概念や考え方、まちづく

りに対するグランドデザインについては、名寄市

総合計画や名寄市都市計画マスタープラン、名寄

市立地適正化計画の中でお示しさせていただいて

いるところです。特にまちづくりの概念や方針を

示す都市計画マスタープランの中では、持続可能

な循環型社会や潤いと憩いのあるまちづくりに向

け市街地の幹線道路や植樹帯、都市公園、公共施

設の緑地を含め、緑豊かな優しく、安心で住みよ

い生活環境を目指すこととしています。これらの

考え方を基本姿勢としながら、市民の皆様との情

報交換を通じ市街地の潤いと安らぎをもたらす緑

を維持していくため街路樹や公園の適正な維持管

理に努めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 私からは大項目

２、ＪＲ宗谷本線の維持存続に関わって、初めに

小項目１、令和３年度からの第二次アクションプ

ランの具体的な内容について申し上げます。

北海道の取組としてお話のありました車両を買

い取り、ＪＲ北海道へ無償貸与する取組につきま

しては、国と北海道が連携した事業と認識してお

ります。本年度までは、北海道の事業として沿線

自治体も負担金を拠出し、北海道も拠出する中で

列車利用環境改善などに役立てていただく事業を

行ってきております。これまでも申し上げており
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ますが、ＪＲ北海道の問題は沿線地区だけの問題

ではなく、北海道全体の公共交通網をどのように

持続可能な形で残していくのかという視野が必要

であり、今回の事業は北海道のリーダーシップの

下、事業実施に向けて国と調整された結果と認識

しております。今後観光列車の運行が行われてい

くと想定しておりますが、北海道やＪＲ北海道か

らの情報収集に努め、観光担当部門と連携し、効

果的な取組となるよう努力してまいります。

次年度からのアクションプランにつきましては、

現在ＪＲ北海道を中心に策定作業を進めておりま

すが、基本的には現在のアクションプランのアッ

プデート版になる予定となっております。今年度

までのアクションプランにつきましては、成果の

集約がまとまり次第沿線市町村長が集まる検証委

員会が開催されるものと考えております。アクシ

ョンプランの評価につきましては、ＪＲ北海道と

地域が一体となった取組をまとめることで、国に

対し法改正の動きにつながったものと考えており

ます。

次に、小項目２、４月以降自治体が管理する駅

の維持について申し上げます。ＪＲ北海道の経営

改善に伴う極端に御利用の少ない駅の見直し計画

に対し、本年４月以降日進駅、智北駅については

市で管理していくこととなります。駅の維持管理

につきましては、ＪＲ北海道と駅業務に関する協

定書を締結する予定であり、その内容に基づいて

それぞれの役割分担を明確化していくことになり

ます。市で費用負担するものとしましては、主に

除雪費、駅に係る検査、修繕費用及び光熱費とな

ります。その他清掃業務や見回りなどについては

各駅のある町内会や地域住民の方々の御協力いた

だきながらの維持を予定しております。その際に

従事される方へは今後作業内容や安全確保につい

てＪＲ北海道による業務講習を受講していただく

予定となっております。協定書につきましては１

年ごとで更新していくものとなりますので、維持

管理をしていく２つの駅については毎年各町内会、

地域住民の方々と協議をさせていただき、次年度

の対応について判断してまいりたいと考えており

ます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 私から大項目の

２、ＪＲ宗谷本線の維持、存続に関わって、小項

目３、観光列車、急行花たびそうや号運行への関

わり方についてお答えいたします。

花たびそうや号は、ＪＲ北海道が沿線の魅力を

生かした鉄道の活性化のシンボルとして沿線地域

の皆様と協力をしながら５月１５日の土曜日から

６月６日の日曜日まで４週間の土日に運転するも

ので、車両には一昨年ＪＲ北海道が既存車両を改

造し製作した山紫水明シリーズが使用されます。

ＪＲ北海道による宗谷線での観光列車は、一昨年

夏の風っこそうや号に続き、昨年春に花たびそう

や号が計画されたものの、新型コロナウイルス感

染症の影響により運行が取りやめになり、本年改

めて花たびそうや号が運行されることとなりまし

た。風っこそうや号や昨年計画された花たびそう

や号がどちらも稚内駅と音威子府駅との往復、旭

川駅と音威子府駅との往復と期間を分けて運行さ

れることになるものに対しまして、今回は全ての

期間で土曜日が旭川から稚内駅、日曜日が稚内駅

から旭川駅と土日で旭川、稚内を往復する形とな

ります。各駅でのおもてなしに関しては、ＪＲ北

海道から沿線自治体に対して個別におもてなしの

協力依頼があり、それぞれ回答しているところで

すが、今回は新型コロナウイルス感染拡大防止の

観点からあらかじめＪＲ北海道側から密になりに

くい駅ホーム上のみにおいて１０名前後での手振

り、旗振りや御当地キャラクターによるお出迎え、

お見送りなど規模感が示されました。こうした状

況や上り、下りとも名寄駅での停車時間が１０分

程度であることを踏まえまして、観光協会とも協

議し、本市の観光キャラクターなよろうと１０名

前後によるお出迎え、お見送りをすることとし、
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一昨年の風っこそうや号の際に音威子府村の住民

若手有志グループが企画制作し、乗客の皆さんに

好評だった手拭いでの旗振りなどを予定している

ほか、観光協会ではノベルティーの配付などを検

討しております。一方、ＪＲ北海道では自治体に

よるおもてなしとは別に名寄市内の事業者と連携

して特製弁当を名寄駅で販売することを検討して

いたことから、本市からＪＲ北海道に提案をし、

この特製弁当の販売を本市のおもてなしの一環と

して連携、協力して一体感のある取組としたとこ

ろでございます。各沿線自治体の提案、要望につ

きましては現時点でまだ公表されておりませんが、

ＪＲ北海道側からの感染拡大防止の観点を踏まえ

た対応の方向性を受け、今のところ個別の取組と

なっております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） それぞれ御答弁いただ

きました。

ちょっと順序を変えて、ＪＲのほうの話から再

質問をさせていただきたいなというふうに思うの

ですけれども、様々な取組によって国や道の一連

のこのＪＲ北海道に対する支援策に至ったものと

いうふうに認識をするところでございますけれど

も、市長をはじめとして沿線自治体の努力のたま

ものでもあるのかなというふうに今総合政策部長

の話を聞いていて思ったところなのですけれども、

まず加藤市長にちょっとお伺いしたいと思います。

宗谷本線活性化推進協議会としてこれまでの今の

北海道のこの頑張りについてどのように評価をさ

れているのか。そしてまた、ＪＲ側への今後の利

用促進に資する働きかけについてさらに今後可能

性があると思われておりますＪＲ北海道の実質的、

効率的な上下分離、公的資金を入れながらの上下

分離策に係る問題、あるいは観光列車導入による

オープンアクセスの拡大、この辺の考え方につい

て現時点での御見解をお伺いしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 何点かの御質問いただき

ましたが、まず昨年末に国土交通省のほうから向

こう１０年間、２０３０年までいわゆるＪＲ北海

道等の支援を延長する法律を閣議決定されたとい

うことでありまして、このことについてはこれま

での様々な沿線自治体や、あるいは北海道、関係

をする皆さんのお力添えというか、また訴えが実

ったものというふうに思います。加えて、ＪＲ北

海道に対しては令和５年度までに追加の３年間で

３００億円を上回る支援、プラスアルファ様々

な取組も今国、あるいは北海道からも提案される

ところであります。かなり大きな支援をいただく

ことになりまして、このことについては北海道も

本当に大変な御努力をいただいて、これらの支援

にこぎ着けたものというふうに、改めてこのこと

については一定の評価をしたいと思います。これ

は、すなわち沿線の自治体のアクションプラン等

の様々な取組も認められた、この証左でもあると

いうふうに思っています。今後について様々なオ

ープンアクセスだとか上下分離とかというような

話がありまして、そこについての具体的な知見を

今披露することはできませんが、これをやっぱり

継続するためには沿線自治体が一体となって改め

て取組の中で一定の成果を出していかなければな

らないと。利用率を向上させて、少しでも沿線の

経営を維持、安定させていくということが必要だ

と思います。一方で、特に宗谷本線に関しては国

境にわたっての大切な国の根幹となる路線、本線

であるという認識も持っておりますので、一方で

我々ができることは協議会通じて協力をしながら

しっかりとやっていくということになりますけれ

ども、一方でそうした重要な幹線でもあるという

ことで、引き続き国のしっかりとした支援をして

いくことで維持されていくものだということは改

めて今後とも御訴えをしていきたいというふうに

思っております。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） ありがとうございます。
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やはりＪＲ北海道の問題を考えていくとなると、

国鉄分割民営化時の国鉄改革法に触れなくてはい

けない部分というのはどうしても出てくるのかな

というふうに考えております。上下分離の話があ

ちこちからいろいろな策で出てきている状況では

ありますけれども、スウェーデンの国鉄において

はＪＲ北海道と非常に経営の状況が似ているとい

うような形なのですけれども、国鉄分割民営化時

の国鉄改革法の第４条には、国は国鉄改革の実施

に際して国鉄が経営している事業に関わる利用者

の利便の確保及び適正な利用条件の維持について

特に配慮するものというふうに書かれているとこ

ろであります。つまり民営化してしまえば国には

責任はないという話では全くないということが今

回の様々な支援策にも盛り込まれているのかなと

いうふうに思うのですけれども、そういった部分

を鑑みますと、今のＪＲ北海道というのは恐らく

自助努力の範疇をかなり超えてきているような限

界に近い状況にあるのかなというふうに思ってお

ります。ぜひ加藤市長には活性化推進協議会の会

長としてさらにもう一汗かいていただきながら宗

谷本線、まずもって使える列車ダイヤとしてする

ように利便性の向上について努めていただきたい

と思うのと、あと観光列車の施策についても誘導

を実現できるような体制づくりを進めていただき

たいなというふうに考えております。ＪＲ北海道、

政府、国会に対して様々な面で宗谷本線の重要性

を訴えられているということは重々承知している

のですけれども、改めてその辺に関してのＪＲ北

海道沿線自治体として支えていく、あるいは一緒

に盛り上げていくというようなことに関しての危

機感、あるいは決意というものを一言端的にお答

えをいただければと思います。よろしくお願いし

ます。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 先ほども部長からもお話

ありましたけれども、今週末から新たなダイヤ改

正になって、宗谷本線でも幾つかの駅が廃止をさ

れるということになりました。これも本当に地域

のそれぞれの自治体の首長さん、あるいは住民の

皆さんの苦渋の決断であったと思います。我々は、

しかしこれは宗谷本線をやっぱりしっかりと維持

していくために地域もできることはやっていくと

いう、そうした中での苦渋の決断であったという

ことは北海道や国のほうにもしっかりと訴えをさ

せていただいて、その上でしっかりとより機能を

充実、強化させるような取組もしていただきたい

と。我々も努力をするけれども、しかしこれだけ

の広域長大な路線を維持していくのにはやはり国

の支援は欠かせないのだということをしっかりと

訴えさせていただきたいと思います。一方で、今

回Ｈ１００が導入されるということで、ダイヤも

大幅に利便性が増すということは評価をさせてい

ただくし、一昨年から土日に継続した観光列車の

運行の取組は一定程度宗谷本線の中で列車観光そ

のものが一つの商品になるのだということの手応

えも沿線の中では感じているところでありまして、

利便性の高いものをしっかりと求めていくことと

併せて、この沿線をさらに有効に活用することで

少しでも収益を上げていくということをしっかり

と我々努力していくとともに、引き続きこの根幹

となる路線の維持に向けて今後とも継続して国の

強力な支援をしていただきたいということはお伝

えしていくということになるかなというふうに思

います。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） 恐らく思いは私も市長

も同じところにあるのかなというふうにも思って

おります。ぜひともＪＲ北海道、ＪＲ宗谷本線の

維持、活性化に今後も一緒に知恵を絞っていかせ

ていただければなというふうに思っているところ

です。駅の廃止の部分についてなのですけれども、

今後維持管理をしていく上で様々な市町村の取組

があると思うのですけれども、ほかの沿線の。塩

狩駅に関しては町長自らが残すという形で、全国

から応援金が５００万円以上集まってきていたり、
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あるいは音威子府に関しては天北線の石の缶詰と

いうのをふるさと納税の返礼品にして、かなり好

評を得ている。新年度予算にも維持費を３４０万

円計上していると報道がありました。また、幌延

町に関しては町内の駅を秘境駅群として観光の目

玉として進めているところでありますけれども、

今後日進駅、智北駅、そして来年開業を目指して

いる名寄高校駅、これらに関して価値の発掘と研

磨、そして交流人口を増やしていくためにその価

値の顕在化というものをどう図っていくのか、考

え方があればお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 今回利用の極端

に少ない駅といったことで対象に上がった駅とい

うのが今お話のあった日進駅、智北駅と、そして

今回のダイヤで廃止が予定されている北星駅とい

うことになりますけれども、東風連駅につきまし

てはこれは決して利用が少ない駅ではなくて、非

常に活発に利用されている駅ということで、今回

のＪＲからの格付とはちょっと違う駅ということ

になりますけれども、今後の考え方ということで

すが、今回の駅の廃止等の御協力を町内会とお話

をさせていただいた基準というのが地域に通学生

がいるかどうかというところを基準として今回判

断させていただいたと。現在いなくても数年後に

は通学生が出るのだといったところについては駅

を残していきましょうといったことで今回は判断

させていただいておりますし、次年度以降もそこ

の判断については今のところ急に変えるとか、そ

ういったことは考えていないところであります。

しかしながら、ほかの要素として駅利用者の状況

変化などももし起これば、そこはそこでまた違う

角度での判断材料として加えることを多少考えら

れることもあるのかなというふうに考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） 通学生がいるかいない

かということの判断基準というのは理解している

ところでありますけれども、それぞれに駅にして

みれば駅のこれまでの歴史ですとか存在価値です

とか、そういったものというのはいろんなところ

にあるのかなというふうに思います。ましてや観

光一本の一つの施策として掲げている名寄市とす

れば、観光の交流人口の拡大、あるいは関係人口

の拡大に資する価値というものが恐らく駅にもあ

るのかなというふうに思っておりますので、ただ

その駅を利用する、利用しないという物差しだけ

ではないところでの判断というのをぜひ検討して

いただきたいなと思うところです。

花たびそうや号、今回も今年５月、６月の土日

に走るわけですけれども、名寄の未来を支える産

業の一つにやっぱり観光というのがあるのかなと

思っております。ですから、観光振興というもの

から考えてみても今の、現状コロナ禍の中では割

と足踏み状態な状況が続いているのかなと思いま

すけれども、代表質問の答弁にありました自転車

だとか家具、あるいは歴史、文化の探訪などのテ

ーマを持ったエコモビリティーツアーとかマイク

ロツーリズム、そしてスノーリゾート、そういっ

たものの基軸には恐らく鉄道というものが位置づ

けられてくるのかなというふうにも思っておりま

す。とりわけてインバウンドの方はジャパンレー

ルパスというパスを使って北海道を周遊されると

いう方が多い状況でございますので、観光振興の

アクセスツールとして鉄道の役割を今後どのよう

に発展させていくのかについての考え方があれば

お聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 観光におけるＪ

Ｒ、鉄道ということですけれども、今おっしゃっ

たように、ジャパンレールパスですか、こういっ

たことインバウンドの方は使われますし、一方で

名寄のようなこの道北の地域では二次交通の弱さ

ということが言われているところであります。た

だ、その中で例えば先ほどの話にあったサイクリ

ングにかけてＲ３事業ということで、レール、ロ
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ード、リバーということで、こういった取組も既

に進んでおりますので、そういったことも観光の

資源として有効活用していければと考えていると

ころでございます。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） ぜひとも宗谷本線を基

軸にした状況の中で観光というものを一つの考え

方としてこれからも発展をさせていっていただけ

れば一層維持、存続にかなうものになるのかなと

いうふうに考えております。

森林のほうに入ってまいります。森ってこの地

に住んでいると結構周囲が山に囲まれているもの

ですから、なかなか日常生活、直接的に恩恵を受

けているということ感じづらいのかなというふう

にも思うのですけれども、様々御回答いただきま

した流れの中では市有林の、民有林の整備に関し

てはほぼ計画どおり順調に割と推移しているのか

なというふうに思うのですけれども、木材などを

生産する経済林に関してなのですけれども、日本

の森林、林業の施策というのは恐らく国も道も、

それで振興局も市町村も恐らく法正林という思想

をベースに考えられているのかなというふうに思

っています。本市のホームページを開きますと、

新着情報の中に３月５日付で森林について知ろう

というコーナーがありまして、前に回覧でも回っ

てきたのかな。森林について知ろうというページ

があります。これを見ると、やっぱり法正林をベ

ースに考えられているのかなというふうに思うの

ですけれども、今皆伐をして植林をしてという一

定サイクルをつくってやっていますけれども、果

たしてそれがうまく回るのかどうなのかというよ

うなことも含めて考えていったときに机上の計画

と実際の伐出、あるいは土壌ですとか立地ですと

か環境ですとか、そういったものを加味した状況

の中で今行われている法正林に基づいた施業方法

というのが今後も続けていくべきものなのかどう

なのかということについてお考えがあれば、お聞

かせいただきたいと。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 森林を持続させるた

めに今の森林施業の方法、あるいは特に生産林と

か、その方法がいいのかということだと思います。

施業の方法等については、これは国のほうで計画

をつくり、さらには北海道がそれを準拠し、策定

をし、北海道内の流域単位に計画を策定している

ということでありますし、名寄市としますと流域

の中の名寄市のエリアについて北海道の計画に基

づいて施業方法など定めさせていただいるところ

であります。当然国、北海道の施業計画について

は専門的な見地から検証した上での施業方法を定

めていると思いますので、私どもとしますと専門

的な見地からの技術指導等、あるいは基準に基づ

いて施業させていただきたいという考え方という

ことで御理解いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） 今専門的な見地という

のも全国的な森林ベース、あるいは世界的な流れ

として考えたときに法正林の思想というのは果た

してよかったのかどうなのかということが今考え

られ始めています。法正林の思想の中にも森林整

備の考え方についてというのは恐らく自然のサイ

クルを林業に適用しながら自然生態系との協調、

保全ですとか林産物の持続、維持という形を取っ

て、持続可能なものとして近づけていこうという

発想だと思うのですけれども、これからの発想は

恐らく後続林的な発想に基づいて森林全体という

ものを一つの生命体として考えながら施業を行っ

て、そこから収穫物を得ながら、あるいは災害に

対する公益的機能、多面的機能を発揮していくよ

うな考え方というのは非常に大事になってくるの

かなというふうに思っています。現在の林業の在

り方というのは、経済林に特化していってしまえ

ば、恐らく木を見て森を見ていないというやり方

だと思うので、今後は名寄市の市有林全体という

ものを木も見て森も見るというような発想の転換

が必要になってくるのではないかなというふうに
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思っております。構造的な豊かな森林というもの

目指していく上で総合計画や立地適正化、あるい

は都市計画マスタープラン、中心市街地活性化、

そういったものも全部ひっ絡まってくるのが恐ら

く森林環境だと思っています。農業にもこれは影

響があるものだと思っておりますので、森林の公

益的機能の働き、地域材のブランド化というもの

を無視できない存在であるというふうに私は考え

ております。今後民有林施業に当たって適地適木、

あるいは適プラン、適セールス、適作業、適アフ

ターケア、適モニタリングまで含めたＰＤＣＡサ

イクル、あるいはＫＰＩの指標をどのように描い

ていくのかということについて考えがあればお伺

いしたいと思います。。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 今の森林整備計画に

おいても全てを一律的に生産林として経済優先し

て施業していくのだという考え方ではないという

ことはまず、御理解されていると思いますけれど

も、あえて申し上げておきたいと思います。当然

先ほど申し上げたように、公益的機能に着目しな

がらゾーニングをし、さらにはそのゾーニングの

中でも土壌条件や木の整備状況、そこにすむ生物

の関係、あるいはそこの立地条件なんかも含めて

どういう施業がいいのか、そこも含めて今も施業

させていただいているということでありますので、

そこについてはぜひ御理解いただければと思いま

す。

もう一点、森林施業において持続をするという

観点で必要なのがやはり森林の整備維持にはお金

がかかりますので、森林経営という言い方が、な

かなか行政から経営ということはなじまないのか

もしれませんが、森林経営という面からもしっか

りと見ていかなければいけないのだというふうに

思っています。現状の森林の整備につきましては、

これなかなか国の公共補助を活用しないと収支的

に合わないというのがありますので、森林の整備

に当たっては公共補助をある意味では前提としな

がら進めさせていただいているところであります

ので、それを活用するとやはり一定の条件の中で

整備を進めなければいけないということでありま

すので、言われる大きなマクロの考え方について

は私どもも一定の理解するところでありますけれ

ども、現実の森林施業、維持、保全についてはそ

ういった条件の中で進めるということであります

ので、御理解いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） 現状を分かっていなが

らにして話を振ったような状況はあるわけなので

すけれども、いろいろと多面的機能、公益的機能

というものを踏まえた中で森林管理というものを

考えていくときに、提案したいことも何点かはあ

るのですけれども、お金の絡む問題なので、簡単

にはいかない部分があるのかなというふうには思

うので、それはおいおいまたやっていきたいなと

思うのですけれども、最後に１点だけお尋ねして

おきたいのは市街地緑化に関してなのですけれど

も、名寄市の市民憲章にも豊かな森林を守り育て

て、自然と調和した暮らしの環境を整え、快適で

潤いのあるまちづくりを進めていくとうたわれて

いますけれども、美しい緑と樹氷きらめくまち名

寄をつくっていくためにも市民憲章を行政と市民

が一緒になってやっていくという意気込みという

のが今後必要になってくると思いますが、改めて

考え方についてお知らせをいただければと思いま

す。

終わりにしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） 緑の持つ機能です

とか効果については私どもも十分認識させていた

だいておりますし、その必要性についても理解さ

せていただいているかというふうに思っています。

これから人口減少ですとか高齢化に伴いまして持

続可能なまちづくりが求められていることから、

国のほうにおきましてもグリーンインフラに関す

る取組なんかも推進されてきているのかなという
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ふうに思っています。本市におきましては、先ほ

どの答弁のとおり、緑の基本計画については今未

策定でございますけれども、緑の概念につきまし

てはこの間都市計画マスタープランですとか立地

適正化計画の中の概念に包含されながら都市計画、

都市全体の観点の中で推進させていただいている

と思っていますし、市の最上位計画である総合計

画の中におきましても緑に関する記述をさせてい

ただいているかなというふうに思っています。こ

うしたことから、総合計画をはじめといたしまし

て様々な計画の基本的な概念に即しながらこれか

らもまちづくりを進めさせていただきたいと思っ

ていますし、緑の計画の有無にかかわらず緑の大

切さや保全についてはしっかりと進めていきたい

と考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。

〇議長（東 千春議員） 以上で富岡達彦議員の

質問を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時３９分

再開 午後 １時００分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

公営住宅の連帯保証人の廃止を外３件を、高橋

伸典議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 議長の御指名をいた

だきましたので、通告順に従いまして、随時質問

してまいりますので、よろしくお願いいたします。

まず初めに、公営住宅の連帯保証人の廃止をに

ついてをお尋ねをいたします。低額所得者に割安

な家賃で提供する公営住宅で、入居の条件として

保証人確保の規定を廃止する自治体が相次いでい

ます。住まいのセーフティーネットの最後のとり

でと言われながら、保証人確保が壁となって、住

宅弱者が入居できない事例が後を絶ちません。ホ

ームレスになってしまう高齢者、独り親家庭、生

活困窮者は公営住宅が頼りですが、入居後に家賃

滞納などの問題が生じた場合に伴い、ほとんどの

自治体が入居条件として１から２名の保証人確保

を住居希望者に義務づけられてきました。身寄り

のない高齢者の公営住宅入居を妨げる連帯保証人

規定に関し、国の削減要請にもかかわらず保証人

を不要とする自治体は昨年１２月時点で２割以下

にすぎません。国土交通省は４月の民法改正で保

証人が責任を負う上限額の明示が義務化され、確

保がより困難になると見て、対応が遅れれば高齢

者が住むことができず行き場を失う人が増えるお

それがあり、保証人が支払うべき額が示されるよ

うになると引受手がますます減るとして、国土交

通省は２０１８年３月に通知で規定の削除を促し

ました。本市においても、連帯保証契約において

連帯保証人の要件のハードルが高いことによる現

状と課題について理事者の御見解をお願いをいた

します。

国土交通省の調査では、公営住宅を管理する都

道府県や市町村 ６７４自治体、保証人規定を削

除する、削除予定が保証人不要が２７８自治体、

維持または維持予定は４３１自治体、機関保証を

認めるが２５４自治体、機関保証だけ認める、４

自治体、小規模自治体を中心に未定が７０７自治

体になっております。北海道、京都、兵庫、島根、

広島もこの本年第１回定例会で廃止の条例案が提

出されるそうです。本市も市営住宅はセーフティ

ーネットであって、要配慮世帯、要配慮者に対す

る備えの中でネックになっている部分について検

討し、名寄市市営住宅管理条例の一部改正につい

ての理事者の御見解をお願いをいたします。

大きい項目２つ目、安全、安心な除排雪につい

てお尋ねをいたします。本年降雪量は平年並みと

も思われますが、除排雪作業が追いつかないと思

われる状況の道路が見受けられます。交差点では

雪山が高く、車の頭をぎりぎり出して、自分の頭

もフロントの手前まで出さないと見えない交差点

があり、車や人が見えなく、危ない状況にありま

す。安全対策として、昨年はカット除雪で安全対
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策を行っておりますが、また枝道には車１台しか

通れなく、交差点で待ち合わせ、かわすこともで

きない道路が多数あります。災害や救急搬送時に

影響がないのか心配になります。安全、安心な生

活道路の除排雪体制について、また国道４０号、

車幅が雪により狭くなり、市道との接続は片側に

雪を寄せるため市道の半分が塞がる状況となって

いる道路があり、また道道、神社通も同じような

状況で、交差点カット除雪や交差点、国道４０号

と道道の安全対策についての理事者の御見解をお

願いをいたします。

本年度は道路の幅員確保のためにロータリー排

雪を行っており、二、三日で雪かき分け除雪と一

般家庭用除排雪作業車によって門口を開け、雪置

場がなく、道路に雪を積むため道路の幅員が狭く

なるという状況があちらこちらで発生しておりま

す。道路の幅員を広げたり、交差点のカット除雪

や道路の積み上げ除雪は市の直営班で昨年は行っ

ておりましたが、本年直営班は見えません。直営

班の作業状況と苦情の対策について理事者の御見

解をお願いをいたします。

大きい項目３つ目、人口減少対策についてお伺

いいたします。元総務大臣の増田さんが座長を務

め、日本創成会議人口減少問題検討分科会は「ス

トップ少子化・地方元気戦略」と題し、提案、提

言を発表いたしました。マスコミで話題となり、

それによると人口の減少と東京への一極集中がこ

のまま続けば、日本の半数の市町村で行政サービ

スの維持が困難となり、自治体が消える、消滅可

能性がある自治体は８９６自治体と公表されまし

た。この人口減少が加速する大きな要因は、２０

歳から３０歳の若者が減ることだと述べておられ

ます。令和２年１０月１日において、国立社会保

障・人口問題研究所調査の北海道総人口は５３０

万 ４１３人、５年前、平成２７年に比べ７万

１３６人減少、 ５％の減少率、１０年前にする

と平成２２年では２８万 １７９人の減少、 ７

％の減少率となっております。本市も大変残念で

すが、１０年で ６１５名、１ ８％の減少率と

北海道の３倍の減少率であります。国立社会保障

・人口問題研究所の人口推移、２０３０年の予想

に相当する人口減少率であります。本市のまちづ

くりに重要な総合計画では、人口減少に想定され

ている身の丈に合わせたまちづくりが今後の政策

上前提となると思われますが、人口減少に歯止め

をかけるために直接的、間接的に計画的な対応策

が強く求められている状況であります。税収減に

よる行政サービス水準の低下、小売、飲食、娯楽、

医療機関の縮小、地方公共交通の撤退、縮小、空

き家、空き店舗、工場跡地、耕作放棄地の増加、

地域コミュニティーの機能低下等々を起こさない

政策と実現が重要と考えられます。今回社人研の

人口推移の差が１０年間で ６８７でした。 ５

８８と ３倍の開きが出ております。人口減少の

状況とその原因、理由についてどう考察されるか

の理事者の御見解をお願いいたします。

また、２点目に、今後の人口減少対策など計画

的に具体的な施策について理事者の御見解をお願

いをいたします。

大きい項目４つ目、生活困窮者へのさらなる緊

急支援についてお尋ねをいたします。新型コロナ

ウイルスの流行が長期化する中、立場の弱い女性

たちが苦境に追い込まれております。生活困窮に

直面し、自殺が急増し、行政支援が届かず孤立す

る世帯もあり、さらなる状況の悪化も懸念をされ

ております。特に女性への影響が深刻で、女性不

況の様相が確認され、内閣府のコロナ禍で女性へ

の影響を議論する有識者研究会は昨年１１月、緊

急提言でアルバイトやパートなどの非正規雇用で

働く人は １２４万人、昨年３月から９月まで連

続減少し、女性は５３５万人と男性の倍数の解雇

や雇い止めを受けております。コロナの影響に伴

う解雇、雇い止めが今年２月下旬時点で９万人以

上になり、外出自粛などで飲食業や宿泊業、アパ

レル業に多く働く女性従業員が大きな打撃を受け

ているそうであります。また、独り親世帯、生活
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保護者、障がい者、非課税世帯は、昨年２月から

緊急事態宣言からコロナ禍が１年１か月過ぎよう

としておりますが、このような方々へのさらなる

緊急支援の必要性について理事者の御見解をお願

い申し上げ、壇上の……させていただきます。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） 高橋議員からは

大項目で４点にわたり御質問いただきました。大

項目１、大項目２については私から、大項目３に

ついては総合政策部長から、大項目４については

健康福祉部長からの答弁となりますので、よろし

くお願いいたします。

まず、大項目１、公営住宅の連帯保証人の廃止

を、小項目１、連帯保証人の現状と課題について、

小項目２、名寄市営住宅管理条例の一部改正につ

いてを一括でお答えいたします。公営住宅の保証

人の取扱いについては、平成２９年の民法改正に

併せて国土交通省から単身高齢者の増加により保

証人の確保が困難であることを理由に入居できな

いといった事態が生じないようにしていくことが

必要で、保証人の確保を入居の前提とすることか

ら転換すべきと通知されており、その取扱いにつ

いては地域の実情に応じて事業主体の判断に委ね

られているところです。本市といたしましては、

この間の入居の手続状況や家賃、使用料等の債務

保証、滞納の抑止のほか、近年においては入居者

の支援や緊急的な連絡など様々な役割を果たして

いることから、保証人制度を継続することとして

おります。保証人は、入居決定者と請書において

契約を交わす際に入居者と同等以上の収入を有す

る者などを付して連帯保証人を１名求めておりま

すが、連帯保証人に対しては保証人を保護するた

めの措置である極度額を設定し、負担の軽減を図

っております。また、身寄りのない単身高齢者の

増加など社会情勢を踏まえ、今後連帯保証人の確

保が難しい方も増えることが考えられることから、

令和２年４月に名寄市営住宅管理条例の一部を改

正し、生活保護などの公の扶助を受けるなどやむ

を得ない場合に加えて、年金を主たる収入とした

高齢者に対し連帯保証人の必要要件の緩和をして

きたところです。連帯保証人に関する現在の状況

ですが、これまで入居されている方の連帯保証人

は請書においてその確保がなされておりますし、

入居の申込みにおいても保証人が見つからない、

極度額の設定で保証人を立てることができないな

どという理由で入居を拒んだ事例はございません。

以上のことから、引き続き快適に市営住宅に居

住してもらうため、また入居者のサポートの役割

として担っていただくため保証人制度を継続して

いく考えであり、現段階におきましては名寄市営

住宅管理条例について改正する考えは持ち合わせ

ておりませんので、御理解いただきますようよろ

しくお願いいたします。

次に、大項目２、安全、安心な除排雪体制につ

いて、小項目１、安全、安心な生活道路の除排雪

体制について、小項目２、直営班の作業状況と苦

情対策について一括で申し上げます。今シーズン

の除排雪事業は、早期の降雪にも備え、１０月２

０日から業務着手してまいりました。本格的な雪

の降り始めも１１月末からとやや遅めとなりまし

たが、それ以降はコンスタントに降雪が降ったこ

と、２月の降雪が多かったことから、２月末まで

の積雪深は平年と比較で約６％増の９２センチメ

ートルとなっております。積雪深については少雪

だった昨シーズンと比較すると約２倍になってい

ることから、私どもへも今年は雪が多いというお

話も多くいただいております。今年度の除雪の仕

様ですが、これまで同様雪を道路の脇に寄せて実

施するかき分け除雪や道路幅員やすり鉢状の道路

改善のため積み上げ方式を実施しております。し

かし、積雪の状況から交差点に積み上げられた雪

山が高くなり、見通しが悪くなった箇所や道路幅

員が狭くなっている箇所など、道路パトロールや

市民の皆様からの情報により現地確認を行い、交

通安全上危険な箇所については適宜交差点のカッ

ト排雪や雪山崩しなどを実施してきております。
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また、作業に当たっては今シーズンにおいても通

学路や排雪実施時期の遅くなる路線等の安全確保

を最優先とし、実績といたしまして業者委託によ

り１４４か所、直営班により７２か所の計２１６

か所、これ２月末時点の数字でございますが、作

業を行わさせていただいているところでございま

す。

次に、排雪の状況ですが、幹線道路の排雪につ

きましては名寄、風連両地区ともに昨年中に１回

目を終了し、両地区とも１月から生活道路及び幹

線道路の２回目、３回目の排雪を実施したところ

であります。また、国道や道道との交差点の安全

対策については道路パトロールや市民の皆様から

の情報により交通安全上危険な状況の箇所につい

てそれぞれの道路管理者への連絡や協議を行い、

全ての交差点ではないものの交差点の排雪作業等

を行っていただいております。

次に、直営班の作業状況についてですが、本市

には市の建設インフラの維持管理業務を行う道路

センター職員で構成するいわゆる直営班を配置し

ております。直営班は冬期間、主に排雪が入る前

の狭くなった道路の幅員確保に向けた積み上げ除

雪や見通しの悪い交差点のカット排雪を行うとと

もに、滑り止め用のびり砂散布、街路樹、橋梁上

部の雪落とし、雪堆積場の整地など排雪業務全般

にわたる作業を行っております。直営班は機動力

に優れていることから、今後も引き続き市民皆様

からの緊急的な要望等への対応について可能な限

りに作業を行ってまいりたいと考えているところ

です。除排雪業務は冬期間の安全、安心な道路空

間、生活空間を確保する上で非常に重要であるた

め、市民皆様の理解と協力を得ながら効率的で効

果的な除排雪体制の確立に努めてまいりたいと考

えておりますので、御理解よろしくお願いいたし

ます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 私からは大項目

３、人口減少への対策はについて申し上げます。

小項目１、人口減少の状況とその原因、理由に

ついて、小項目２、対応策と施策について、関連

がありますので、一括してお答えいたします。国

内における人口減少対策への取組では、国内の人

口減少自体平成２０年から始まっており、将来の

危機的状況を回避するため平成２６年には内閣官

房にまち・ひと・しごと創生本部が設置されまし

た。人口減少では第１段階、若年減少、老年増加、

第２段階、若年減少、老年維持、微減、第３段階、

若年減少、老年減少、こちらを経て進行していく

と言われております。東京圏の人口集中は依然続

いており、過密の東京圏と人口が減る地方の構図

が変わっておらず、地方に比べ出生率が低い東京

圏に若い世代が集中することが日本全体としての

人口減少に結びついているとも言われています。

道内の状況に目を当てると、全国の縮図となって

おり、札幌一極集中が止まらない状況となってお

ります。全国の人口ピークは平成２０年であるの

に対し、北海道は平成９年と早い段階から減少傾

向に転じており、当然現在も減少に歯止めがかか

っていない状況となっております。一方、札幌市

は増加となっている状況です。本市の状況では、

老年人口割合が北海道の増え方よりは緩やかであ

るものの、全体的に総人口は同じような割合での

減少傾向となっております。札幌市との比較では

老年人口割合が速いペースで上昇する札幌市に対

し、名寄市は今後老年人口が同水準、もしくは微

減に転じていくこととなっており、このようなこ

とから、本市の人口減少は第２段階へ入っていく

ことが予想され、いかに生産年齢人口、年少人口

減少に歯止めをかけていくかが課題と認識してお

ります。社人研の人口推計値との乖離につきまし

ては、２０１８年版の数値比較で検証しますと、

社人研の数値は国勢調査ベースとなっており、国

勢調査数値のほうが高くなる本市にとっては乖離

の原因にもなっております。名寄市の減少率の状

況では、令和２年１月１日現在比較で減少率の低
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い順から並べ全道１７９市町村中５０位となって

おります。国内で人口減少に転じている現実も認

識し、定住のみならず関係人口や交流人口も重要

な鍵となってまいります。今回の新型コロナ感染

症は国内を混乱に陥れましたが、皮肉にもリモー

トワークの推進により東京離れ現象の加速にもつ

ながりました。この減少の受皿として、現在は首

都圏周辺となっておりますが、今後society5.0の

推進により場所が関係なくなる時代が来ると言わ

れていることから、関係人口、交流人口も含めた

移住施策も重要であり、受皿となるよう力を入れ

てまいりたいと考えております。

以上のことから、地方創生の取組を推進しなけ

ればならないのは当然でありますけれども、鍵と

なる生産年齢人口、年少人口の減少に歯止めをか

けるため雇用の創出が必要であり、現在様々な分

野における拠点化に可能性を見いだし、実現に向

けて努力しているところであります。また、老齢

人口は微減へ転じる予想となっておりますが、地

域包括ケアシステムや医療環境など安心して住み

続けられる都市機能の維持も重要でありますので、

引き続き一つ一つ積み上げながら住みよいまちを

つくってまいりたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 私からは大項目

４、生活困窮者への緊急支援についてお答えいた

します。

新型コロナウイルスにつきましては、昨年１月

に国内で確認がされてから１年以上が経過してい

る状況であり、これまで国において２度の緊急事

態宣言が発出され、北海道においても昨年１０月

２８日から４か月を超える集中対策期間により感

染拡大防止に取り組んできております。しかしな

がら、いまだに終息の兆しが見えない状況にあり、

市民の生活や健康、経済に大きな打撃となる影響

が出てきております。この状況下において、直接

的に事業や家計を助ける給付事業として国では持

続化給付金、雇用調整給付金、特別定額給付金、

子育て世帯臨時特別給付金などを実施しておりま

す。また、貸付け事業として緊急小口資金や総合

支援資金などを実施しているところであります。

本市でも名寄市経営維持支援給付金や名寄地域商

品券事業、市立大学学生給付金などの独自施策を

実施し、新型コロナウイルスの影響を受けている

事業者などに対する支援を実施しております。今

後も新型コロナウイルスの感染状況や国の対策を

注視しながら施策を進めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 大変ありがとうござ

います。再度質問をさせていただきます。

まず、公営住宅の部分です。平成２９年にある

程度の部分を改修して、今現状よくなったという

ことなのです。それまでは公営住宅の連帯保証人

は本当に厳しい、３親等までだとか住民税非課税

世帯はやれないだとかという部分があって、連帯

保証人つくるのが大変だったという部分がありま

したけれども、今この住宅の申請書を見せてもら

っています。連帯保証人１名になりまして、緊急

保証人ということで。生活保護者と年金生活者は、

この連帯保証人は全く要らないということでよろ

しいのですか。私自身今回質問させていただくの

は、ある方からお電話いただいて、連帯保証人が

必要ではないのかということで借りられないとい

う部分で言われて、今回出させていただいた部分

であります。そして、この部分は３回ほど、２回

ですか、２回ほどやらさせていただきました。私

も知っているある方が何も考えずに友人だから連

帯保証人になって、その方が百数十万円払えなく

なって、それを名寄市から払っていただきたいと

いうことで払ったメンバーもいます。そして、本

当にそういう部分を考えるとこの連帯保証人とい

うのは大変な思い、払わなかった人が悪いとは思

うのですけれども、それを身内でもない方が払わ

なければいけないという部分というのもやはり嫌
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な思いされるのでないかなというふうに思います

し、そういう部分でなかなか保証人になる方がこ

れから減るのでないかということで、金額も下が

りましたし、連帯保証人の解約も緩やかになって

はいるのですけれども、先ほど言ったように、生

活保護と年金生活者は強制しないということでよ

ろしいのですか。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） 保証人が免除と

なる場合があるかという御質問かと思います。こ

れまでも連帯保証人の保証を要しないものとする

ことができる方といたしまして生活保護などの公

の扶助を受けている方のみだったのですけれども、

先ほども御答弁させていただいたとおり、今後高

齢者が増えることということも鑑みまして、６５

歳以上で年金受給されている方で身寄りがなく、

保証人が選定できない方についても免除すること

ができるというような規定とさせていただいてい

ます。したがいまして、入居決定後にはいろいろ

と御相談いただきまして、どうしても選定できな

い場合につきましてはこれら要綱に基づいて対応

させていただきたいと考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 分かりました。年金

生活者、生活保護者はある程度状況的には分かり

ました。

でも、年金生活者、そして生活保護者でなくて

も独り親家庭だとか高齢者でも本当に低所得者な

方がいるのです。住民税非課税でない、本当にぎ

りぎりの１５０万円ぐらいで年間生活されている

方もおります。そういう方々も含めて、私は連帯

保証人、ここまでやるのでしたら対応したほうが

いいのかなという思いはあるのですけれども、そ

この部分、先ほど木村部長言ったように、生活保

護者と年金生活者で困っていないのでないのかと

いう思いですけれども、私はそうではないと思い

ます。独り親家庭でも本当に、先ほど言ったよう

に、パートだとかアルバイトの方なんてきっと１

５０万円ぐらいの年収の人たくさんおられると思

うのです。私は、そういう方々も含めて対応した

ほうがいいのかなと。先ほど木村部長言われたよ

うに、そういう方々は取りあえず緊急連絡先だけ

でも、いれば対応させてもらいますと言われたの

で、そこら辺の部分というのがしっかりと年金生

活者だけでなく、また高齢者の６５歳以上の生活

保護者含めての部分ではなく、そこまで入り込ん

でも構わないのかなと私は思うのですけれども、

その辺のお考えをちょっとお聞かせをいただきた

いと思います。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） 高橋議員のおっ

しゃられていることも十分分かりますし、公営住

宅という性質上、セーフティーネットという観点

からも非常に重要なことだとは思っておりました

けれども、まず一つとしては家賃滞納に対する抑

止効果というのももちろん考えていかなければな

らない一つのことだと思いますし、そういった面

から入居者の公平性からも家賃の滞納については

きちんとした対応はやっぱり取らなければならな

いということでございます。さらに、そういった

ところからも、市営住宅も維持管理していくため

にはしっかりとした家賃収入の確保というところ

は必要になるのかなというふうにも考えていると

ころでございます。さらには、快適に市営住宅に

やっぱり入居してお住まいいただくことになりま

すので、ただ集合住宅であるがゆえにいろいろな

近隣入居者とのトラブルですとか相談ですとか仲

介等々ございまして、そういったことを指導です

とか、そういったことを行っていただく場面もあ

ることから、そうしたときの力強いサポートをお

願いできるのも連帯保証人の方の立場かなという

ふうに思っておりますので、御理解のほどよろし

くお願いしますとともに、これまで入居時におき

ましてそういった先ほどお話しいただいたような

低額所得者の方であっても現状保証人が見つから
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ないといった事例も今のところないものですから、

そういったことが今ネックになっていないという

判断をさせていただきまして、現状では保証人の

ほうを継続させていただきたいと考えております

ので、御理解のほうよろしくお願いいたします

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 大体分かりました。

今までそういう方がいないということではいいの

ですけれども、もし出た場合私は対応していただ

きたいと思うのです。きっと独り親家庭の方でも

本当に２００万円を超えないで年間やられている

方たくさん、子供３人もいてという方おられます

ので、そういう部分しっかり対応していただきた

いなと思う。公営住宅というのは何のためなのか、

誰のための住宅なのかというのはやっぱり、困窮

する低所得者の低廉の家賃で賃貸するというのが

公営住宅法、セーフティーネットでありますので、

そこの対応だけをしっかりお願いしていきたいな

というふうに思いますので、よろしくお願いしま

す。

次に、除雪の部分に移らさせていただきます。

本当に今年は私も周りの人から言われて、言われ

てひどかったです。そして、国道の部分も１２月

の下旬に電話で呼ばれまして、１時間その自宅で

お茶を飲ませていただきながら懇々とお話をお聞

きしました。そして、名寄の建設水道部に電話し

たら、直接開発に電話してください、それのほう

が効果がありますからといって、電話しておいた

からと言われたら、１月の中旬ぐらいにはそこを

カットはされましたけれども、本当に危険な状態

でした、国道４０号、産業高校の前から大橋まで。

道路が本当ぎりぎりな状況で、そして除雪したも

のの雪を逆側に押っつけるものですから、市道が

こんななのです。全然車が真っすぐ出られるよう

な状況ではないというのが続いて、本当に危ない

なという思いをさせていただきました。

そこで、先ほど除雪の部分で、前も言わさせて

いただきましたが、この人もそうなのです。自分

は排雪ダンプを３回使っています、３回。それな

のにうちの横の横の横の人は民間のショベルを持

った人が門口を排雪して、市の公共施設の前の向

かいの道路に、それも通学路ですよと、あそこは。

そこに大きく積み上げていますと。それは本当に

いいのですかというふうに言われました。その対

応というのは今どうされているのかちょっとお聞

きしたいなというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） 個人で門口の除

排雪をお願いされている方というのは、近年非常

に多くなってきているかなというふうに思ってい

ます。現在は個人宅のそういった門口の除排雪に

対しましても新たな契約する際には雪を堆積する

場所がないと契約をされないというような業者さ

んもいるというふうには伺っておりますけれども、

そういった堆積する場所についてしっかりと気を

つけていただいている業者さんなり個人の方々と

いうのは多くいらっしゃるかと思うのですが、た

だ一方で、今議員おっしゃられたように、道路の

ほうに雪を積まれているという方もいらっしゃる。

ということであるかなと思っています。この問題

は、今に始まったことではないのかなというふう

に思っています。過去から問題となってきておっ

たと思うのですけれども、先ほどお話しさせても

らったように、個人の除排雪の門口が頼まれる件

数が多くなってくるにつれ少しずつこの問題も多

くなってきているのではないのかなというふうに

今考えているところです。しかしながら、この問

題に対して正直なかなか有効な解決手段というの

もないというのも事実でございまして、市といた

しましてはやっぱりパトロールでの巡視で直接見

かけたときにはもちろん注意させていただいたり、

さらにはあまりにもひどい雪出しのところにはの

ぼりを立てさせてもいただいているところでござ

います。また、今月号の広報にも、皆さん見られ

た方もいらっしゃるかと思うのですけれども、名

寄の除雪というコーナーにおきまして冬の市民生
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活のマナーということで、敷地内から道路へ雪を

出さないでほしいということで注意喚起はさせて

いただいているところでございます。引き続き市

民の皆様には本市単独事業の先ほど御紹介いただ

きました排雪ダンプ、さらにはレンタル＆ゴーと

いう事業もございますので、そういったところで

除排雪については御協力をお願いするとともに、

私どもにおきましてはできる限りの冬道のよい環

境を整えていきたいなというふうに考えておりま

すので、御理解のほうよろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 分かりました。きっ

と部長が言われているのは、除雪専門業者の部分

だと思うのです。きっと私が言うのは除雪の専門

業者でなく、夏場は違う仕事していて、冬仕事な

いから、ショベルを持って排雪しているところが

数社かあると思うのです。市もある程度言えない

ような状況、きっと除雪の委託業者集めて言いま

すけれども、そこにはきっとその業者入っていな

いと思うのです。その部分をどう対処していくか

という部分が必要かなと思いますので、よろしく

お願いいたします。

そして、もう一点が、言われたのが、前もやり

ましたけれども、札幌では住宅建てたり、マンシ

ョン建てると雪を置く堆積場がないと申請許可出

さないのですよと。名寄は何でこんな状況なので

すかと言われて、一回御質問させていただきまし

た。この対応はどうですか。前回は厳しいのです

というお話はされた部分はあるのですけれども、

建築申請を出したときに雪を置く場所がなければ

申請出しませんよという条例なのです、札幌は。

その対応は名寄がどうでしょうかねという部分な

のですけれども、どうでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） 具体的な建築確

認申請の、大変申し訳ございませんけれども、そ

ういった規制とか、そういったことに関してはな

かなかちょっと今私どもで御判断することはでき

ないですけれども、基本的に個人の住宅を建てら

れる際には皆様方の中で当然雪の堆積場ですとか

それぞれ皆さん方で活用される敷地の在り方につ

いては御検討されていくかと思います。なかなか

そこを私どもの条例で縛るというのは少し難しい、

ハードルの高いものなのでないのかなというふう

に思っております。いずれにいたしましても、我

々できることといたしましては、道路空間の確保

をしっかり図っていきたいなというふうに思って

おりますので、御理解のほうよろしくお願いいた

します。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 分かりました。よろ

しくお願いします。

あと、直営班なのですけれども、３月３日の日

に清峰園にちょっと用事があって行った帰りに裏

通りを抜けたときに初めて今年直営班を見させて

いただきました。どこに行っているのかなとも思

うのです。そして、今もうちの前は車１台しか通

れません、あそこら辺は。何とかならないですか、

直営班いるのですけれどもというのですけれども、

今年全然見ないのですよねというお話をさせてい

ただいて、先ほど道路の幅員、そして交差点のカ

ット排雪、雪投げ場の雪押し、砂まきもやってい

ますという大変忙しい作業の中ですけれども、あ

る程度全体的に見て主要な道路をしっかりと幅員、

今この時期になったら雪そんな降りませんから、

どんどん、どんどん積み上げていけば溶けますの

で、その作業をやっぱりしっかりやっていただく

ことをお願いして、除雪のほうは終わりたいとい

うふうに思います。

続いて、人口減少についてをお尋ねいたします。

大体分かりました。本当にそのとおりだと思いま

す。大変なのは分かります。でも、いろんな部分

で、先ほど働く方をしっかりつくっていく、残し

ていくという部分を言われておりました。その中

で、対策としてなかなか難しいと思います。企業

をつくるのも今王子マテリアがなくなり、いろん
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な太陽光を使ってどうのこうのという前向きなお

話は分かります。しっかり進めていただくことを

お願いしたいのですけれども、この名寄はこれか

らブロードバンドがしっかりつながって、テレワ

ーク等々、今東京でもコロナ禍で集まる人が、１

か所に集まらないで、分散して仕事をしなさいと

いうことで、テレワークだとかサテライトオフィ

スを造って進められています。そして、下川でも

昨年ある企業家を集めて、１０何名の方が何か月

か来られたのです。そして、先日の代表者質問で

したか、テレワーク来た場合文化センターを活用

するかなんとかというお話をされていましたけれ

ども、今テレワーク、北海道厚真町は今地震でち

ょっと中断しているのですけれども、それまで日

本創成会議の消滅の可能性がある自治体で、自治

体の努力で社会増率が ８５％増えたという。そ

して、羽田空港から飛行機、そして車で厚真町ま

で約２時間５分なのです。千歳ですから、千歳は

１１時ぐらいまで飛行機ありますから、日帰りが

できるのですけれども、そして分譲６００のもの

５００区画販売できて、そして子育て支援住宅だ

とかテレワーク、サテライトオフィス、お試しサ

テライトオフィス等々を建設している。そして、

成功しているみたいなのです。でも、昨年の地震

でちょっと今少しストップはしているのですけれ

ども、この２時間５分を考えると、羽田から名寄

までそういう方が来るときには名寄市の直行バス

を出して、そして乗せてくれば３時間で来るので

す、羽田、名寄は。ある程度需要はつかめるのか

なという部分があるのです。下川さんでもやって

いますし、これからやっぱり人口増、マテリアの

部分も絶対大事だと思います。でも、まだまだ手

広げていかないと人口減は止まらないのかなとい

う部分がありますので、今言った部分だとか含め

て部長はどうお考えなのか。これからの分ちょっ

とお聞かせをいただきたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） いろいろ先進事

例御紹介していただきながら御提言も含めて今お

話あったのかなというふうに受け止めております。

お話のあったテレワークについては、お話のあっ

たとおり、感染症の影響で都心中心に普及はして

いるというところでありますけれども、現状実は

事業所によっては月に何回かとか出てきなさいと

いったような中で、完全なリモートワーク、テレ

ワークというふうにシフトできているところはほ

ぼなかなかないような現状であります。そんな出

勤体系の中で今リモートワークを可能にしている

のは、移動するコストをいかに抑えるかというこ

とで、やはり首都圏近郊に今のところ限定された

広がりになっているというふうに私のほうでは今

認識しております。この名寄市のテレワークを実

施していただく環境としては、Ｗi―Ｆiの環境で

すけれども、よろーなであったり、あと民間の施

設でも一部そんなスペースを提供したりしており

ますので、そんなところを利用していただくよう

なことを想定しておりますけれども、実は仕事だ

けではなくて、やはりこちらで自然環境を生かし

た、いわゆるバケーションとセットにしたワーケ

ーション、こちらのほうを少し研究して、力を入

れていきたいというふうに考えているところであ

ります。皆様方も、昨年、御記憶にあるかと思い

ますけれども、芸者東京株式会社のＣＥＯであり

ます田中様が来名されて、御講演いただきました

けれども、実は来年度、新年度芸者東京株式会社

様が会社を挙げて名寄のほうにワーケーションに

来ていただけるといったようなお話もいただいて

おりますので、我々としてはしっかりそこで受入

れを果たして、そういった影響力のある方からつ

ながって、さらに御紹介いただく中でしっかりと

営業活動をかけて、確実に来ていただくような関

係性を広げていくといったようなこともしっかり

新年度からも進めていきたいというふうに考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 分かりました。すば
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らしいことだというふうに思います。絶対実現し

ていただきたいなと思います。その部分で、環境

が私は大事だと思うのです。よろーなで本当に十

分なのか。ワーケーションでもちゃんとした仕事

をしなければいけませんから、Ｗi―Ｆi設備だと

かテレビ会議のシステムのものだとかという部分

も必要ですし、いろんな部分必要だと思うのです。

やはりある程度の部分に特化して、私はサテライ

トオフィス系の部分というのは必要ではないかな

と思うのですけれども、本当に今Ｗi―Ｆiはよろ

ーなにあるから何とかなるよで大丈夫なのでしょ

うか。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） おっしゃること

は十分私も今感じております。しかしながら、実

際来ていただく方に聞き取りをすると、そんな大

層な事務所は要らないのだと。Ｗi―Ｆiだけあれ

ば十分、それからＷi―Ｆiがなければ通信環境も

持っているし、例えば川辺でノートパソコン開き

ながら、そのほうがクリエーティブな仕事ができ

るのだといったような、ちょっと聞いてみないと

分からないニーズというのは結構ありますので、

予想して用意するのではなくて、しっかりと現場、

ニーズのある声を聞きながら何が必要なのだとい

うところもしっかりとやっぱり整えながら準備を

していきたいというふうに考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） ぜひよろしくお願い

します。相手が来たわ、ここかいという部分では

ちょっと次につながらないかなと思うのです。少

し予算をつけてもいい。でも、次につながる体制

をしっかりやっていただきたいなというふうにお

願いをいたします。来年度期待をしていますので、

ぜひよろしくお願いいたします。

最後に、生活困窮にさらなる支援策をというこ

とで、今小川部長からいただきました。本当ひと

り親世帯臨時特別給付金、そして子育て応援給付

金もいただきましたし、１０万円もいただいて、

何とかなった人もたくさんおられます。でも、こ

の１０万円はすぐ生活費に消えたという方もたく

さんいるのです。そして、独り親世帯の方々も皆

さんそうです。今の状況聞いたら、本当に子供に

は２食食べさすけれども、自分は夜１食ですとい

う方もいました。本当そういった頑張っている方

もいますし、大丈夫な方もいるのですけれども、

大変な方が大変多いです。そして、先ほど特別貸

付け制度だとか総合支援資金制度、緊急小口制度

あるのですけれども、返さなければいけないので

す、利子はつきませんけれども。なかなかそこに

はこういう独り親家庭の方々というのはいかない

で、何とか頑張っているという状況の方が多いと

いうのが現状であります。ぜひ、企業、今２回目

の部分開始されて、企業の方も大変喜んでいる方

が多いと思います。そういった部分で、企業も大

事ですけれども、先ほど言ったように、人口減さ

せないためにもこの名寄に住んでいる方々の支援

がもう少し必要かなという部分もあります。そし

て、除雪も同じだと思うのです。名寄で住んでい

る方で何を求めますかといったら、除雪だとか医

療だとか、そういう介護だとかという、それから

やっぱりベストスリーに入ってしまうのです。

これがやっぱりしっかりしていないと、娘が旭川、

札幌にいるから、もう独りだから、向こうに行っ

てもいいのかなという方がすごく増えてきている

と思うのです、今。そういう方々をやっぱり少し

でもこの名寄にとどめるための政策として、私は

一つでもいいから、住みやすい、本当に名寄は除

雪体制はすばらしいですよ、札幌市の人だったら

名寄の除雪なんて最高です。札幌なんて踏んでい

るだけですから。今頃になったら車埋まるぐらい、

枝道はそんな状況ですから、大変なのですけれど

も、そういう部分をしっかり体制をつくっていた

だくことをお願いしたいと思います。

最後、困窮者のために何か一言がありましたら、

お願い申し上げ、終わらせていただきたいと思い
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ます。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 今様々な観点から名寄

市の今後のまちづくりも含めて、テレワーク、あ

るいは除排雪の問題、最後に今回のコロナ禍にお

ける生活困窮者の問題ということでお話しいただ

きました。ちょっと順番逆になりますけれども、

コロナ禍の様々な対策については、これはかなり

長いスパンで考えなければならない問題だと思っ

ております。現状におきましては、まずいち早く

経済の部分から大幅に収入が減少する事業所とい

うことで目標を定めておりますけれども、今後様

々なところで生活困窮者の方も含めて本当に一定

の資金が必要になるという部分もあるかと思いま

すので、これ令和２年度の決算も見据えながら、

やっぱり財源が必要になりますので、適宜対応さ

せていただきたいと思います。様々な手法があり

ますので、どういう手法がいいかについてはまた

こちらでも検討させていただいて、また御議論い

ただければと思います。

ワーケーションですとか様々なお話いただきま

した。除排雪のお話もいただきました。外部にど

ういうふうに発信するかというところでは、名寄

市のいいところはどこなのだと、プロモーション

するべきものは何かということ、もう一度これ再

確認していく必要があるかと思います。その中で

除排雪体制の整備ですとか、あるいはワーケーシ

ョンにおける観光の部分でちょっとほかとは差別

化できるようなものがないのかどうか、そういっ

たところも必要になるかと思います。令和３年度

がコロナの終息には向かうと思いますけれども、

時間かかりますので、そこの部分を十分、時間的

な部分もありますので、一度また内部でも協議さ

せていただいて、名寄市がプロモーションできる

ものは何かと、売りになるものは何かというとこ

ろも改めて精査していただいて、今後まちづくり

をまた進めさせていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 以上で高橋伸典議員の

質問を終わります。

産前産後支援について外２件を、川村幸栄議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 通告順に従いまして、

大項目３点にわたり質問をさせていただきます。

まず、１つ目、産前産後支援について伺います。

コロナ禍の中で女性の自殺者が多くなっていると

言われています。特に若い世代に多いと言われて

います。コロナ禍で里帰り出産もできず、不安を

抱えている妊産婦への支援、移動の自粛もあり、

親御さんにお産扱いに来てもらうことができない

妊産婦さんへの支援について、コロナ禍だからこ

そ必要な支援をと考えていきたいと思い、提案を

させていただきたいと思います。

１つに、家事サポートの支援についてでありま

す。妊産婦健診から始まって、こんにちは赤ちゃ

ん訪問、３か月健診、ファミリーサポートなど取

組が進んでいますけれども、産前産後の日常の家

事サポートで妊産婦の負担軽減を図ることはでき

ないでしょうか。産後鬱の防止、また虐待防止に

つながるものと思います。お考えをお伺いいたし

ます。

小項目２、潜在看護師、保育士、栄養士などの

活用について伺います。現場復帰は難しくても短

時間の対応は可能ではないかと考えます。これら

の有資格者の方々にその知識等を活用していただ

くことに対する考えをお伺いいたします。

大項目２つ目、公営住宅の目的外使用について

伺います。公営住宅の建て替えなどの計画が進ん

でいますが、空き室も多い現状です。そこで、何

度か取り上げていますけれども、空き家の有効利

用を含めて公営住宅の目的外使用について再度お

聞きをしたいと思います。

１つ目に大学生への貸出しについてです。コロ

ナ禍の中、大学生の暮らしも大変になっています。

アルバイトの減少、親への負担のことも考えなが

らの苦しい暮らしを強いられている学生がいると

聞いています。平均的に家賃が高いと言われてい

る中で、住居支援が必要ではないでしょうか。コ
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ロナ禍や災害時などの緊急時にこそ公営住宅は住

民の命と暮らしを守る役割を果たさなければなら

ないと考えます。お考えをお聞かせください。

小項目２つ目、お試し移住での利用についてお

聞きします。公営住宅の利用で地域住民との触れ

合いも多く生まれるのではないかと考えます。お

試し移住での利用についてお考えをお聞かせくだ

さい。

小項目３つ目、コロナ対応の在宅勤務者、テレ

ワーク等をされている方々への貸出しについてお

聞きいたします。地域活性化につながるのではな

いかと考えます。市内、市外を問わず短期、長期

の利用に門戸を広く開くお考えはありませんか。

お考えをお聞かせください。

大項目、３つ目、環境衛生に関わって伺います。

空き家対策計画の素案が示されています。空き家

の中で特に気になるのが猫などの小動物の出入り

による環境衛生への影響です。こうした環境衛生

への心配や不安の声が空き家に関わって市民の方

々から多く寄せられているところであります。そ

こで、小項目１つ、空き家等に対する環境衛生の

取組について伺います。猫など小動物のすみかに

ならないような対策が必要と考えます。取組につ

いてお聞かせをください。

小項目２つ目、小動物の保護施設設置の考えに

ついてお聞きします。保健所との連携によって保

護施設等の設置の考えはありませんでしょうか。

旭川市保健所衛生検査課、旭川市動物愛護センタ

ーあにまある、この施設が市の中心部に設置され

ています。あにまあるがスタートしてから殺処分

の件数が減っているといいます。保護施設等の設

置の考え方についてお伺いをいたします。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

よろしくお願いします。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） ただいま川村議

員から大項目で３点にわたり御質問いただきまし

た。大項目１は私から、大項目２は建設水道部長

から、大項目３は市民部長からの答弁となります

ので、よろしくお願いいたします。

大項目１、産前産後支援について、初めに小項

目１の家事サポートの支援についてお答えいたし

ます。本市においては、母子健康手帳交付時にお

ける転勤者の割合が約５割を占めるなど身近に親

の援助が受けにくい状況が懸念されていることか

ら、妊産婦などが抱える妊娠、出産や育児に関す

る不安や悩みを解消し、負担の軽減を図ることで

産後鬱や虐待につながらないよう妊娠期から子育

て期まで切れ目のない支援の充実に努めてきてお

ります。特に令和２年３月から開始している子育

て世代包括支援センター事業の新たな取組の一つ

として、妊娠届出の際だけではなく、安定期に入

った時期においても全ての妊婦に対して保健師、

管理栄養士が個別に妊娠、出産に関する不安や悩

みを確認しつつ子育て応援プランを作成しながら

必要な支援やサービスを紹介してきております。

その中では、コロナ禍だからこそより早期から主

治医や家族と出産に向けた相談をされることに努

めており、多くの方が計画的に準備をする状況が

見受けられております。産前産後の日常的な家事

につきましては、重要な支援の一つと考えていま

す。そのために医療機関からの連絡やこんにちは

赤ちゃん訪問などで家事能力への支援が必要と判

断した場合は、養育支援訪問事業の一環として子

供家庭支援員や家庭児童相談員などが家事援助を

行ってきています。令和元年度の養育支援訪問の

実績としては４８件７０回で、うち実際に家事、

幼児援助を行ったのは１件２回、それ以外は育児

や家事などの養育に関する専門的な相談支援を保

健センターの保健師などが対応してきております。

また、独り親家庭や障がいのある方が家事などの

支援を必要とする場合には、ひとり親家庭等日常

生活支援事業や障害者総合支援法による自立支援

制度の居宅介護サービスが利用できます。今後も

産前産後の母親に寄り添いながらニーズの把握に

努め、安心して子育てできるよう不安や悩みを抱
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える家庭への必要な支援や見守りを行ってまいり

ます。

次に、小項目２の潜在看護師、保育士、栄養士

などの活用についてですが、潜在看護師、保育士、

栄養士などの有資格者は地域における必要な人材

であり、産前産後支援に限らず、行政の様々な施

策においてもその能力を有効に活用させていただ

きたいと考えております。現在ファミリー・サポ

ート・センター事業においては看護師、保育士な

どの資格を有する方が提供会員となって登録いた

だき、自分の経験やスキルを生かし、御活躍いた

だいているところであります。しかし、潜在して

おります看護師、保育士、栄養士等を把握するこ

とが難しく、直接的に会員を実施することが困難

なため、今後もこうした事業に関心を持っていた

だけるような周知に鋭意努めてまいりたいと考え

ております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） 私からは大項目

２、公営住宅の目的外使用についてお答えいたし

ます。

市営住宅は、公営住宅法の目的に基づいた健康

で文化的な生活を営むに足りる住宅を整備し、こ

れを住宅に困窮する低額所得者に対して低廉な家

賃で賃貸するもので、本市においてもこの目的に

のっとり市営住宅の供給、管理を行っております。

現在の市営住宅の入居状況でありますが、令和３

年２月末時点で市営住宅の管理戸数は８１１戸、

そのうち５５２戸に入居されており、政策空き家

と今後改修を行う栄町５５団地の空き家を除き供

給可能な一般空き家は１１９戸となり、入居率は

約８２％となっているところです。そのため、入

居率の向上を図る必要から近年は退去後の修繕に

ついて市直営班と民間業者での修繕対応により公

募の際の住宅数を増やし、空き家の解消に努めて

おります。その結果、募集後にはほぼ入居者が決

定する状況となっており、市営住宅への入居を希

望される方々の潜在動向は決して少なくない状況

であるものと捉えております。また、令和２年４

月には、風連及び智恵文地区の市営住宅において

それぞれ地区の住宅ニーズに対応していくため募

集要件を世帯用住宅から単身可能用住宅に変更し、

高齢単身者の入居要件について緩和をしてきてお

ります。このように空き家を減らし、市営住宅を

適切かつ有効に利用すべく取組を進めてきてはお

りますが、近年入居者の退去も一定数いることか

ら、空き家を減らす抜本的な解決とはなっていな

い状況にあります。公営住宅は、公営住宅法の規

定により入居者の募集に当たっては入居資格を有

する者に入居の機会が公平に付与されていること

が必要とされており、通常空き家であっても公募

等の手続を経ないで提供することはできません。

ただし、公営住宅の本来の入居対象者の入居を阻

害せず、公営住宅の適正かつ合理的な管理に支障

のない範囲内で各法律や規定に基づき国から承認

を得た場合、公営住宅を目的外に使用させること

ができるとされております。こうしたことから、

複数の自治体においては様々な目的により公営住

宅の空き家の有効活用を図るべく目的外使用を行

っており、このたび議員から小項目で３点にわた

り御質問、御提案をいただきました。

まず、小項目１の大学生の貸出しについてであ

りますが、これまで名寄市立大学の学生の居住に

おいては大学４大化など学生増加の際に民間市場

において整備された学生へ向けたアパートなどに

より多くの居住確保がなされている状況にありま

すし、官民連携による学生寮建設に向けての検討

もなされているとのことから、市営住宅の目的外

使用による低廉な家賃での住宅供給を行うのであ

れば、賃貸住宅市場も十分に考慮し、施策を検討

していく必要があると考えます。

次に、小項目２のお試し移住での利用ですが、

名寄市移住促進協議会により移住定住の施策とし

て本市の魅力や生活環境のよさを知っていただく

ためお試し移住住宅を用意してまいりましたが、
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お試し移住住宅から他の事業への転換を図るため、

次年度よりお試し移住住宅については実施しない

予定です。そのため、現状においては市営住宅の

目的外使用も考えておりませんので、御理解をい

ただきたいと思います。

小項目３のコロナ対応の在宅勤務者への貸出し

についてですが、新型コロナウイルス感染症拡大

を受け、テレワークの導入が推奨されていること

から、市営住宅の目的外使用に向けて課題はある

ものの、住宅の提供については人口減少下におけ

る地域活性化や市営住宅の有効活用に資するもの

ではないかと考えております。また、どのような

内容であっても目的外使用の際にはその団地の入

居者に対する丁寧な説明と団地自治会との合意形

成も必要不可欠となります。現在本市の市営住宅

の総ストック数や整備方針につきましては、名寄

市公営住宅等長寿命化計画に基づき進めておりま

すが、次年度その計画の改定を予定しており、そ

の作業の中で市営住宅の現況整理や用途廃止とな

る団地の活用方針、市営住宅の目的外使用の可能

性についてなど検討していきたいと考えておりま

す。そのため、現段階におきましては本来の公営

住宅の目的を基本に住宅に困窮されている低額所

得者への提供をまずは第一に取り組んでまいりた

いと考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 私からは大項目３、

環境衛生に関わって、初めに小項目１、空き家等

に対する環境衛生の取組について申し上げます。

本年度猫に関する苦情は１９件いただいており、

そのうちの１件が空き家への猫の出入りに関する

ものとなっております。また、空き家に関する苦

情は３６件で、うち４件が玄関などガラスの破損

によるものとなっており、先ほどの猫の空き家へ

の出入りについても含まれております。市といた

しましては、空き家の適正管理について啓発を行

うとともに、個別の対応として空家等対策の推進

に関する特別措置法に基づき問題が生じている空

き家の所有者等の調査を行い、所有者等に適正管

理をお願いする形での連絡をしております。空き

家ではあっても個人の財産であり、市で勝手に手

を加えることはできませんが、近隣の方が市を通

して所有者等と連絡を取り、代理で応急措置を行

った事例もあり、今後においても個別の状況に応

じた対応を行ってまいります。

次に、小項目２、小動物の保護施設の設置の考

え方について申し上げます。環境省の告示では、

都道府県知事等は所有者の判明しない犬、または

猫の引取りを求められたとき、周辺の生活環境が

損なわれる事態が生ずるおそれがある場合などは

引取りを行うこととされております。旭川市は中

核市として保健所を市で設置しており、保健所の

組織内に旭川市動物愛護センターあにまあるを設

置し、飼い主責任の啓発や譲渡の推進などにより

犬や猫の殺処分の低減を図る取組が行われている

と承知しております。本市においては、地域の方

が所有者のいない猫などを保護した場合、市に御

連絡をいただくケースもあります。その際は保健

所や振興局に相談をしていますが、必ずしも保健

所での引取りではなく、北海道が委嘱する動物愛

護推進員により新しい飼い主を探していただいた

事例もございます。また、市では室内飼いや避妊

手術の推奨、野良猫への餌やり防止について広報

を行うとともに、相談があった地域へのチラシの

配布や餌やりをしている世帯への訪問などの取組

を行っているところです。今後も広報、啓発の取

組や現場での対応を継続するとともに、北海道と

連携し、対応を進めてまいります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） それでは、御答弁い

ただきましたので、続けて確認と質問をさせてい

ただきたいと思います。

まず最初に、妊産婦さんへの支援についてであ
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ります。先にちょっと確認をさせていただきたい

と思っているのですが、国のプランだと思うので

すけれども、虐待防止対策体制総合強化プランと

いうのがあって、児童福祉士や児童心理士の配置

増が言われているところですが、これは市の段階

でも可能なのかどうか。ちょっと確認をさせてく

ださい。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） ただいま議員か

らありました平成３０年１２月に閣議決定された

児童虐待防止対策体制総合強化プランで、児童相

談所の体制強化として児童福祉などを増員すると

いう計画が示されております。市におきましては、

国において令和４年までに子供家庭総合支援拠点

の整備をするということで、本市においては平成

３１年４月から事業を開始して、これまで正職員

の相談員も配置しながら増員して対応してきてお

ります。その部分の子供家庭支援員の１名分につ

いて補助金として国から補助されているというこ

とで実施をしております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） いろいろ調べている

ときに児童福祉士や児童心理士の配置増がと書か

れていたので、期待をしたのですが、これは児童

相談所のところにということで、ちょっと残念だ

ったのかなというふうには思ってはいるのですが、

ただ本当にこの間名寄市も子育て支援ということ

で、母子ともにいろいろな支援をしていただいて

いるというふうには私も認識をしているところで

す。ただ、コロナ禍の中でやっぱり不安が非常に

大きいだろうなというふうに思っています。これ

は、皆さん同じ思いでいると思うのです。子育て

に関する不安、コロナに対する不安、それから自

分の健康などの不安、そして先ほど高橋議員の中

でもお話がありましたけれども、女性の方々の、

女性不況と今言われているそうです。コロナの関

係で仕事がなかなか、退職を申し渡されたりとい

うことで仕事に就けないという、そういった女性

不況と言われている中での就労に対する不安、非

常に大きいものがあると思うのです。母子の関係

のところでいえば、やっぱり専門職の皆さん方が

本当に細やかに出産前から関わっていただいてい

るということは私も承知をしているところです。

ただ、日常の家事サポート、高齢者に対する介護

サポートのような、そういった部分での家事サポ

ートができないかどうかということなのです。や

っぱりお産の後、お母さんなかなか寝ることがで

きない、そしてしなければならないこといっぱい

ある、でも赤ちゃんと一緒にいる時間も取れない、

そこのところをサポートしてあげることはできな

いかということなのです。それで、そういったと

きに２番目に提案させていただきました潜在看護

師さんやら保育士さんやら栄養士の方々に関わっ

ていただいて、支援をしていただく。先ほど家庭

支援員の方々がいらっしゃるというふうにはお話

ありましたけれども、こういった制度があります

よということでお知らせすれば、まだまだ求める

方多いのではないかなというふうに思っているの

ですが、その点についてお考えはどうでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 妊娠期から出産、

子育て期にわたって家事と両立することは大変忙

しい中、心身ともにも負担かかるというのは承知

をしているところであります。先ほど申し上げま

したとおり、特に名寄市においては転勤される方

が多いということでは近くに親とか支援を受ける

方が少ないという状況でありますから、議員おっ

しゃられることも一部理解はできる部分あります

けれども、ただ先ほど言いました療育支援につき

ましては、どうしても療育の能力だったり、そう

いった家事の能力の部分でちょっと不安があって、

やっぱりできないという方についてはそういった

支援をしているところであります。通常の部分で

いけば、訪問しながらやっぱり家庭の母子の状況

見ながら心のケアを含めて対応していくというこ
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とで、進めてきております。先ほど言いました独

り親と障がいを持っている方については、具体的

な派遣事業というのはありますけれども、それ以

外の方については正直家事サポートというのはあ

りません。そういった面では今の制度の中でなか

なか直接的な支援というのは難しいかなというふ

うに思っていますけれども、今行っています保健

師の訪問事業等々の中でしっかりとしたケアして、

家族での支えも協力も得ながらしっかり育児でき

るような、そういった環境の助言などをしながら

今後も努めてまいりたいというふうに考えており

ますので、御理解をお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） １つ聞き漏れしたの

ですけれども、多胎児、双子ちゃんやら三つ子ち

ゃんなのですけれども、そういったお子さん方お

持ちの方々への育児支援はどうなっているのかち

ょっとお聞きしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 今ありました多

胎児の方につきましては、１人のお子さんを育て

るよりもさらに支援が必要だというふうに考えて

いるところもあります。そういった面では、現在

新型コロナウイルスの関係でちょっと取組できて

いませんけれども、ふたごちゃんの会などを開催

しながら、これ名寄市大学の学生ボランティアの

協力を得ながら年２回ほど実施してきております

けれども、双子、多胎児の方を育てる、お互い情

報を共有したり、いろんな育て方をお互い教え合

ったり、そういった交流の場を設けながら支援を

してきているところであります。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） あと、先ほど支援に

潜在看護師さん等々活用ができないかどうか話を

させていただいたのですが、どういった人たちが、

どのくらいの人数が名寄市内でいらっしゃるのか

というところら辺は調べたことがあるのかどうか。

また、先ほどの話ではそういったことがなかった

ようなちょっとお話だったかなというふうに思う

のですが、例えば登録制のようなことをしていく

という、ファミリーサポートで登録してもらうの

はそれはあると思うのですが、全体にそういった

いろんなところで活用、時間をつくることができ

ます、対応することができますよというような登

録制のようなものをつくってみるというような人

数を把握するための調査といいますか、そういっ

たことがした経緯があるのか、またこれからする

予定は全くないのかどうか確認をさせてください。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 実際正式な調査

というのは今までもしたことはありません。ただ、

退職した方というのはある程度、それぞれの病院

もそうですけれども、押さえていまして、例えば

名寄市の職員の会計年度任用職員についても専門

職の人材が不足して、常にそういった情報を集め

て、働いてもらえませんかという勧誘なりお願い

をしているところであります。今議員からありま

した登録制度の部分でいきますと、何かの事業を

やるということでそれに登録してもらうというの

はやっぱり必要だというふうに、そういった面で

はファミリーサポート事業についてはそういった

資格を持っている方に登録してもらって、やって、

事業を行っています。今保育所では６名、看護師

２名、保健師１名、教員１名、社会福祉士１名と

いうことで、有資格者の方登録されていますけれ

ども、こういった事業を広く市民に対して周知し

ながら、やっぱり提供会員としてなっていただい

て、できるだけ持っている資格、スキルを生かせ

るようなことで今後も努めてまいりたいというふ

うに考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 私たち名寄市は、ケ

アを担う専門家を養成する大学を持っているわけ

です。ですから、このように潜在的にこういった
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資格を持った方々がやはりどのくらいいて、こう

いった方にどういった活躍をしてもらうか、こう

いったことも把握していく必要があるのではない

かなというふうに思っていますので、ぜひ積極的

に取組を進めていただきたいというふうに思って

います。

それで、先ほど来からいろいろな市の取組がさ

れているということです。経済的な不安のところ

でいえば、今回の定例会でも予算で提案がされる

３歳未満児の第２子以降の保育料が無償化になる、

また子供の医療費無料化も小学校６年生まで年齢

が拡大になった。引き続き支援の拡大望むところ

でありますけれども、これについてはまた違うと

ころで議論させていただきたいと思いますが、そ

のように少しずつ、少しずつ経済的な不安のとこ

ろを払拭させながら子育てに取り組んでもらうと

いうところは私は評価もさせていただきたいとい

うふうに思うのですが、ただ心の不安のところで

いうと、やっぱりこのコロナ禍の中で若い人だか

ら、高齢者だからということではなくて、全ての

年代の中で人と人との触れ合いが難しくなりまし

た。デジタル化が進んでいるということですけれ

ども、触れ合うことが必要だというふうなこと、

それで今回そうした中で医療や介護や保育や様々

なケアなしには人間は生きていけないのだという

ことがやっぱりこの１年間、１年半近くなります

けれども、私たちはそのことをはっきりとしてき

たのではないかなというふうに思っています。そ

ういった中で、ある精神科の医師の先生がおっし

ゃっているのですけれども、女性は男性の２倍程

度鬱病になりやすいと言われていると。鬱病が女

性に多いことは世界的な傾向なのだけれども、男

女差の原因としては思春期における女性ホルモン

の増加や妊娠、出産など女性に特有の危険因子や

男女の社会的役割の格差が考えられますと。これ

は、実はこの精神科医の先生が紹介しているので

すが、これは厚労省の鬱対策推進方策マニュアル

に書かれていることであります。この社会的役割

というところら辺なのですけれども、ここ１か月

ほどいろんなことが社会的にはありましたけれど

も、それはちょっと置いておいてもやっぱり日本

ではどうしても女性に先ほど言った家事負担が偏

って、大きくのしかかっているということはこれ

は否めないと思っています。そうした中で社会の

仕組みを変えていくのは大変なのだけれども、で

も小さなことから支援をしていって、改善してい

く、これが求められているのではないかなという

ふうに私は考えるのですが、再度お考えをお聞か

せいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 今議員がおっし

ゃったとおりだというふうに思っております。そ

ういった面では、国もそういった対応ということ

で先ほど申しました子育て世代包括支援センター

であったり、子供家庭総合支援事業等、そういっ

た心のケアというか、そういった早期発見して、

早期に対応するという事業が多く行われておりま

すし、それにはやっぱり連携ということではより

保健センターとこども未来課の連携とか、そうい

ったことも併せて言われているので、総合的なと

ころからの対応といいますか、お互いに何かの接

したところで情報を得たときには情報共有しなが

ら総合的な対応できるような、そういう体制とい

うのは構築されてきて、名寄市においてもできる

だけ庁内での連携を密に取りながら対応して、今

後も進めていきたいというふうに思っています。

まだ日本では家事の部分では女性というのが多い

というのはやっぱりこれあるのかなというふうに

思っています。そういった面ではうちが訪問する

中では男女というか、両親ともにしっかり役割分

担しながら、お互いが家事であったり子育て、お

互いの協力の下やるということもしっかり家庭の

中に、助言と言ったらちょっと大げさかもしれま

せんが、そういったこともしながらやっぱりしっ

かり家庭で育てるということも言っていくのも重

要なことかなというふうに思っています。そうい
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った意味で、コロナ禍において訪問事業等もやっ

ぱりどうしても触れ合うというところでは少なく

なってきておりますけれども、電話等も含めてそ

ういった変化に気づきながらできる支援について

は早期発見、早期対応ということで進めてまいり

たいというふうに考えておりますので、今後とも

何か御意見あればいただきながら、より改善しな

がら充実した対応してまいりたいと考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 先ほど紹介した精神

科医の先生なのですが、こういった社会の仕組み

を変えていくことが鬱病の発症予防にも重要だと

考えているというふうな論文を出されているとこ

ろであります。３月８日は国際女性デーでした。

やはりジェンダーの問題がいろいろ今問われてい

るところであります。この子育て支援でも十分に

発揮していただくことを切にお願いして、次に行

きたいというふうに思います。

次に、公営住宅の目的外使用について再度伺わ

せていただきたいと思います。公営住宅の目的外

使用です。空き室が非常に多いという、これは監

査委員さんが出されている監査報告書の中でも、

令和２年３月末日の状況で細かく出していただい

ていました。これを見ながらあれしていたのです

けれども、今新しい数も出していただきました。

やはり一般空き家が１１９ということです。この

空き家をいかに活用していくかということも私は

大事ではないかなというふうに思っていますし、

また先ほど部長から答弁があったように、要望も

少なくないというようなお話がありましたので、

やはり求められているといったところも含めてい

ろんな使い方を模索していく必要があるのではな

いかなというふうに思っています。そこで、以前

にも質問させていただいた大学生への貸出しの問

題もあります。いろいろこの資料を見せていただ

きながら見ましたけれども、例えば大学生でいえ

ば北斗団地だとか、大学に近いノースタウンなよ

ろ団地も非常に多く空き家がありますから、こう

いったところで、全部が全部ということではない

にしてもここを活用することも必要かなというふ

うに思っています。また、お試し移住体験が今回

ないということでしたけれども、そういったこと

だとか、あとテレワークで在宅勤務しようという

方々には例えば緑丘団地だとか風連の風舞団地な

んかも地域的に自然が豊かなところですし、いい

のでないかなというふうに思いながら私はこの資

料を見せていただいたのですが、その辺について

部長、どうお考えでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） 本当に改めて公

営住宅の有効活用につきまして、議員から今回３

点でしたけれども、御提案いただいたこと、あり

がたく思っているところでございます。私どもも

空き家対策、解消に努めるということは非常に重

要であるということは認識させていただいており

ますし、解消に向けて何か方策についても十分検

討させていただいているところでございます。先

ほどの答弁にもございましたとおり、ちょっと繰

り返しになってしまいますけれども、現状やっぱ

り本来の目的である住宅に困窮されている方への

入居を阻害しないようにまずはスピード感を持っ

て住宅を修繕させていただいて、公募させていた

だいています。その結果入居が決定するのですけ

れども、残念ながら退去される方も一定程度いら

っしゃるということで、なかなかその差が縮まっ

ていかないということになっていますので、そう

いったことから、どうしてもまだ入居される希望

の方がいらっしゃるときになかなか目的外まで踏

み込めないというのも現実でございます。ただ、

先ほどもお話しさせてもらったとおり、この空き

家の解消について考えていくということも非常に

重要だというふうには、先ほどもお話しさせても

らいましたけれども、思っておりまして、やっぱ

りその方策といたしまして、先ほども御答弁させ

ていただきましたけれども、来年度長寿命化計画
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を見直すタイミングとなっておりますから、ここ

のタイミングで目的外の活用についても改めて御

検討させていただきたいというふうに思っており

ますので、よろしくお願いいたしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 今長寿命化計画の中

で、せんだっても報告がありましたけれども、例

えば栄町５５団地について入居者の住み替えのこ

とに十分に配慮しながらということは特に強調さ

れていらっしゃいましたけれども、住宅内部の水

回り設備、居住機能の向上を図るための改修工事

を行うと。それも集約して行うというようなこと

が報告されていて、私は実は思い切った手法にち

ょっと驚いたところであります。このように思い

切った手法を使って、目的外使用についても検討

を進めていただきたいというふうに思うのですが、

いかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） 頑張っていきた

いと思いますけれども、いずれにいたしましても

目的外の貸出しにつきましてはこれまでも大学生

の貸出しというところが結構フィーチャーという

か、いろいろと御議論いただいたところですけれ

ども、そもそも目的外というのは本来の目的から

外れた貸出しというか、提供になりますので、で

あれば例えば大学生に住んでいただくのがいいの

か、それとも先ほど御提案いただいた地域の活性

化を目指した移住の定住の施策がいいのか、その

辺についても名寄市がどのようなところに公営住

宅の有効活用含めて何を求めているかというとこ

ろの議論というのがやっぱり大事になってくるの

かなというふうに思っています。そういった意味

も踏まえて、ちょっとこれも繰り返しになってし

まいますけれども、次年度、総ストック数が今８

１１の管理戸数があるのですけれども、それを今

７６０戸、長寿命化計画で考えておりますが、先

ほど議員のほうからお話ありましたとおり、瑞生

団地ですとか栄町５５団地のことの件によりまし

てさらにその辺が少し変化していく予定になって

おりますので、改めて長寿命化計画を見直しする

際にそういった用途廃止になる団地も出てくるか

もしれませんので、そういったところも踏まえて

目的外についても考えていきたいなというふうに

思っておりますので、御理解のほうよろしくお願

いいたします。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 私の前の高橋議員の

やり取りの中でもテレワークの中でサテライトオ

フィスだとか、それからワーケーションという中

での活用というふうに御提案もあったところであ

ります。私もこうしたところで、企業の中には事

務所を分散させて業務を行っているところもある

というふうに聞いていますし、また市内、市外を

問わずというふうに申し上げたのは自宅において

もやはりテレワークするにしても家族構成などに

よって仕事のスペース、仕事場を確保できないと

いった、こういった悩みもあるというふうなこと

もお聞きしています。こういったときに公営住宅

を活用して使っていただくといったことも必要で

はないかなというふうに思っているのですが、こ

の点について再度お考えをお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 木村建設水道部長。

〇建設水道部長（木村 睦君） 先ほどの答弁に

もありましたとおり、今後コロナウイルスの感染

症拡大防止対策の関係からリモートワークの取組

については一定程度推奨されていくものかなとい

うふうに思っております。いろいろな条件がある

かと思いますし、コロナ対策に伴う新たな働き方

ですとか生活様式、そういったところも少しずつ

変化して進んでいくのではないかなというのは想

定されるところでございます。そうしたことと公

営住宅の有効活用というところがうまくコミット

して、名寄市の政策として反映できるものであれ

ば今回の公営住宅の有効活用もより一層よくなる

ものではないのかなというふうに思っていますの

で、そういったところも踏まえながら検討させて
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いただければというふうに思っておりますので、

庁内連携しながら進めさせていただければと思っ

ています。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 先ほど副市長のほう

からプロモーション、他のところと差別化したプ

ロモーションをつくってというようなお話もあっ

たかと思います。私もやはり名寄の生活体験、先

ほどちょっと言ったのですけれども、自然環境、

それから農産物、おいしいものがたくさんありま

す。そして、スポーツも今スキー、今年のスキー

場は人がたくさんいたということでありました。

スキーだとかカーリングだとか、また夏はカヌー

の川下りもあったり、本当に自然豊かなポテンシ

ャルが高い名寄市を大いに売り込むいいチャンス

だというふうに私は思っているのです。ですから、

これを活用しながら短期間であっても来ていただ

いて、そして体験していただく、またそれを活用

して、定住につなげてもらうというふうなことが、

そんなにそんなにうまくいかないよということが

言われるかもしれないのですけれども、そういう

一つ一つ積み重ねていくことがまちづくりには必

要かなというふうに思うのですが、この点につい

てのお考えをお聞かせをいただければと思います

が。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） ちょっと前後しますけ

れども、公営住宅のこれからにつきましては先ほ

どのとおり長寿命化計画ということでありますの

で、その中で十分検討させていただく。基本的に

は低家賃で、必要とされる方にということであり

ますから、その一方で空き家率が高いというのも

これありますので、まず空き家をどういうふうに

減らしていくかという議論も併せてさせていただ

きたいと思います。今回のコロナの中で、川村議

員おっしゃるとおり、様々なことが出てきて、特

にテレワークですとかはワーケーションの関係で

は名寄市のセールスポイントをもう一回洗い出し

てというお話しさせていただきました。その中で

いろんなツールの一つとして実際に名寄市に来て

いただいて、住んでもらう、あるいはちょっと仕

事する場所として使うところが欲しいとなると、

公営住宅でどういうようなことが可能なのかとい

うこともこれも併せて、今庁内連携というお話あ

りましたけれども、再度検討させていただきたい

と思います。場所というものについては、いろん

な考え方があると思います。公営住宅のみならず、

スキーをしながらワーケーションとなれば振興公

社のほうもあるでしょうし、いろんなこともある

と思うのです。ですので、可能性を１つずつ洗い

出しながらいい方向ができればと思っています。

改めて名寄市のセールスポイント、特に観光面で

いくとほかのまちと差別化できるものがかなりあ

るのではないかと思います。午前中の質疑にあり

ましたけれども、１つは鉄道というところもある

でしょうし、スキーとか、そういうものもあるで

しょうし、今までやってきた天文台、星というも

のもあるでしょうし、ちょっとほかとは違う、狭

いのだけれども、深く入り込むような、そういう

ようなものも結構あるのではないかと思います。

観光振興計画の策定も来年度ということでありま

すので、ちょっと様々なところから多面的に検討

できる課題が全部掘り出されてきたと思いますの

で、改めて公営住宅につきましては長寿命化計画

の中で、そのほかの計画も含めて再度中で検討さ

せていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 期待をしたいと思い

ます。

それでは、３点目の環境衛生に関わって御質問

をさせていただきたいと思います。先ほど御紹介

した旭川市のあにまあるなのですが、現在コロナ

禍のために譲渡会等行われていないということで

したけれども、郊外にあったときは結構殺処分も

あったというふうに聞いています。町中に来て、

譲渡会が非常に人気があって、犬については殺処
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分はゼロ、猫についても激減したというふうに言

われています。先ほど空き家にすみつくというと

ころら辺でいうと、やっぱりどうしても地域の方

々が餌をやったりなんだりして増えていたという

ことも私はなくはないかなというふうに思ってい

るのです。そういった部分でいうと、こういった

保護施設があることでそういった部分を少なくし

ていくことができるのではないかというふうに考

えているのですが、どのようにお考えでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 旭川の保護施設のあ

にまあるができたことで殺処分等が大幅に減って

いるということで、名寄市におきましても名寄保

健所の中には、このような立派な部分ではないの

ですけれども、本当に規模の小さい猫ですとか犬

を保護する場所がございます。定期的に、譲渡会

ではないのですけれども、保健所のホームページ

の中で飼い主の募集ですとか、また迷子の犬や猫

のお知らせなどを定期的に行っております。殺処

分の部分につきましては、名寄市でどのぐらい行

われているか等はちょっと存じ上げないのですけ

れども、保健所と北海道が委嘱しています動物愛

護推進員の方は非常に密に連携を取っていらっし

ゃいまして、その中で保護された犬や猫の新しい

飼い主を見つけたりするということも行われてい

ると聞いておりますので、市といたしましてはそ

ういった中で市が市民の方から頼まれて、保健所

のほうに相談した上で今後保護をした猫や犬につ

きましては対応を連携して取り組んでまいりたい

と考えております。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） なかなかテレビ等で

は動物愛護団体の方々が地域猫ということで、定

期的に餌をやったり、手術をしたりしながら管理

をしているというのをちょっと見たりするのです

けれども、この地域で、この名寄周辺でいうと動

物愛護団体というところら辺の市民周知といいま

すか、あまり知られていないのかなというふうに

思うのですが、その点どのくらいの方々がいらっ

しゃって、どういう活動されているのかお知らせ

いただくことできますか。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 名寄市内におきまし

て動物愛護団体として活動されているということ

を具体的にお伺いしたことはございません。ただ、

先ほど申し上げました動物愛護推進員の方がそれ

ぞれそういった団体に所属している状況などもあ

るというふうには聞いておりますので、以前もそ

ういった御相談をさせていただいたときには推進

員の方から愛護団体の方を通して飼い主を探して

いただくような形はあったと聞いております。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 空き家でいえば農村

地域ではアライグマがすみついている、また市街

地ではキタキツネがまちの中走っていると。エキ

ノコックスがすごく心配なのですけれども、そう

いったようなことがあって、また猫についても本

当に、今雪が解けてきて、出入りして、走って、

車でひかないように、すごく気になるのですけれ

ども、そういった状況の中でいるのですが、そう

いう意味では保護施設が必要かなというふうに思

っています。

あと、もう一つはやっぱり小動物、猫や犬をか

わいがるといったところ辺の市民の方々の思いも

あるのかなというふうに思うのですが、コロナ禍

の中ですから、人とのつながりが少なくなってき

た。そこへいろんな、自分の家では飼えないけれ

ども、隣にいる猫に餌をやってかわいがるという

ようなことも増えるのかなというふうに危惧をし

ているところなのです。そういった部分でやっぱ

り動物をかわいがること、餌やりとは違うといっ

た啓蒙、啓発なのですが、広報にお知らせも入っ

てはきますけれども、もっと必要かなというふう

に思うのですが、そういった状況はどのようにな

っているのかお知らせいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。
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〇市民部長（宮本和代君） 猫の餌やりをやって

いるという情報提供をいただいた際には、餌をや

ってくださっているといいますか、餌をやってい

る方は善意で行っている行為だとは思っておりま

す。ただ、その関係で集まる猫のふん尿ですとか

鳴き声の関係で近隣の住民の方が迷惑をされてい

るという現状がございますので、情報提供をいた

だいた場合には私どものほうで近隣の方の聞き取

りを行ったり、周辺パトロールを行いまして、餌

やりをしている世帯の方特定できますので、その

方のお宅を訪問させていただき、餌やりはやらな

いようにお願いしているところです。また、情報

提供いただいた地域に関しては、チラシを改めて

配布して、猫の餌やりなどを行わないようにとい

うことで啓発を行っております。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 先ほど部長の答弁の

中でも犬及び猫の引取りに対する措置の、都道府

県知事等はということでお話がされていました。

やっぱり引取り、野良猫になりますよね。そうい

う小動物をどうするのかというあたりではやっぱ

り保健所できちっと見ていただきたいという、対

応していただきたいというのが私は強く思うとこ

ろです。ただ、この間保健所は縮小されて、数が

少なくなり、今コロナ対応で非常に大変な状況に

なってはいるのですが、しかし環境衛生であった

り、公衆衛生を担う保健所ですから、市と連携を

しながら取り組んでいただきたいということを強

く望むところであります。その点について改めて

道への、保健所への市からの要望というか、その

考えをお聞きしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 市と保健所の連携し

た取組というところで、市民の皆様からしますと

猫を拾って、まずどこに相談したらいいのだろう

という場合に一番身近な市役所に御連絡をいただ

くケースがやはり多いのではないかと思っており

ます。私どものほうも身近な市民の関係を生かし、

北海道にお願い、または相談をしていく形で、お

互いがいい方向に動くような形で今後も検討して

まいりたいと思っております。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） １つ確認するのを忘

れました。小動物が出入りしているような状況が

報告されると、空き家の所有者との連絡をきちっ

とするというお話がありました。例えばガラスが

割れたりなんだりしているときに出入りはしない

ように塞ぐとかという処置はしていただいている

のかどうかを最後確認をさせてください。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 猫が出入りしており

ます空き家の破損箇所につきましては、所有者な

どに修繕していただくように手紙などで連絡をさ

せていただいております。

〇議長（東 千春議員） 以上で川村幸栄議員の

質問を終わります。

これをもちまして一般質問を終結いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第３ 議案第２２

号 令和２年度名寄市一般会計補正予算（第１３

号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２２号 令和２年

度名寄市一般会計補正予算について、提案の理由

を申し上げます。

今回の補正は、新型コロナウイルス感染症に係

る対策経費を補正しようとするものであり、歳入

歳出にそれぞれ ０３１万 ０００円を追加をし、

予算総額を２５２億 ５４９万 ０００円にしよ

うとするものでございます。

補正の内容を歳出から申し上げます。７款商工

費におきまして売上減少事業者支援給付金給付事

業費 ０３１万 ０００円の追加は、新型コロナ

ウイルス感染症の影響の長期化により売上げが減

少している市内事業者への支援として給付金を給
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付しようとするものでありまして、財源につきま

しては同額を財政調整基金繰入金にて計上し、収

支の調整を図ろうとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

川村幸栄議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 今回の給付事業費な

のですが、説明資料によると影響を受けている幅

広い事業者に対してと。前回のときは、３つの業

種だったかなというふうに思います。ここの幅広

い業種、事業者に対してというふうになった経緯

についてお知らせをいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） １月の臨時会で

２月までの申請でありました経営維持支援給付金

を議決いただきました。この経営維持支援給付金

につきましては、Ｇｏ Ｔｏ トラベルやどうみ

ん割などによって昨年９月、１０月に持ち直しの

兆しが見られたところに首都圏や札幌での感染急

拡大によって１１月以降特に急激に経営状況の悪

化が見られた飲食業、バス、タクシー業、宿泊業

に対して迅速な対応が求められたことに対して支

援をしたところでございます。その後も継続的に

会議所や商工会、３者協議を行っておりますし、

また産官金連携サポートネットワークで金融機関

から意見を聞いたりをしております。また、私ど

も事業所の給付事業の相談や申請などで声を聞い

たりもしておりますから、そういったところでや

はり当初の想定以上に長期化する影響に対して支

援をする必要があると考えたところでございます。

そして、幅広くというところでございますが、こ

れまで売上げの３０％以上減少するという一月が

あることを要件としておりましたが、今回はそれ

に加えて、連続する２か月の売上げが２０％以上

減少するというところも考えまして、どちらか該

当すればいいよということで、ここはまさに長期

化している状況を踏まえて、一月当たりの減少率

が従前の要件には満たないけれども、影響が長く

続いている事業者に対して支援を届かせたいと、

届かせる必要があるのではないかと判断をしたと

ころでございます。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 実は前回のときに飲

食店というふうになっていて、そこに品物を卸し

ている方から仕入れで卸している人は入らないの

だろうかという、相談したらどうですかという話

はさせてもらったのですけれども、やはりそうい

ういろんな声が出てきた中で、今も御説明あった

ように、いろんな声を聞いてというふうな御説明

がありました。引き続き皆さんの声を、小さな声

も拾っていただいて、やはりこういうふうにして

反映させていただくことを強く求めて、終わりま

す。

〇議長（東 千春議員） 富岡達彦議員。

〇１番（富岡達彦議員） １点確認をさせていた

だきたいのですけれども、この給付金についての

上限額を２０万円に設定をしたという理由につい

てお知らせください。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） この上限額２０

万円の考え方なのですけれども、これまでの給付

金と考え方は一貫しているところがございまして、

固定費として家賃相当額としてまず５万円一月あ

るかなと考えていて、今回その３か月分として１

５万円をまず基本に考えました。この３か月とい

うのは、経営維持支援給付金を３か月の期間とし

ていたものですから、３か月を考えました。そし

て、今回この時期というのがちょうど冬に当たり

ますので、冬期間の暖房費などを考慮して、５万

円を加算しての２０万円と考えたところでござい

ます。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） 分かりました。

ただ、この給付金のお話の部分でこれまでのほ
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かの給付、幾つか去年からされてきたものと対比

をしますと、かなり影響を受けていらっしゃる業

種、今までの対象に引っかかってこなかった業種

の方々にしてみたらこの取組は非常にいいことだ

とは思うのですけれども、ただそこにかなりの差

異が出ているというような状況で、その辺につい

ての話というのがあるのではないかなというふう

に思うのですけれども、その辺についてはどのよ

うに御説明されますか。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 差異というのが

ちょっとよく理解できなかったのですが、もう一

度よろしいでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） これまでの事業継続で

すとか、がんばる中小企業ですとか、この間の給

付金ですとか、それの額と今回の上限２０万円に

したという、この差の部分についていろいろと意

見が出る可能性があるなというふうに感じている

のですけれども、その辺についていかがでしょう

か。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 御質問の答弁に

もございましたとおり、考え方は一貫しておりま

す。特に差異というか、これは対象としている期

間を考えてのことですので、そこの差異はないの

かなと考えています。ただ、確かに今回、もう一

つ違いを明確にさせていただきますと、これまで

はそれぞれ１５万円ですとか２０万円ですとか額

を決めて、一律に給付をしておりましたが、今回

は一律ではなくて、減少幅に応じた給付として上

限を２０万円に設定しているところでございます。

ここは、確かに違うところだと思います。ここに

ついては、まずは限られた財源を有効に活用した

いということと公平感というものを考慮したとこ

ろでございます。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） 分かりました。

今後もまだまだコロナ禍、影響が恐らく続いて

いくだろうというふうに思われますので、今後と

も市内経済を回していく、あるいはいろいろ困窮

されている方々を支援できるような体制づくりを

進めていただきたいということを申し入れて、質

問を終わらせていただきます。

〇議長（東 千春議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２２号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２２号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

議事の都合により、明日３月１１日から３月２

１日までの１１日間を休会としたいと思いますが、

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、明日３月１１日から３月２１日までの

１１日間を休会とすることに決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ３時０８分
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上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 高 野 美枝子

署名議員 塩 田 昌 彦
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開議 令和３年３月２２日（月曜日）午後１時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第２号 名寄市介護保険条例の一

部改正について（市民福祉常任委員長

報告）

日程第３ 議案第１２号 令和３年度名寄市一般

会計予算（予算審査特別委員長報告）

議案第１３号 令和３年度名寄市国民

健康保険特別会計予算（予算審査特別

委員長報告）

議案第１４号 令和３年度名寄市介護

保険特別会計予算（予算審査特別委員

長報告）

議案第１５号 令和３年度名寄市食肉

センター事業特別会計予算（予算審査

特別委員長報告）

議案第１６号 令和３年度名寄市後期

高齢者医療特別会計予算（予算審査特

別委員長報告）

議案第１７号 令和３年度名寄市立大

学特別会計予算（予算審査特別委員長

報告）

議案第１８号 令和３年度名寄市病院

事業会計予算（予算審査特別委員長報

告）

議案第１９号 令和３年度名寄市水道

事業会計予算（予算審査特別委員長報

告）

議案第２０号 令和３年度名寄市下水

道事業会計予算（予算審査特別委員長

報告）

日程第４ 議案第２３号 名寄市事務分掌条例の

一部改正について

日程第５ 議案第２４号 名寄市指定介護予防支

援等の事業の人員及び運営並びに指定

介護予防支援等に係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関する基準等

を定める条例の一部改正について

議案第２５号 名寄市指定居宅介護支

援等の事業の人員及び運営に関する基

準等を定める条例の一部改正について

日程第６ 議案第２６号 令和２年度名寄市一般

会計補正予算（第１４号）

日程第７ 議案第２７号 名寄市議会会議規則の

一部改正について

日程第８ 意見書案第１号 国民健康保険料の子

ども均等割減免の拡充に関する意見書

意見書案第２号 選択的夫婦別姓制度

の法制化を求める意見書

意見書案第３号 少人数教育の早期推

進に関する意見書

意見書案第４号 ＧＩＧＡスクール構

想に対応する子どもの健康管理などの

意見書

日程第９ 報告第１号 例月出納検査報告、定期

監査報告等について

日程第10 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第２号 名寄市介護保険条例の一

部改正について（市民福祉常任委員長

報告）

日程第３ 議案第１２号 令和３年度名寄市一般

会計予算（予算審査特別委員長報告）

令和３年３月２２日（月曜日）第１回３月定例会・第５号
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議案第１３号 令和３年度名寄市国民

健康保険特別会計予算（予算審査特別

委員長報告）

議案第１４号 令和３年度名寄市介護

保険特別会計予算（予算審査特別委員

長報告）

議案第１５号 令和３年度名寄市食肉

センター事業特別会計予算（予算審査

特別委員長報告）

議案第１６号 令和３年度名寄市後期

高齢者医療特別会計予算（予算審査特

別委員長報告）

議案第１７号 令和３年度名寄市立大

学特別会計予算（予算審査特別委員長

報告）

議案第１８号 令和３年度名寄市病院

事業会計予算（予算審査特別委員長報

告）

議案第１９号 令和３年度名寄市水道

事業会計予算（予算審査特別委員長報

告）

議案第２０号 令和３年度名寄市下水

道事業会計予算（予算審査特別委員長

報告）

日程第４ 議案第２３号 名寄市事務分掌条例の

一部改正について

日程第５ 議案第２４号 名寄市指定介護予防支

援等の事業の人員及び運営並びに指定

介護予防支援等に係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関する基準等

を定める条例の一部改正について

議案第２５号 名寄市指定居宅介護支

援等の事業の人員及び運営に関する基

準等を定める条例の一部改正について

日程第６ 議案第２６号 令和２年度名寄市一般

会計補正予算（第１４号）

日程第７ 議案第２７号 名寄市議会会議規則の

一部改正について

日程第８ 意見書案第１号 国民健康保険料の子

ども均等割減免の拡充に関する意見書

意見書案第２号 選択的夫婦別姓制度

の法制化を求める意見書

意見書案第３号 少人数教育の早期推

進に関する意見書

意見書案第４号 ＧＩＧＡスクール構

想に対応する子どもの健康管理などの

意見書

日程第９ 報告第１号 例月出納検査報告、定期

監査報告等について

日程第10 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏
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書 記 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 木 村 睦 君

教 育 部 長 河 合 信 二 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
丸 箸 啓 一 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 鈴 木 康 寛 君

会 計 室 長 末 吉 ひ と み 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君
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〇議長（東 千春議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

５番 三 浦 勝 秀 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ 議案第２号

名寄市介護保険条例の一部改正についてを議題

といたします。

付託いたしました委員会の審査の経過及び結果

の報告を求めます。

市民福祉常任委員会、高野美枝子委員長。

〇市民福祉常任委員長（高野美枝子議員） 議長

より御指名をいただきましたので、市民福祉常任

委員会へ付託されました令和３年第１回定例会議

案第２号 名寄市介護保険条例の一部改正につい

ての審査経過及び結果について御報告いたします。

委員会は、２月２５日、３月４日、３月１１日

の３回にわたり担当職員の出席を求め、慎重に審

査を行いました。

２月２５日の委員会では、最初に第８期高齢者

保健医療福祉計画・介護保険事業計画の策定に併

せて介護保険料を見直すに当たり、介護保険制度

の仕組み、介護保険の財源構成と規模、介護保険

の１号保険料の低所得者軽減強化、新たな介護保

険施設の創設、総費用などにおける提供サービス

の内訳などについて説明を受け、質疑を行いまし

た。主な質疑では、委員から介護保険料の算定方

法に関して３年に１度の改定時期は毎回同じタイ

ミングで、決定作業のプロセスは短く、市民に周

知する時間も限られているが、流れについて詳細

な説明を。また、市民周知への方法はの質問に対

し、国の見える化システムも活用し、昨年５月か

ら人口推計と認定者推計を始め、９月、１１月、

１月に集計し、基礎データを報告することで総事

業費の見込みができ、１月１２日から２月１０日

までパブリックコメントを行った。その後理事者

協議を経て第８期の介護保険料が算出されるので、

この時期での提案が精いっぱいと考えている。市

民周知については、議決後広報、ホームページな

ど様々な形で周知したい。市で設置している特別

養護老人ホームしらかばハイツは定員を満たして

おらず、サービス供給体制が追いついていない状

況で、保険料の値上げに対する市民理解は得られ

るのかの質問に対し、施設利用の給付費は定員で

はなく、現状の施設利用人数で算定している。居

宅サービス、例えばヘルパー、デイサービスの利

用が第７期の見込みをかなり上回り、今回の上が

る要因の一つであると判断しているので、上がっ

た経過なども周知していく。令和４年度より給付

費が大幅にアップしている。新しい施設の詳細と

介護職員の確保の見通し、入所者数についてはの

質問に対し、今後の施設運営の調査で特に新規は

なかったが、第７期の予定が第８期にずれ込んで、

影響が出ている。また、医療療養病床からの転換

も計画されているが、介護職員は確保できる見通

しである。第８期の給付費見込みで１７％程度の

増加を見込んでいる。低所得者低減強化で公費負

担の充当を行っているとあるが、保険料の積算は

どのようになっているのかの質問に対し、第１段

階が ２％、１万 ０００円、第２段階が １５

％、１万６００円、第３段階が ０５％、 ５０

０円、年額で公費負担されるなどの答弁がありま

した。基金の活用に関しては、今回基金を約半分

繰り入れたことによる保険料上昇分６２２円への

影響と２億円を入れた場合はの質問に対し、第７

期と比較すると １０６円上がるが、基金を１億

０００万円投入することにより４８４円下がり、

８４７円、さらに２億円だとおおむね２０４円

下がり、約 ６４３円になる。今回基金を半分繰
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り入れた考え方はの質問に対し、今後６５歳以上

の第１号被保険者が減少傾向になるが、後期高齢

者の増加でサービス提供量が増加する。一定の基

金を確保し、急激な介護保険料の改定並びに施設

整備に耐え得る対策として１億円強の残額とした

などの答弁がありました。また、質疑の中で資料

請求のあった見える化システムの高齢化率が分か

るデータ、過去５年間の基金の流れに関する資料

を求めて、委員会を終了しました。

３月４日の委員会では、資料請求を行った見え

る化システムによる推計値、過去５年間の基金の

状況について説明を受けるとともに、広報での周

知については３月２２日に可決されれば広報なよ

ろ４月号でも周知可能との報告を受けた後、質疑

を行いました。主な質疑では、委員から財源など

の確保に関して保険者機能強化推進交付金は毎年

増減がないのか。介護給付金準備基金はどのよう

に残高水準を設定しているのかの質問に対し、保

険者機能強化推進交付金は平成３０年から介護予

防や重症化予防に充てるため例年５００万円前後

が交付されている。第７期計画でも不測の事態に

備えて基金を残したが、残額設定の決めは特にな

い。第７期計画で予定の施設開設が延び、基金が

増えた状況もあるが、対応含めて検討はしたのか

の質問に対し、計画どおりだと基金は現在１億

０００万円しかないことになる。第８期計画でも

予定されている施設について個別に確認を行い、

予算計上している。介護給付費が伸びた場合にさ

らに保険料が上がることの想定や基金は１期ごと

の管理も大切だが、将来的なことも勘案し管理し

ているなどの答弁がありました。介護サービスの

提供に関しては、介護医療院への転換の計画だが、

利用者への影響は。介護職員を確保できるのかの

質問に対し、利用者に配慮しながら転換すると聞

いている。確保が可能ということでの計画である。

市民アンケートで地域包括支援センターの業務内

容を知らないという意見が多いこと、同センター

の取組が重要であることに対する考え方について

はの質問に対し、地域包括支援センターは総合的

な相談ができるといろいろな場面で話をしている。

給付費が増加する中で介護予防、フレイル予防、

認知症予防などについて中心的な役割を果たさな

ければならない。今後もＰＲを強化し、対応して

いく。関係機関との連携を強化するとともに、今

回整備しているＩＣＴも活用しながら困ったとき

には包括となるよう取組を進めていきたいなどの

答弁がありました。介護職員の人材確保に関して

は、介護職員の今後の募集、確保について、また

外国人の採用についての考えはの質問に対し、現

在就職支度金、初任者研修、実務者研修の自己負

担費用の助成を行っているが、今年が最終年度と

なるので、検討を行う。外国人を含めた人材確保

は重要な問題と思っており、他市の状況や様々な

情報を収集し、検討するなどの答弁がありました。

また、他市によって基金の運用に違いもあるが、

他自治体の基金の運用に関する資料を求めて、委

員会を終了しました。

３月１１日の委員会では、上川北部及び道内各

市の保険料基準額、月額への介護給付費準備基金

取崩しに関する資料の提示を受けた後、質疑に入

りました。主な質疑では、委員から今後の介護保

険事業の在り方に関して基金１億 ０００万円の

取崩し、５０％を残すという市の考え方は。第９

期に向けての計画についてはの質問に対し、後期

高齢者の増加などにより今後給付費の伸びが大き

くなっていくことも想定し、一定額を残す。上げ

幅を抑えながら介護保険事業を運営していきたい。

しかし、将来を見据えた中で新たな施設整備につ

いては検討する時期に来ている。介護予防や健康

保持に努めるとともに、ＩＣＴを活用し、医療な

どとの連携を深めるなど保険料を上げないための

施策も重要。基準額については、他市の動向も見

ている。国の負担割合を増やすよう今までと同様

に各関係機関に要請する。第９期の施設整備は把

握していないが、新たに給付費が増える場合は基

金を活用していく。今回は、保険料の値上げに対
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応するための取崩しである。平成３０年第１回定

例会委員長報告の中で極力次期も保険料が上がら

ないような形で対応したいとあるが、どのように

考えているかの質問に対し、その時点で見込めな

かった部分で今回保険料を増額せざるを得ない状

況に至ったなどの答弁があった後質疑を終結し、

委員間協議を行いました。委員間協議では、値上

げをしないことが理想だが、今後の状況を見据え

ると致し方ないと賛成する意見が多数であったが、

一方では給付費が下がる取組の強化を希望するな

ど介護予防の重要性を訴える意見や基金の運用に

関する意見もありました。

その後、採決の結果賛成多数により原案のとお

り可決すべきものと決定いたしました。

以上をもちまして、令和３年第１回定例会議案

第２号 名寄市介護保険条例の一部改正について

の審査の経過と結果の御報告とさせていただきま

す。

〇議長（東 千春議員） これより、委員長報告

に対する質疑に入ります。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

正副委員長は自席にお戻りください。

お諮りいたします。本件は委員長報告のとおり

決定することに御異議ございませんか。

（「異議あり」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議がありますので、

起立により採決を行います。

議案第２号を委員長報告のとおり決定すること

に賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

〇議長（東 千春議員） 起立多数であります。

よって、議案第２号は委員長報告のとおり可決

されました。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 １時１４分

再開 午後 １時１５分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

日程第３ 議案第１２号 令和３年度名寄市一

般会計予算、議案第１３号 令和３年度名寄市国

民健康保険特別会計予算、議案第１４号 令和３

年度名寄市介護保険特別会計予算、議案第１５号

令和３年度名寄市食肉センター事業特別会計予

算、議案第１６号 令和３年度名寄市後期高齢者

医療特別会計予算、議案第１７号 令和３年度名

寄市立大学特別会計予算、議案第１８号 令和３

年度名寄市病院事業会計予算、議案第１９号 令

和３年度名寄市水道事業会計予算、議案第２０号

令和３年度名寄市下水道事業会計予算、以上９

件を一括議題といたします。

付託いたしました委員会の審査の経過並びに結

果の報告を求めます。

予算審査特別委員会、高野美枝子委員長。

〇予算審査特別委員長（高野美枝子議員） 議長

より御指名をいただきましたので、今定例会に予

算審査特別委員会に付託されました議案第１２号

令和３年度名寄市一般会計予算、議案第１３号

から議案第１７号までの各特別会計予算、議案第

１８号から議案第２０号までの各事業会計予算に

つきまして、予算審査特別委員会の審査経過と結

果の御報告を申し上げます。

第１回委員会は、２月２２日に開会し、直ちに

正副委員長の互選が行われ、委員長には私高野美

枝子が、副委員長には遠藤隆男委員が選任される

とともに、審査日程を３月１６日から１７日、１

９日、２２日の４日間と定めました。

審査期間中は、市長をはじめ関係する職員の出

席を求めるとともに、必要な資料の要求などをし

た上で、各会派の代表による総括質疑並びに委員

による質疑を行い、慎重に審査を行いました。

審査経過につきましては、本委員会は全議員を

もって構成された特別委員会でありますので、詳

細な報告は省略させていただき、審査の結果のみ

を御報告申し上げますので、御了承願います。

本委員会に付託されました全会計予算中、一般

令和３年３月２２日（月曜日）第１回３月定例会・第５号
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会計、国民健康保険特別会計及び介護保険特別会

計については起立多数により、その他の３特別会

計及び各事業会計についてはいずれも全会一致で

原案のとおり可決すべきものと決定しました。

以上が審査の結果であります。

本委員会の開催中、運営に終始御協力をいただ

きました遠藤副委員長、丁寧な答弁をしていただ

きました理事者の皆様並びに連日慎重かつ熱心に

審査を尽くしていただきました委員の皆様にお礼

申し上げますとともに、日程どおりに終えること

ができましたことに感謝を申し上げ、報告を終わ

ります。ありがとうございました。

〇議長（東 千春議員） ただいま予算審査特別

委員会委員長より報告のありました議案第１２号

外８件につきましては、全議員をもって構成され

ました特別委員会で審査をしておりますので、こ

の際質疑を省略し、直ちに採決を行います。

お諮りいたします。議案第１２号 令和３年度

名寄市一般会計予算について委員長報告のとおり

決定することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

〇議長（東 千春議員） 起立多数であります。

よって、議案第１２号は委員長報告のとおり可

決されました。

お諮りいたします。議案第１３号 令和３年度

名寄市国民健康保険特別会計予算について委員長

報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を

求めます。

（起立多数）

〇議長（東 千春議員） 起立多数であります。

よって、議案第１３号は委員長報告のとおり可

決されました。

お諮りいたします。議案第１４号 令和３年度

名寄市介護保険特別会計予算について委員長報告

のとおり決定することに賛成の議員の起立を求め

ます。

（起立多数）

〇議長（東 千春議員） 起立多数であります。

よって、議案第１４号は委員長報告のとおり可

決されました。

お諮りいたします。議案第１５号 令和３年度

名寄市食肉センター事業特別会計予算から議案第

２０号 令和３年度名寄市下水道事業会計予算ま

での６件について委員長報告のとおり決定するこ

とに御意義ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１５号から議案第２０号までの

６件は委員長報告のとおり可決されました。

〇議長（東 千春議員） 日程第４ 議案第２３

号 名寄市事務分掌条例の一部改正についてを議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２３号 名寄市事

務分掌条例の一部改正について、提案の理由を申

し上げます。

本件は、令和３年４月１日付で予定をしており

ます組織機構の見直しに伴い総務部、総合政策部

及び市民部それぞれの間で生じる事務分掌の変更

について所要の改正をしようとするものでござい

ます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

川村幸栄議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 今回提案されている

条例の見直しなのですが、市民の皆さん方に直接

関わる部分というと広報広聴に関することはある

かなというふうに思うのですが、男女共同参画の

部署がまた今までとは違うところに変わるという

ふうになっているかと思います。この場合、市民

の皆さんへの周知ということも私は必要だったか

なというふうに思うのですが、その部分のお考え



－196－

令和３年３月２２日（月曜日）第１回３月定例会・第５号

とこの定例議会の最終日に提案になったその理由

についてもお知らせをいただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 議員から２点ほど御

質問いただきました。

最初に、ちょっと順番逆になるのですけれども、

この時期になってしまったというところについて

お答えさせていただきたいと思いますけれども、

今回の組織機構の見直しにつきましては、理事者

から一定の考えをいただいた後に令和３年４月１

日の組織の見直しについて９部長で構成する組織

機構等検討会議を中心に議論を進めていたという

ものでございます。結果として、総務部長の力不

足もありまして、意見の調整にも時間がかかった

というところもありまして、この時期での提案に

なったということでありまして、そこにつきまし

てはおわび申し上げたいというところでございま

すが、様々な課題がある中にその課題解決に向け

ての取組を行うべく組織機構の見直しにつきまし

て一定の結論が出ましたので、それを速やかに実

施するということで御理解いただければと思いま

す。

また、周知につきましてはこれまでの機構改革

同様にホームページですとか広報、またさらには

関係団体ですとか関係する、基本的に企画課の業

務という部分もありまして、企業の方ですとか関

係団体ですとか官公庁も含めまして、それぞれ広

報、ホームページ以外の部分については個別にお

知らせしていきたいという部分で、議員おっしゃ

るとおり、市民の皆さんに周知、大事なことであ

りますので、努めていきたいと思っております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 春は、いろいろなこ

とで市役所に来られる方が多いときであります。

そこで、このように所管する部署が変わって、来

られた方が迷うことのないようにしていただきた

いなというふうに思うのです。今置いている部署

の場所が、スペースというか、そこのところがま

た移動になるかというような、そういう懸念もさ

れています。所管する総務部から企画課というふ

うにして、所管の部が変わるだけではなくて、場

所も変わってしまうのかなというふうに思ってい

るのですが、そういった場合、総合案内があって、

いろいろお聞きすることはできるとは思うのです

けれども、ただいつものようにすっと行ってしま

って、迷ってしまわれないような、そういう対応

も必要かというふうに思うのですが、その点につ

いてお考えをお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 基本的に場所につき

ましては大体が総務部の企画課と総合政策部のと

いう形になっていまして、基本的に場所につきま

しては今の総合政策部の執務室と今の企画課の執

務室で、大体は同じような場所で、ちょっとその

中でやりくりはあろうかと思いますけれども、そ

の中でできるのかなという部分はあります。ただ、

特に市民部のほうに行く、また男女の部分も含め

ましてそれは移動がございますので、それにつき

まして総合窓口ですとか、そういう部分を含めま

して周知に努めていきたいと思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 先にお尋ねするのを

ちょっと飛んでしまったのですが、男女共同参画

が今回市民部に移行されるということです。今コ

ロナ禍の中でいろいろ御相談等もあるかなという

ふうに思うのです。相談する場所が分からなかっ

たという方もいらっしゃいますけれども、今回市

民部に移行になったところ、少し詳しくお知らせ

をいただいて、終わりたいと思いますが。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 男女共同参画推進に

つきましては、これまで総務、企画課の所掌事務

という形になっていまして、今までも必要に応じ

て市民部と連携をして事務を行ってきたというと
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ころでございます。人権を所掌する市民部の所掌

事務として今回明文化させていただきまして、様

々な課題と一体的に取り組もうという形で市民部

のほうに当然人も配置して、取り組んでいただく

という形で位置づけたというものでございます。

以上です。

〇議長（東 千春議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２３号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２３号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第５ 議案第２４

号 名寄市指定介護予防支援等の事業の人員及び

運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防の

ための効果的な支援の方法に関する基準等を定め

る条例の一部改正について、議案第２５号 名寄

市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関

する基準等を定める条例の一部改正について、以

上２件を一括議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２４号 名寄市指

定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指

定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部

改正について及び議案第２５号 名寄市指定居宅

介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等

を定める条例の一部改正について、一括して提案

の理由を申し上げます。

本件は、指定居宅サービス等の事業の人員、設

備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令

が施行されることに伴い、関係条例の一部を改正

しようとするものでございます。

以上２件、よろしく御審議くださいますようお

願いを申し上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

川村幸栄議員。

〇１０番（川村幸栄議員） この２件について提

案の説明資料を頂いています。この中で、国の厚

生労働省令が施行されるに伴って条例を改正する

ということですから、おおむねそのように沿って

いくのだというふうに思うのですけれども、しか

し今回施行期日のところにありますように、感染

症対策の強化、業務継続に向けた取組の強化、こ

こは３年間の経過措置期間を設けることというこ

とには理解ができます。ただ、高齢者虐待防止の

推進というところが経過措置でいいのかどうかと

いうふうに思っています。やはりここのところは

随分前からも懸念されているところでありますし、

今後も注視は必要なところではないかなというふ

うに思っているのですが、ここも同じように３年

間の経過措置期間を設けるということになってい

ることの説明をお願いしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 高齢

者虐待防止の推進につきまして、猶予期間がある

ということでの御質問でございます。今回この２

つの条例の改正につきまして、改正内容について

はほぼ同様の内容になっておりますけれども、も

ともと高齢者虐待防止につきましては通常の業務

の中でそれぞれ事業所に対してなり、実地指導の

中でもこの部分については従来から指導なりをし
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ているものでございまして、一応この部分につき

ましては従来から事業所でも防止委員会だとかい

ろんな形で事業所の中で取組をしておりますけれ

ども、今回のこの省令の改正の中では委員会とか

指針の整備、それから研修、担当者を定めるとい

うことで、現状で既に定めているところもござい

ますが、規模的なものも含めて専任担当者とか、

そういったものも定めることに関しては一定の猶

予を持たせているということで、取組については

市としても各事業所に対しては予防については徹

底をさせていただいておりますので、そこは引き

続き事業所の対応の中で進めていきたいというふ

うに考えています。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 今の御説明でいえば、

業務継続に向けた取組の強化の中にも含まれると

いうふうに捉えていいというふうに今お聞きした

のですが、それでいいですか。それであれば、そ

こと一緒に捉えるということでこの３つになって

いるというふうには理解いたしますけれども、高

齢者への虐待防止のところは経済的、精神的、い

ろんな形での虐待もありますので、これは長く前

からも言われていることですので、やっぱり集中

して取り組んでいただくことを求めて、終わりま

す。

〇議長（東 千春議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２４号外１件は原案のとおり決定するこ

とに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２４号外１件は原案のとおり可

決されました。

〇議長（東 千春議員） 日程第６ 議案第２６

号 令和２年度名寄市一般会計補正予算（第１４

号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２６号 令和２年

度名寄市一般会計補正予算について、提案の理由

を申し上げます。

今回の補正は、新型コロナウイルス感染症に係

る対策経費を中心に補正しようとするものであり

まして、歳入歳出それぞれ ４６５万 ０００円

を追加をし、予算総額を２５３億 ０１５万 ０

００円にしようとするものでございます。

補正の主なものを歳出から申し上げます。４款

衛生費におきまして新型コロナウイルスワクチン

接種体制確保事業費 ０２３万 ０００円の追加

は、新型コロナウイルスワクチン接種に係る経費

を追加をしようとするものでありまして、財源に

つきましても同額国庫補助金にて予算を計上して

おります。

８款土木費におきまして市道除雪・排雪対策事

業費４００万円の追加は、今冬の降雪状況から不

足が見込まれる補助金等を追加しようとするもの

でございます。

次に、歳入について申し上げます。新型コロナ

ウイルスワクチン接種に関わる国庫補助金を計上

したほか、財政調整基金繰入金で収支の調整を図

ろうとするものでございます。

次に、第２表、繰越明許費補正につきましては、

年度内に完了しない新型コロナウイルスワクチン

接種体制確保事業費を繰越ししようとするもので

ございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

令和３年３月２２日（月曜日）第１回３月定例会・第５号
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げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２６号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２６号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第７ 議案第２７

号 名寄市議会会議規則の一部改正についてを議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

塩田昌彦議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 議案第２７号 名寄

市議会会議規則の一部改正について、提案の理由

を申し上げます。

近年の男女共同参画の状況に鑑み、地方議会に

おいても男女共同参画を考慮した議会活動を促進

するため、女性議員の産休期間や会議欠席事由を

明確に規定するものであります。また、国が進め

るデジタル化政策の一環として、特段の合理的な

理由がある場合を除き原則として押印の廃止を広

めていくとした方針を踏まえて、身体的理由によ

り署名が困難な請願者が自署できない場合も考え

られることから、単に押印を廃止するのではなく、

選択肢として記名押印を残すことにしています。

そのほかにこれまで議会運営委員会において議会

改革について協議を進めており、その中で簡易表

決と携帯品の取扱いについても見直しを行ってい

ることから、所要の改正及び規定の整備を行おう

とするものであります。

以上、提案理由とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２７号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２７号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第８ 意見書案第

１号 国民健康保険料の子ども均等割減免の拡充

に関する意見書、意見書案第２号 選択的夫婦別

姓制度の法制化を求める意見書、意見書案第３号

少人数教育の早期推進に関する意見書、意見書

案第４号 ＧＩＧＡスクール構想に対応する子ど

もの健康管理などの意見書、以上４件を一括議題

といたします。

お諮りいたします。意見書案第１号外３件は、

質疑、委員会付託を省略し、直ちに採決すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

意見書案第１号外３件を原案のとおり決定する

ことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、意見書案第１号外３件は原案のとおり



－200－

令和３年３月２２日（月曜日）第１回３月定例会・第５号

可決されました。

〇議長（東 千春議員） 日程第９ 報告第１号

例月出納検査報告、定期監査報告等についてを

議題といたします。

本件については、報告書がお手元に配付されて

おりますので、これをもって御了承をお願いいた

します。

〇議長（東 千春議員） 日程第１０ 閉会中継

続審査（調査）の申し出についてを議題といたし

ます。

お諮りいたします。お手元に配付いたしました

各委員長からの申出のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、申出のとおり決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 以上で今期定例会に付

議されました案件は全て議了いたしました。

これをもちまして、令和３年第１回定例会を閉

会いたします。

大変御苦労さまでした。

閉会 午後 １時４１分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 三 浦 勝 秀

署名議員 川 村 幸 栄



－201－

質 問 文 書 表 （代表質問）

令和３年第１回定例会

発 言
氏 名 発 言 要 旨

順 序

１ 山 田 典 幸 １．令和３年度の市政執行について

（Ｐ ４０） (1) 加藤市政３期目最終年度にあたり、３年間の評価と今後の市政運

営とまちづくりに対する考え方について

(2) 新年度の重点施策について

(3) 名寄市総合計画（第２次）中期基本計画の具現化に向けての取り

組みについて

(4) アフターコロナ社会を見据えた施策展開について

２．各種課題への対応について

(1) 老朽化する市内公共施設への対応について

(2) 名寄市立地適正化計画の具現化に向けた取り組みについて

(3) 王子マテリア株式会社名寄工場敷地の利活用について

３．交流人口拡大と移住・定住に関連する事業の状況と今後の展開につ

いて

(1) 地域資源を活用したスポーツ交流イノベーションプロジェクトに

ついて

(2) 国内・国際交流活動の推進について

(3) 移住・定住の推進について

４．保健・医療・福祉行政について

(1) 新型コロナウイルスワクチン接種の実施体制等について

(2) 子ども・子育て支援の推進について

(3) 上川北部医療連携推進機構における事業推進について

(4) 高齢者福祉の推進について

(5) 障がい者福祉の推進について

５．産業振興と経済活性化施策について

(1) 農業振興施策について

(2) 商工業の振興について

(3) 観光振興について

(4) ピヤシリスキー場の施設整備等について

６．名寄市立大学将来構想にかかわって

令 和 ３ 年 第 １ 回 ３ 月 定 例 会
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(1) 大学における新型コロナウイルス感染症への対応について

(2) 研究活動の充実と社会連携・貢献について

(3) 学生支援の充実について

７．教育行政について

(1) 市内小中学校における新型コロナウイルス感染症への対応につい

て

(2) 「地域とともにある学校づくり」の更なる充実について

(3) 今後の市内小中学校における施設整備の考え方について

(4) 市内高等学校の今後のあり方について

２ 佐 藤 靖 １．加藤市政の３期１１年の総括と今後について

（Ｐ ６２） (1) ３期目最終年度を迎えるにあたり、これまでの１１年間の総括

(2) 任期満了を１年後に控え、次期への考え方

２．令和３年度市政執行及び教育行政執行にかかわり

(1) 限られた任期で目指すもの

(2) 新型コロナウイルス対応と施策

(3) 王子マテリア名寄工場生産品集約課題と集約後の名寄像について

(4) 政策決定プロセスについて

(5) 新たな人材育成手法とは

(6) 行政内で発生する不祥事の再発防止策

(7) 地域コミュニティについて

(8) 中学校施設整備事業の基本的考え方

(9) 高等学校における志願状況の受け止めと今後の対応

(10)耐震構造上も問題のある老朽施設に対する教育委員会としての姿

勢

３．会派からの市政要望にかかわって

(1) コロナ禍における市内各関係事業者等に対し実態調査を実施しな

い理由

(2) 名寄市立総合病院への財政支援について

(3) 敬老事業のあり方

(4) 除排雪のあり方

(5) 分庁方式のあり方

(6) 残す市長３期目公約の方向性

４．令和３年度予算案にかかわって

(1) 予算編成の基本的な考えに掲げた「ウイズコロナ」「新しい日

常」とは
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(2) 「事業の集中と選択」の具体例は

(3) 名寄市立総合病院整備基金について

(4) 名寄高校駅の効果と駅前にぎわい創設とのかかわりについて

(5) 名寄市立大学大学院構想の現状における課題は

(6) 開業医誘致について

(7) 高齢者が名寄に住み続けるための予算について

(8) 農業、商業、工業が生業を継続させる予算について
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質 問 文 書 表 （一般質問）

令和３年第１回定例会

発 言
氏 名 発 言 要 旨

順 序

１ 山 崎 真由美 １．生きる力を育む教育の推進について

（Ｐ ８８） (1) 確かな学力を育てる教育の推進について

(2) 特色ある教育活動について

(3) 地域運動部活動の推進について

２．まち・ひと・しごと創生総合戦略について

(1) 進捗状況とコロナ禍による影響について

(2) ジュニア世代の育成強化と冬季スポーツの拠点化推進について

(3) Ｎスポーツコミッションの自走化について

３．公共施設の有効活用について

(1) 総合福祉センターの有効活用について

２ 遠 藤 隆 男 １．高齢者福祉について

（Ｐ ９９） (1) 支援体制の整備等について

(2) 介護保険サービス以外のサービス・支援について

(3) 健康づくりと介護予防の取り組みについて

(4) 地域包括ケアＩＣＴネットワークについて

２．農業振興について

(1) 本年度の地域農業総括と新年度の実証試験について

(2) 人手確保対策について

３ 今 村 芳 彦 １．新たな経済活動へ向けた取り組みについて

（Ｐ１０８） (1) 中小企業振興条例に基づく店舗支援事業等について

(2) 企業版ふるさと納税について

(3) 名寄高校駅の設置に伴う各種計画の見直しについて

２．強固な農業経営環境の構築へ向けた取り組みについて

(1) 有害鳥獣対策について

(2) 土壌診断について

(3) 国のコロナウイルス感染症対策支援事業の活用について
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４ 佐久間 誠 １．地域医療の充実に関して

（Ｐ１２０） (1) コロナウイルスワクチンについて

(2) コロナ対応ベッド数と医療従事者の現状について

(3) 名寄市立総合病院の経営課題について

２．農業の振興について

(1) 労働力不足の現状と対策について

(2) 農畜産品を活用した６次産業化について

(3) 食育の推進と地産地消について

３．教育行政について

(1) 中学校の配置計画について

(2) 高等学校のあり方と間口問題について

(3) 名寄市立大学の運営と今後の展開について

５ 塩 田 昌 彦 １．子ども・子育てについて

（Ｐ１３０） (1) 未就学児の保育・教育の現状について

(2) 今後における保育所の建て替え、再配置について

２．経済対策について

(1) 仮称「名寄市商工業振興基本計画」の策定状況について

(2) 新型コロナウイルス感染症予防対策に係る経済対策の現状把握と

今後の支援について

(3) 地域経済の活性に向けて

６ 三 浦 勝 秀 １．ふるさと納税について

（Ｐ１４６） (1) 令和２年度の事業実績について

(2) 次年度以降の見通しについて

２．地域経済について

(1) 市内事業者支援の考え方について

７ 富 岡 達 彦 １．森林・林業施策にかかわって

（Ｐ１５２） (1) 名寄市森林整備計画に基づく、持続可能な森づくりビジョンにつ

いて

(2) 森林経営管理制度、森林環境譲与税活用による具体的な取り組み

について

(3) 林業現場における技能者・技術者の養成と担い手の育成について

(4) 災害に強い森林づくりについて

(5) 市街地緑化について
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２．ＪＲ宗谷本線の維持存続にかかわって

(1) 令和３年度からの、第２次アクションプランの具体的な内容につ

いて

(2）４月以降、自治体が管理する駅の維持について

(3) 観光列車「急行 花たび そうや号」運行へのかかわり方につい

て

８ 高 橋 伸 典 １．公営住宅の連帯保証人の廃止を

（Ｐ１６４） (1) 連帯保証人の現状と課題について

(2) 名寄市営住宅管理条例の一部改正について

２．安全安心な除排雪体制について

(1) 安全安心な生活道路の除排雪体制について

(2) 直営班の作業状況と苦情対策について

３．人口減少への対策は

(1) 人口減少の状況とその原因・理由について

(2) 対応策と施策について

４．生活困窮者への緊急支援を

９ 川 村 幸 栄 １．産前・産後支援について

（Ｐ１７４） (1) 家事サポートの支援について

(2) 潜在看護師、保育士、栄養士などの活用について

２．公営住宅の目的外使用について

(1) 大学生への貸し出しについて

(2) お試し移住での利用について

(3) コロナ対応の在宅勤務者への貸し出しについて

３．環境衛生にかかわって

(1) 空き家等に対する環境衛生の取り組みについて

(2) 小動物の保護施設設置の考えについて

令 和 ３ 年 第 １ 回 ３ 月 定 例 会
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令和３年第１回名寄市議会定例会議決結果表

令和３年２月２２日～令和３年３月２２日 ２９日間

本会議時間数 １６時間０５分

委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

名寄市こども発達支援センター条例の一部改 ― ― 3. 2.22
第 １ 号

正について ― ― 原 案 可 決

3. 2.22 3. 3.11 3. 3.22
第 ２ 号 名寄市介護保険条例の一部改正について

市 民 福 祉 常 任 原 案 可 決 す べ き 原 案 可 決

名寄市高齢者、障害者等の移動等の円滑化の ― ― 3. 2.22

第 ３ 号 促進に係る特定公園施設の設置に関する基準 ― ― 原 案 可 決

を定める条例の一部改正について

令和２年度名寄市一般会計補正予算（第１２ ― ― 3. 2.22
第 ４ 号

号） ― ― 原 案 可 決

令和２年度名寄市国民健康保険特別会計補正 ― ― 3. 2.22
第 ５ 号

予算（第３号） ― ― 原 案 可 決

令和２年度名寄市介護保険特別会計補正予算 ― ― 3. 2.22
第 ６ 号

（第５号） ― ― 原 案 可 決

令和２年度名寄市後期高齢者医療特別会計補 ― ― 3. 2.22
第 ７ 号

正予算（第２号） ― ― 原 案 可 決

令和２年度名寄市立大学特別会計補正予算 ― ― 3. 2.22
第 ８ 号

（第４号） ― ― 原 案 可 決

令和２年度名寄市病院事業会計補正予算（第 ― ― 3. 2.22
第 ９ 号

２号） ― ― 原 案 可 決

令和２年度名寄市水道事業会計補正予算（第 ― ― 3. 2.22
第 １ ０ 号

１号） ― ― 原 案 可 決

令和２年度名寄市下水道事業会計補正予算 ― ― 3. 2.22
第 １ １ 号

（第３号） ― ― 原 案 可 決

3. 2.22 3. 3.19 3. 3.22
第 １ ２ 号 令和３年度名寄市一般会計予算

予 算 審 査 特 別 原 案 可 決 す べ き 原 案 可 決

3. 2.22 3. 3.19 3. 3.22
第 １ ３ 号 令和３年度名寄市国民健康保険特別会計予算

予 算 審 査 特 別 原 案 可 決 す べ き 原 案 可 決

3. 2.22 3. 3.19 3. 3.22
第 １ ４ 号 令和３年度名寄市介護保険特別会計予算

予 算 審 査 特 別 原 案 可 決 す べ き 原 案 可 決
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委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

令和３年度名寄市食肉センター事業特別会計 3. 2.22 3. 3.19 3. 3.22
第 １ ５ 号

予算 予 算 審 査 特 別 原 案 可 決 す べ き 原 案 可 決

令和３年度名寄市後期高齢者医療特別会計予 3. 2.22 3. 3.19 3. 3.22
第 １ ６ 号

算 予 算 審 査 特 別 原 案 可 決 す べ き 原 案 可 決

3. 2.22 3. 3.19 3. 3.22
第 １ ７ 号 令和３年度名寄市立大学特別会計予算

予 算 審 査 特 別 原 案 可 決 す べ き 原 案 可 決

3. 2.22 3. 3.22 3. 3.22
第 １ ８ 号 令和３年度名寄市病院事業会計予算

予 算 審 査 特 別 原 案 可 決 す べ き 原 案 可 決

3. 2.22 3. 3.19 3. 3.22
第 １ ９ 号 令和３年度名寄市水道事業会計予算

予 算 審 査 特 別 原 案 可 決 す べ き 原 案 可 決

3. 2.22 3. 3.19 3. 3.22
第 ２ ０ 号 令和３年度名寄市下水道事業会計予算

予 算 審 査 特 別 原 案 可 決 す べ き 原 案 可 決

― ― 3. 2.22
第 ２ １ 号 名寄市教育委員会委員の任命について

― ― 原 案 同 意

令和２年度名寄市一般会計補正予算（第１３ ― ― 3. 3.10
第 ２ ２ 号

号） ― ― 原 案 可 決

― ― 3. 3.22
第 ２ ３ 号 名寄市事務分掌条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

名寄市指定介護予防支援等の事業の人員及び ― ― 3. 3.22

運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予 ― ― 原 案 可 決
第 ２ ４ 号

防のための効果的な支援の方法に関する基準

等を定める条例の一部改正について

名寄市指定居宅介護支援等の事業の人員及び ― ― 3. 3.22

第 ２ ５ 号 運営に関する基準等を定める条例の一部改正 ― ― 原 案 可 決

について

令和２年度名寄市一般会計補正予算（第１４ ― ― 3. 3.22
第 ２ ６ 号

号） ― ― 原 案 可 決

― ― 3. 3.22
第 ２ ７ 号 名寄市議会会議規則の一部改正について

― ― 原 案 可 決

意 見 書 案 国民健康保険料の子ども均等割減免の拡充に ― ― 3. 3.22

第 １ 号 関する意見書 ― ― 原 案 可 決

意 見 書 案 ― ― 3. 3.22
選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書

第 ２ 号 ― ― 原 案 可 決

令 和 ３ 年 第 １ 回 ３ 月 定 例 会
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委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

意 見 書 案 ― ― 3. 3.22
少人数教育の早期推進に関する意見書

第 ３ 号 ― ― 原 案 可 決

意 見 書 案 ＧＩＧＡスクール構想に対応する子どもの健 ― ― 3. 3.22

第 ４ 号 康管理などの意見書 ― ― 原 案 可 決

報 告 ― ― 3. 3.22
例月出納検査報告、定期監査報告等について

第 １ 号 ― ― 報 告 済

― ― 3. 3.22
閉会中継続審査（調査）の申し出について

― ― 決 定

令 和 ３ 年 第 １ 回 ３ 月 定 例 会
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